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検定英語Ⅰ 山中 祐子 ・・・・・・・・ 12

検定英語Ⅰ 岩井　千秋 ・・・・・・・・ 13

検定英語Ⅱ 波多野　五三 ・・・・・・・・ 14

検定英語Ⅱ 黒住 奏 ・・・・・・・・ 15

資格英語Ⅰ（前期） 天野　みゆき ・・・・・・・・ 16

資格英語Ⅰ（後期） 天野　みゆき ・・・・・・・・ 17

資格英語Ⅱ（前期） 天野　みゆき ・・・・・・・・ 18

資格英語Ⅱ（後期） 天野　みゆき ・・・・・・・・ 19

日本語Ⅰ 中石　ゆうこ ・・・・・・・・ 20

日本語Ⅱ 中石　ゆうこ ・・・・・・・・ 21

日本語Ⅲ 中石　ゆうこ ・・・・・・・・ 22

日本語Ⅳ 中石　ゆうこ ・・・・・・・・ 23

ITパスポート検定（前期） 小川　仁士 ・・・・・・・・ 24

ITパスポート検定（後期） 小川　仁士 ・・・・・・・・ 25

保健体育理論 辻　文 ・・・・・・・・ 26

キャリアデベロップメント 原田　淳 ・・・・・・・・ 27

キャリアビジョン 原田　淳 ・・・・・・・・ 28

インターンシップ 栗原　武士 ・・・・・・・・ 29

哲学 小川　吉昭 ・・・・・・・・ 30

倫理学 小川　吉昭 ・・・・・・・・ 31

心理学 向居　暁 ・・・・・・・・ 32

歴史学 小平　直行 ・・・・・・・・ 33

文学 西本　寮子 ・・・・・・・・ 34

教育学 藤井　宣彰 ・・・・・・・・ 35

日本語表現（小川） 小川　俊輔 ・・・・・・・・ 36

日本語表現（高松） 高松　亮太 ・・・・・・・・ 37

法学 岡田　高嘉 ・・・・・・・・ 38

日本国憲法 岡田　高嘉 ・・・・・・・・ 39

経済学 竹林 栄治 ・・・・・・・・ 40

社会学 中島　満大 ・・・・・・・・ 41

人権論 岡田　高嘉 ・・・・・・・・ 42

文化人類学 上水流　久彦 ・・・・・・・・ 43

基礎数学（人間文化） 冨田　哲治 ・・・・・・・・ 44

統計学 冨田　哲治 ・・・・・・・・ 45

物質科学 大竹　才人 ・・・・・・・・ 46

生活化学 長尾　則男 ・・・・・・・・ 47

生命科学 岡田　玄也 ・・・・・・・・ 48

地球科学 吉冨 健一 ・・・・・・・・ 49
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県大生として学ぶ広島と世界 上水流　久彦 ・・・・・・・・ 50

地域の理解 五條　小枝子 ・・・・・・・・ 51

地域情報発信論 五條　小枝子 ・・・・・・・・ 52

ボランティア活動 手島　洋 ・・・・・・・・ 53

留学生と学ぶ広島 柳川　順子 ・・・・・・・・ 54

海外研修Ⅰ（人間文化・前期） 吉本　和弘 ・・・・・・・・ 55

海外研修Ⅰ（人間文化・後期） 吉本　和弘 ・・・・・・・・ 56

海外研修Ⅱ（人間文化・前期） 吉本　和弘 ・・・・・・・・ 57

海外研修Ⅱ（人間文化・後期） 吉本　和弘 ・・・・・・・・ 58

体育実技Ⅱ（山寺） 塩川　満久 ・・・・・・・・ 59

異文化としての日本 柳川　順子 ・・・・・・・・ 60

教養ゼミナール（地方から考える日本） 上水流　久彦 ・・・・・・・・ 61

教養ゼミナール（Hiroshima Global Studies） 馬本　勉 ・・・・・・・・ 62

教養ゼミナールグローバルな視点で見る男女共同参画日高　陵好 ・・・・・・・・ 63

教養ゼミナール（対話で進める精神保健・福祉） 江本　純子 ・・・・・・・・ 64

教養ゼミナール（異文化組織とCSR） 小原　久美子 ・・・・・・・・ 65

教養ゼミナール（異文化理解） 柳川　順子 ・・・・・・・・ 66

教養ゼミナール（ヒトと言語・コミュニケーション） 細川　淳嗣 ・・・・・・・・ 67

教養ゼミナール（現代社会の諸課題について考える） 福岡 政行 ・・・・・・・・ 68

宮島観光学入門（英語） 大知　徳子 ・・・・・・・・ 69

ライフデザイン 岡田　高嘉 ・・・・・・・・ 70

教職入門 中村　勝美 ・・・・・・・・ 71

教育学概論 藤井　宣彰 ・・・・・・・・ 72

教育心理学 向居　暁 ・・・・・・・・ 73

教育社会学 藤井　宣彰 ・・・・・・・・ 74

教育課程論 吉田　成章 ・・・・・・・・ 75

道徳教育論 宮里　智恵 ・・・・・・・・ 76

特別活動論 山田　浩之 ・・・・・・・・ 77

教育方法学 深澤　悦子 ・・・・・・・・ 78

生徒・進路指導論 坪田　雄二 ・・・・・・・・ 79

教育相談 森田　裕司 ・・・・・・・・ 80

教育実習指導 向居　暁 ・・・・・・・・ 81

教育実習Ⅰ 向居　暁 ・・・・・・・・ 82

教育実習Ⅱ 向居　暁 ・・・・・・・・ 83

教職実践演習（中・高） 向居　暁 ・・・・・・・・ 84

介護等体験 向居　暁 ・・・・・・・・ 85

大学基礎セミナー（国際） 秋山　伸隆 ・・・・・・・・ 86

情報リテラシーa(国際) 小川　仁士 ・・・・・・・・ 87
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情報リテラシーb（国際） 小川　仁士 ・・・・・・・・ 88

情報リテラシー演習a（国際） 小川　仁士 ・・・・・・・・ 89

情報リテラシー演習b（国際） 小川　仁士 ・・・・・・・・ 90

体育実技Ⅰa（国際） 黒坂　志穂 ・・・・・・・・ 91

体育実技Ⅰb（国際） 黒坂　志穂 ・・・・・・・・ 92

英語Ⅰ（Global Communication Ⅰ）a D　モーシャー ・・・・・・・・ 93

英語Ⅰ（Global Communication Ⅰ）b D　チャップマン ・・・・・・・・ 94

英語Ⅰ（Global Communication Ⅰ）c ウルシュラ　スティチェック ・・・・・・・・ 95

英語Ⅱ（Critical Reading Ⅰ）a 山中 祐子 ・・・・・・・・ 96

英語Ⅱ（Critical Reading Ⅰ）b 黒住 奏 ・・・・・・・・ 97

英語Ⅱ（Critical Reading Ⅰ）c 天野　みゆき ・・・・・・・・ 98

英語Ⅲ（Global Communication Ⅱ）b D　モーシャー ・・・・・・・・ 99

英語Ⅲ（Global Communication Ⅱ）c D　チャップマン ・・・・・・・・ 100

英語Ⅲ（Global Communication Ⅱ）a ウルシュラ　スティチェック ・・・・・・・・ 101

英語Ⅳ（Critical Reading Ⅱ）a 関谷 弘毅 ・・・・・・・・ 102

英語Ⅳ（Critical Reading Ⅱ）b 黒住 奏 ・・・・・・・・ 103

英語Ⅳ（Critical Reading Ⅱ）c 川尻　武信 ・・・・・・・・ 104

英語Ⅴ（Presentation Ⅰ）a D　リー ・・・・・・・・ 105

英語Ⅴ（Presentation Ⅰ）b D　チャップマン ・・・・・・・・ 106

英語Ⅴ（Presentation Ⅰ）c ウルシュラ　スティチェック ・・・・・・・・ 107

英語Ⅵ（Cross-Cultural Studies）a 波多野　五三 ・・・・・・・・ 108

英語Ⅵ（Cross-Cultural Studies）b 川尻　武信 ・・・・・・・・ 109

英語Ⅵ（Cross-Cultural Studies）c 吉本　和弘 ・・・・・・・・ 110

英語Ⅶ（Presentation Ⅱ）a K　カゼミ ・・・・・・・・ 111

英語Ⅶ（Presentation Ⅱ）b D　チャップマン ・・・・・・・・ 112

英語Ⅶ（Presentation Ⅱ）c ウルシュラ　スティチェック ・・・・・・・・ 113

英語Ⅷ（Seminar）a Ｓ　Ｌ　ＲＯＳＥＮ ・・・・・・・・ 114

英語Ⅷ（Seminar）b 高橋　渡 ・・・・・・・・ 115

英語Ⅷ（Seminar）d 船津　晶代 ・・・・・・・・ 116

英語Ⅷ（Seminar）c 天野　みゆき ・・・・・・・・ 117

英語Ⅷ（Seminar）e 栗原　武士 ・・・・・・・・ 118

中国語Ⅰa（国際） 丸山　浩明 ・・・・・・・・ 119

中国語Ⅰb（国際） 津坂　貢政 ・・・・・・・・ 120

中国語Ⅱ（国際） 袁　葉 ・・・・・・・・ 121

中国語Ⅲa 丸山　浩明 ・・・・・・・・ 122

中国語Ⅲb 津坂　貢政 ・・・・・・・・ 123

中国語Ⅳ 袁　葉 ・・・・・・・・ 124

中国語Ⅴ 丸山　浩明 ・・・・・・・・ 125



科目授業名 授業代表教員氏名 ページ数

中国語Ⅵ 侯　仁鋒 ・・・・・・・・ 126

中国語Ⅶ 植村　広美 ・・・・・・・・ 127

中国語Ⅷ 侯　仁鋒 ・・・・・・・・ 128

韓国・朝鮮語Ⅰa 鄭　遇澤 ・・・・・・・・ 129

韓国・朝鮮語Ⅰb 金　根五 ・・・・・・・・ 130

韓国・朝鮮語Ⅱ 鄭　銀志 ・・・・・・・・ 131

韓国・朝鮮語Ⅲa 鄭　遇澤 ・・・・・・・・ 132

韓国・朝鮮語Ⅲb 金　根五 ・・・・・・・・ 133

韓国・朝鮮語Ⅳ 鄭　銀志 ・・・・・・・・ 134

韓国・朝鮮語Ⅴ 金　根五 ・・・・・・・・ 135

韓国・朝鮮語Ⅵ 鄭　遇澤 ・・・・・・・・ 136

韓国・朝鮮語Ⅶ 金　根五 ・・・・・・・・ 137

韓国・朝鮮語Ⅷ 鄭　遇澤 ・・・・・・・・ 138

ドイツ語Ⅰ（人間文化） 小田　智敏 ・・・・・・・・ 139

ドイツ語Ⅱ（人間文化） 小田　智敏 ・・・・・・・・ 140

ドイツ語Ⅲ 小田　智敏 ・・・・・・・・ 141

ドイツ語Ⅳ 小田　智敏 ・・・・・・・・ 142

フランス語Ⅰ 林田　浩見 ・・・・・・・・ 143

フランス語Ⅱ 林田　浩見 ・・・・・・・・ 144

フランス語Ⅲ 林田　浩見 ・・・・・・・・ 145

フランス語Ⅳ 林田　浩見 ・・・・・・・・ 146

国際文化学概説 柳川　順子 ・・・・・・・・ 147

政治学（英語） 原　理 ・・・・・・・・ 148

国際関係史論 岡本　弘道 ・・・・・・・・ 149

宗教学 山本　貴裕 ・・・・・・・・ 150

地誌学 酒川　茂 ・・・・・・・・ 151

人文地理学 酒川　茂 ・・・・・・・・ 152

自然地理学 澤田　結基 ・・・・・・・・ 153

比較文学論 柳川　順子 ・・・・・・・・ 154

地域文化学（宮島学） 大知　徳子 ・・・・・・・・ 155

言語学 今田　良信 ・・・・・・・・ 156

マスコミ・ジャーナリズム論 部谷　修 ・・・・・・・・ 157

人間関係論 植田　智 ・・・・・・・・ 158

国際法 福井 康人 ・・・・・・・・ 159

国際経済論 大東和 武司 ・・・・・・・・ 160

比較社会論 富田　和広 ・・・・・・・・ 161

国際政治論 原　理 ・・・・・・・・ 162

国際政治論基礎演習 原　理 ・・・・・・・・ 163
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国際政治論演習 原　理 ・・・・・・・・ 164

国際政治論特論 原　理 ・・・・・・・・ 165

国際協力論 植村　広美 ・・・・・・・・ 166

国際協力論基礎演習 植村　広美 ・・・・・・・・ 167

国際協力論演習 植村　広美 ・・・・・・・・ 168

国際協力論特論 植村　広美 ・・・・・・・・ 169

英米地域論 Ｓ　Ｌ　ＲＯＳＥＮ ・・・・・・・・ 170

英米地域論基礎演習 Ｓ　Ｌ　ＲＯＳＥＮ ・・・・・・・・ 171

英米地域論演習 Ｓ　Ｌ　ＲＯＳＥＮ ・・・・・・・・ 172

英米地域論特論 Ｓ　Ｌ　ＲＯＳＥＮ ・・・・・・・・ 173

英米地域史論（西洋史） 小平　直行 ・・・・・・・・ 174

英米地域史論基礎演習 小平　直行 ・・・・・・・・ 175

英米地域史論演習 小平　直行 ・・・・・・・・ 176

英米地域史論特論Ａ 小平　直行 ・・・・・・・・ 177

英米地域史論特論Ｂ 井内　太郎 ・・・・・・・・ 178

東アジア地域論 植村　広美 ・・・・・・・・ 179

東アジア地域史論（東洋史） 岡本　弘道 ・・・・・・・・ 180

東アジア地域史論基礎演習 岡本　弘道 ・・・・・・・・ 181

東アジア地域史論演習 岡本　弘道 ・・・・・・・・ 182

東アジア地域史論特論Ａ 岡本　弘道 ・・・・・・・・ 183

東アジア地域史論特論Ｂ 舩田 善之 ・・・・・・・・ 184

東アジア社会文化論 富田　和広 ・・・・・・・・ 185

東アジア社会文化論基礎演習 富田　和広 ・・・・・・・・ 186

東アジア社会文化論演習 富田　和広 ・・・・・・・・ 187

東アジア社会文化論特論 富田　和広 ・・・・・・・・ 188

日本地域論 酒川　茂 ・・・・・・・・ 189

日本地域論基礎演習 酒川　茂 ・・・・・・・・ 190

日本地域論演習 酒川　茂 ・・・・・・・・ 191

日本地域論特論 酒川　茂 ・・・・・・・・ 192

日本地域史論（日本史） 秋山　伸隆 ・・・・・・・・ 193

日本地域史論基礎演習 秋山　伸隆 ・・・・・・・・ 194

日本地域史論演習 秋山　伸隆 ・・・・・・・・ 195

日本地域史論特論 秋山　伸隆 ・・・・・・・・ 196

海外研修Ⅰ（人間文化・前期）（読替） 国際学科教員 ・・・・・・・・ 197

海外研修Ⅰ（人間文化・後期）（読替） 国際学科教員 ・・・・・・・・ 198

海外研修Ⅱ（人間文化・前期）（読替） 国際学科教員 ・・・・・・・・ 199

海外研修Ⅱ（人間文化・後期）（読替） 国際学科教員 ・・・・・・・・ 200

英米社会文化論 吉本　和弘 ・・・・・・・・ 201
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英米社会文化論基礎演習 吉本　和弘 ・・・・・・・・ 202

英米社会文化論演習 吉本　和弘 ・・・・・・・・ 203

英米社会文化論特論 吉本　和弘 ・・・・・・・・ 204

英米文化史論 天野　みゆき ・・・・・・・・ 205

英米文化史論基礎演習 天野　みゆき ・・・・・・・・ 206

英米文化史論演習 天野　みゆき ・・・・・・・・ 207

英米文化史論特論 天野　みゆき ・・・・・・・・ 208

英米文学論 高橋　渡 ・・・・・・・・ 209

英米文学論基礎演習 高橋　渡 ・・・・・・・・ 210

英米文学論演習 高橋　渡 ・・・・・・・・ 211

英米文学論特論Ａ 高橋　渡 ・・・・・・・・ 212

英米文学論特論Ｂ マイケル ゴーマン ・・・・・・・・ 213

東アジア文化史論 丸山　浩明 ・・・・・・・・ 214

東アジア文化史論基礎演習 丸山　浩明 ・・・・・・・・ 215

東アジア文化史論演習 丸山　浩明 ・・・・・・・・ 216

東アジア文化史論特論 丸山　浩明 ・・・・・・・・ 217

東アジア文学論（中国文学） 柳川　順子 ・・・・・・・・ 218

東アジア文学論基礎演習 柳川　順子 ・・・・・・・・ 219

東アジア文学論演習 柳川　順子 ・・・・・・・・ 220

東アジア文学論特論 柳川　順子 ・・・・・・・・ 221

比較文化論 鄭　銀志 ・・・・・・・・ 222

比較文化論基礎演習 鄭　銀志 ・・・・・・・・ 223

比較文化論演習 鄭　銀志 ・・・・・・・・ 224
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日本社会文化論 高松　亮太 ・・・・・・・・ 226

日本社会文化論基礎演習 高松　亮太 ・・・・・・・・ 227

日本社会文化論演習 高松　亮太 ・・・・・・・・ 228
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日本文化史論演習 鈴木　康之 ・・・・・・・・ 232

日本文化史論特論 鈴木　康之 ・・・・・・・・ 233
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思想文化論基礎演習 小川　吉昭 ・・・・・・・・ 240

思想文化論演習 小川　吉昭 ・・・・・・・・ 241

思想文化論特論 小川　吉昭 ・・・・・・・・ 242

対照言語学 侯　仁鋒 ・・・・・・・・ 243

英語コミュニケーション 西原　貴之 ・・・・・・・・ 244

ディベート・プレゼンテーション（日本語） 家村　伸子 ・・・・・・・・ 245

ディベート・プレゼンテーション（英語） 栗原　武士 ・・・・・・・・ 246

時事英語 福元　広二 ・・・・・・・・ 247

ＣＡＬＬ演習 船津　晶代 ・・・・・・・・ 248
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

検定英語Ⅰ

山中 祐子（非常勤講師）

中間期末テスト、TOEICに対応できる力の習得、英語コミュニケーションへの積極的態度、等で
評価する。TOEIC受験を求める。詳しくは初回の授業で説明します。

名作映画でＴＯＥＩＣ　カサブランカ　英宝社  ＩＳＢＮ９７８－４－２６９－６６０２８－
１

適宜授業内で配布します。TOEIC受験に際して、授業のテキストとは別に、<公式問題集シリー
ズ>
を解いてゆくことをおすすめします。

スマートフォンは許可を得た場合を除き、電源を必ず切ってください。三分の二以上の出席が
必須です。各自テキストを予習していることを前提に、グループ発表形式で授業を行います。
積極的に授業に参加してください。

対面授業：TOEIC実践力を養うことをめざし、指定テキストを各自読み進めてきていることを前
提にグループ発表形式で行います。

健康科学科，経営学科，経営情報学科１年次対象

TOEIC 500点以上　さまざまなアメリカ英語音声

TOEIC（国際コミュニケーション英語能力テスト）においてスコアを取得するため，聴解・読解
の能力を発展させる。

映画教材を用いて、聴解，読解，英語構文理解，語彙力養成などの演習をTOEIC形式での演習を
含めて行う。速読速解。速聴速解できるスピード対応のトレーニングを行う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

検定英語Ⅰ

岩井　千秋（非常勤講師）

TOEICに対応できる力の習得、英語コミュニケーションへの積極的態度、等で評価します。
TOEIC受験を求めます。その他、出席、課題の提出状況、毎回の出席クイズ、授業への参加度合
を総合して評価します。

T. O'Brien 他　Simply 500: Acing the TOEIC　南雲堂　CD付き

各種の教材やサイトを授業で紹介します。

私は特に遅刻が嫌いです。10分以上の遅刻は、基本的に欠席と見なします。また授業に出席し
ているだけで英語の力が身に着くことなどあり得ません。他人任せではなく、与えられる課題
や学習方法を実践する覚悟で受講してください。

授業では必ず予習として課題を出し、それを出席クイズとして出題します。さらに、TOEICなど
の英語検定の出題形式に慣れてもらうために、書き取り（ディクテーション）や音読（シャ
ドーイング）などを繰り返し行うほか、学習者どうして解答結果を評価し合うようなピア学習
を取り入れた形式で授業を進めます。

健康科学科，経営学科，経営情報学科　１年次対象

TOEIC、英語検定試験、運用能力

TOEIC（国際コミュニケーション英語能力テスト）においてスコアを取得するため，聴解・読解
の能力を発展させます。語彙や英語の慣用的な表現の知識を増やすことが重要であるため、か
なりの量の単語や英語独特の言い回しを覚えることを目標とします。

聴解，読解，英語構文理解，語彙力養成などの演習をTOEIC形式での演習を含めて行う。速読速
解、速聴速解できるスピード対応のトレーニングを行います。また英語の本当の力を身につけ
るには TOEIC 対策の学習では十分とは言えないため、日常的に英語の学習に取り組むためのノ
ウハウを知り、それを実践してもらいます。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

検定英語Ⅱ

波多野　五三（非常勤講師）

TOEICに対応できる力の習得、英語コミュニケーションへの積極的態度、等で評価する。TOEIC
受験を求める。

『文法・読解で高得点をねらう新TOEIC Test（Develop Your Grammar and Reading Power of 
the TOEIC Test』（安藤祐介・他. 2007. 東京: 松柏社.）

『新TOEIC TEST 英単語・熟語高速マスター』Linkage Club. 2012. ISBN: 978-4-947747-22-8

予習の際に、センテンスやパラグラフの要点を把握するとともに全文を和訳し練習問題を解い
ておくこと。さらに、内容理解ののちに本文を３回以上朗読しておくこと。特に、無生物主
語、関係代名詞/関係副詞、分詞構文、倒置、強調、省略などに注意する。未知語は、Longman 
Dictionary of Contemporary EnglishやOxford Advanced Learner's Dictionaryなどで語義を
調べたのちに英和辞典で日本語訳を確認すること。

講義及び演習を中心とした対面形式の授業。英語文献の読解並びに聴解を行う際に、ペアーま
たはグループに分かれてディスカッションを行うことがある。

健康科学科，経営学科，経営情報学科　１年次対象

TOEIC, 英語能力試験、英語のスキル

TOEIC（国際コミュニケーション英語能力テスト）においてスコアを取得し，英語運用能力を総
合的に高めるため，聴解・読解の能力を発展させる。

聴解，読解，英語構文理解，語彙力養成などの演習を行う。速読速解。速聴速解できるスピー
ド対応のトレーニングを行い，TOEICに対応できる力を養う。



2017/4/12

15 / 420

授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

検定英語Ⅱ

黒住　奏（非常勤講師）

TOEICに対応できる力の習得、英語コミュニケーションへの積極的態度、等で評価する。TOEIC
受験を求める。

TOEIC TEST Trainer Target 470, Revised Edition by Masahiko Yamaguchi, George W. 
Pifer. CENGAGE LEARNING

適宜授業内で配布

英和辞書を必ず持参してください。

テキストを用いて、演習形式と講義形式を組み合わせて授業を行います。また、グループワー
クやディスカッションなどを、適宜取り入れます。

健康科学科，経営学科，経営情報学科　１年次対象

基礎的英語力

TOEIC（国際コミュニケーション英語能力テスト）においてスコアを取得し，英語運用能力を総
合的に高めるため，聴解・読解の能力を発展させる。

聴解，読解，英語構文理解，語彙力養成などの演習を行う。速読速解。速聴速解できるスピー
ド対応のトレーニングを行い，TOEICに対応できる力を養う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 0 学科または専攻毎の必修・選択の別

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

資格英語Ⅰ （前期）

天野みゆき

1816

水曜日４時間目

TOEIC、550点以上、TOEFLiBT、57点以上で単位を認定する。

単位認定科目

実用的なコミュニケーション能力を習得し、TOEIC または TOEFL　のスコアを取得する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 0 学科または専攻毎の必修・選択の別

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

資格英語Ⅰ （後期）

天野みゆき

1816

水曜日５時間目

TOEIC、550点以上、TOEFLiBT、57点以上で単位を認定する。

単位認定科目

実用的なコミュニケーション能力を習得し、TOEIC または TOEFL　のスコアを取得する。



2017/4/12

18 / 420

授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 0 学科または専攻毎の必修・選択の別

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

資格英語Ⅱ （前期）

天野みゆき

1816

水曜日４時間目

TOEIC 700点以上またはTOEFLiBT、76点以上で単位を認定する。

単位認定科目

実用的なコミュニケーション能力を習得し、TOEIC または TOEFL　のスコアを取得する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 0 学科または専攻毎の必修・選択の別

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

資格英語Ⅱ （後期）

天野みゆき

1816

水曜日５時間目

TOEIC 700点以上またはTOEFLiBT、76点以上で単位を認定する。

単位認定科目

実用的なコミュニケーション能力を習得し、TOEIC または TOEFL　のスコアを取得する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本語Ⅰ

中石ゆうこ

1132

毎週火曜日10時から12時

小テスト　  (20%)
授業外課題（宿題）(20%)
期末テスト  (50%)
出席　  (10%)

※宿題の提出が遅れた場合は、減点する。

『中級からの日本語プロフィシェンシーライティング』（凡人社）を予定。
※学生の能力によって決定する。（第3回の授業で指示）

日本語レベルによって内容を変更する。

対面授業。毎週小テスト、授業外課題（宿題）を課す。学生は、授業に出席し積極的に活動に
参加すること。

全学科　１年次

語彙　文法　聞く　話す

この授業は，日本語を母語としない者を対象とする 。

本科目の目標は、①語彙力を高めること、②文法力を高めること、③日常生活で良く見られる
対話場面での表現力を高めることである。

① 生活に必要な語彙、表現に加えて、大学の学習活動に必要となる抽象的な語彙や表現を学
ぶ。
② 日本語の文法に関する知識を確認し、それを運用に結び付ける。
③ 自分の考えを説明したり、交渉したりする練習を行う。

※ただし、受講生の日本語レベルによって内容を変更する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本語Ⅱ

中石ゆうこ

1132

毎週火曜日10時から12時

小テスト　  (20%)
発表、宿題　(30%)
期末テスト  (40%)
出席　     (10%)

※宿題の提出が遅れた場合は減点する。

『中級からの日本語プロフィシェンシー　ライティング』（凡人社）を予定。
※学生の能力によって決定する。（第3回の授業で指示）

日本語レベルによって内容を変更する。

対面授業。毎週小テスト、宿題を課す。学生は、授業に出席し積極的に活動に参加すること。

全学科　１年次

語彙　聞く　話す　書く　発表

この授業は，日本語を母語としない者を対象とする 。「日本語Ⅱ」では、「日本語Ⅰ」の日本
語力より、上のレベルに対応した活動を行う。

本科目の目標は、①語彙力を高めること、②日常生活で良く見られる対話場面での表現力を高
めること、③大学生活で必要とされる日本語力のうち主に話す活動（課題について情報を集め
る、自分の考えを効果的に発表するなど）の日本語力を高めることである。

日本語Ⅰから継続で受講することが望ましい。

生活に必要な語彙、表現に加えて、大学の学習活動に必要となる抽象的な語彙や表現を学ぶ。
作文では、教科書に書かれた文章の問題点を指摘する活動とそれに続く作文練習を通じて、書
く力を高める。プレゼンテ—ションでは、自己の考えを聞き手に分かりやすく表明する練習をす
る。

※ただし、受講生の日本語レベルによって内容を変更する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本語Ⅲ

中石ゆうこ

1132

火曜日10時から12時

小テスト　  (20%)
授業外課題（宿題）(20%)
期末テスト（またはレポート）  (50%)
出席       (10%)

※宿題の提出が遅れた場合は減点する。

『日本語プロフィシエンシーライティング』（凡人社）
『中・上級のための速読の日本語』（The Japan Times）の2冊を予定。
※学生の能力によって決定する。（第3回の授業で指示）

日本語レベルによって内容を変更する。

対面授業。毎週小テスト、宿題を課す。学生は、授業に出席し積極的に活動に参加すること。

全学科　１年次

語彙　読む　書く

この授業は，日本語を母語としない者を対象とする 。

本科目の目標は、①語彙力を高めること、②大学生活で必要とされる日本語力のうち主に読
み、書きの活動（専門書を読む、レポートや論文を書くなど）のための日本語力を高めること
である。

①生活に必要な語彙、表現に加えて、大学の学習活動に必要な抽象的な語彙や表現を学ぶ。
②教科書に書かれた文章の問題点を指摘する活動とそれに続く作文練習を通じて、書く力を高
める。
③様々な文章を読むことで、正確に、かつ効果的に、必要な情報を見つける演習を行う。

※ただし、受講生の日本語レベルによって内容を変更する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本語Ⅳ

中石ゆうこ

1132

火曜日10時から12時

小テスト　  (20%)
授業外課題（宿題）(20%)
期末テスト（またはレポート）  (50%)
出席　  (10%)

※宿題の提出が遅れた場合は減点する。

『日本語プロフィシエンシーライティング』（凡人社）
『中・上級のための速読の日本語』（The Japan Times）の2冊を予定。
※学生の能力によって決定する。（第3回の授業で指示）

日本語レベルによって内容を変更する。日本語Ⅲから継続で受講することが望ましい。

対面授業。毎週小テスト、宿題を課す。学生は、授業に出席し積極的に活動に参加すること。

全学科　１年次

語彙　漢字　読む　書く 　プロジェクト課題

この授業は，日本語を母語としない者を対象とする 。この「日本語Ⅳ」では、「日本語Ⅲ」の
日本語力より、上のレベルに対応した活動を行う。

本科目の目標は、①語彙力を高めること、②大学生活で必要とされる日本語力のうち主に読
み、書きの活動（専門書を読む、課題について情報を集める、レポートや論文を書くなど）の
ための日本語力を高めること、③他者と自分との意見を調整し、問題解決をすることである。

①大学の学習活動に必要な抽象的で専門性の高い語彙や表現を学ぶ。
②レポート作成ができる作文力を身に付けることを目標にして、教科書に書かれた文章の問題
点を指摘する活動とそれに続く作文練習を通じて、書く力を高める。
③様々な文章を読むことで、正確に、かつ効果的に、必要な情報を見つける演習を行う。
④他者と自分との意見を調整し、問題解決をする活動として、プロジェクト学習を行う。

※ただし、受講生の日本語レベルによって内容を変更する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

ITパスポート検定 （前期）

小川　仁士

広島キャンパス　1548研究室

質問等には随時対応する。
研究室へ来訪する場合は，メール等で事前に在室を確認すると良い。

期間中に実施する数回の理解度確認試験に合格した者について，その得点に応じ評定値を与え
る。

FOM出版「よくわかるマスター ITパスポート試験　対策テキスト＆過去問題集 平成28-29年度
版」富士通エフ・オー・エム㈱

講義の中で紹介する。

テキストを用いて予習と復習をしっかり行うこと。
ITパスポート試験の受験案内も行うので，積極的に受験し取得して欲しい。

対面授業。
授業日程に従って『ITパスポート試験』の学習カリキュラムに準拠したテキストを用いて講義
を実施する。
また，自習についてはｅラーニング教材を使用する。
学生は，授業への出席，理解度確認試験の受験が義務付けられる。

【27年度以降入学生】人間文化学部，経営情報学部　１～３年次対象

国家試験，ITパスポート試験，ストラテジ系基礎知識，マネジメント系基礎知識，テクノロジ
系基礎知識

本科目は，全学共通教育科目中の基盤科目における情報科目に区分される。
ITに関する知識にとどまらず，企業活動，経営戦略，会計や法務など，ITを活用する上で前提
となる幅広い知識をバランス良く習得することを目的として，国家試験である『ITパスポート
試験』の学習内容を身に付ける。

本講義では，『ITパスポート試験』の合格に必要なストラテジ系，マネジメント系，テクノロ
ジ系基礎知識について学習する。これらの学習を通して，以下にあげることが身に付く。
・企業活動と法務の基本について理解し，経営科学の各手法についての基礎知識を備え，企業
や組織の経営に資する情報システムの戦略立案に活かすことができる。
・情報システムの開発技術およびソフトウェア開発管理手法の基礎について理解し，プロジェ
クトマネジメントおよびサービスマネジメントの基礎知識を備え，情報システムの開発および
運用に活かすことができる。
・情報科学を支える基礎理論について理解し，コンピュータシステムの構成要素の仕組みにつ
いての基礎知識を備えている。さらに，データベース，ネットワーク，セキュリティに活用さ
れている技術の要諦を踏まえ，適切なコンピュータシステムの運用ができる。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

ITパスポート検定 （後期）

小川　仁士

広島キャンパス　1548研究室

質問等には随時対応する。
研究室へ来訪する場合は，メール等で事前に在室を確認すると良い。

期間中に実施する数回の理解度確認試験に合格した者について，その得点に応じ評定値を与え
る。

FOM出版「よくわかるマスター ITパスポート試験　対策テキスト＆過去問題集 平成28-29年度
版」富士通エフ・オー・エム㈱

講義の中で紹介する。

テキストを用いて予習と復習をしっかり行うこと。
ITパスポート試験の受験案内も行うので，積極的に受験し取得して欲しい。

対面授業。
授業日程に従って『ITパスポート試験』の学習カリキュラムに準拠したテキストを用いて講義
を実施する。
また，自習についてはｅラーニング教材を使用する。
学生は，授業への出席，理解度確認試験の受験が義務付けられる。

【27年度以降入学生】人間文化学部，経営情報学部　１～３年次対象

国家試験，ITパスポート試験，ストラテジ系基礎知識，マネジメント系基礎知識，テクノロジ
系基礎知識

本科目は，全学共通教育科目中の基盤科目における情報科目に区分される。
ITに関する知識にとどまらず，企業活動，経営戦略，会計や法務など，ITを活用する上で前提
となる幅広い知識をバランス良く習得することを目的として，国家試験である『ITパスポート
試験』の学習内容を身に付ける。

本講義では，『ITパスポート試験』の合格に必要なストラテジ系，マネジメント系，テクノロ
ジ系基礎知識について学習する。これらの学習を通して，以下にあげることが身に付く。
・企業活動と法務の基本について理解し，経営科学の各手法についての基礎知識を備え，企業
や組織の経営に資する情報システムの戦略立案に活かすことができる。
・情報システムの開発技術およびソフトウェア開発管理手法の基礎について理解し，プロジェ
クトマネジメントおよびサービスマネジメントの基礎知識を備え，情報システムの開発および
運用に活かすことができる。
・情報科学を支える基礎理論について理解し，コンピュータシステムの構成要素の仕組みにつ
いての基礎知識を備えている。さらに，データベース，ネットワーク，セキュリティに活用さ
れている技術の要諦を踏まえ，適切なコンピュータシステムの運用ができる。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別
平成26年度以前入学生：必
修
平成28年度入学生：選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

保健体育理論

辻　文

広島キャンパス　1541研究室

可能な限りいつでも対応する

　毎回の小レポート20%、課題レポート30%、期末試験50%の割合で総合的に評価する。

「期末試験」：期末試験（90分）を行う。試験は自身が作成したA3サイズのメモのみ持ち込み
可（メモ用紙は、事前に配布した指定の用紙のみ認め、試験後に回収する）。出題は第15回ま
での講義内容及び小テストの中から行う。

教科書なし。毎回、資料プリントを配布する。

健康づくりのための運動の科学（鵤木秀夫 編、化学同人）、スポーツ生理学（冨樫健二 編、
化学同人）、トレーニングの科学的基礎（宮下充正、ブックハウス・エイチディ）

　授業態度は、積極的な授業参加だけでなく、私語の抑止、携帯電話の禁止、教室内での飲食
禁止等の授業のマナーを守ることを含む。無断の途中退室は認めない。
　受講者の理解度に応じて、15回の授業計画の内容を若干変更することがある。

　対面授業。本授業科目では、一方的な講義形式ではなく、グループにわかれて学生同士の議
論や意見発表、全体で教員も含めた質疑などを行い、学生が主体的に運動・スポーツに携わる
態度を育むことを目指していきます。
　また本授業では、ストレッチング、ウォーキング、レジスタンス運動などの実技を通して、
運動を実施する上で必要となる基本的な技能を身につけていきます。

国際文化学科、健康科学科、経営学科、経営情報学科1年次対象

中・高一種免（全教科）必修

健康づくり、生涯スポーツ、運動、トレーニング、生活習慣病

【授業の到達目標】
①現代の日本人の健康状態や運動・スポーツと健康のかかわりを理解する。
②生涯に渡って運動・スポーツを継続するために必要となる環境や取り組みを説明できる。
③運動・トレーニングを行った場合に身体の中でどのような変化（生理的変化）が起こるの
か、さらに、それらが健康の保持・増進とどのように関係するのか説明できる。
④運動を実施する上で必要となる基本的な技能を身につける。

【カリキュラム上の位置づけ】保健体育理論は、大学で学ぶ基礎・基盤として、また、4年間を
通して学ぶ豊かな教養からなる教育の基盤を成す科目の一つとして位置づけられている。

　本授業は、3部構成になっています。
第1章（第1〜5回）では、健康と運動について考えていきます。日本人の健康状態を理解し、運
動・スポーツが病気（生活習慣病）やこころの健康とどのように関わるのか、さらに運動・ス
ポーツを生涯に渡って継続していくにはどういった環境や取り組みが必要になるのか理解を深
めます。
第2章（第6〜10回）では、運動時の身体のしくみについて学びます。運動やトレーニングを行
うと身体の中でどのような変化や適応が起こるのか、さらにそれらの身体的変化が健康とどの
ように関わるのか理解を深めます。
第3章（第11〜15回）では、運動・トレーニングの方法について学びます。実際に運動を実施・
継続していく上で、どのようなトレーニングの種類があり、それぞれどのような効果が得られ
るのか等について、実習を交えながら理解を深めてきます。これら15回の授業を通して、生涯
スポーツを実践していく上での基本的知識、態度および技能を身につけていきます。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

キャリアデベロップメント

原田　淳

広島キャンパス　キャリアセンター

講義中の演習５０％，レポート課題２０％，期末レポート３０％で評価する

講義資料はUNIVERSAL PASSPORTにアップロードするので，必要に応じてダウンロードする．

対面授業．講義形式による解説を行い，必要に応じて適宜，演習を実施する．

全学科1年次対象

キャリア開発，能力開発，目標設定，情報収集，コミュニケーションスキル，対人関係スキ
ル，課題発見力，問題解決力，感情コントロール，ストレスコントロール

　本科目は、全学共通教育科目の「キャリア科目」の中で、最初に学ぶ科目として位置づけら
れている。大学生活を充実させ，社会で活躍するためには，自立的・主体的に考え行動し，問
題や課題に直面したときに自分で対処し解決する力が必要となる．それには，目標設定，情報
収集，効果的なコミュニケーション，対人関係スキル，課題発見力，問題解決力，感情のコン
トロー　ル，ストレスへの対処，意思決定などの能力が含まれる．これらの能力は，在学中だ
けでなく，社会に出てからも継続的に高めていくことが重要である．本講義の目的は，受講者
がこれらの能力の重要性について認識し，必要なスキルや有用な手法について理解し，能力を
高める方法を知ることである．受講者が理解を深めるための演習を適宜実施し，その過程で受
講者自身が自己についての理解を深めることが可能である．

１）社会で活躍するために必要な能力，２）セルフイメージと目標設定，３）情報収集と要約
のスキル，４）コミュニケーションと対人関係のスキル，５）論理的に説明するスキル，６）
問題解決・発想法，７）感情とストレスのコントロール
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

キャリアビジョン

原田　淳，山根　英幸，（魚谷　滋己）

広島キャンパス　キャリアセンター

講義中の演習５０％，レポート課題２０％，期末レポート３０％で評価する。

「グローバルビジネスと商品企画」のテキストを配布する。

参考文献は適宜紹介する。

「グローバルビジネスと商品企画」のテキストを予習し，担当したい地域（アメリカ，ヨー
ロッパ，中国のいずれか）を決め，質問を一つ考えておくこと。

対面形式。授業は配布資料にしたがって進める講義形式と，学生による演習・発表形式を併用
して実施する。

全学科　2年次対象

キャリア開発，基礎的・汎用的能力，論理的思考，プレゼンテーション

本科目では，自分自身のキャリアを形成してゆく見識を身につけると同時に，社会で必要とさ
れる論理的思考力，プレゼンテーション力を身につけることを目標とする。

前半は，社会で必要とされる能力や資質を理解するための講義を行い，後半は，「グローバル
ビジネスと商品企画」をテーマに，グループによる商品企画に取り組む。グループで企画した
内容について中間段階と最終段階のプレゼンテーションも実施する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 60 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

インターンシップ

栗原武士，鍛島秀明，冨田哲治，橋上徹

広島キャンパス　1680 （冨田）

随時（アポを取ってください）

事前学習及び事後学習における課題，授業及び実習の出席，実習受入先の評価，実習報告書等
を総合して評価する。課題等については第１回の授業において提示する。課題，報告書等の提
出物をすべて提出すること，授業及び実習における欠席・遅刻・早退がないこと，受入先の評
価が良好であることが単位認定の必要条件である。

ａ．教科書　なし

ｂ．参考文献　第１回の授業において印刷資料として提示する。

履修する学生は，自分自身や自分の進路について深く考えてきた学生であることが望ましい。
履修予定者は，第１回の授業に出席して，ガイダンスの内容を理解した上で，履修するかどう
かを決定すること。授業に関する連絡方法は，正式には教学課の掲示，学生に対する授業内で
の連絡によって行う。受講のルールについては，第１回の授業において提示する。正当な理由
なく，履修の中途での放棄，事前学習，実習，事後学習での欠席・遅刻・早退は認めない。実
習において必要となる費用は，原則として学生の個人負担とする。

対面授業。事前学習及び事後学習は，授業日程に従って，週１回の授業を,主に講義形式及び演
習形式で実施する。実習は原則として夏期休業中に２週間行う。学生は，事前学習，実習，事
後学習の欠席・遅刻・早退は認められない。すべての授業への参加と２週間の実習が義務づけ
られる。

全学科2・3年次対象

自己分析，進路選択，就業体験，職業選択，職業適性，ビジネスマナー

この科目では，将来職業に就くために，職業選択，職業適性について，自分を深く見つめよう
とする学生を対象にして，就業体験をさせる。本科目の目標は，履修学生に，多様な職場や職
業に対する関心を持たせるとともに，それらの職場や職業について体験を通じて深く考えさせ
ることである。これによって，自己の進路について考えるための契機とすることができる。本
科目は，全学共通教育科目の複合科目の一つとして位置づけられている。

企業，行政機関，福祉施設，各種団体等において行う就業体験実習を通じて，将来の職業選択
に備えて，自らが自己の職業適性や能力等について深く考える契機とする。事前学習では，オ
リエンテーション，ビジネスマナー講座，自己目標を明確にするグループ別発表・討論を行
う。実習は原則として夏期休業期間中の１週間以上とする。
事後学習では，就業体験の発表を，グループ別発表・討論として行うとともに，学内外に公開
する全体報告会としても実施する。さらに，実習報告書を作成し，提出させる。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

哲学

小川　吉昭

広島キャンパス　1825研究室

随時

期末試験の成績による。

Stephen Law “THE PHILOSOPHY GYM”（翻訳を準備する）

岩崎武雄『西洋哲学史』（再訂版）有斐閣、門脇俊介『現代哲学』　産業図書、
熊野純彦『西洋哲学史』上・下　岩波新書

添付ファイルから、
　PhG_01.pdf, PhG_16.pdf PhG_18.pdf, PhG_19.pdfを各自でプリントする。

対面授業

国際文化学科１・２年次，健康科学科１年次，経営学科・経営情報学科１・２年次対象

中一種免（社会）選択必修，高一種免（公民）選択必修

原因、根拠、神、科学、帰納、演繹、循環

全学共通教育科目の人文学系科目。哲学を初めて学ぶ学生を対象に、哲学とはどのようなもの
かを紹介する。併せて、論文を読み、論理的展開を正確に把握できるようになることを目指
す。

Stephen Law “THE PHILOSOPHY GYM”の中から、Chapter 1、Chapter 16、Chapter 18、
Chapter 19、を、それぞれ三回で取り上げ、そこで何が問題となっているのか、どのような解
決策がありうるのか、それぞれの解決策にどのような問題が潜んでいるのか、等々を考えなが
ら、全体の構成（アウトライン）を読み取る。取り上げる各章は、スティーブン・ロー著『北
極の北には何がある？「考える脳」をつくる哲学トレーニング
１９』中山元訳、ランダムハウス講談社、に収録されているが、現在絶版。すべての
Chapterについて翻訳を準備する。
時間に余裕があれば、Chapter 7、Chapter 9、Chapter 4 のいずれかを取り上げる。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

倫理学

小川　吉昭

広島キャンパス　1825研究室

随時

期末試験の成績による。

Stephen Law, "THE PHILOSOPHY GYM"

大庭健　『善と悪　−　倫理学への招待　−』　岩波新書
中島義道　『悪について』　岩波新書

各自でテキストをプリントする。

対面授業

国際文化学科１・２年次，健康科学科１年次，経営学科，経営情報学科１・２年次対象

中一種免（社会）選択必修、高一種免（公民）選択必修

善悪、人格、自由、決定論

全学共通教育科目の人文学系科目。倫理学を初めて学ぶ学生を対象に、哲学の一部門としての
倫理学とはどのようなものかを紹介する。併せて、論文を読み、論理的展開を正確に把握でき
るようになることを目指す。

Stephen Law, "THE PHILOSOPHY GYM"（スティーブン・ロー著『北極の北には何がある？「考え
る脳」をつくる哲学トレーニング１９』中山元訳、ランダムハウス講談社）の中から、　
Chapter 20、Chapter 5、Chapter 12、Chapter 17を取り上げる。全体の構成（アウトライン）
を読み取る努力をしよう。
テキストは翻訳を準備する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

心理学

向居　暁

広島キャンパス　1814研究室

第１回の授業において提示する。

試験90％、当日レポート10％の割合で評価する。試験は指定された教室（試験室）内で、90分
間、主として論述式、座席指定、学生証呈示で実施する。試験における、教科書・ノート・資
料等の持ち込みに関しては、後に決定する。期末試験は指定された試験日の授業時間内で実施
する。

北尾倫彦・中島実・井上毅・石王敦子 共著　「グラフィック心理学」　サイエンス社　1997

主な参考文献は以下の通りである。
中島義明 他編（2005）「新・心理学の基礎知識」（有斐閣）
ノーレン・ホークセマ, S. 他（2012）「ヒルガードの心理学（第15版）」（金剛出版）
海保博之 他（1995）「クイズと体験でわかる心理学」（福村出版）
菊池聡 他（1995）「不思議現象なぜ信じるのか」（北大路書房）
また、各回ごとの内容に合わせて紹介する。

履修予定者は、第１回の授業に出席して、ガイダンスの内容を理解した上で、履修するかどう
かを決定すること。授業に関する連絡方法は、正式には教学課の掲示、ポータル、学生に対す
る授業内での連絡によって行う。受講のルールについては、第１回の授業において提示する。
試験等において、本学において規定された不正行為を禁止する。不正行為が明らかになった場
合は、大学の規則（学則）に基づいて対応する。

対面授業。授業日程に従って、教科書の主要な章に関する講義形式で実施する。1〜2回の講義
につき、教科書1章分の講義を想定した授業を行う。

国際文化学科・健康科学科　１年次対象、経営学科・経営情報学科　１・２年次対象

高一種免（公民）選択必修

知覚、記憶、思考、社会的認知、パーソナリティ、発達

私たちは自分の心の働きについて、ある程度までは自分で知ることが可能である。このような
経験に基づいた心理学的知識を「素朴心理学」の知識という。問題なのは、この「素朴心理
学」の知識と「学問としての心理学」の知識にしばしば大きな隔たりがあることである。本科
目では、「学問としての心理学」の全般的な内容について講義を行う。そして、素朴心理学に
基づいた、心理学に対する誤解を解き、学問としての心理学を生活の中で役に立つような知識
として身につけることを目標とする。この科目は、心理学についてこれまで学習していない学
生を対象にしている。

授業では、人間の基本的な心の働きや行動を扱う。授業内容は、心理学の歴史に始まり、感
覚・知覚、認知、社会、発達、教育、パーソナリティ、臨床など多岐にわたる心理学分野を少
しずつ紹介するものとなっている。毎回の授業において、学生からも日常生活で体験する「心
についての素朴な疑問」を受け付ける。そして、それら疑問は「学問としての心理学」ではど
のように考えられているかを講義内容に沿って紹介する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

歴史学

小平　直行

広島キャンパス　1826研究室

随時

期末試験による。

テキストは使用しない。

参考文献は適宜紹介する。

対面授業（講義）

国際文化学科1・2年次，健康科学科2年次，経営学科，経営情報学科　1・2年次対象

資本主義、フォーディズム、グローバリゼーション

　受講生が、現代の世界資本主義に内在する重要な諸問題について、基礎的理解ができるよう
になることを目標とする。

　コンドラチェフの長期波動によれば、現在われわれは、単なる世界恐慌的局面に直面してい
るのではなく、長期の1周期（1990〜2020年）の下降局面にある。これまで、こうした時期に
は、基礎的エネルギーの転換、資本主義経済（基軸的資本・産業、世界商品）の根本的変化、
国家と国家間システムの変容などが生じており、したがって、われわれは歴史の転換期に際会
している。本講では、歴史の現局面を理解するために、「1960〜1990年の上昇局面」（＝「20
世紀型資本主義」の盛期）と「1990年〜の下降局面」（＝「21世紀型資本主義」の開始期）─
─における世界資本主義と諸国家の形態と構造について論じる。すなわち、過去（「20世紀型
資本主義」）との〈対話〉を通して、現在　（「21世紀型資本主義」）の理解をめざす。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

文学

高松亮太、西本寮子

1911（高松）　1914（西本）

授業のある日の在室時。場所は担当教員研究室。これ以外の面談は要予約。

期末に課すレポート50％、学期中に課すレポート30％、毎時間の取組状況20％の割合で評価す
る。

プリントを使用する。参考文献については授業時に指定する。

授業に関する連絡は、原則として教学課の掲示および授業内で口頭により行う。

対面授業。授業日程に従って主として講義形式（オムニバス）で実施する。
授業の進め方、レポートの課題提示および提出の方法、評価については開講時に指示する。

学生便覧に記載される各学科の教育課程表を参照すること

教養としての古典、古典詩歌、和歌、俳諧、パロディ、想像力、物語、随筆、日記、記録

カリキュラム上の位置づけ：全学共通教育科目、教養科目群のうち、人文系科目

授業の目標：さまざまなジャンルの文学作品を読むことを通して、文学についての基本的内容
を講義する。こ　
の科目の目標は、まず、履修生が文学作品を鑑賞すること、楽しむこと、そして、文学に関す
る基本的な概　念、基礎的内容を理解することである。現代社会を生きる上で必要な教養とし
ての古典を、日本人のものの見方考え方について考えながら鑑賞する。

さまざまなジャンルの日本の古典文学作品をテキストとし、現在のわれわれを考える上で重要
な問題がどのように表象されているかを読み取っていく。そして、それらの作品がその時々の
どのような状況によって作られ、長い歴史の中でどのように受容されてきたのかを理解し、現
代を生きる人々にとって古典がどのような意味を持つのかを考える。前半は韻文を、後半は散
文作品を取り上げて、原典をじっくり味わいながら、日本人のものの見方の特徴について考え
る契機とする。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

教育学

藤井　宣彰

庄原キャンパス　2409研究室

木曜日3時限

①プレゼンテーション70%②提出物等30%を目安として総合的に評価する。

特になし（適宜資料を配付する。）

自分自身や他校出身の友人の学校や家庭での生活を振り返りながら学修内容を深めて下さい。

対面で講義形式の授業を行うとともに，プレゼンテーションを課す。（遠隔：広島C発信，三原
C受信）

国際文化学科1年次，健康科学科1・3年次，経営学科，経営情報学科1・3・4年次対象

教育，学習，社会，学校，家庭，教育問題

　全学共通教育科目である。
　教育学の概要や教育の基本的な概念について知識を得ることが目標である。
　また，教育問題とその背景について考察することで，幅広い視野，資料を検索してまとめ，
発表する技法，自ら考える力を身に付けることを目標とする。

　教育は誰もが経験してきた身近なことだけに，家庭や学校について自らの経験の範疇で考察
しがちになる。教育問題についての報道等を手がかりとして，関連する資料を分析し，子ど
も，家庭，学校，大学，社会における問題の背景や解決策について考察を行う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本語表現 （小川）

小川　俊輔

広島キャンパス　1913

在室時であれば基本的にいつでも対応する。
時間割が確定次第（4月上旬），オフィスアワーを設定し，研究室の扉に掲示する。

毎時の取り組み（提出課題）により評価する。

『さらさらいくよ』第３号（第１回の授業時に配布する）
毎回プリントを配布する。

日本漢字能力検定協会編『文章検 公式テキスト２級』，樺島忠夫『五つの法則による十の方策 
文章表現法』，榊原邦彦ほか編『学生・社会人のための表現入門』，文部科学省『中学校学習
指導要領』，同『中学校学習指導要領解説　国語編』，同『高等学校学習指導要領』，同『高
等学校学習指導要領解説　国語編』など。

受講生は毎回，課題に取り組み，提出しなければならない。読み，書き，聞き，話すを粘り強
く繰り返すことになる。自分の書いた文章の推敲，他の受講生の文章・発表への批評活動も含
まれる。積極的に取り組んでほしい。

対面授業。講義と実習（課題に則った作業），受講生同士の相互評価を組み合わせて実施す
る。学生は，毎時間課題（400字から1200字）に取り組み，その結果を提出することが義務づけ
られる。提出物は、翌週、教員により添削された上で返却される。それをPC等で電子データ化
し、メールで提出する。

人間文化学部　全学生対象
経営情報学部　２年次生以上対象
※経営情報学部の１年次生は五條先生ご担当の「日本語表現」を履修すること
※国語の教育免許の取得を考えている人は、高松先生・五條先生ご担当の「日本語表現」では
なく、小川の「日本語表現」を履修すること

中一種免（国語）必修，高一種免（国語）必修

事実文，意見文，論説文，書簡文，文芸創作

【授業の目標】
（１）魅力的かつ説得的な表現力を身につける。
（２）時，場所，相手に応じた表現を学び，身につける。

【カリキュラム上の位置付け】
　全学共通教育科目＞教養＞人文系

要約文，論説文，書簡文などの実用文，および俳句，短歌，詩，小説などの文芸作品の執筆に
取り組む。読む，書く，聞く，話す，推敲するといった作業を繰り返しおこなうことを通じ
て，時，場所，相手に応じた適切な日本語表現を学び身につける。受講生相互による添削と意
見交換・批評，教員による文章添削などの方法を取り入れ，読み手・受け手双方の立場から，
客観的に自らの表現を点検し，構築していく力を身につける。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本語表現 （高松）

高松　亮太

広島キャンパス　1911研究室

月・火・木の在室時。それ以外はメールで応相談。
詳細は、研究室のドアに掲示する。

毎時の取組状況、課題提出、発表、討議への参加状況によって総合的に判断する。

毎時プリントを配布する。

角川学芸出版編『新版　今はじめる人のための俳句歳時記』（角川ソフィア文庫、2011年）、
加藤明『「もっと読みたい」と思わせる文章を書く』（すばる舎、2013年）ほか授業中に適宜
紹介する。

・教員免許状取得希望者は履修不可（小川俊輔先生の「日本語表現」を履修すること）。
・ほぼ毎時間課題をこなし、提出してもらう。また、合評においては受講生に発言を求めるの
で、積極的な姿勢で取り組んで欲しい。

対面授業。講義と実習（課題に則った作業）、発表、受講生同士の合評などを組み合わせて実
施する。学生は、ほぼ毎時間課題に取り組み、提出することが義務づけられる。

国際文化学科・健康科学科　全学年、経営学科・経営情報学科　２年次以上

小説、四コマ漫画、川柳、連句、俳句、パロディ、エッセイ

全学共通教育科目（教養・人文系）。
文芸作品の創作に取り組みながら、豊かな日本語表現力を身につけるとともに、受講生相互の
合評により、他者の作品に対する批評力や鑑賞力、自己作品への客観的視点を養う。

基本的には授業計画にしたがって、受講生は毎時個人ないしはグループで鑑賞文の作成や文芸
作品の創作を行い、披露および提出をする。教員の添削は最小限とし、授業中で披露し、受講
生相互で意見交換や合評を行うことによって、客観的に自らの表現を見つめ直す視点を養い、
洗練していくことを目指す。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

法学

岡田　高嘉

広島キャンパス　2223研究室

随時

　成績評価は定期試験の結果を第一次的な評価対象とし、それに授業態度、小テスト等の成果
を考慮して総合的に判断する。大まかな内訳は以下のとおり。
（1）定期試験（60％）
（2）授業態度（10％）
（3）小テスト（30％）
　定期試験は論述形式であり、おおむね法学の基本的な知識を確認する問題と、それを基礎と
した論理的な法的思考力を評価するための問題で構成される。

法学六法’18（信山社、2017）

中山竜一『法学』（岩波書店　2009）
齊藤信宰『現代社会における法学入門』（成文堂　2010）
末川博『法学入門 第6版補訂版』（有斐閣　2014）

　新聞やニュース・報道番組を意欲的に見聞きし、国内外で何が話題になっているのかを把握
しておくことが望ましい。
　本科目の履修にあたり，「日本国憲法」を履修済みであることが望ましい。

対面授業。授業は，教科書・レジュメ・資料を用いて，講義形式で実施する。

全学科２年次以上対象

平成２７年度以前入学生　中一種免(社会)選択必修 ，高一種免(公民)選択必修

法と裁判、民法（財産法，家族法）、刑法

【目標】
知識・技能の観点　
１　法とは何か、現代社会における法や裁判の役割を説明できる。　
２　刑法や民法の基本的な考え方を説明できる。　

思考・判断・表現の観点　
１　現代の社会問題を法と関連づけて考察することができる。
２　直観に頼らず、法的な思考を用いて説得力ある論述ができる。

主体性・協働性の観点
１　テレビや新聞等で見聞きする社会問題に関心を持つことができる。
２　専門分野にとらわれず、幅広い知識と柔軟な思考の大切さを自覚できる。
３　他者と協働して課題に取り組むことができる。

【カリキュラム上の位置づけ】
全学共通教育科目・教養・社会系科目

　現代社会において、私たちのあらゆる生活は、法によって規制されている。法は私たちを拘
束するものであるが、それによって私たちの利益が守られている。したがって、法知識は現代
人の生活に欠くことができない。
　この授業では、まず、法とは何か、法の役割や用い方を明らかにする。これらは法を学ぶ上
での基本的な知識である。次いで民法や刑法など、市民生活と特に密接に結びついた法の概要
について解説する。具体的には、①契約や財産に関するルール、②家族制度、③犯罪と刑罰に
関するルールなどを取り上げる。
　これらを通じて、市民生活と法の密接な結びつきを理解し、社会生活に付随する現代的問題
を法的な思考に基づいて解決しうる能力を養うことを目指す。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本国憲法

岡田　高嘉

広島キャンパス　2223研究室

随時

　成績評価は、定期試験の結果を第一次的な評価対象とし、それに授業態度、小テスト、レ
ポート等の成果を考慮して総合的に判断する。大まかな内訳は以下のとおり。
（1）定期試験（60％）
（2）授業態度（10％）
（3）小テスト、レポート等（30％）　
　定期試験は論述形式であり、おおむね日本国憲法の基本的な知識を確認する問題と、それを
基礎とした論理的な法的思考力を評価するための問題で構成される。

テキストは使用しない。プリントを配布する。

（1）水島朝穂『18歳からはじめる憲法　第2版』（法律文化社、2016年）
（2）長谷部恭男『憲法と平和を問いなおす』（筑摩書房、2004年）
（3）池上彰「池上彰の憲法入門」（ちくまプリマー新書、2013年）
（4）渋谷秀樹「憲法への招待 新版」（岩波新書、2104年） 
（5）木村草太「憲法という希望」（講談社現代新書、2016年）

　新聞やニュース・報道番組を意欲的に見聞きし、国内外で何が話題になっているのかを把握
しておくことが望ましい。

対面授業。授業は、教科書・レジュメ・資料を用いて、講義形式で実施する。

全学科１年次以上対象

中・高一種免(全教科)必修

立憲主義、基本的人権、三権分立、国民主権、精神的自由、経済的自由、法の下の平等

【目標】
知識・技能の観点　
１　憲法の存在意義を説明できる。　２　基本的人権の内容を説明できる。
３　権力分立の意義と統治構造を説明できる。

思考・判断・表現の観点　
１　現代の社会問題を憲法と関連づけて考察することができる。　
２　直観に頼らず、法的な思考を用いて説得力ある論述ができる。

主体性・協働性の観点
１　テレビや新聞等で見聞きする社会問題に関心を持つことができる。　
２　専門分野にとらわれず、幅広い知識と柔軟な思考の大切さを自覚できる。
３　他者と協働して課題に取り組むことができる。

【カリキュラム上の位置づけ】
全学共通教育科目・教養・社会系科目

　ニュースや新聞等では、しばしば憲法にかかわる社会問題が取り上げられる。この授業で
は、憲法の核である人権保障と統治機構の概要を習得し、現代社会が直面している憲法問題を
考察する法的思考能力の一端を養うことを目指す。　
　授業のおおまかな内容は、憲法を支える立憲主義の思想の歴史的展開を概観し、次いで日本
国憲法が規定する基本的人権の具体的内容と統治機構について解説する。



2017/4/12

40 / 420

授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

経済学

竹林　栄治（非常勤講師）

期末試験（80％）と課題（小試験あるいはレポート）等（20％）の総合評価である。

新井　明・柳川範之（編）『経済の考え方がわかる本』岩波ジュニア新書511　2005年

日経新聞社編『身近な疑問が解ける経済学』日本経済新聞社2014年、藤田康範『図解世界一わ
かりやすい経済学の授業』中経出版2013年、山岡道男・浅野忠克『アメリカの高校生が読んで
いる経済の教科書』アスペクト文庫2013年、柳川範之『東大柳川ゼミで経済と人生を学ぶ』日
経ビジネス人文庫2015年、茂木誠『経済は世界史で学べ』、ダイヤモンド社、2013年

事前に教科書を熟読することしておくこと。事後に教科書の練習問題を解くこと。授業本番で
の積極的発言を期待する

対面（遠隔）授業。授業日程にしたがって、主に下記の教科書の各章に関する講義形式で実施
する。１回の講義に１章を想定し、授業時間２時間（１回）と学生の自習4時間を想定した授業
を行う。学生は、授業に出席し、宿題のレポートを作成・提出すること、試験を受けることが
義務付けられている。

国際文化学科１・２年次，健康科学科１年次対象，経営学科，経営情報学科１・２年次対象

中一種免（社会）選択必修，高一種免（公民）選択必修

希少性と選択、機会費用、価格機構、比較優位、分業の利益、取引費用

授業で学んだ経済学の概念を利用して、経済学的思考ができることを目指す。この科目は経
済・経営や社会の仕組みに関する基本的知識を学ぶための科目であるとともに、社会人の教養
をなす科目の一つである。

我々が営む日常生活を経済学の考え方で見ると、我々の常識とは少し異なった風景が見えてく
る。本講義では、経済学の基本概念（希少性と選択、機会費用、価格機構、比較優位、分業の
利益、取引費用など）を、身近な暮らしの中の事例を取り上げて、分かりやすく説明する。授
業の中で、経済学の世界と常識の世界の違いを理解する。その際単に座学で教科書の知識を頭
で理解する（静的授業）だけではなく、五感を使った体感型授業（動的授業）を目指す。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

社会学

中島　満大

広島キャンパス　1727研究室

コメントカードと講義への参加度に基づく平常点（30％），課題（20％），試験（50％）に
よって成績評価を行う。

指定しない。

浅野智彦ほか『考える力が身につく社会学入門』KADOKAWA/中経出版（2010年），井上俊・船津
衛『自己と他者の社会学』有斐閣（2005年），落合恵美子『21世紀家族へ』有斐閣（2004年）
など

社会学やシラバスのトピックに少しでも興味のある者はぜひ受講してほしい。

講義ではレジュメを配布する。教科書は指定しないが，講義で示した参考文献を読んでおくこ
と。また毎回コメントカードを配布し，それに基づき，学生に意見を求めることがあるので，
積極的に講義に参加すること。

国際文化学科1・2年次，健康科学科1年次，経営学科，経営情報学科1・2年次対象

中一種免（社会）選択必修，高一種免（公民）選択必修

自分らしさ，個性，コミュニケーション，友人関係，近代家族，流行

本講義は，社会学の入門に該当する。私たちの身のまわりの現象を，社会学ではどのように考
えているのかを紹介していく。社会学のおもしろさを少しでも講義から感じ取ってほしい。そ
して社会学的な考え方を身につけることが本講義の目標である。経営学や経済学などの考え方
と，社会学との違いを，他の科目を履修しながら考えていってほしい。

講義は，日常の風景や「私」という存在，人間関係，コミュニケーション，家族，教育，流行
などについての研究をもとにして進めていく。多様なテーマを扱っているが，共通しているの
は，私たちにとって身近な問題を考えていくということである。最終的には個々のトピックか
ら「現代社会」がいかにして成立しているのかを論じていく。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

人権論

岡田　高嘉

広島キャンパス　2223研究室

随時

（1）期末レポート（50％）
（2）授業内の課題レポート（50％）

テキストは使用しない。プリントを配布する。

上田正昭『国際化のなかの人権問題』（明石書店、2004年）
横藤田誠『人権入門』（法律文化社、2011年）

　新聞やニュース・報道番組を意欲的に見聞きし、国内外で何が話題になっているのかを把握
しておくことが望ましい。
　本科目の履修にあたり、「日本国憲法」を履修済みであることが望ましい。

対面授業。授業は、レジュメ・資料を用いて、講義形式で実施する。

全学科２年次以上対象

中・高一種免(全教科)選択

基本的人権、自己決定権、人種差別、死刑制度、社会的弱者

【目標】
知識・技能の観点　
１　憲法上の人権保障の意義を説明できる。
２　多種多様な人権問題の概要，発生原因を説明できる。
３　人権問題の解決策を指摘することができる。　

思考・判断・表現の観点　
１　現代の人権問題を多角的かつ冷静に考察することができる。
２　直観に頼らず，論理的な思考を用いて説得力ある論述ができる。

主体性・協働性の観点　
１　テレビや新聞等で見聞きする人権問題に関心を持つことができる。
２　専門分野にとらわれず，幅広い知識と柔軟な思考の大切さを自覚できる。
３　他者と協働して課題に取り組むことができる。

【カリキュラム上の位置づけ】
全学共通教育科目・教養・社会系科目

　人権思想の歴史、その発展過程を踏まえ、今日、我々に保障される自由・人権の内容を概観
する。その上で、日本の社会における人権問題を考察する。また、人権の尊重は、全人類に
とって最重要課題の1つであるから、外国で起こっている人権問題にも目を向ける必要がある。
したがって、外国の人権問題についても、日本との関係を意識しつつ、適宜取り扱っていく予
定である。また、人権問題に関わる映画を教材とする場合もある。
　主要な個別論点としては、①人権思想の展開、②自己決定権、③差別問題、④社会的弱者の
人権、⑤死刑制度などである。授業においては、裁判例その他の参考資料を利用しつつ、グ
ループワークを取り入れながら、具体的な問題に即して深く考えることができるよう心がけ
る。



2017/4/12

43 / 420

授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

文化人類学

上水流　久彦

庄原キャンパス　3305地域連携センター

随時　事前に連絡がある方が好ましい。

原則，期末試験で評価します。

上水流久彦・太田心平・尾崎孝宏・川口幸大編『東アジアで学ぶ文化人類学』昭和堂、2200円+
税

授業で紹介します。

私語には厳しく対処します。

遠隔授業 （発信：三原Ｃ）講義形式

学生便覧参照

フィールドワーク，文化相対主義，性、婚姻，家族・親族，宗教

知識・技能の観点　１　日本とは異なる文化のありようを知る　
　　　　　　　　　２　異文化の風習の背景にあることを理解する　
思考・判断・表現の観点　１　異文化理解の基本的ありかたを深める
　　　　　　　　　　　　２　私たちの常識が持つ問題点を指摘できる
　　　　　　　　　　　　３　性や婚姻などの意義を指摘できる

「日本に生まれてよかった」と感じる時，そこに文化の優劣はないでしょうか。文化人類学で
は，文化に優劣はないという考えを基本としていますが，それは理想として語る「あるべき
姿」なのでしょうか。それとも裏付けがあってのことでしょうか。どうして文化に優劣はない
と言えるのか，この問いを考えるために，第三の性の存在，一妻多夫等の多様な婚姻方法，迷
信と思われがちな呪術などを事例として，文化を論じます。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

基礎数学 （人間文化）

冨田　哲治

広島キャンパス1680号室

研究室に在室時は随時可，事前に事前にメール等で連絡をすることが望ましい．

中間試験またはレポート（30％），期末試験（60％），および授業中の課題演習
（10％）で評価します．

やさしく学べる線形代数（石村園子著，共立出版<9784320016606>）

特に指定なし．必要に応じて参考資料を配布する．

１回，１回の授業内容は難しくないが，各回の内容は密接に結びついています．前回までの内
容を土台として新しい話題が紹介されるので，理解を深めるための復習が大切です．テキスト
は演習問題が豊富にあるので，各自の復習に活用してください．

対面，講義形式

国際文化学科　１年次対象，健康科学科　１年次対象

行列，ベクトル

線形代数学の基本であるベクトル・行列の定義および演算を，普通の数の演算のように自由に
できるようになることを目標とする．

基礎数学では，統計学など他の専門分野を学ぶにあたって必要な線形代数を学ぶ．主な内容
は，ベクトル・行列の定義とその演算、行列の階数，行列の基本変形，連立１次方程式の解
法，行列式等を紹介する．随時、演習や小テストを行い，理解を深めていきます．
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

統計学

冨田　哲治

広島キャンパス1680号室

研究室に在室時は随時可，事前に事前にメール等で連絡をすることが望ましい．

中間レポート（30％），期末レポート（50％），および授業中の課題演習（20％）で評価しま
す．

特に指定しない．必要に応じて資料を配布する．

特に指定なし．必要に応じて参考資料を配布する．

統計ソフトの力を借りることで統計学をデータ解析の道具として使えるようになることを目指
した授業です．

対面，講義形式＋情報処理演習室での演習形式

人間文化学部　１年次対象，経営情報学部　１年次対象

データとは？，データの要約，母集団と標本，推定と検定，回帰分析，統計ソフト

データから意味のある情報を抽出する道具として，統計学はとても有効な道具になります．本
講義では，統計学の基礎とそれにもとづくデータ解析の初歩を，Ｒと呼ばれる無料の統計ソフ
トを用いて身につけることを目標とします．

統計学の考え方や手法に関する知識は多くの分野において必要とされています．本講義では，
データをどのように整理し，その特性をどのように捉えていくかを，具体的なデータを利用し
ながら理解していきます．無料の統計ソフト「Ｒ」を用いた演習を中心に授業を進めていきま
す．ただし，履修者数によって内容を変更する場合があります（履修者数＞PC端末数の場合な
ど）．
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

物質科学

大竹　才人

庄原キャンパス　4301研究室

期末試験により評価する。適宜、小テストやレポートを課す場合もある。

数学いらずの分子軌道論　齋藤勝裕 著　化学同人

期末試験により評価する。適宜、小テストやレポートを課す場合もある。

対面授業。授業日程に従って、講義形式で実施する。１回の講義は、授業時間2時間（１回）と
学生の自習４時間を想定した授業を行う。

学生便覧参照

電子軌道・電子配置・原子構造・分子軌道・混成軌道・化学結合・σ結合・π結合・共役系

物質を科学するということは、その構造、性質、振る舞いなどの特徴を、学術的な体系に従っ
て論理的に理解し明らかにしていくことである。ここではその学術体系を学び、物質に対する
本質的な理解を系統的に広げていくことで、「科学」を習得していく。

講義と演習
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

生活化学

長尾　則男

庄原キャンパス　4504研究室

随時

定期考査50％，課題レポート30%，小テスト20％の割合で評価する。出席状況は重視する。試験
は指定された教室（試験室）内で持ち込み不可で実施し，指定された試験日の講義時間（90
分）内で実施する。

特定の教科書は用いない。プリント，スライド等を用いて講義する。

授業に関する連絡方法は，正式には教学課の掲示，学生に対する授業内での連絡で行
う。試験等において，本学において規定された不正行為を禁止する。不正行為が明らかになっ
た場合は，大学の規則（学則）に基づいて対応する。

対面授業。授業日程に従って，主に配布プリント，パワーポイントのスライド等による講義形
式で講義を行うが，グループ討論も随時取り入れる。メディア等に取り上げられた化的な話題
も取り扱う。毎回，小テストおよびレポート課題を課す。講義出席，小テスト・レポート提出
および定期考査を受けることが義務付けられる。

学生便覧参照

化学，人体，健康，食品，薬品，産業，環境，化学的事象，化学物質

「身近な化学」に関する講義を展開し，生命環境学部分野に必要な化学的知識を理解できるよ
う，また，今後学んでいく専門領域への橋渡しとなるよう，基礎知識の充実を目的とし，初年
次生学生を想定して授業を進める。

身の回りの化学が関与する事例を紹介しながら，化学への興味・関心を高め，化学の役割を理
解し，化学的な思考ができるようになることを目指す。具体的には，生命の化学，食の化学，
暮らしの化学，技術の化学，環境の化学について解説する。



2017/4/12

48 / 420

授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

生命科学

岡田 玄也・江島 洋介・北台 靖彦・藤井 保

1668（岡田）・1526（江島）・1426（北台）・1523（藤井）

初回の授業時に周知するとともに，各教員の研究室に表示する。

中間試験40％，期末試験40％，レポート20％の割合で総合評価する。試験は指定された試験
日，指定された教室において実施する。レポートについては，各教員がそれぞれ１回課題
（テーマ）を設定し，指定日までの提出を課す。

各担当教員が資料を配付する。

・田口英樹著『学んでみると生命科学はおもしろい』ベレ出版
・各担当教員が授業の中で随時紹介する。

受講目標を念頭におき，準備学習に取り組んで授業に臨むこと。また，宿題，試験等におい
て，本学において規定された不正行為を禁止する。不正行為が明らかになった場合は，大学の
規則（学則）に基づいて対応する。

対面授業を基本とし，双方向性の授業運営に努める。視聴覚教材を使用。授業時間２時間（１
回）と学生の自習４時間を想定した授業を行う。学生は，レポート作成・提出，並びに中間試
験と期末試験を受けることが義務付けられる。

国際文化学科，経営学科，経営情報学科　１年次対象

ヒトの起源と進化，細胞，生命の設計図，遺伝と環境，遺伝子診断，幹細胞技術，発生と老
化，がん，食と健康，感染と免疫，生命倫理

近年，生命科学に関わる諸問題が日常的な話題や課題として，避けては通れないほど身近なも
のとなっている。本講義では，生命科学の基礎固めをしながら，関心の高いテーマ（がん，生
活習慣病，感染症，免疫など）を取り上げて概説する。この講義では，生命現象の基本につい
て理解し，誰もが必要となる一般教養レベルの知識の修得を目標としている。これにより，生
命科学に関する情報があふれている現代において，正しい知識や情報を共有し，客観的に評価
できる資質を身につけることにつなげる。

人間（ヒト）の生命活動を念頭に，細胞や遺伝子のはたらき，栄養と健康，放射線による影
響，がんの発症，感染症と免疫などをテーマに精緻な生命の仕組みに関する理解を深めるとと
もに，生命倫理について考察する。
１　ガイダンス（岡田・藤井）
２　細胞の構造と機能（岡田）
３　生体物質と代謝（同）
４　食と健康（同）
５　身近な遺伝（江島）
６　放射線と生物（同）
７　生物としてのヒト（同）
８　中間試験
９　炎症（北台）
10　がん（同）
11　癌と炎症（同）
12　加齢・老化（岡田）
13　自然免疫と獲得免疫（藤井）
14　自己と非自己を見分ける分子群（同）
15　生命倫理（同）
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

地球科学

吉冨　健一（非常勤講師）

期末試験80％，小課題20％の割合で評価する。
期末試験は指定された試験日の授業時間（90分）内で実施する。

数研出版編集部編『もういちど読む数研の高校地学』（数研出版）

第一学習社『スクエア最新図説地学』

授業に関する連絡方法は，正式には教学課の掲示，学生に対する授業内での連絡によって行
う。課題，試験等において，本学において規定された不正行為を禁止する。不正行為が明らか
になった場合は，大学の規則（学則）に基づいて対応する。

遠隔授業（広島キャンパス発信）
授業日程に従って，主に講義形式で実施する。

国際文化学科，健康科学科，経営学科，経営情報学科　１・２年次対象

地球，プレートテクトニクス，生命の進化，気象

自然を対象として考える時，ミクロからマクロまで様々な空間スケールがあるとともに，時間
スケールにおいても通常の時間スケールとは異なる長い時間スケールで捉えることが重要であ
る。
本授業科目では，現在得られている地球や宇宙に対する知識や概念が，過去どのように変遷し
てきたのか明らかにするとともに，現在得られている知識や情報について考えるきっかけを与
える授業としたい。
なお，高等学校で地学を履修していない学生にも充分理解が深まるよう配慮する。

次の項目を取り上げ，講義する。
◎地球の構造
◎プレートテクトニクス
◎地震と火山
◎生命の進化と絶滅
◎風の吹くしくみ
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 ありません

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

県大生として学ぶ広島と世界

上水流　丸山

上水流（庄原C　3305）　丸山（広島C　1712）

上水流　随時
丸山　　随時

広島県という地域や本学、本学が関わりを持っている世界各地の社会や文化について、どれほ
ど関心と理解度を深めたか、毎回の授業後の提出の感想レポートの合計点で行う。

ありません。

授業時に必要に応じて提示する。

迷惑行為について厳しく対処する。

講義形式,グループ討議

ありません

ありません

県立広島大学　留学　国外事情

知識・技能の観点　①本学、広島県の特徴、課題を知る。
　　　　　　　　　②本学が協定を結んでいる大学のある国や地域について理解を深める。
　　　　　　　　　③自身が関わりを持つ広島と世界の概要を知る。
思考・判断・表現の観点　①国際的にどのような素養が必要かを見極める
主体性・協働性の観点　　①各国の事情の情報を積極的に探し、グループ討議に貢献する。

地域の諸問題への取り組みや国際交流活動において中心的な役割を果たしている教員の講義、
及び留学経験者等の話を聴くことを通して、地域に立脚した県立広島大学の歴史と現状、協定
校のある中国、韓国、ハワイ、イギリス、インドネシア、タイ、台湾、ドイツ、フィンラン
ド、オーストラリアなどの社会や文化について基本的な知識を修得し、地域での活動や、留学
への関心を高める。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

地域の理解

オムニバス・科目担当：五條　小枝子

学生便覧参照

①授業レポート計３回（50％）
②合同発表会における相互評価及び教員評価（40％）
③授業・フィールドワークへの取組姿勢（10％）　で評価する。

　参考文献は，必要に応じて，担当者から紹介する。

　単位認定の要件として，上述のとおり，レポート提出の他，フィールドワーク（指定された
地域の中から１ヶ所選択）と合同発表会への参加を課す。合同発表会は，平成30年2月6日
（火）に開催するので，終日予定を空けておくこと。
　フィールドワーク先への交通費・入館料等は自己負担とする。昨年度の平均負担額は、一人
3,300円。ただし，自己負担額の上限（昨年度：3,000円）を定め，超過分について補助される
可能性がある。

　受身では成果は得られない。自らが進んで地域の実態に触れ，そこにある問題に気づき，解
決にはどうしたらよいか考え悩むこと。身近な問題を深く考えることによって自分自身を成長
させるという能動的な取組姿勢が求められる。

対面授業と遠隔授業を組み合わせて実施し，フィールドワーク（１ヶ所）への参加を課す。

国際文化学科，健康科学科，経営学科，経営情報学科  1～4年次対象

広島県，自然環境，歴史，文化，産業，地域の実態，地域の課題

まずは，地域の特性や課題について，様々な観点からの知見を得る。ついで，地域の生の実態
を自分の眼で観察し，課題を発見し，その解決策を模索する。最後に，フィールドワークで得
られたことをグループワークでまとめ，発表する。これら一連の流れの中で，地域に関する基
礎知識を身につけるとともに，物事に主体的に向き合う姿勢を培う。
　本科目は，全学共通教育「広島と世界」に位置づけられる。

本科目では，我々が生活する地域（広島県）に注目し，1）「広島」をいろいろな視点から見つ
める，2）「広島」の現状を理解し，その実態を肌で感じ取る，3）「広島」の問題や課題を発
見し，それについて考察を加える。これらにより，広島県に対する関心や理解を深め，課題を
議論できる素養を身につける。プログラムは，講義・フィールドワーク・合同発表会で構成さ
れる。広島県の自然環境，地域性，歴史，文化，産業など多岐にわたる情報を得て，地域の特
性を基礎知識として身につけるとともに，フィールドワークでは，地域の実態と課題を把握
し，その解決策についてグループワークで討論する。その成果を学期末の合同発表会で報告
（プレゼンテーションならびにポスターセッション）し，相互評価する。
　
  具体的なプログラムについては，後期開始時に掲示で通知する。
　
   （注）シラバスは，前年度の実施内容。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

地域情報発信論

五條 小枝子　他

広島キャンパス　2218研究室

随時

①課題レポート（50％）
②グループ討議，ポスター発表を含む，授業への参加度（50％）

事前に配付される新聞，プリントを用いる。

適宜紹介する。

　日頃より新聞に親しみ，幅広く地域の情報に触れるとともに，報じられている内容に関する
情報を積極的に集め，自分の意見を述べる機会を持つよう努めてほしい。

対面授業。前期集中講義（8月下旬～9月上旬，3コマ×5日間）。
サテライトキャンパスひろしまで実施。
期間中のフィールドワークを含む。

国際文化学科，健康科学科，経営学科，経営情報学科　２～４年次対象

新聞，取材，ディベート，ディスカッション，記事，グループワーク，プレゼンテーション

　地域の情報を広く伝える新聞の役割を学び，地域に密着したテーマについて取材，記事の編
集，発信に至る一連の流れを体験することを通じて，地域情報の発信力を身につける。
　本科目は，全学共通教育「広島と世界」に位置づけられる。

　新聞で報じられた地域の情報を素材として，新聞の読み方，取材対象の見方，記事作成の手
法を学ぶとともに，新聞情報の分析を通じて地域の諸問題を掘り下げていく。
　今年度は，「広島の街：これまでとこれから」をテーマとし，地域の抱える課題を探り，現
地へ出向いて取材を行い，口頭で意見を述べ，記事として文章にまとめるなど，地域情報の受
信・発信の方法を学ぶ。さらに，グループで課題解決への提案をまとめ，ポスター発表を行う
ことを通じて議論を深める。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

ボランティア活動

手島　洋

三原キャンパス4525研究室

最初の授業の時に連絡。可能な限り随時対応。場所は担当教員研究室。

平常点，ボランティア実習の参加，レポートにより評価

特になし

集中講義の日程は、第1〜3回の授業が6月10日（土）3〜5限、第4〜6回の授業が6月17日（土）3
〜5限、第14〜15回が9月7日（木）3〜4限なので気をつけること。
参加するボランティア実習先は、各自が探す。ただし、探す際の学生からの相談は担当教員が
行う。また、実習中は食費、交通費等の負担がある場合もある。

集中講義は講義と演習により実施する。また、これとは別に福祉・介護・地域の分野でのボラ
ンティア実習を行う。

2年次対象

ボランティア、地域福祉活動、市民福祉活動、ＮＰＯ

社会や人に関心のある社会人としての感性を磨き、将来積極的に社会貢献に参加して行く人材
を養成するために、社会福祉分野でボランティア活動を学ぶ。実践的に学べるよう、ボラン
ティア活動の実践者による講義・演習や学生の実習を主な内容とする。

（1）集中講義・演習
　①ボランティア概論（１）・（２）
　②ボランティア活動の実際
　③ボランティア活動を知る（１）・（２）
　④先輩からの報告・注意事項説明　
　⑤ボランティア活動報告
　⑥ボランティア活動で得たものとまとめ
（2）実習（6月〜8月）
　⑦ボランティア実習
　実習条件（予定）：福祉分野でのボランティア活動、実働30時間以上、活動終了後にレポー
ト提出が必須
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

留学生と学ぶ広島

柳川順子，五條小枝子

広島キャンパス1713，2218研究室

随時

レポート3本（30％），合同発表会における相互評価及び教員評価（40％），授業への参加度
（30％）により，総合的に評価する。

3回のフィールドワーク，及び合同発表会には必ず参加すること。

遠隔授業・フィールドワーク・対面形式の合同発表会

1~3年次

異文化間コミュニケーション，広島地域の歴史・文化・産業・自然

全学共通教育科目の「広島と世界」枠に位置づけられる。
文化的背景の異なる留学生と日本人学生とが，広島という地域への理解を深めながら，異文化
間コミュニケーションの基礎を体得することを目標とする。

留学生と日本人学生が，県立大学の位置する広島の３地域を訪れ、当地の歴史・文化・産業・
自然をともに学ぶ。フィールドワークで得た知見を，多様な視点からの調査やディスカッショ
ンを通して深め，その成果をレポートやグループ発表によって表現する。
ディスカッションは少人数のグループで行い，成果の発表に向けても，グループを単位とした
共同作業を行っていく。
合同発表会は，広島・庄原・三原の学生が一堂に会して行う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

海外研修Ⅰ （人間文化・前期）

丸山浩明、吉本和弘

海外で，語学研修やその他の活動に自主的に参加した後，所定の書類と研修や活動に関する報
告（A4用紙1〜2枚，1200字以上）を提出し，所属学部の教授会で，その内容が，90時間の学修
（2単位分）に相当すると判断されれば，単位を認定する。

なし

なし

研修先や研修内容及び海外渡航における危機管理等については，各種ガイダンスに積極的に参
加して情報収集に努めてください。
春季夏季休業中の協定校等での語学研修（最低２週間以上のプログラム）は対象となります。
正規の長期留学には適用されません。課外プログラム（相手方のカリキュラム等）を利用する
点および自主的選定・参加に基づく点から、引率等固定した対応はしません。また、海外にお
いてあるいはその往復を含む研修期間における事故等については、基本的に学生本人が責任を
負うものとします。

この科目は認定科目であり、授業は行わない。

１〜４年次対象

海外研修、単位認定

海外での研修を通して，文化の多様性を知り，共生社会を実現してゆける柔軟な思考力と実践
力を身につけることを目標とする。
本科目は，全学共通教育科目に位置付けられる。
履修登録は必要ない。キャップ制度の対象外科目である。

海外の大学等での語学研修プログラムやその他の活動プログラムに自主的に参加し、その研修
内容が本学の教育にふさわしいと判断された場合，この科目名で単位を認定する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

海外研修Ⅰ （人間文化・後期）

丸山浩明、吉本和弘

1712, 1824

それぞれの教員に事前に連絡してください。

海外で，語学研修やその他の活動に自主的に参加した後，所定の書類と研修や活動に関する報
告（A4用紙1〜2枚，1200字以上）を提出し，所属学部の教授会で，その内容が，90時間の学修
（2単位分）に相当すると判断されれば，単位を認定する。

研修先や研修内容及び海外渡航における危機管理等については，各種ガイダンスに積極的に参
加して情報収集に努めてください。
春季夏季休業中の協定校等での語学研修（最低２週間以上のプログラム）は対象となります。
正規の長期留学には適用されません。課外プログラム（相手方のカリキュラム等）を利用する
点および自主的選定・参加に基づく点から、引率等固定した対応はしません。また、海外にお
いてあるいはその往復を含む研修期間における事故等については、基本的に学生本人が責任を
負うものとします。

海外での研修を通して，文化の多様性を知り，共生社会を実現してゆける柔軟な思考力と実践
力を身につけることを目標とする。
本科目は，全学共通教育科目に位置付けられる。
履修登録は必要ない。キャップ制度の対象外科目である。

１〜４年次対象

海外研修、単位認定

海外での研修を通して，文化の多様性を知り，共生社会を実現してゆける柔軟な思考力と実践
力を身につけることを目標とする。
本科目は，全学共通教育科目に位置付けられる。
履修登録は必要ない。キャップ制度の対象外科目である。

海外の大学等での語学研修プログラムやその他の活動プログラムに自主的に参加し、その研修
内容が本学の教育にふさわしいと判断された場合，この科目名で単位を認定する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

海外研修Ⅱ （人間文化・前期）

丸山浩明、吉本　和弘

1712, 1824

それぞれの教員に事前に連絡してから面談してください。

海外で，語学研修やその他の活動に自主的に参加した後，所定の書類と研修や活動に関する報
告（A4用紙1〜2枚，1200字以上）を提出し，所属学部の教授会で，その内容が，90時間の学修
（2単位分）に相当すると判断されれば，単位を認定する。

研修先や研修内容及び海外渡航における危機管理等については，各種ガイダンスに積極的に参
加して情報収集に努めてください。
春季夏季休業中の協定校等での語学研修（最低２週間以上のプログラム）は対象となります。
正規の長期留学には適用されません。課外プログラム（相手方のカリキュラム等）を利用する
点および自主的選定・参加に基づく点から、引率等固定した対応はしません。また、海外にお
いてあるいはその往復を含む研修期間における事故等については、基本的に学生本人が責任を
負うものとします。

認定科目であり、授業はない。

１〜４年次対象

海外研修、単位認定

海外での研修を通して，文化の多様性を知り，共生社会を実現してゆける柔軟な思考力と実践
力を身につけることを目標とする。
本科目は，全学共通教育科目に位置付けられる。
履修登録は必要ない。キャップ制度の対象外科目である。

海外の大学等での語学研修プログラムやその他の活動プログラムに自主的に参加し、その研修
内容が本学の教育にふさわしいと判断された場合，この科目名で単位を認定する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

海外研修Ⅱ （人間文化・後期）

丸山浩明、吉本和弘

1712, 1824

それぞれの教員に事前に連絡してから面談してください。

海外で，語学研修やその他の活動に自主的に参加した後，所定の書類と研修や活動に関する報
告（A4用紙1〜2枚，1200字以上）を提出し，所属学部の教授会で，その内容が，90時間の学修
（2単位分）に相当すると判断されれば，単位を認定する。

研修先や研修内容及び海外渡航における危機管理等については，各種ガイダンスに積極的に参
加して情報収集に努めてください。
春季夏季休業中の協定校等での語学研修（最低２週間以上のプログラム）は対象となります。
正規の長期留学には適用されません。課外プログラム（相手方のカリキュラム等）を利用する
点および自主的選定・参加に基づく点から、引率等固定した対応はしません。また、海外にお
いてあるいはその往復を含む研修期間における事故等については、基本的に学生本人が責任を
負うものとします。

単位の認定のみであり授業は行わない。

海外での研修を通して，文化の多様性を知り，共生社会を実現してゆける柔軟な思考力と実践
力を身につけることを目標とする。
本科目は，全学共通教育科目に位置付けられる。
履修登録は必要ない。キャップ制度の対象外科目である。

海外の大学等での語学研修プログラムやその他の活動プログラムに自主的に参加し、その研修
内容が本学の教育にふさわしいと判断された場合，この科目名で単位を認定する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

体育実技Ⅱ （山寺）

塩川満久（三原）、辻文（広島）、楠堀誠司（庄原）

広島キャンパス　1541室（辻）

※随時対応　要連絡

実践報告およびレポート等によって総合的に評価する。

実習にかかる費用は自己負担となる。「山寺」では、3,000円 (風呂、食材および器材レンタル
代) 程度の自己負担となる。また、これらに加えて、実習地までの交通費が費用としてかか
る。

授業内容等についての説明会を行いますので、履修希望者は説明会に参加してください。

集中授業（別途、説明会を開催します）

【27年度以降入学生】全学部 2〜4年次対象

山寺、自然農法、学生交流

【授業の到達目標】
①他者とコミュニケーションを取りながら、異環境下で主体的に健康について考える。
②健康を取り巻く食生活環境全般について課題意識を持つ。
【カリキュラム上の位置づけ】
大学における基礎・基盤の導入となる体育実技Ⅰに対して、体育実技Ⅱは展開に位置づけられ
る。すなわち、身体活動をともなう運動から自然と誘発される意識改革のみならず、心身の健
康を内面的に考えようとする授業である。

北広島町円泉寺において、禅宗の作法に準じた生活体験より生活環境と古来からの食生活の関
連ついて考える。また、自然農法により農作物の育成を実践している地域の方々の指導のも
と、経済効率を重視した食品との違いについて実践形式の農環境整備を体験する。なお、自然
農法による食材にて健康志向に適した調理方法について学修する。
　さて、この体育実技Ⅱは3キャンパス(広島、三原、庄原)合同の授業であり、作務や座禅・問
答を通したキャンパス間の学生交流も重要なテーマとしている。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

異文化としての日本

柳川順子，五條小枝子

広島キャンパス1713，2218研究室

随時

毎回のミニレポート（50％）、母語以外の言語によるプレゼンテーション（20％）、期末レ
ポート（30％）により評価する。

遠隔授業

2〜3年次

異文化間コミュニケーション認定プログラムの必修科目

異文化間コミュニケーション，文化の多様性，価値観の相対化，日本観，共生社会，母語と外
国語

全学共通教育科目の「広島と世界」枠に位置づけられる。
日本を外側からの視点で捉え直すことを通して，文化の多様性を知り，共生社会を実現してゆ
ける柔軟な思考力を身につけることを目標とする。

日本人学生と，実際に異文化を体感している留学生とが，日本の文化・社会をテーマにディス
カッションすることを通して，日本をひとつの異文化として捉え直す。本学の外国人教員によ
る講話と質疑応答，それを契機とする調査とディスカッションを重ねながら，多様な文化の共
存や，異文化間の相互理解に対する認識を深めてゆく。終盤には，授業で学び得たことを母語
以外の言語で発表する機会を設ける。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 学科または専攻毎の必修・選択の別

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

教養ゼミナール （地方から考える日本）

上水流、西川

上水流（庄原C　3305）　西川（広島C　2222）

上水流　随時（事前に連絡があることが望ましい）
西川　　随時（事前に連絡があることが望ましい）

授業中の発言・発表（30％）、並びにレポート（70％）で評価します

授業開始時に文献を紹介します。

授業での積極的な質問、発言を期待します。

対面授業・ゼミ形式

ありません

ありません

地方　地域活性化　中山間地域　観光　地域ブランド　地方産品づくり　地方への移住

知識・技能の観点　①地方の課題を理解する　②地方活性化の取り組み策を知る
思考・判断・表現の観点　①活性化取り組み先の課題を指摘できる　②有効な具体的対策を提
示できる
主体性・協働性の観点　①他者の指摘の意義と問題点を理解できる　
　　　　　　　　　　　②建設的な意見を行い、グループ討議に貢献できる。

地方の人口減、高齢化などの課題を知ったうえで、現在地方の活性化のためにどのような取り
組みがなされているのか、その利点と問題点をゲストスピーカーも含めた講義、文献、グルー
プ討議通じて理解を深めます。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

教養ゼミナール （Hiroshima Global Studies）

馬本　勉

庄原キャンパス　2401研究室

木曜日5限

①グループ討議や英語による情報発信を含む，授業への参加度（50％）
②課題レポート（50％）

プリント教材を使用する。

適宜，紹介する。

・地域の抱える諸問題に関心を持つとともに，英語でどう発信するかを常に考えておきましょ
う。
・「Hiroshima Glocal Studies」は，「異文化間コミュニケーション認定プログラム」におい
て必修とされる「教養ゼミナール」のうちの一つです。

対面授業。前期集中講義（土曜日，3コマ×5日間）。サテライトキャンパスひろしまで実施。
期間中のフィールドワークを含む。

【27年度以降入学生】 全学部学科　３年次対象

グローカル，地域の歴史・文化・社会，英語による発信

目標：
　地域の歴史・文化・社会を深く理解し，英語で発信することを通じて，グローカルな視野を
養う。
位置づけ：
　本科目は，全学共通教育科目の教養科目・教養ゼミナールに区分されており，県立広島大学
の３年生として幅広い豊かな教養を身につける科目として位置づけられる。

・広島の歴史・文化・社会に関連し，若者にとって関心の高いテーマを選定する。
・日本語および英語の文献を読み，メディアからの情報収集を行う。
・テクストを批判的に読み，対話を通じて理解を深める。
・テーマに関する実地見学や体験を行う。
・学んだ内容を英語で世界に発信する方法を学び，実践する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別
選択科目・異文化間コミュニケーション
認定プログラムである。

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

教養ゼミナール グローバルな視点で見る男女共同参画社会

日高　陵好

三原キャンパス　3号館5階（3521室）

メールでアポを取って下さい。

主体的、積極的な参加を評価する。また、プレゼンまたはレポート他の成果物を評価する。

特になし。

随時提示する。

＊【重要】第1回目の日時（場所はサテライトキャンパスを予定）は受講生のスケジュールを調整して
決めます。そのため、受講登録したら、必ず私のメールアドレス宛に,「学部・学科・学籍番号・氏
名・電話番号」を明記して連絡を下さい。

小人数制のゼミ形式。対話、ディスカッション、抄読、調査（フィールドワーク）、発信

特になし

特になし

グローバル,　男女共同参画、ジェンダー格差

①　グローバルな視点を入れて、わが国の男女共同参画社会について考察できる。
②　課題発見から、計画、調査、発信の一連の作業を通して一つの成果を出すことができる。
③　文献資料、フィールドワーク、ディスカッションを行う中で、批判的に思考し、自らの考えを構
築できる。
④　一連の流れを踏みながら、思考力、クリティ－ク力、協働力をつける。

・男女共同参画社会に関係するテーマにゼミ形式で取り組む。
・ジェンダーを含めた社会の中の男女の位置づけ、役割、法的保護、ワークライフバランス等、また
夫婦やカップル間の男女のあり様、男女の働き方、社会への参画、こうした中からテーマを選定す
る。
・テーマについて、グローバルな視点からわが国について考察する。
・国内外の文献資料の読解と解釈を行う。必要に応じて英文資料のこともある。
・広島をフィールドとして、調査を行い、現実社会を通してテーマへの理解を深める。
・学修の最後は、一つの成果として発信を行う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 15 学科または専攻毎の必修・選択の別 3,4年、選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

教養ゼミナール （対話で進める精神保健・福祉）

江本純子

三原キャンパス　2516研究室

事前予約により、個別に対応します。

評価方法
全授業3分の2以上参加者のみを評価の対象とします。評価は、授業(討論等)への参加状況
60％、レポート等課題40％とします。

授業の出欠の扱いは、大学の規定に従います。欠席の場合の代替措置はありません。

対面授業

対話力　精神保健・福祉

大学生として基本的に必要である議論（対話）する力，すなわち，身近な問題を言葉で表現
し，議論する力を培うとともに，議論することの楽しさ，醍醐味を味わう。

授業は以下5点を中心にした内容とする。第1に，身近な問題を精神保健・福祉の視点で考える
力を養う。第2に，それを言葉で表現する力を培う。第3に，他の人の意見をきちんと聞く力を
培う。第4に，議論しあう力を培う。第5に，議論を深めるために必要な基礎的力をつける。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 全学共通教育：選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

教養ゼミナール （異文化組織とCSR）

小原　久美子

1721小原研究室

メール又はTELにて予約の上、実施する。

　授業参画度（課題発表およびグループディスカッション）４０％
　課題レポート作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　６０％

　プリント配布資料に基づいて授業を行う。テキストは皆で相談の上、後日決定する。

谷本寛治著『責任ある競争力―CSRを問い直す』エヌティティ出版、2013年4月11日発行。
適宜，自作のプリント教材も配布する。

本授業では，平常点も含めて総合的に評価する。授業での個別の発表や、グループディスカッ
ションにも積極的に参加してほしい。また、ゼミナールであるので、異文化組織のマネジメン
トやCSR（企業の社会的責任）について、興味を持ち、探究心のある学生を望んでいる。

対面による講義および実習形式　(後期、広島キャンパス）

３年次以上を対象とする。

企業経営に関する各種資格試験内容を含む。

CSR(企業の社会的責任）、現代CSR経営、企業の組織文化、日本のCSR、ヨーロッパのCSR、アメ
リカのCSR、広島地域企業のCSR、異文化組織、組織の異文化融合とCSR、これからのグローバル
化したCSR課題、等。

　本授業は、全学共通科目の中での「教養ゼミナール」であり、特に現代的課題であるCSR（企
業の社会的責任）について興味をもつ学生を対象に、CSRの現代的課題の解明を試みようとする
ものである。その場合、個々の企業にまず着目する。なぜなら、CSRは個々の企業ごとに、その
内容が異なっており、CSRの認識の仕方、その責任の在り方や具体的実践内容に違いがあるから
である。
　そこで、本ゼミナールでは、その異なりを組織的価値観の違いや組織文化の違いにあると仮
定し、「いかなる組織文化を持つ企業が、より責任ある企業としてのCSRを実現することができ
るか。また、これからのグロ―バル化した企業の異文化間におけるCSR実践事例の内容はどのよ
うなものか」を考えることにある。
 授業目標は、以下の通り。

1.現代ＣＳＲ経営とは何か、その基本的な概念と特徴を理解する。
2.海外における異文化（経営）組織のCSR事例を分析し、そこから学べるものを抽出する。
3.日本及び広島地域のＣＳＲ事例を分析し、日本のＣＳＲ経営の現状を理解する。
4.グローバルな視点から、日本や広島地域のＣＳＲのあり方や今後の課題を考える。

企業の社会的責任については，今日ではCSR経営として，多くの企業が積極的に取り組んでいる
課題であることは周知のとおりである。日本でCSRの議論や取組，持続可能な発展を求めるグ
ローバルな潮流があり、CSRに関する国際行動基準の広がりに起因するものである。
　グローバル化した異文化組織間におけるCSRをケース課題に基づきながらともに考え，日本や
広島地域におけるCSRの在り方や今後の課題を考える授業を実施する。
  ゼミナールであるので、異なる組織文化を持つ企業のさまざまなCSR実践事例を基に、本ゼミ
の皆さんのより活発なディスカッションを通じて、異文化組織とCSR実践との関係性について解
明する。,そして、これからのCSR実践の在り方について考えるとともに、CSR実践技法をも習得
していく。



2017/4/12

66 / 420

授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

教養ゼミナール （異文化理解）

秋山　伸隆，小川　俊輔，鈴木　康之，鄭　銀志，柳川　順子

1924，1913，1912，1717，1713

各研究室に提示

担当教員ごとに課せられるレポートにより評価する。

各担当教員から別途指示する。

13~15回の参考文献：村井章介『中世日本の内と外』（筑摩書房、1999年）

集中講義、対面授業。一部にフィールドワークを含む。

3年次対象

異文化間コミュニケーション認定プログラム必修科目「教養ゼミナール」の一つ

異文化理解、中国古典、韓国文化、考古学、日本語学、日本史

全学共通教育科目・教養の枠に位置づけられるゼミナール。
現代を生きる私たちは、誰もが国際社会の一員である。そんな私たちに必要な、基本的姿勢と
教養とを身につける。

異文化とは何か、なぜそれを理解する必要があるのか、異文化理解に不可欠なことは何か、と
いった問題意識を持ちながら、日本、東アジア、英米の３地域を主軸として、さまざまな文化
の諸相や地域間交流に関する教養を身につけ、それをもとに、国際社会の一員として生きる姿
勢を模索する。授業は、講義とディスカッションとを組み合わせて行う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 学科または専攻毎の必修・選択の別 全学・選択科目

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

教養ゼミナール （ヒトと言語・コミュニケーション）

細川淳嗣

三原キャンパス3号館4階　3421

特に設定しない。メールで連絡し随時

毎回の発表と議論への参加状況　50%
レポート2回分  25%*2
により評価します。

「教養セミナール」の目的を各学生が達成するために次のことを求めます
・自分の専門と異なる視点からのテーマを選ぶ。
・選択したテーマについて他の学生よりも詳しくなるように調べる。
・専門でないメンバーにも分かるように発表し説明できるように努力する。
・質問者は発表者の発表がよりよくなるためにはどうしたらいいかという視点をもって質問す
る。

学生自身の発表を含むゼミ形式

言語・コミュニケーションという，ヒトの行動を俯瞰的にとらえ，理解することが本ゼミナー
ルの目標である。

概要：
言語を使ったコミュニケーションを行うことは，ヒトという種の大きな特徴の一つである。
このゼミナールでは、ヒトという種をより広く・深く理解するための一つの視点として，言語
とコミュニケーションをキーワードとして，様々な視点からの議論を行う。

種としての時間軸（進化）
広がり（言語の多様性）
個としての時間軸（発達）
手段の多様性（音声、文字、手話）
ミクロレベルからマクロレベルまで（分子レベル－組織レベル－個体レベル－社会レベル）
正常と異常
情報としての言語

以上に挙げたさまざまな視点から自分のテーマを興味に従って選択し，調査し発表することを
繰り返し，よりよいレポートを作成する。
15回のゼミナールの中でこれを2回繰り返す。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

教養ゼミナール （現代社会の諸課題について考える）

福岡　政行

総合判断（レポートを含む）

なし

なし

体力・ガッツ・気配りの三大モットーを…

シラバスは柔軟に運用することがある。
シラバスに記載されている１５のテーマを１１回の講義に集約し，６月２７日（火）まで開
講。
これに加えて，フィールドワークを実施する（講義４～５回に相当，夏季休業中の予定）。

ゼミ形式での講義・演習，フィールドワーク

国際文化学科，健康科学科，経営学科，経営情報学科　３・４年次

メディア・災害・危機管理・ボランティア

情報の受け止め方と個々人の判断力の養成
＜ゼミ内ディスカッションとプレゼンテーション，さらに現場現地主義の下での行動力と判断
力の育成＞

◎各自のレポート発表と５分間プレゼン
◎ゼミ生相互のディスカッションとサマリー
◎討論後，自己レポートの修正をし，再度提出
◎報告，連絡，相談，そして確認の４ステージ
◎Q&Aを中心に，リバッタル重視
◎自己分析とその結果にあるものを抽出することを目標とする！
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

宮島観光学入門（英語）

主担当：大知徳子
副担当：馬本勉、西本寮子
外部講師：ウェバー・リチャード・チャールズ

宮島学センター（２２１９）

宮島学センターに大知が在室する時はいつでも可。メール等で事前に予約することが望まし
い。

知識の修得状況と実践（宮島でのガイド）により評価する。

テキストは使用しない。プリントを配布する。

参考文献は適宜指示する。
参考として「京都学生ガイド協会」の実践例を紹介する。（http://association-of-
guide.baribari.cc/）

初回のガイダンスに必ず出席すること。授業の適正な規模と環境を保つため，受講定員を20名
とする。希望者が多い場合は，将来留学を検討している者，観光業への就職を希望する者など
を優先する。TOEIC450点程度を履修要件とする。
国際文化学科2年次配当科目「宮島学」，国際文化学科3年次配当科目「宮島観光学」を履修
し，発展的に学ぶことが望ましい。

対面授業に加えて宮島でのフィールドワーク，ガイド実践もおこなう。ガイドの準備はグルー
プで作業をおこなう。

全学部　全学年

宮島，英語，ガイド，ボランティア，国際交流，観光，歴史，文化

この授業では，宮島の歴史や文化に関する基礎知識を身につけ，学生が自ら宮島の魅力を発見
し，授業後半に実施する現地でのガイド実践において，自分のことば（英語）で発信すること
を目標とする。
　カリキュラム上の位置づけ：全学共通教育科目「広島と世界」

世界文化遺産「厳島神社」を有する宮島の歴史や文化について国際的な視点で学び，英語で分
かりやすく案内できる力を養う。
授業の前半では宮島の歴史や文化に関する基礎知識について学び，少人数のグループに分かれ
て役割を分担し，ガイド原稿やツールを作成する。また，宮島でフィールドワークをおこな
い，外国人観光客に対するガイドの技術を身につける。
授業の後半では，グループごとに作成したガイド原稿やツールを用いてバーチャルガイドをお
こない，受講生全員でディスカッションし，発信力の向上を試みる。
この授業の最後におこなう宮島におけるガイド実践では，ガイドを通して外国人観光客と交流
する力を養う。



2017/4/12

70 / 420

授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

ライフデザイン

日高陵好、村上恵子、岡田高嘉

日高陵好　三原キャンパス　3521研究室
村上恵子　広島キャンパス　1647研究室
岡田高嘉　広島キャンパス　2223研究室

日高陵好(メールでアポを取って下さい）
村上恵子　随時（事前にメールでアポを取ってください）
岡田高嘉　随時

各教員が、以下の点を総合的に考慮し、各々100点満点で評価します。
①各分野の基本的知識・技能の修得
②知識・技能の応用・展開力（知識・技能を応用した問題解決力）
③能動的な学修態度
最終的な成績評価は、各教員が算出した点数の平均値とします。

テキストは使用しない。適宜プリントを配布する。

水町勇一郎『労働法入門』（岩波新書、2011年）
貝塚啓明・吉野直行・伊藤宏一(編著)『実学としてのパーソナルファイナンス』（中央経済社、
2013年）

　４月の履修登録期間中に、本科目にかかるガイダンスを行います。集中講義の日程、開講キャ
ンパス、移動方法などの詳しい事柄についてお話をしますので、受講希望者は必ずガイダンスに
出席してください。

３キャンパス合同型の集中講義・オムニバス講義

全学科３・４年次対象

ライフサイクル、リプロダクティブヘルス、ライフプラン／生活設計、資産運用、リスク管理、
税務／採用、賃金、労働時間

【授業の目標】
知識・技能の観点　
１　リプロダクティブヘルス、金融、労働法の基本的内容を理解している。
２　リプロダクティブヘルス、金融、労働法の知識を実生活に応用できる。

思考・判断・表現の観点　
１　実生活で直面する課題を、多面的かつ論理的に考察することができる。　
２　他者の声に真摯に耳を傾けつつ、集団の中で多様な自己表現ができる。

主体性・協働性の観点
１　専門分野にとらわれず、幅広い知識と柔軟な思考の大切さを自覚できる。
２　他者と協働して積極的に課題に取り組むことができる。

【カリキュラム上の位置づけ】
全学共通教育科目キャリア

　本科目は、３名の教員によるオムニバス科目です。将来のライフデザインを描く上で重要とな
る①リプロダクティブヘルス、②金融、③労働法について学びます。３名の教員が順次講義を行
います。
　また、本科目は、「３キャンパス合同型」の集中講義です。受講生は、夏季休業期間中に１つ
のキャンパスに集まり、他キャンパスの学生と協働しながら学びます。グループディスカッショ
ンやプレゼンテーションなど協働参加型の学修を積極的に活用します。開講キャンパスは、「日
替わり」で、キャンパス間の移動にバスを利用する予定です。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

教職入門

中村　勝美　（非常勤講師）

期末レポート（70％）、課題レポート（30％）の割合で評価する。課題レポートについて　
は、授業の際に詳細を指示する。

とくに使用しないが、講義でレジュメを配布する。

①秋田喜代美他『新しい時代の教職入門』有斐閣アルマ、②山田浩之『漫画が語る教師像』昭
和堂、③汐見稔幸編『子どもにかかわる仕事』岩波ジュニア新書、④内藤朝雄『いじめの構
造』講談社現代新書、⑤柿沼昌芳他『教師という<幻想>』批評社、⑥赤田圭亮『不適格教員宣
言』日本評論社

本授業は、教職課程の学生のための授業である。将来、教職をめざしている学生であることを
前提とし、授業中の私語、携帯電話およびスマートフォンの使用については厳しく対応する。

対面授業。主に、講義を中心とするが、一部グループワーク（討論や発表）を取り入れる。学
生は、講義への出席、小レポート等の課題の提出が求められる。

国際文化学科，健康科学科，経営学科，経営情報学科　１年次対象

中・高一種免（全教科）必須，栄養一種免必須

教職の意義及び教員の役割
教員の職務内容（研修、服務、身分保障）
進路選択

本授業は、教職課程の導入科目である。

授業の目標は下記の4点である。
1） 現代の教育の問題を理解し、教師の役割について考察する。
2） 教師の職務内容について説明できる。
3） 自らの教師としての資質能力について省察する。
4)　自己の教育観をもとに、教師としての使命感を培う。

近年、孤立した子育て、育児不安や虐待、いじめや不登校、格差社会への不安など家庭や学校
は様々な問題を抱えている。一方、変化の激しい時代の中で、教師に対しては地球や人類のあ
り方を自ら考え行動する能力、問題解決能力やコミュニケーション能力、実践的指導力などが
求められている。本講義では教師という職業を選択することについて、学生自らが熟考する機
会を提供すること、および教員養成に対する現代的課題を踏まえ、教育者としての使命感を育
むことを目的とし、教師という職業に必要な基本的事項について学習する。また、現代の学校
が抱える諸問題を取り上げながら、教師に求められる資質や役割について探求する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

教育学概論

藤井　宣彰

庄原キャンパス　2409研究室

木曜日3時限

①定期試験90%②提出物等10%を目安として総合的に評価する。

特になし（適宜資料を配付する。）

田代直人・佐々木司編『新しい教育の原理—現代教育学への招待—』ミネルヴァ書房、2010年。
<9784623056866>

生徒の立場から教師の立場へ変わることを自覚して学ぶこと。
学校ボランティア等に積極的に取り組むこと。
近世以降の歴史、特に産業革命や明治維新について復習しておくこと。

対面の講義形式の授業である。授業日程に従って、各回の内容に関連する資料を配付する。授
業には配布した資料を読んでくること。学生は、授業に出席し、試験を受けることが義務付け
られる。

人間文化学部，経営情報学部　１年次対象

中・高一種免（全教科）必修、栄養一種免必修、学芸員資格必修

教育理念、学校制度の歴史、人間の発達、教育思想、学校組織、生涯学習、教育問題

　この科目は、教育の初学者を対象として、教育学の概要や教育の基本的な概念について講述
する。教育に関する基本的な概念について理解することを目的とする。教育職員免許を取得す
るための必修科目である。
　教育の理念について理解すること、主要な人物の教育思想を理解すること、学校教育の成立
過程について理解すること、現代の教育の動向に触れることが目標である。

　大学入学以前に生徒として関わっていた学校教育について、その成立の過程を教育の通史や
教育の思想から考える。それらの内容を踏まえ、教育の意義や目的、現代の教育に関する制
度、教育実践、教育問題の解説と考察を行う。教育学の入門としての内容で構成する授業であ
る。受講者がいままで当然のように接してきた学校教育がどのように成立してきたのか、その
一端に触れるとともに、学びは学校に通う時期のみならず、生涯にわたることを理解すること
を目的とする。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

教育心理学

向居　暁

広島キャンパス　1814研究室

第１回の授業において提示する。

試験70％、小テスト20％（小テスト4回、各5％）、当日レポート10％の割合で評価する。試験
は指定された教室（試験室）内で、90分間、論述式、教科書・ノート・資料持ち込み不可、座
席指定、学生証呈示で実施する。期末試験は指定された試験日の授業時間内で実施する。小テ
ストの日程と範囲は、第１回の授業において提示する。

第１回の授業において提示する。

主な参考文献は以下の通りである。
豊田弘司 編著（2009）「改訂版　教育心理学入門」（小林出版）
鎌原雅彦・竹綱誠一郎（2005）「改訂版　やさしい教育心理学」（有斐閣）
森敏昭・青木多寿子・淵上克義 編（2010）「よくわかる学校教育心理学」（ミネルヴァ書房）
中澤潤 編（2008）「よくわかる教育心理学」（ミネルヴァ書房）
藤田哲也 編著（2007）「絶対に役立つ教育心理学」（ミネルヴァ書房）
また、各回ごとの内容に合わせて紹介する。

履修予定者は、第１回の授業に出席して、ガイダンスの内容を理解した上で、履修するかどう
かを決定すること。授業に関する連絡方法は、正式には教学課の掲示、ポータル、学生に対す
る授業内での連絡によって行う。受講のルールについては、第１回の授業において提示する。
試験等において、本学において規定された不正行為を禁止する。不正行為が明らかになった場
合は、大学の規則（学則）に基づいて対応する。

対面授業。授業日程に従って、教科書の主要な章に関する講義形式で実施する。1〜3回の講義
につき、1章の講義を想定した授業を行う。

国際文化学科・健康科学科・経営学科・経営情報学科　２年次対象

中・高一種免（全教科）必修，栄養一種免必修

児童・生徒の知的能力、学習の動機づけ、学習指導法、教育評価、家庭学習、障害の理解

この科目では、教員免許取得を希望する学生を対象にして、児童・生徒の学習過程など教育活
動に関わる心理学について、基本的な内容を講述する。将来「せんせい」と呼ばれるようにな
るときに必要となる教育心理学の基礎知識を身につけること、また、そのような知識をどのよ
うにして教育活動に生かすことができるかを常に考える態度を身につけることを目標とする。
本科目は、中・高等学校教諭及び栄養教諭の免許に係る教職に関する必修科目で、教育の基礎
理論に関する科目の一つとして位置づけられている。生徒・進路指導論、教育相談等の他の教
職に関する科目で扱う内容は扱わない。

授業では、児童・生徒の性格、知的能力（記憶、思考、学習）、やる気、学習指導と評価など
教育活動に関わる心理学についての基本的知識の獲得を目指す。また、特別な学習支援が必要
な児童・生徒の学習過程についても、その特徴などを学ぶ。この授業の目標は「心理学による
教育方法の充実」である。授業内容を理解すれば、みなさんが今まで学校で学んできた授業や
テストの方法、また先生のなにげない一言などにいろいろな意味が隠されていたことに気づく
であろう。あくまでも基礎的な内容しか触れられないため、この授業をきっかけに教育に関す
る心理学に興味をもち、さらに発展した内容を勉強したいと感じ、実行する手助けになればと
考える。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

教育社会学

藤井　宣彰

庄原キャンパス　2409研究室

木曜日3時限

①定期試験90%②提出物等10%を目安として総合的に評価する。

特になし（適宜資料を配付する。）

河野和清編著『現代教育の制度と行政』福村出版、2008年。<9784571101441>
『教育六法』（出版社は問わない）

生徒の立場から教師の立場へ変わることを自覚して学ぶこと。
学校ボランティア等に積極的に取り組むこと。
中学校及び高等学校公民で学んだこと、特に日本国憲法、民主主義、地方自治について復習し
ておくこと。

対面の講義形式で行い、一部でグループワークや発表を取り入れる。

各学科、２年次対象

中・高一種免（全教科）必修、栄養一種免必修（平成28年度入学生より）

教育制度、教育法規、教育経営組織、教育改革

　この科目は、教育職員免許法等に基づき開設されている本学教職課程の科目である。特に教
育の基礎理論に関する科目として開講されており、とりわけ教育に関する社会的・制度的・経
営的事項を中心に学習する。
　学校制度と改革動向について基本的な知識を身につけること、学校教育の役割について理解
すること、教員の職務について理解することを目標とする。

　教育は社会とともに在る。今日の複雑な社会において、政治・経済・社会等と学校教育の制
度の関係を知ることも大切であろう。また高度成長に象徴される経済的動向が、どのように教
育を変えていったのかを知ることも無視できない視点である。そして少子高齢化の豊かな社会
で、あふれるばかりの情報にさらされた子どもにとって、教育とはいったいどんな意味を持つ
のだろうか。進学率上昇の一方でおさまる気配の無い教育病理の進行という矛盾した姿を見る
につけ、現代教育の置かれた困難な課題を紐解く分析力が切に求められている。
　教員として勤務し、生徒を指導する上で必要な教育法規や教育制度、学校経営に関する事項
を学修する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

教育課程論

吉田　成章　（非常勤講師）

授業への参加：20％，中間課題：10％，期末試験：70％の割合で評価する。
中間課題については，授業の中でテーマを提示する。
期末試験については，授業で配付した資料・プリントおよび授業ノートの持ち込みは可とし，
指定された試験日の授業時間（90分）内で実施する。

授業プリント・資料を各回毎に配付する。
平成20年版中学校学習指導要領あるいは平成21年版高等学校学習指導要領を各自で入手してお
くこと。

対面授業。授業日程に従って,各回で配付する授業資料をもとに講義形式で実施する。

国際文化学科，健康科学科，経営学科，経営情報学科　２年次対象

中・高一種免（全教科）必修，栄養一種免必修

教育課程，カリキュラム，教育方法，授業構成

　学校カリキュラムの開発に関する知見を教育課程の歴史・原理と具体的な教育実践から学ぶ
ことによって，教職能力の基盤となる教育課程論を構成する知識と技能を習得する。

　教育課程とカリキュラムの概念上の違いを確認した上で,その編成原理と方法について歴史的
展開や具体的な教育実践をもとに講述する。また,今日の学力論議や諸外国のカリキュラム改革
などにも触れながら,教育課程を編成するための視点と課題を提示する。以下が具体的な内容で
ある。

１．教育学におけるカリキュラムの位置と役割
２．カリキュラムの概念と歴史的展開
３．カリキュラムの類型と教育課程の構造
４．戦後学習指導要領の変遷
５．教育課程行政と今時学習指導要領改訂
   （教育基本法第２条の「教育の目標」の批判的検討および「部活動」をはじめとした学校カ
リキュラムの構成の多角的検討を含む）
６．生活中心カリキュラムの理論と実践
７．学問中心カリキュラムの理論と実践
８．教育課程における目標—内容—方法―評価
　　（「育成すべき資質・能力」の学校カリキュラムにとっての意義と課題の検討および各教
科における「見方・考え方」および「カリキュラム・マネジメント」と　「主体的・対話的で
深い学び」の批判的検討を含む）
９．工学的アプローチと羅生門的アプローチ
10．諸外国のカリキュラム改革
11．学力の構造と評価の論理
　　（学力論の知見を踏まえた学校教育法第30条第２項のいわゆる「学力の三要素」の批判的
検討を含む）
12．教科書教材の研究とメディアの構成
13．学校づくりとしてのカリキュラム開発
14．カリキュラム評価と学校改善
15．学校カリキュラムの編成と評
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

道徳教育論

宮里　智恵　（非常勤講師）

レポート(40％）、期末試験（60％）で評価する。

心をひらく道徳授業実践講座【１】「やさしい道徳授業のつくり方」鈴木由美子、宮里智恵　
溪水社　2012

「子どもが変わる道徳授業ー小中学校タイプ別授業事例集ー」（鈴木由美子・宮里智恵・森川
敦子編著　溪水社）

主に講義形式で行う。必要に応じてグループ学習や討論、学習指導案の作成、模擬授業を取り
入れる。

国際文化学科，健康科学科，経営学科，経営情報学科　３年次対象

中一種免（全教科）必須，高一種免（全教科）選択，栄養一種免必須

道徳教育，道徳授業，学校教育

学校における道徳教育の目的と内容・方法について理解を深める。特に「道徳の時間」を中心
にして実際の道徳授業を検討しながら、発達段階に応じた道徳教育のあり方についての理解を
深める。

１　オリエンテーション　　　　　　　　　　　　９　プログラムタイプの道徳授業
２　道徳教育と道徳の時間　　　　　　　　　　　10　板書構成の仕方
３　子どもの道徳性の発達的特徴　　　　　　　　11　学習指導案の作成①（主題観につい
て）
４　道徳授業の3タイプと心情タイプの道徳授業　 12　学習指導案の作成②（授業展開につい
て）
５　道徳教材の読み方　　　　　　　　　　　　　13　模擬授業
６　心情ジレンマタイプの道徳授業　　　　　　　14　道徳授業の評価
７　発問構成の工夫　　　　　　　　　　　　　　15　まとめ
８　道徳授業を支えるもの
　　（ソーシャル・スキル・トレーニングなど）
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

特別活動論

山田　浩之 　(非常勤講師）

授業中に行う小テスト（30％）、報告内容と質疑（30％）、最終レポート（40％）により評価
する。

山田浩之編『特別活動論』協同出版　2014年
文部科学省『高等学校学習指導要領解説特別活動編』海文堂出版、2010年。

特になし（教科書以外に必要な資料などは適宜配布する。）

　特別活動、およびその前提となる教育問題などに関する講義と、学生による報告、実践に
よって授業を進める。

国際文化学科，健康科学科，経営学科，経営情報学科　３年次対象

中・高一種免(全教科)必修

特別活動　ホームルーム　生徒会　学校行事

　特別活動は学校内における生徒の活動を支える重要な役割を持っているが、その理論や位置
づけは曖昧である。本講義では、まず、特別活動の理論と歴史ばかりでなく、近年の教育問題
や教育改革を背景として、その意義について検討する。それとともに、具体的な特別活動の事
例を用いながら、学生自身によってその運営と実施について検討し、報告・実践を行う。これ
らの学習により、特別活動を学校での教育活動の中に位置づけ、学生自身が実際に特別活動の
企画、運営を行う基礎を養うことが本講義の目標である。

前半は講義を中心とし、特別活動の歴史、戦後の役割の変化と理論などについて学ぶ。後半
は、グループワークを中心として授業を進める。グループワークでは、まず自身の中学生、高
校生時代の特別活動を振り返る。その後、振り返りにもとづいてテーマを設定し、教材研究、
学習指導案の作成を行い、その上で特別活動の実習を行う。

第１回　イントロダクション — 特別活動とは何か
第２回　特別活動の歴史
第３回　学習指導要領の変遷と教育問題
第４回　学校と教員へのまなざしの変化
第５回　戦後における特別活動の制度化
第６回　現代における特別活動の意義
第７回　特別活動を支える理論とその社会的背景
第８回　グループワーク１ — 指導計画の作成
第９回　特別活動の内容と指導法１ — 学級活動・ホームルーム活動
第10回　特別活動の内容と指導法２ — 児童会・生徒会活動
第11回　学校行事の内容と指導法１ — 儀式的行事
第12回　学校行事の内容と指導法２ — 健康安全・体育的行事
第13回　学校行事の内容と指導法３ — 文化的行事
第14回　グループワーク２ — 指導計画の再作成
第15回　まとめ — これからの特別活動



2017/4/12

78 / 420

授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

教育方法学

深澤　悦子　（非常勤講師）

出席と提出物およびテスト

日本教育方法学会編『確かな学力と指導法の探究』　図書文化
吉本　均『教室の人間学』　明治図書

資料を配布しますので，15回分ファイリングしてください。

対面授業

国際文化学科，健康科学科，経営学科，経営情報学科　３年次対象

中・高一種免（全教科）必修，栄養一種免必修

教育方法　学習指導　授業研究　指導技術　メディアの活用

　教育方法学に関する学術的動向と歴史をふまえ，授業方法や指導技術に関する知見を深め，
教師に必要な，実践的知識や技能を習得する。

　１．教育方法学とは　　　　　　　　　　　　　 ９．授業のタクト
　２．教育方法の歴史　　　　　　　　　　　　 １０．授業構想と指導案
　３．子ども理解と教えること　　　　　　　　 １１．教材開発
　４．学力問題と指導のあり方　　　　　　　   １２．実践的な指導力
　５．確かな学力の形成　　　　　　　　　　   １３．評価の方法
　６．メディアリテラシー　　　　　　　　　　 １４．授業研究と教師の専門性
　７．コンピュータを活用した授業　　　　　   １５．全体のまとめ
　８．学習指導と学習形態
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

生徒・進路指導論

坪田　雄二

2407

木曜日　４コマ

　３分の２以上の出席がある学生に対して、期末試験を実施し、その結果をもとに評価をおこ
なう。 なお、公共交通機関の遅れなどの正当の理由のない遅刻は欠席扱いとする。

生徒指導・進路指導論　森田（編）　協同出版

生徒指導提要　文部科学省

対面授業授業日程に従い、講義形式で実施

国際文化学科、健康科学科、経営学科、経営情報学科　２年次対象

中・高一種免（全教科）必修、栄養免一種必修

生徒指導、学校における問題行動、生徒理解、学級経営、進路指導

　教職免許施行規則に定めれえた「生徒指導、教育相談及び進路指導等に関する科目」のう
ち、「生徒指導・進路指導の理論及び方法」に相当する科目である。　多くの学生にとって、
これまで児童・生徒の立場から見てきた生徒指導と本来の意味での生徒指導には大きなギャッ
プが存在すると思われる。まずはそのギャップを知ること、そして生徒指導が目指しているも
のを正しく理解できることが目標である。

　学校教育の大きな柱である生徒指導の意味と役割、不登校、いじめ、体罰などの学校におけ
る問題行動の実態やその対応時の留意点、教育活動の基礎となる生徒理解の方法とそれに伴う
問題点、学級を望ましい教育集団にするための方法、単なる進路先の決定にとどまらない進路
指導の理念などを解説する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

教育相談

森田　裕司　（非常勤講師）

取り組みの姿勢，小レポート，まとめレポート課題をもとに総合的に評価する。

『心理学ナヴィゲータVer.2』神田義浩ほか，北大路書房，２０１１年

　本講義では体験実習や話し合いを重視するので，積極的な姿勢で臨んで欲しい。毎回小レ
ポートカードに感想・意見・質問・体験などを記入する。頭で考えるより，自分の心で実感
し，体験から学ぶことが大切である。

対面授業

国際文化学科，健康科学科，経営学科，経営情報学科　３年次対象

中・高一種免（全教科）必修，栄養一種免必修

カウンセリング，相談，応答訓練，トラウマ，発達障害

①学校現場の様々な心理的問題に対する正しい理解と適切な対応ができるようになること。
②カウンセリングの基本的態度を身につけること。

　不登校，いじめ，神経症，精神病，児童虐待，トラウマ，発達障害など，学校現場には様々
な問題が山積しており，教師には正しい理解と適切な対応が求められる。本講義では学校教育
相談の課題を明らかにした上で，相談室活動のしかた，カウンセリング的態度等を学ぶ。さら
に不登校，児童虐待，トラウマ，発達障害などについては，具体的な事例を取り上げ，対応方
法を検討していく。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 15 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

教育実習指導

向居　暁

広島キャンパス　1814研究室

第1回の授業において提示する。

授業参加レポート28％（4％×7回）、模擬授業実施・参加32％（4％×8コマ）、提出物15％、
期末レポート25％の割合で評価する。提出課題等については第１回の授業において提示する。
期末レポートを提出すること、授業の欠席が3回未満であること、授業の無断欠席がないこと、
教育実習オリエンテーションに出席すること、模擬授業を所定の回数以上実施し、所定の時限
数以上参加すること、が単位認定の必要条件である。

宮崎猛・小泉博明 （2015）「教育実習完璧ガイド：実習生・受け入れ校必携」（小学館）

第１回の授業において印刷資料として提示する。

本科目を履修するためには、教育職員免許状取得に必要な履修科目のうち、4年次配当の教育実
習指導、教育実習Ⅰ・Ⅱ、教職実践演習を除く1年次から3年次配当の科目での必要単位を3年次
終了までにすべて修得しておくこと。教育実習Ⅰ・Ⅱと同時に受講すること。履修希望者は4月
の第1回の授業に必ず出席すること。また、正当な理由なく、履修の中途での放棄、事前指導、
事後指導での欠席・遅刻・早退は認めない。すべての授業への参加が義務づけられる。授業に
関する連絡方法は、正式には教学課の掲示、ポータル、学生に対する授業内での連絡によって
行う。受講のルールについては、第1回の授業において提示する。試験等において、本学におい
て規定された不正行為を禁止する。不正行為が明らかになった場合は、大学の規則（学則）に
基づいて対応する。

対面授業。演習形式で実施する。

国際文化学科、経営学科、経営情報学科　４年次対象

中・高一種免（全教科）必修

中学校・高等学校、教育実習、事前事後指導

教育実習Ⅰ・Ⅱの事前および事後の指導を行う。事前指導では、教育実習の内容・方法、心構
え、事前の準備などについて理解することを目標とする。事後指導では、教育実習の内容・体
験の反省、総括、評価などを行う。

事前指導は5回分、事後指導は2回分を行うとともに、学生たちに模擬授業を行ってもらう。事
前指導では、教育実習に先立ち、教育実習の心得、教育実習の概要、学習指導案の作成、教科
指導の方法、教育実習の評価など、教育実習に際しての基本事項についての指導を行う。 ま
た、中学校または高等学校の校長による講話により、教育実習の受け入れ側からの考えや要望
について認識を深めてもらう。 さらに、模擬授業を一人2回以上実施してもらうとともに、生
徒役として6時限以上の参加を義務づけ、相互に批評や評価を行ってもらう。 事後指導では、
教育実習終了後に、実習体験について学生間で交流しながら、学生自ら実習の反省、総括、評
価を行ってもらう。また、今後教師として勤務する場合に知っておくべきことなどについての
指導も行う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 60 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

教育実習Ⅰ

向居　暁

広島キャンパス　1814研究室

「教育実習指導」の第１回の授業において提示する。

実習校からの評価、「教育実習の記録」（教育実習ノート）等の教育実習に関わる提出物をも
とに総合的に評価する。実習校からの評価が良好であること、教育実習期間中に、急病、忌引
などの正当な理由なしに、欠席、遅刻、早退をしないこと、教育実習に関わる提出物を提出す
ること、が単位認定の必要条件である。

宮崎猛・小泉博明（2015）「教育実習完璧ガイド：実習生・受け入れ校必携」（小学館）

「教育実習指導」第1回の授業において印刷資料として提示する。

本科目を履修するためには、教育職員免許状取得に必要な履修科目のうち、4年次配当の教育実
習指導、教育実習Ⅰ・Ⅱ、教職実践演習を除く1年次から3年次配当の科目での必要単位を3年次
終了までにすべて修得しておくこと。教育実習指導と同時に受講すること。教育実習Ⅰおよび
Ⅱの履修については学生便覧の関係箇所を参照すること。実習において必要となる費用（食
費、交通費等）は、原則として学生の個人負担とする。

中学校又は高等学校での観察・参加・実習による実習形式で実施する。

国際文化学科、経営学科、経営情報学科　４年次対象

中・高一種免（全教科）必修

中学校・高等学校、観察・参加・実習

すでに教職関連科目で学校教育について理論面を中心に学んできたことを踏まえ、さらに実地
での経験をもつために、学校での実習を行う。実習校では担当教員の指導のもとに、学習指
導、生徒理解、教師と生徒との人間関係など、指導の実際について体験し、教師としての基本
的資質を養う。

中学校または高等学校で2単位相当の実習を行う。実習課程は、実習期間中における観察・参
加・実習を主たるものとする。具体的には、次の事項とする。1. 実習校の教育目標、校則、校
内組織の理解　2. 授業参観と授業研究　3. 指導計画の作成・学習指導案の作成　4. 教材研究　
5. 授業実習　6. 生徒会活動への参加　7. 学級経営への参加　8. クラブ活動への参加　9. 教
師の職務の理解　10. 教育実習の自己評価と今後の課題の検討　11. 学校と社会の関係の理
解。なお、実習期間は原則として6月または9月とする。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 60 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

教育実習Ⅱ

向居　暁

広島キャンパス　1814研究室

「教育実習指導」の第１回の授業において提示する。

実習校からの評価、「教育実習の記録」（教育実習ノート）等の教育実習に関わる提出物をも
とに総合的に評価する。実習校からの評価が良好であること、教育実習期間中に、急病、忌引
などの正当な理由なしに、欠席、遅刻、早退をしないこと、教育実習に関わる提出物を提出す
ること、が単位認定の必要条件である。

宮崎猛・小泉博明（2015）「教育実習完璧ガイド：実習生・受け入れ校必携」（小学館）

「教育実習指導」第1回の授業において印刷資料として提示する。

本科目を履修するためには、教育職員免許状取得に必要な履修科目のうち、4年次配当の教育実
習指導、教育実習Ⅰ・Ⅱ、教職実践演習を除く1年次から3年次配当の科目での必要単位を3年次
終了までにすべて修得しておくこと。教育実習指導と同時に受講すること。教育実習Ⅰおよび
Ⅱの履修については学生便覧の関係箇所を参照すること。実習において必要となる費用（食
費、交通費等）は、原則として学生の個人負担とする。

中学校又は高等学校での観察・参加・実習による実習形式で実施する。

国際文化学科、経営学科、経営情報学科　４年次対象

中・高一種免（全教科）必修

中学校・高等学校、観察・参加・実習

すでに教職関連科目で学校教育について理論面を中心に学んできたことを踏まえ、さらに実地
での経験をもつために、学校での実習を行う。実習校では担当教員の指導のもとに、学習指
導、生徒理解、教師と生徒との人間関係など、指導の実際について体験し、教師としての基本
的資質を養う。

中学校または高等学校で2単位相当の実習を行う。実習課程は、実習期間中における観察・参
加・実習を主たるものとする。具体的には、次の事項とする。1. 実習校の教育目標、校則、校
内組織の理解　2. 授業参観と授業研究　3. 指導計画の作成・学習指導案の作成　4. 教材研究　
5. 授業実習　6. 生徒会活動への参加　7. 学級経営への参加　8. クラブ活動への参加　9. 教
師の職務の理解　10. 教育実習の自己評価と今後の課題の検討　11. 学校と社会の関係の理
解。なお、実習期間は原則として6月または9月とする。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

教職実践演習（中・高）

向居　暁

広島キャンパス　1814研究室

第１回の授業において提示する。

当日レポート42％（6％×7回）、提出物36％（6％×6回）、期末レポート22％の割合で評価す
る。実技指導、グループ討論、補完指導、試験の結果等を踏まえ、教員として最小限必要な資
質能力が身に付いているかを確認し、評価を行う。

第１回の授業において提示する。

第１回の授業において印刷資料として提示する。

本科目を履修するためには、教育職員免許状取得に必要な履修科目のうち、教職実践演習を除
く1年次から4年次前期配当の科目での必要単位を4年次前期終了までにすべて修得しておくこ
と。教育実習Ⅰ・Ⅱの単位を修得するのと同じ年度の後期に受講すること。履修希望者は9月の
第1回の授業に必ず出席すること。また、正当な理由なく、履修の中途での放棄、欠席・遅刻・
早退は認めない。すべての授業への参加が義務づけられる。授業に関する連絡方法は、正式に
は教学課の掲示、ポータル、学生に対する授業内での連絡によって行う。受講のルールについ
ては、第１回の授業において提示する。試験等において、本学において規定された不正行為を
禁止する。不正行為が明らかになった場合は、大学の規則（学則）に基づいて対応する。

対面授業。演習形式で実施する。

国際文化学科、経営学科、経営情報学科　４年次対象

中・高一種免（全教科）必修

中学校・高等学校、教育実習、教員としての資質能力

当演習を履修する者の教科に関する科目および教職に関する科目の履修状況を踏まえ、教員と
して最小限必要な資質能力を習得することを目標とする。具体的には、①使命感や責任感、教
育的愛情に関する事項、②社会性や対人関係能力に関する事項、③生徒理解や学級経営等に関
する事項、④教科等の指導力に関する事項をテーマとする。

教職課程の個々の科目の履修により習得した専門的な知識・技能を基に、教員としての使命感
や責任感、教育的愛情を持って、学級や教科を担任しつつ、教科指導、生徒指導等の職務を著
しい支障が生じることなく実践できる資質能力を習得させる。そのために、役割演技（ロール
プレーイング）、事例研究、現地調査（フィールドワーク）、模擬授業等を取り入れる。ま
た、現職の教員または教員勤務経験者を講師とした授業も行う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 50 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

介護等体験

向居　暁

広島キャンパス　1814研究室

第１回の授業において提示する。

授業参加レポート39％（3％×13回）、体験状況・体験先からの評価21％（3％×7日）、提出物
15％、期末レポート25％の割合で評価する。課題等については第1回の授業において提示する。
事前事後指導のレポート、介護等体験に関わる提出物を提出すること、事前事後指導の授業の
欠席が4回以下であること、事前事後指導の授業の無断欠席がないこと、介護等体験先からの評
価が良好であること、体験期間中に、急病、忌引などの正当な理由なしに、欠席、遅刻、早退
をしないこと、が単位認定の必要条件である。

現代教師養成研究会 編（2014）「教師をめざす人の介護等体験ハンドブック（四訂版）」（大
修館書店）

第１回の授業において印刷資料として提示する。

履修希望者は4月の第1回の授業に必ず出席すること。正当な理由なく、履修の中途での放棄、
事前指導、体験、事後指導での欠席・遅刻・早退は認めない。すべての授業への参加と7日間の
体験が義務づけられる。授業に関する連絡は、正式には教学課の掲示、学生に対する授業内で
の連絡によって行う。受講のルールについては、第1回の授業において提示する。試験等におい
て、本学において規定された不正行為を禁止する。不正行為が明らかになった場合は、大学の
規則(学則)に基づいて対応する。体験において必要となる費用（食費、交通費等）は、原則と
して学生の個人負担とする。教職課程履修者以外の履修には担当教員の許可が必要となる。

事前学習及び事後学習は対面授業で、講義及び演習形式で実施する。体験は原則として、特別
支援学校及び社会福祉施設で、実習形式で実施する。

国際文化学科、経営学科、経営情報学科　３年次対象

中一種免（全教科）必修、高一種免（全教科）選択

特別支援教育、障害者・高齢者等、多様な生き方の理解、交流・介護・介助体験

義務教育に従事する教員が個人の尊厳及び社会連帯の理念に関する認識を深めることの重要性
に鑑み、教員としての資質の向上を図り、義務教育の一層の充実を期する観点から、介護等体
験特例法の規定に基づき、中学校の教諭の普通免許状の授与を受けようとする者に、障害者、
高齢者等に対する介護、介助、これらの者との交流等の体験を行ってもらう。これらの体験を
通して、教職志望学生が自他の価値観の相違を認め、人の心の痛みがわかるようになることな
どを目標とする。

事前学習及び事後学習は、13回分を、主に講義形式及び演習形式で実施する。事前指導では、
介護等体験の意義や各施設での体験に関する知識や心構えなどについて学習してもらう。事後
指導では、体験終了後に、体験について学生間で交流しながら、体験の反省・総括を行っても
らう。体験は原則として、特別支援学校で2日間、社会福祉施設で5日間にわたって実施され
る。体験は一定の期間に全員が一斉に行うのではなく、体験期間は体験先等の事情により、体
験学生ごとに異なる。体験先は、特別支援学校については広島県教育委員会、社会福祉施設に
ついては広島県社会福祉協議会において決定される。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

大学基礎セミナー （国際）

秋山伸隆

1924

クラス担当教員ごとに周知する。

次の四点を評価基準とし、学習態度50％、レポート50％で評価する。
① 能動的学修の技能修得の状況
② 課題を通じた学修による能動的学習態度
③ 学修時間の状況
④ 学修過程の状況

担当教員が指示する。

履修予定者は、担当教員が別途呈示するシラバスに基づき、授業に出席するとともに、与えら
れた課題について積極的に対応すること。

学生は、最初の授業で提示された少人数グループに分かれて受講する。グループごとに設定さ
れた授業日程に従い、教科書その他の素材をもとにして、演習形式の授業を実施する。

開講時（初回）は対象学生全員が出席しての合同授業とするが、課題やレポートに関する指示
は各担当教員が行う。

国際文化学科　１年次対象

大学生活、学習方法、リーディング、ライティング、プレゼンテーション、情報収集

この科目の目標は、大学生活を始める新入生が主体的に学習するために必要な基本的態度や方
法を身につけることである。国際文化学科で開設されるさまざまな講義や演習を効果的に履修
していくことができるよう、リーディング、ライティング、プレゼンテーション、情報収集の
各要素を、全グループに共通して盛り込むべき内容とする。

大学生活の基礎知識及び大学生としての学習方法の修得、県立広島大学についての理解などを
もとに、大学において学生が主体的に学ぶことができる能力を培う。10名程度の少人数クラス
で、リーディング、ライティング、プレゼンテーション、図書館及びインターネットによる情
報収集などについて、実践的な指導を行う。特にレポートのまとめ方や筋道をたてた話し方な
ど、大学生活・人間関係に欠かせない基本的なマナーの修得を図る。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

情報リテラシー a(国際)

小川　仁士

広島キャンパス　1548研究室

質問等には随時対応する。
研究室へ来訪する場合は，メール等で事前に在室を確認すると良い。

３回以上の欠席は評価の対象外とする。
A以上の評定値は，課題への取組状況が良好な者に対して与える。

noa出版「考える 伝える 分かち合う　情報活用力」㈱ワークアカデミー

講義の中で紹介する。

予習と復習をしっかり行うこと。演習課題は必ず自ら行うこと。
情報処理演習室のPCから「情報科サブノート」シリーズにアクセスし，高等学校「情報」の復
習をしておくこと。
http://cygnus.galaxy.pu-hiroshima.ac.jp/ICTsubnote/

対面授業。
授業日程に従って，教科書および配布資料に関する講義・演習併用形式で実施する。
授業１回に対し学生の自習４時間を想定した授業を行う。
学習単元毎に宿題（演習課題）を課し，次週の授業開始時に提出させる。
学生は，授業への出席，課題の提出が義務付けられる。

【27年度以降入学生】国際文化学科　１年次対象

中・高一種免（全教科）必修

情報活用力，情報収集，ファイル・データ管理，文書表現，ビジュアル表現，プレゼンテー
ション，情報倫理，セキュリティ，電子メール，タッチタイピング

本科目は，全学共通教育科目中の基盤科目における情報科目に区分される。
情報を適切に活用できる基礎的知識やスキルを習得することを目的とし，情報の収集・整理・
保管・表現に関する活用力を身に付ける。
具体的には，以下にあげる力を身に付けることを目標とする。
・適切なツールを使って効率良く情報を集め，集めた情報を検証する力
・情報を使いやすく整理・管理し，必要に応じて適切に活用できる力
・分かりやすい表現で，情報を他者に伝え，相手の理解や納得を得る力

情報活用力テキストとディジタル教材を併用し，授業を行う。
インターネット等を使った情報検索について学習する。
情報通信機器上で適切にファイルを整理し保管する方法について学習する。
文章を分かり易くまとめる方法，情報を視覚的に表す方法について学習する。
プレゼンテーションを効果的に行う方法，分かり易い資料の作成方法等について学習する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

情報リテラシー b（国際）

小川　仁士

広島キャンパス　1548研究室

質問等には随時対応する。
研究室へ来訪する場合は，メール等で事前に在室を確認すると良い。

３回以上の欠席は評価の対象外とする。
A以上の評定値は，課題への取組状況が良好な者に対して与える。

noa出版「考える 伝える 分かち合う　情報活用力」㈱ワークアカデミー

講義の中で紹介する。

予習と復習をしっかり行うこと。演習課題は必ず自ら行うこと。
情報処理演習室のPCから「情報科サブノート」シリーズにアクセスし，高等学校「情報」の復
習をしておくこと。
http://cygnus.galaxy.pu-hiroshima.ac.jp/ICTsubnote/

対面授業。
授業日程に従って，教科書および配布資料に関する講義・演習併用形式で実施する。
授業１回に対し学生の自習４時間を想定した授業を行う。
学習単元毎に宿題（演習課題）を課し，次週の授業開始時に提出させる。
学生は，授業への出席，課題の提出が義務付けられる。

【27年度以降入学生】国際文化学科　１年次対象

中・高一種免（全教科）必修

情報活用力，情報収集，ファイル・データ管理，文書表現，ビジュアル表現，プレゼンテー
ション，情報倫理，セキュリティ，電子メール，タッチタイピング

本科目は，全学共通教育科目中の基盤科目における情報科目に区分される。
情報を適切に活用できる基礎的知識やスキルを習得することを目的とし，情報の収集・整理・
保管・表現に関する活用力を身に付ける。
具体的には，以下にあげる力を身に付けることを目標とする。
・適切なツールを使って効率良く情報を集め，集めた情報を検証する力
・情報を使いやすく整理・管理し，必要に応じて適切に活用できる力
・分かりやすい表現で，情報を他者に伝え，相手の理解や納得を得る力

情報活用力テキストとディジタル教材を併用し，授業を行う。
インターネット等を使った情報検索について学習する。
情報通信機器上で適切にファイルを整理し保管する方法について学習する。
文章を分かり易くまとめる方法，情報を視覚的に表す方法について学習する。
プレゼンテーションを効果的に行う方法，分かり易い資料の作成方法等について学習する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

情報リテラシー演習 a（国際）

小川　仁士

広島キャンパス　1548研究室

質問等には随時対応する。
研究室へ来訪する場合は，メール等で事前に在室を確認すると良い。

３回以上の欠席は評価の対象外とする。
A以上の評定値は，課題への取組状況が良好な者に対して与える。

noa出版「考える 伝える 分かち合う　情報活用力」㈱ワークアカデミー

講義の中で紹介する。

予習と復習をしっかり行うこと。演習課題は必ず自ら行うこと。
情報処理演習室のPCから「情報科サブノート」シリーズにアクセスし，高等学校「情報」の復
習をしておくこと。
http://cygnus.galaxy.pu-hiroshima.ac.jp/ICTsubnote/

対面授業。
授業日程に従って，教科書および配布資料に関する講義・演習併用形式で実施する。
授業１回に対し学生の自習２時間を想定した授業を行う。
学習単元毎に宿題（演習課題）を課し，次週の授業開始時に提出させる。
学生は，授業への出席，課題の提出が義務付けられる。

【27年度以降入学生】国際文化学科　１年次対象

情報活用力，数値分析，データベース，情報運用，著作権，個人情報，ウイルス・サイバー攻
撃対策

本科目は，全学共通教育科目中の基盤科目における情報科目に区分される。
情報社会への適応力を涵養することを目的とし，情報の分析・整理・保管・表現に関する活用
力を身に付ける。
具体的には，以下にあげる力を身に付けることを目標とする。
・数値データを活用し，知りたいことについて分析し，判断する力
・情報をさまざまなトラブルから守るなど，正しく安全に運用する力

情報活用力テキストとディジタル教材を併用し，授業を行う。
コンピュータを利用した数値分析の基礎について学習する。
データベースを利用したデータの整理・蓄積，抽出方法について学習する。
インターネット上でのコミュニケーション方法，起こりうるトラブルについての理解，適切な
情報管理や安全性を確保する方法等について学習する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

情報リテラシー演習 b（国際）

小川　仁士

広島キャンパス　1548研究室

質問等には随時対応する。
研究室へ来訪する場合は，メール等で事前に在室を確認すると良い。

３回以上の欠席は評価の対象外とする。
A以上の評定値は，課題への取組状況が良好な者に対して与える。

noa出版「考える 伝える 分かち合う　情報活用力」㈱ワークアカデミー

講義の中で紹介する。

予習と復習をしっかり行うこと。演習課題は必ず自ら行うこと。
情報処理演習室のPCから「情報科サブノート」シリーズにアクセスし，高等学校「情報」の復
習をしておくこと。
http://cygnus.galaxy.pu-hiroshima.ac.jp/ICTsubnote/

対面授業。
授業日程に従って，教科書および配布資料に関する講義・演習併用形式で実施する。
授業１回に対し学生の自習２時間を想定した授業を行う。
学習単元毎に宿題（演習課題）を課し，次週の授業開始時に提出させる。
学生は，授業への出席，課題の提出が義務付けられる。

【27年度以降入学生】国際文化学科　１年次対象

情報活用力，数値分析，データベース，情報運用，著作権，個人情報，ウイルス・サイバー攻
撃対策

本科目は，全学共通教育科目中の基盤科目における情報科目に区分される。
情報社会への適応力を涵養することを目的とし，情報の分析・整理・保管・表現に関する活用
力を身に付ける。
具体的には，以下にあげる力を身に付けることを目標とする。
・数値データを活用し，知りたいことについて分析し，判断する力
・情報をさまざまなトラブルから守るなど，正しく安全に運用する力

情報活用力テキストとディジタル教材を併用し，授業を行う。
コンピュータを利用した数値分析の基礎について学習する。
データベースを利用したデータの整理・蓄積，抽出方法について学習する。
インターネット上でのコミュニケーション方法，起こりうるトラブルについての理解，適切な
情報管理や安全性を確保する方法等について学習する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

体育実技Ⅰ a（国際）

黒坂　志穂（非常勤講師）

授業態度60％、ルールの理解と技術習得度20％、レポート20％

＊教科書、参考書については購入の必要はない。必要に応じてプリントを配布する。

　
『バドミントン教本 基本編』飯野 佳孝(著),廣田　彰(著),日本バドミントン協会(編集)

実技授業。授業日程に従って，主にラケットスポーツを実施する。１回の講義につき授業時間
２時間（１回）と学生の自習４時間を想定した授業を行う。毎週宿題（レポート課題）を課
し，次週の授業開始時に提出させる。学生は，授業に出席し，宿題のレポートを作成・提出す
ることが義務付けられる。

国際文化学科　１年次対象

高齢化社会が進む中で、人生をより豊かで充実したものにするために、スポーツは非常に重要
な役割を果たす。特に運動習慣と生活習慣病の関係性については、運動習慣の有無は病気の発
症に大きく影響を及ぼしている。本授業ではバドミントンおよび卓球の理論と実践を通して健
康のためにスポーツに取り組む習慣の必要性を理解することと、ルールとゲームの進め方の理
解や楽しくゲームをすることができる技術の習得をすることにより、ラケットスポーツを大学
卒業後も継続し、生涯スポーツとするための動機付けを行うことを目的とする。

毎回実技に加え、バドミントンおよび卓球のルールや歴史についても講義を行う。
尚、評価は以下の観点から行う。
① スポーツに取り組む必要性を理解する（レポート）
② 積極的に種目へ参加するためのルールの理解と技術の習得をする
③ コミュニケーション能力の向上と自分の役割の理解と行動ができるようなる
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

体育実技Ⅰ b（国際）

黒坂　志穂（非常勤講師）

授業態度60％、ルールの理解と技術習得度20％、レポート20％

＊教科書、参考書については購入の必要はない。必要に応じてプリントを配布する。

『バドミントン教本 基本編』飯野 佳孝(著),廣田　彰(著),日本バドミントン協会(編集)

実技授業。授業日程に従って，主にラケットスポーツを実施する。１回の講義につき授業時間
２時間（１回）と学生の自習４時間を想定した授業を行う。毎週宿題（レポート課題）を課
し，次週の授業開始時に提出させる。学生は，授業に出席し，宿題のレポートを作成・提出す
ることが義務付けられる。

国際文化学科　１年次対象

高齢化社会が進む中で、人生をより豊かで充実したものにするために、スポーツは非常に重要
な役割を果たす。特に運動習慣と生活習慣病の関係性については、運動習慣の有無は病気の発
症に大きく影響を及ぼしている。本授業ではバドミントンおよび卓球の理論と実践を通して健
康のためにスポーツに取り組む習慣の必要性を理解することと、ルールとゲームの進め方の理
解や楽しくゲームをすることができる技術の習得をすることにより、ラケットスポーツを大学
卒業後も継続し、生涯スポーツとするための動機付けを行うことを目的とする。

毎回実技に加え、バドミントンおよび卓球のルールや歴史についても講義を行う。
尚、評価は以下の観点から行う。
① スポーツに取り組む必要性を理解する（レポート）
② 積極的に種目へ参加するためのルールの理解と技術の習得をする
③ コミュニケーション能力の向上と自分の役割の理解と行動ができるようなる
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅰ（Global Communication Ⅰ） a

デイビット・モーシャー　（非常勤講師）

Attendance & participation (10%); class preparation (20%); regular speaking tests 
(50%); final speaking test (20%).

Conversations in Class by Alma Publishing, 3rd Edition

This class is more about practicing English than on learning lots of “new” English 
knowledge. Improving your English speaking ability is a lot like learning to play a 
musical instrument or master a sport. It requires lots of practice and a well thought 
out training menu.

Communicative, pair & small group centered

国際文化学科　１年次対象

中・高一種免（全教科）選択必須

Speaking, communication strategies, pragmatic awareness

Goal: To learn how to develop the necessary skills to be able to discuss topics 
concerning one's own culture and other world cultures, focusing on effective skills 
for expressing one's own ideas in English. This class will prepare students for 
international communication, while developing the four main areas of language 
competence.The content of the textbook may appear too easy at first, but the goal is 
to practice AND expand on the material until you can use it in conversations with 
your classmates and teacher almost automatically and without thinking.

In this English speaking course, you will practice talking about a variety of 
everyday topics, such as where you are from, university life, travel and foreign 
countries, and your future plans and dreams. Throughout there will be a focus on 
explaining Japanese culture. You will also learn and practice communication 
strategies that will help you to sound more fluent and natural in English. As a part 
of this training, we will discuss typical pragmatic differences in Japanese and 
English communication styles and learn three Golden Rules for bridging these 
differences. To assess your progress, there will be frequent individual and small 
group speaking tests of one to five minutes in length. The final exam will be a 
group-speaking test.
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅰ（Global Communication Ⅰ） b

デーモン・E・チャップマン（非常勤講師）

Your grade comes from: 1) a Midterm Exam; 2) a Final Exam; 3) Quizzes, and 4) 
Attendance

No text. All ORIGINAL prints from the teacher!

This class is very active!  You MUST speak English EVERY week with a partner, or in a 
small group. DO NOT BE SHY !  It is OK to make mistakes, that is how you learn!  The 
topics in this class are about YOU and YOUR LIFE in Japan!  So enjoy talking about 
you and your culture ! Speak up!

This class is very active! You will speak lots of English EVERY WEEK!  There will be 
pairwork, role playing and sometimes you will speak IN FRONT of the class, so do not 
be shy! It is ok to make mistakes!  Active Learning will help you become A GOOD 
ENGLISH SPEAKER!

国際文化学科　1年次対象

中・高一種免（全教科）選択必修

English, Conversation, Communication, Pair Work, Active English

Goal: To learn how to develop the necessary skills to be able to discuss topics 
concerning one’s own culture and other world cultures, focusing on effective skills 
for expressing one’s own ideas in English. This class will prepare students for 
international communication, while developing the four main areas of language 
competence.

Each week we will discuss a different topic! For example, jobs, people, Japanese 
events, the past, present and future, city life, etc.  You will talk about YOUR life 
EVERY class ! The schedule goes like this --- Weeks 1-7: Discussion Topics 1-6; Week 
8: Midterm Exam; Weeks 9-15: Discussion Topics 7-12; then a Final Exam



2017/4/12

95 / 420

授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅰ（Global Communication Ⅰ） c

ウルシュラ・スティチェック（非常勤講師）

Activity during each class (sleeping is not allowed!!), regular attendance, grammar 
tests after each unit, midterm test, final written test. Checking on homework if 
assigned.

"American Headway 2A", Second Edition by John and Liz Soars, Oxford University Press, 
 ISBN 978-0-19-472775-4

Oxford or Longman English- English Dictionary

As extra references and homework copies of "New Headway" Workbook will be provided by 
the teacher

By the end of this course students should have increased confidence in their ability 
to use English both fluently and accurately without any fear, to comprehend quickly 
simple conversations, to read longer texts and answer the questions to check the 
comphehension. Grammar problems will explained in an uncomplicated way but vocabulary 
should be checked by students in an English -English dictionary. Four languages 
skills will be developed systematically. After each unit we will have a test. 
Headphones and microphones will be used to overcome shyness in speaking.

国際文化学科　1年次対象

Courage in speaking English loudly. Writing to express your opinions and remembering 
grammar. Reading to extend vocabulary. Listening only in English.

Goal: To learn how to develop the necessary skills to be able to discuss topics 
concerning one’s own culture and other world cultures, focusing on effective skills 
for expressing one’s own ideas in English. This class will prepare students for 
international communication, while developing the four main areas of language 
competence.

Integrated skills work where all four skills are developed in context. Universal 
topics selected from a wide variety of materials. In-depth treatment of grammar with 
clear presentation, self-check exercises and detailed explanations. Systematic 
vocabulary syllabus. Everyday English section which practices common expressions in 
everyday situations.
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅱ（Critical Reading Ⅰ） a

山中 祐子（非常勤講師）

中間テスト期末テスト、英語コミュニケーションへの積極等を総合して成績を決定します。具
体的な方法についてはオリエンテーション及び授業の中で説明を行います。

ヘルシーライフをめざして　　朝日出版社  ＩＳＢＮ９７８－４－２５５－１５５７８－４

適宜授業内で配布します。

スマートフォンは許可を得た場合以外は電源を切ってください。三分の二以上の出席が必須で
す。グループ発表形式で授業を行いますが、各自テキストを予習し積極的に授業に参加するこ
と。

対面授業：指定テキストを読み進めていることを前提にグループ発表形式で行います。

国際文化学科　１年次対象

基礎的英語力　文章理解

高度な内容を持つ英文を精読し，文法構造や文脈を理解しながら正しく読めるようになるため
の，あるいは英語による情報収集ができるようになるための訓練を行う。語彙力と読解力を養
う事を重視しつつ，人文学の多様な知識を深める事を目標とする。教材は主として文学作品や
新聞・雑誌の記事，エッセイ，研究論文などである。

テクストを用い、段落ごとの意味の内容を理解しながら英語を読む訓練をします。並行して
様々なジャンルの英文を読み、語彙力、文法力の増強を目指します。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅱ（Critical Reading Ⅰ） b

黒住　奏（非常勤講師）

授業の成績と英語検定試験の結果を併用して最終的な成績を決定する。具体的な方法について
はオリエンテーション及び授業のなかで説明を行う。履修者は本科目の学期中に英語検定試験
（TOEIC、TOEFL、英検、IELTS、国連英検のうちいずれか1つ）を必ず1回受験すること。TOEIC
とTOEFLに関しては学内実施のものを受験してもよい。

Global Dynamics: 世界情勢を英語で読む by Ichizo Ueda, Toshiko Ueda, Hideo Kobayashi, 
Yukio Hasegawa. CENGAGE Learning.

適宜授業内で配布

英和辞書を必ず持参してください。

テキストを用いて、演習形式と講義形式を組み合わせて授業を行います。また、グループワー
クやディスカッションなどを、適宜取り入れます。

国際文化学科 １年次対象

基礎的英語力

高度な内容を持つ英文を精読し、文法構造や文脈を理解しながら正しく読めるようになるため
の、あるいは英語による情報収集ができるようになるための訓練を行う。語彙力と読解力を養
う事を重視しつつ、人文学の多様な知識を深める事を目標とする。教材は主として文学作品や
新聞・雑誌の記事、エッセイ、研究論文などである。

テキストをトピックを中心に英文を読み、語彙力・文法力を高め，さまざまな分野の英文を正
確に理解できることを目標とする。並行して、トピックごとに書かれている社会的・文化的・
歴史的背景を読み取り，異なる文化に対する知識を深めていきます。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅱ（Critical Reading Ⅰ） c

天野　みゆき

広島キャンパス　1816研究室

水曜日４時間目

授業の成績評価は、毎回の授業に対する取り組み状況（授業外の課題を含む）30％、期末試験
70％の割合で行う。授業の成績と英語検定試験の結果を併用して最終的な成績を決定する。具
体的な方法についてはオリエンテーション及び授業の中で説明を行う。

期末試験は、指定された試験日の授業時間内に行う。

Andrew E. Bennett, Reading Fusion 1 （南雲堂）
第２回目の授業の時に教室で購入してください。

綿貫陽・M．ピーターセン（2011）.『表現のための実践ロイヤル英文法』．旺文社
（本書もテキストとして使用する）

　[e-learning課題] ネットアカデミーを各自の英語レベルに応じて学習してください。学習方
法と利用方法は授業などで説明します。
　[リーディング課題] 下記の３冊を予定しています。読み方等については授業中に指示しま
す。授業のテキストと合わせて、３冊まとめて最初に購入して下さい。これら書籍講読と共
に、ネットアカデミーのリーディング課題を課します。学習方法は授業で説明します。
　 ・Oscar Wilde, The Happy Prince and Other Tales (南雲堂) ・Roald Dahl, Charlie and 
the Chocolate Factory (Puffin Books) ・Tenshin Okakura, The Book of Tea （講談社イン
ターナショナル）。　英語検定試験を積極的に受験しましょう。   ＊毎時間、必ず辞書を持参
してください。

対面授業。テキストを用いて演習形式で行う。
読み進む分量は学生の理解度をみながら決めていく。　
１回の授業のために学生は少なくとも２時間の予習が必要である。

国際文化学科　１年次対象

paragraph reading, e-learning

高度な内容を持つ英文を精読し、文法構造や文脈を理解しながら正しく読めるようになるため
の、あるいは英語による情報収集ができるようになるための訓練を行う。語彙力と読解力を養
う事を重視しつつ、人文学の多様な知識を深める事を目標とする。教材は主として文学作品や
新聞・雑誌の記事、エッセイ、研究論文などである。

カリキュラム上の位置づけ：学科専門科目外国語の選択科目。

授業の目標にそって、テキストを読み進む。毎回読む分量は授業中に指示する。学期中に数回
マルチメディアラボでの演習を行い、コンピュータを利用した学習ソフトも用いる。毎週、こ
のソフトを利用して自主学習を行う。

履修者は本科目が開かれる学期中に英語検定試験（TOEIC、TOEFL、英検、IELTS、国連英検のう
ちいずれか1つ）を必ず1回受験すること。TOEICとTOEFLに関しては学内実施のものを受験して
もよい。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅲ（Global Communication Ⅱ） b

デイビット・モーシャー　（非常勤講師）

Attendance & participation (10%); class preparation (20%); regular speaking tests 
(50%); final speaking test (20%).

Conversations in Class by Alma Publishing, 3rd Edition

This class is more about practicing English than on learning lots of “new” English 
knowledge. Improving your English speaking ability is a lot like learning to play a 
musical instrument or master a sport. It requires lots of practice and a well thought 
out training menu.

Communicative, pair & small group centered

国際文化学科　１年次対象

中・高一種免（全教科）選択必須

Speaking, communication strategies, pragmatic awareness

Goal: To learn how to develop the necessary skills to be able to discuss topics 
concerning one's own culture and other world cultures, focusing on effective skills 
for expressing one's own ideas in English. This class will prepare students for 
international communication, while developing the four main areas of language 
competence.The content of the textbook may appear too easy at first, but the goal is 
to practice AND expand on the material until you can use it in conversations with 
your classmates and teacher almost automatically and without thinking.

In this English speaking course, you will practice talking about a variety of 
everyday topics, such as where you are from, university life, travel and foreign 
countries, and your hometown customs and traditions. Throughout there will be a focus 
on explaining Japanese culture. You will also learn and practice communication 
strategies that will help you to sound more fluent and natural in English. As a part 
of this training, we will discuss typical pragmatic differences in Japanese and 
English communication styles and learn three Golden Rules for bridging these 
differences. To assess your progress, there will be frequent individual and small 
group speaking tests of one to five minutes in length. The final exam will be a 
group-speaking test.
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅲ（Global Communication Ⅱ） c

デーモン・E・チャップマン（非常勤講師）

Your grade comes from: 1) a Midterm Exam; 2) a Final Exam; 3) Quizzes, and 4) 
Attendance

No text. All ORIGINAL prints from the teacher!

This class is very active!  You MUST speak English EVERY week with a partner, or in a 
small group. DO NOT BE SHY !  It is OK to make mistakes, that is how you learn!  The 
topics in this class are about YOU and YOUR LIFE in Japan!  So enjoy talking about 
you and your culture ! Speak up!

(This continues from 英語 I in the spring semester). This class is very active! You 
will speak lots of English EVERY WEEK!  There will be pairwork, role playing and 
sometimes you will speak IN FRONT of the class, so do not be shy! It is ok to make 
mistakes!  Active Learning will help you become A GOOD ENGLISH SPEAKER!

国際文化学科　1年次対象

中・高一種免（全教科）選択必修

English, Conversation, Communication, Pair Work, Active English

Goal: To learn how to develop the necessary skills at a higher level so as to be able 
to discuss topics concerning one’s own culture and other world cultures, focusing on 
effectiveness for expressing one’s own ideas in English. This class will prepare 
students for international communication, while further developing various areas of 
language competence.

(This continues from 英語 I in the spring semester). Each week we will discuss a 
different topic! For example, social problems, people, Japanese events, world 
cultures and other countries, etc.  You will talk about YOUR life EVERY class ! The 
schedule goes like this --- Weeks 1-8: Discussion Topics 13-19; Week 9: Midterm Exam; 
Weeks 10-15: Discussion Topics 20-24; then a Final Exam
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅲ（Global Communication Ⅱ） a

ウルシュラ・スティチェック（非常勤講師）

Activity during each class (sleeping is not allowed!!), regular attendance, grammar 
tests after each unit, midterm test, final written test. Checking on homework if 
assigned.

"American Headway 2B", Second Edition by John and Liz Soars, Oxford University Press, 
 ISBN 978-0-19-472776-1

Oxford or Longman English- English Dictionary

As extra references and homework copies of "New Headway" Workbook will be provided by 
the teacher

By the end of this course students should have increased confidence in their ability 
to use English both fluently and accurately without any fear, to comprehend quickly 
simple conversations, to read longer texts and answer the questions to check the 
comphehension. Grammar problems will explained in an uncomplicated way but vocabulary 
should be checked by students in an English -English dictionary. Four languages 
skills will be developed systematically. After each unit we will have a test. 
Headphones and microphones will be used to overcome shyness in speaking.

国際文化学科　1年次対象

Courage in speaking English loudly. Writing to express your opinions and remembering 
grammar. Reading to extend vocabulary. Listening only in English.

Goal: To learn how to develop the necessary skills at a higher level so as to be able 
to discuss topics concerning one’s own culture and other world cultures, focusing on 
effectiveness for expressing one’s own ideas in English. This class will prepare 
students for international communication, while further developing various areas of 
language competence.

Integrated skills work where all four skills are developed in context. Universal 
topics selected from a wide variety of materials. In-depth treatment of grammar with 
clear presentation, self-check exercises and detailed explanations. Systematic 
vocabulary syllabus. Everyday English section which practices common expressions in 
everyday situations.
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅳ（Critical Reading Ⅱ） a

関谷　弘毅（非常勤講師）

授業の成績と英語検定試験の結果を併用して最終的な成績を決定する。具体的な方法について
はオリエンテーション及び授業の中で説明を行う。

On Board for More World Adventure, Scott Berlin, Megumi Kobayashi　著、金星堂2300円

適宜授業内で配布

オリエンテーションで説明します。

対面授業。授業中は個人，あるいはペアで課題に取り組むことが求められる。

国際文化学科　１年次対象

英語II (Critical Reading I)に引き続いて，より高度な内容を持つ英文を精読し，文法構造や
文脈を理解しながら正しく読めるようになるための，あるいは英語による情報収集ができるよ
うになるための訓練を行う。そのために，１）やや難度の高い英文を用いて文や文章の構造を
把握し行間まで読み解く練習をするとともに，２）易しめの英文にたくさん触れる練習を並行
して行う。

上記の１）に関して，英語圏文化，言語，教育に関する英文を使用し，文や文章の構造を読み
解く練習をする。また，理解した内容を他人に伝えることを通して精読の基礎となる表現知識
を定着させる。２）に関して，洋書，洋画，洋楽，漫画など，真正な素材（学習者用に加工せ
ず，ネイティブスピーカーを対象とした生の素材）に大量に触れることによって語感を養う。
具体的には音声を使って聞き取りやシャドーイングを行ったり，易しめの素材を用いて多読
し，内容をまとめるといった活動を行う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅳ（Critical Reading Ⅱ） b

黒住　奏（非常勤講師）

授業の成績と英語検定試験の結果を併用して最終的な成績を決定する。具体的な方法について
はオリエンテーション及び授業の中で説明を行う。履修者は本科目が開かれる学期中に英語検
定試験（TOEIC，TOEFL，IELTS，英検，国連英検のうちのいずれか１つ）を必ず１回受験するこ
と。TOEICとTOEFLに関しては学内実施のものを受験してもよい。

Global Dynamics: 世界情勢を英語で読む by Ichizo Ueda, Toshiko Ueda, Hideo Kobayashi, 
Yukio Hasegawa. CENGAGE Learning.

適宜授業内で配布

英和辞書を必ず持参してください。

テキストを用いて、演習形式と講義形式を組み合わせて授業を行います。また、グループワー
クやディスカッションなどを、適宜取り入れます。

国際文化学科 １年次対象

基礎的英語力

英語II (Critical Reading I)に引き続いて、より高度な内容を持つ英文を精読し、文法構造や
文脈を理解しながら正しく読めるようになるための、あるいは英語による情報収集ができるよ
うになるための訓練を行う。語彙力と読解力を養う事を重視しつつ、人文学の多様な知識を深
める事を目標とする。

テキストをトピックを中心に英文を読み、語彙力・文法力を高め，さまざまな分野の英文を正
確に理解できることを目標とする。並行して、トピックごとに書かれている社会的・文化的・
歴史的背景を読み取り，異なる文化に対する知識を深めていきます。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅳ（Critical Reading Ⅱ） c

川尻　武信（非常勤講師）

期末試験70％、小テスト20％、授業参加度10％で授業評価を行う。
授業の成績と英語検定試験の結果を併用して最終的な成績を決定する。具体的な方法について
は授業の中で説明を行う。

本名・竹下・D'Angelo 『Understanding English across Cultures』(2012)金星堂

予習と復習を行い授業には積極的に参加してください。辞書を活用してください。

講義及び演習を中心とした対面形式の授業。またグループワークなどを適宜行う。

国際文化学科　1年次対象

英語の読解力、語彙力、聴解力

英語Ⅱ（Critical Reading Ⅰ)に引き続いて、より高度な内容を持つ英文を精読し、文法構造
や文脈を理解しながら正しく読めるようになるための、あるいは英語による情報収集ができる
ようになるための訓練を行う。語彙力と読解力を養うことを重視しつつ人文学の多様な知識を
深めることを目標とする。教材は主として国際語としての英語の特質と役割について書かれた
エッセイとする。様々な英語を通して英語の多文化性と異文化間コミュニケーションの問題に
ついて理解を深める。

内容構成やテキストにおけるキーワードを把握しながらテキストを読み進める。授業中適宜、
リーディング内容に関してグループによるディスカッションを行う。
なお、履修者は本科目が開かれている学期中に英語検定試験(TOEIC、TOEFL、IELTS、英検、国
連英検のうちのいずれか１つ)を必ず1回受験すること。TOEICとTOEFLに関しては学内実施のも
のを受験してもよい。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅴ（Presentation Ⅰ） a

デイビッド・リー（非常勤講師）

Evaluation will be based on the students' participation on class activities, two in-
class presentations and a final examination.

Present Yourself 1 Experiences, 2nd edition by Steven Gershon.  Published by 
Cambridge University Press.

The lessons will be based on a student centered approach that will include; whole 
class activities, group activities, pair activities and individual activities.

国際文化学科　２年次対象

Goal: To learn how to develop the necessary skills so as to be able to make effective 
presentations on various topics, especially concerning cultural, academic and 
business situational themes, in English. Students will be required to make actual 
presentations in English individually or as a part of a group project.

Students will have the opportunity to learn and develop the skill of talking about 
topics to an audience.  In this course the focus will be on everyday experiences.
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅴ（Presentation Ⅰ） b

デーモン・E・チャップマン（非常勤講師）

Your grade will come your 3-5 presentations (public speeches). There is NO test in 
this class!  But your grade includes the WRITTEN SPEECH and the PRESENTATIONS !  So 
let's practice presentations together!

No text. All ORIGINAL prints from the teacher!

For some people, making a speech is difficult. It is not easy, but IF you practice 
and prepare, you can e a GREAT public speaker.  Speaking in front of people is VERY 
important for your future job, so let's work hard together!

This class will give you many chances to SPEAK IN FRONT OF PEOPLE!  It is a 
Presentation class, so you should TRY your best to communicate with your words, your 
voice and your body IN FRONT OF PEOPLE!  You will give 3-5 presentations in this 
class!  Enjoy!

国際文化学科　2年次対象

Presentation, English, Public Speaking, Active Communication, Speaking Skills

Goal: To learn how to develop the necessary skills so as to be able to make effective 
presentations on various topics, especially concerning cultural, academic and 
business situational themes, in English. Students will be required to make actual 
presentations in English individually or as a part of a group project.

This is a Presentation class, so you will give 3-5 different presenations!  The first 
presentations are short and easy: vacation reports, self-introductions and then 
introducing another person. Then we will discuss Informative Speaking (and then 
Persuasive Speaking and possibly Debate in the fall semester).  It can be a GREAT 
experience to speak in front of people.  This class will help you with the English 
words you need, the voice you need and the body language you need!
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅴ（Presentation Ⅰ） c

ウルシュラ・スティチェック（非常勤講師）

Full attendance, full activity, successful presentations evaluated by the others, 
written asssignments to be evaluated by the teacher.

None. Will be provided by the teacher.

"Speaking of Speech- Basic Presentation Skills for Beginners" by David Harrington and 
Charles LeBeau, Macmillan 2009

Reading provided texts and materials, searching for more information in the Internet. 
Gathering necessary vocabulary. Presenting in small groups or for the whole class.

国際文化学科　２年次対象

Courage in expressing and presenting your own opinions, interests, global problems

Goal: To learn how to develop the necessary skills so as to be able to make effective 
presentations on various topics, especially concerning cultural, academic and 
business situational themes, in English. Students will be required to make actual 
presentations in English individually or as a part of a group project.

Introduction to the class  and giving the main points about proper presentations. At 
the beginning of each class we will gather the necessary vocabulary according to the 
topic of each presentation. The presentation will be about personal matters, local 
issues, country issues, Asian issues, finally about the global issues.
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅵ（Cross-Cultural Studies） a

波多野　五三（非常勤講師）

期末試験70％、授業中の発表及び参加態度30％。授業の成績と英語検定試験の結果を併用して
最終的な成績を決定する。具体的な方法についてはオリエンテーション及び授業の中で具体的
に説明を行う。

Bent, R. 他　2014. 『比較文化で考えるイギリスと日本(Cross-Cultural Views on 
Britain)』東京: 南雲堂.

櫻庭信之(編). 1992. 『KEEP—写真で見る英語百科』研究社.
樋口稔. 2003. 『イギリス文化事典』大修館書店.

教科書の本文は中級以上の学習者を対象としている。予習として、各パラグラフの要点を把握
するとともに全文を和訳し練習問題を解いておくこと。また、内容理解ののちに本文を３回以
上朗読しておくこと。特に、無生物主語、関係代名詞/関係副詞、分詞構文、倒置、強調、省略
などに注意する。未知語は、Longman Dictionary of Contemporary EnglishやOxford Advanced 
Learner's Dictionaryなどで語義を調べたのちに英和辞典で日本語訳を確認すること。

講義及び演習を中心とした対面形式の授業。英語文献の読解ならびに聴解を行う際に、ペアー
またはグループに分かれてディスカッションを行うことがある。

国際文化学科　２年次対象

英国、UK、Great Britain、イングランド、スコットランド、ウェールズ、北アイルランド

英語圏の国々の文学・文化の理解や、または日本文化の英語圏への紹介および発信、つまり異
文化理解を主なテーマとし、文化のさまざまな問題を扱う文献を読み、それを材料に発信する
練習をする事で英語力を総合的に高めることを目標とする。

以下の内容に関する英語文献の読解を行うとともに、内容の理解を深めるための語彙ならびに
文法の練習問題を解く。特に、政治、経済、福祉、芸術、教育、スポーツ、文学、音楽、交
通、郵便、食生活などにおけるイギリスと日本の差異に関する500語前後の英語の文章を読み解
く。なお、履修者は本科目が開かれる学期中に英語検定試験（TOEIC、TOEFL、英検、IELTS、国
連英検のうちいずれか1つ）を必ず1回受験すること。TOEICとTOEFLに関しては学内実施のもの
を受験してもよい。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅵ（Cross-Cultural Studies） b

川尻　武信（非常勤講師）

期末試験70％、小テスト20％、授業への取り組み10％。授業の成績と英語検定試験の結果を併
用して最終的な成績を決定する。具体的な方法については授業の中で具体的に説明を行う。

Joseph Shaules and Juri Abe 『Different Realities(異文化間コミュニケーション) 』南雲
堂,2007

石井　敏　他 (2013) 『はじめて学ぶ異文化コミュニケーション』有斐閣選書

予習と復習を行い、授業には積極的に参加してください。辞書は必ず持参してください。

講義及び演習を中心とした対面形式の授業。またグループワークなどを適宜行う。

国際文化学科　２年次対象

英語リーディング力、文化、異文化理解、異文化コミュニケーション

英語圏の国々の文学・文化の理解や、または日本文化の英語圏への紹介および発信、つまり異
文化理解を主なテーマとし、文化のさまざまな問題を扱う文献を読み、それを材料に発信する
練習をする事で英語力を総合的に高めることを目標とする。

このクラスでは異文化コミュニケーションの諸問題を扱った物語を読み、英文読解能力の向上
を目指すとともに異文化コミュニケーションにおける重要な概念について考える。なお、履修
者は本科目が開かれる学期中に英語検定試験(TOEIC, TOEFL, 英検, IELTS, 国連英検のうちい
ずれか１つ)を必ず1回受験すること。TOEICとTOEFLに関しては学内実施のものを受験してもよ
い。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅵ（Cross-Cultural Studies） c

吉本和弘

広島キャンパス　1824研究室

随時

テキスト内容の理解度を見る筆記テスト30％、授業参加度（課題、アクティビティその他）
30％、最後の英語劇での演技の合計40％で授業そのものの成績評価を行います。
授業の成績と英語検定試験（TOEICなど）のスコアを併用して最終的な成績を決定します。具体
的な方法についてはオリエンテーション及び授業の中で説明を行います。

映画総合教材『いまを生きる』田中長子、本多浩子、他著、音羽書房鶴見書店、2,000円　
また映画『いまを生きる』のDVDの購入を推奨します。

綿貫陽・M．ピーターセン（2011）．『表現のための実践ロイヤル英文法』．旺文社

オリエンテーションで説明します。

映画『いまを生きる(Dead Poets Society)』の内容をテキストに沿って、また映像を見ながら
学習し、様々な表現を学びます。その上でグループを作り、映画の幾つかの場面を演じて再現
する英語劇を上演します。映画を見本にして、ネイティブ・スピーカーのナチュラルな発音や
体、表情の作り方等、細かい部分も再現出来るように練習します。（または、演じた場面をビ
デオ撮影して編集し映画の再現映像を作るという形を取る事もあります）

国際文化学科　２年次対象

映画『いまを生きる』(Dead Poets Society)、イギリス文化とアメリカ文化、英語劇、リスニ
ング、スピーキング、パフォーマンス

英語圏の国々の文学・文化の理解や、または日本文化の英語圏への紹介および発信、つまり異
文化理解を主なテーマとし、文化のさまざまな問題を扱う文献を読み、それを材料に発信する
練習をする事で英語力を総合的に高めることを目標とする。

映画『Dead Poets Society (今を生きる）』を観て、内容をテキストを使って深く理解し、イ
ギリス文化とアメリカ文化について学んだ上で、グループ活動で幾つかの場面を演じて再現し
ます。前半はテキストや表現、ボキャブラリーの理解に努め、後半はスピーキング、そしてパ
フォーマンスの練習が主になります。

なお、履修者は本科目が開かれる学期中に英語検定試験（TOEIC、TOEFL、英検、IELTS、国連英
検のうちいずれか1つ）を必ず1回受験すること。TOEICとTOEFLに関しては学内実施のものを受
験してもよい。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅶ（Presentation Ⅱ） a

ケイヴォーン・ディビッド・カゼミ（非常勤講師）

Assessment will be based on students' ability to make presentations clearly and 
effectively in English and also on overall attendance and participation.

Identity (Oxford University Press), by Joseph Shaules, Hiroko Tsujioka and Miyuki 
Iida.

Lecture/discussion, groupwork and presentations

国際文化学科　2年次対象

Goal: To learn how to develop the necessary skills so as to be able to make effective 
English presentations at a higher level on various topics, concerning cultural, 
academic and business situational themes, in English. Students will be required to 
make actual presentations in English individually or as a part of a group project.

This class will use a textbook to provide a framework and various topics for 
presentation.  The topics include expressing a personal identity, cross-cultural 
communication, social change, globalization, politeness and more. Students will be 
taught useful presentation strategies and will practice these each week.
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅶ（Presentation Ⅱ） b

デーモン・E・チャップマン　(非常勤講師)

Your grade will come your 3-5 presentations (public speeches). There is NO test in 
this class!  But your grade includes the WRITTEN SPEECH and the PRESENTATIONS !  So 
let's practice presentations together!

No text. All ORIGINAL prints from the teacher!

For some people, making a speech is difficult. It is not easy, but IF you practice 
and prepare, you can e a GREAT public speaker.  Speaking in front of people is VERY 
important for your future job, so let's work hard together!

(This continues from 英語 V in the spring semester). This class will give you many 
chances to SPEAK IN FRONT OF PEOPLE!  It is a Presentation class, so you should TRY 
your best to communicate with your words, your voice and your body IN FRONT OF 
PEOPLE!  You will give 3-5 presentations in this class!  Enjoy!

国際文化学科　２年次対象

Presentation, English, Public Speaking, Active Communication, Speaking Skills

Goal: To learn how to develop the necessary skills so as to be able to make effective 
English presentations at a higher level on various topics, concerning cultural, 
academic and business situational themes, in English. Students will be required to 
make actual presentations in English individually or as a part of a group project.

(This continues from 英語 V in the spring semester). This is a Presentation class, so 
you will give 3-5 different presenations!  The first presentations are short and 
easy: vacation reports. Then in this second semester, we will discuss Persuasive 
Speaking, and possibly Debate.  It can be a GREAT experience to speak in front of 
people.  This class will help you with the English words you need, the voice you need 
and the body language you need!
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅶ（Presentation Ⅱ） c

ウルシュラ・スティチェック  （非常勤講師）

Full attendance, full activity, successful presentations evaluated by the others, 
written asssignments to be evaluated by the teacher.

None. Will be provided by the teacher.

"Speaking of Speech- Basic Presentation Skills for Beginners" by David Harrington and 
Charles LeBeau, Macmillan 2009

Reading provided texts and materials, searching for more information in the Internet. 
Gathering necessary vocabulary. Presenting in small groups or for the whole class.

国際文化学科　2年次対象

Courage in expressing and presenting your own opinions, interests, global problems

Goal: To learn how to develop the necessary skills so as to be able to make effective 
English presentations at a higher level on various topics, concerning cultural, 
academic and business situational themes, in English. Students will be required to 
make actual presentations in English individually or as a part of a group project.

Introduction to the class  and giving the main points about proper presentations. At 
the beginning of each class we will gather the necessary vocabulary according to the 
topic of each presentation. The presentation will be about personal matters, local 
issues, country issues, Asian issues, finally about the global issues.
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅷ（Seminar） a

スティーブン・ローゼン

1817

By appointment

Attendance- 40%, Participation- 30%, presentation- 30%

The instructor will provide some materials and the students can get materials online 
or at the library

Students should be following economic and business news on a regular basis

Motivation and intellectual curiosity- students should have an interst in trying to 
understand how business and economic markets work in our global society.

Lectures/ group discussion/ films/ business case studies

国際文化学科　２年次対象

English for Business and Economics

Students will have the challenge of trying to understand basic business and economics 
topics and dicussing them in English.

Lectures on basic areas of business and economics, concepts and vocabulary. Students 
will choose and research topic and prepare a presentation, either on business of 
economics (history or policy)
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅷ（Seminar） b

高橋　渡

広島キャンパス　1822研究室

研究室（１８２２）ドアに掲示。

　授業の成績と英語検定試験の結果を併用して最終的な成績を決定する。具体的な方法につい
てはオリエンテーション及び授業の中で説明を行う。
　また、出席・普段の授業態度・提出された訳文も評価の対象とする。

授業中に配布する。

綿貫陽・M．ピーターセン（2011）．『表現のための実践ロイヤル英文法』．旺文社．
ISBN:9784010312995
また、テクストなどは、以下のURLよりダウンロードできる。
URL: http://www.pu-hiroshima.ac.jp/~takahasi/seminar/index.html

対面授業。毎回、訳文を用意し、発表・提出してもらう。

国際文化学科　２年次対象

翻訳

少人数のゼミナール形式で、高度な内容の英語文献や資料、あるいは音声や映像等の教材を用
いながら総合的な英語力の強化を目指す授業。担当者によって扱うテーマは異なるので学生は
自分の関心に基づいてクラスを選択する。自主研究や発表を必要とする活動を取り入れる。

　この授業では「翻訳」能力を育成する。文学を初めとする英文の抜粋をテクストとし、毎回
訳文を書いてきて、発表してもらう。英語を正確に読むと同時に、それを如何に日本語で表現
するかを学ぶ。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅷ（Seminar） d

船津　晶代

広島キャンパス　１８１３

随時受け付ける（事前に面談日時の予約をすることが望ましい）。

学期末試験60％，プレゼンテーション20％，授業外自主学習課題と提出物20％の割合で評価す
る。
授業の成績と英語検定試験の結果を併用して最終的な成績を決定する。具体的な方法について
はオリエンテーション及び授業の中で説明を行う。

追って指示する。

毎回の授業には英語の辞書を必ず持参してください。
英語ネイティブ，ノンネイティブの区別なく，英語で積極的にコミュニケーションを行う態度
が求められます。履修にあたり，世界のさまざまな国の文化や人々について興味・関心を持つ
open-mindedな姿勢が必要とされます。

演習を中心とした対面形式の授業。適宜，ペアまたはグループディスカッションを行う。
留学生との英語による交流を行う（フィールドトリップ含む）。

国際文化学科　２年次対象

世界の英語，国際共通語としての英語，リスニング，スピーキング，リーディング，プレゼン
テーション

少人数のゼミナール形式で、高度な内容の英語文献や資料、あるいは音声や映像等の教材を用
いながら総合的な英語力の強化を目指す授業。担当者によって扱うテーマは異なるので学生は
自分の関心に基づいてクラスを選択する。自主研究や発表を必要とする活動を取り入れる。
カリキュラム上の位置付け：　国際文化学科共通専門科目外国語

グローバル社会においては，英語母語話者間の英語コミュニケーションよりも非英語母語話者
間の英語コミュニケーションの方が多いといわれている。世界のさまざまな英語，特に非英語
母語話者の英語の特徴を理解するとともに，実際に非英語母語話者と英語でコミュニケーショ
ンを行い，国際共通語としての英語を実践する。履修者は学期中に，広島市内の留学生との交
流を行うことが求められる。
また，履修者は本科目が開かれる学期中に英語検定試験（TOEIC，TOEFL，英検，IELTS，国連英
検のうちいずれか1つ）を必ず1回受験すること。TOEICとTOEFLに関しては学内実施のものを受
験してもよい。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅷ（Seminar） c

天野　みゆき

広島キャンパス　1816研究室

水曜日５時間目

授業の成績評価は、毎回の授業に対する取り組み状況（授業外の課題を含む）30％、期末試験
70％の割合で行う。授業の成績と英語検定試験の結果を併用して最終的な成績を決定する。具
体的な方法についてはオリエンテーション及び授業の中で説明を行う。　

試験は、指定された試験日の授業時間内に行う。

Diana Wynne Jones, Howel's Moving Castle (HarperCollins)
授業の際に教室で購入してください。

図書館に設置してある英語リーディングの棚にある図書から好きなものを選んで、積極的に読
みましょう。

毎時間、必ず辞書を持参してください。

対面授業。テキストを用いて演習形式で行う。
読み進む分量は学生の理解度をみながら決めていくが、かなりの分量を読むことが要求され
る。　
１回の授業のために学生は少なくとも２時間の予習が必要である。

国際文化学科  ２年次対象

パラグラフリーディング、小説の技法と読解

少人数のゼミナール形式で、高度な内容の英語文献や資料、あるいは音声や映像等の教材を用
いながら総合的な英語力の強化を目指す授業。担当者によって扱うテーマは異なるので学生は
自分の関心に基づいてクラスを選択する。自主研究や発表を必要とする活動を取り入れる。

カリキュラム上の位置づけ：　国際文化学科専門科目　外国語

小説を楽しみながら、小説の読解に必要な能力と自分の意見を表現する力を養う。
精読と速読を並行して行う。

学期中に少なくとも一冊は自分が選んだ作品を読み、紹介する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅷ（Seminar） e

栗原　武士

広島キャンパス　1823研究室

随時

授業参加度（課題、アクティビティその他）20％、授業内テスト80％で成績評価を行います。
授業の成績と英語検定試験の結果を併用して最終的な成績を決定します。具体的な方法につい
てはオリエンテーション及び授業の中で説明を行います。

授業内で適宜配布。

授業内で適宜配布。

授業内で映画についてのディスカッションを行うため、授業外で課題作品を鑑賞する必要があ
ります。課題を消化せずにディスカッションに参加することは認められません。また、映画批
評のテクストにはかなり高度な英語が用いられており、読みこなすには相当の努力が必要で
す。前向きに英語に取り組める学生に履修をお勧めします。

講義形式と演習形式を組み合わせて授業を進めます。またグループワークなどを適宜取り入れ
ることもあります。

国際文化学科　２年次対象

英語リーディング力、リスニング力、時事英語、異文化理解

少人数のゼミナール形式で、高度な内容の英語文献や資料、あるいは音声や映像等の教材を用
いながら総合的な英語力の強化を目指す授業です。担当者によって扱うテーマは異なるので学
生は自分の関心に基づいてクラスを選択します。自主研究や発表を必要とする活動を取り入れ
ます。

このクラスではポピュラーカルチャーの代表格である映画について英語で考え、発表する能力
を身につけるとともに、さまざまな媒体の映画批評を読むことで、文化批評用語に親しみま
す。3年次以降の文化研究において必要となる英語でのリサーチ・発表のための基礎的英語力を
涵養します。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

中国語Ⅰ a（国際）

丸山　浩明

広島キャンパス　1712研究室

　試験、平常点を総合的に判断して評価する。期末試験等７０％、発表３０％を基本とする。
試験は指定された教室内で、テキスト、辞書等「持ち込み不可」で実施する。

テキスト：『系統的に学ぼう　中国語Ⅰ（会話コース）』（顧明耀　丸山浩明　等編、白帝
社）　辞書等は授業中に紹介する。

　外国語科目のうち「中国語」を選択する場合は、所謂第一外国語８単位として履修する場合
も、第二外国語４単位として履修する場合も、すべてこの「中国語Ⅰ」を受講しなければなら
ない。ただし、高等学校等ですでに学習しており、さらに履修を希望する場合は、相談を要
す。　また、２クラスを設定しているので人数調整する場合がある。　
第一外国語８単位としての履修を希望する学生は丸山クラスの登録を優先する。

対面授業。授業日程に従って、下記のテキストを用いながら、演習形式で実施する。テキスト
の各課を単語・本文・文法文型・練習の順に２回の授業時間で理解定着させる。学生は授業に
出席し、小テストを含む試験や発表が義務付けられる。

国際文化学科　１年次対象

中・高一種免（全教科）選択必修

　中国語の基礎初歩、発音表記と漢字表記、「聞く」「話す」「読む」「書く」の融合

　この科目は、国際文化学科専門科目の外国語科目に位置し、２言語履修のうちの所謂第一外
国語８単位、または所謂第二外国語４単位の履修において、もっとも基礎となる授業である。
これまでほとんど中国語を学習していない学生を対象として、言語を音声として理解する初歩
的段階に重点を置く。「聞く」「話す」「読む」「書く」の４つの技能をバランスよく融合し
て習得できるよう練習を繰り返し、自己紹介程度の会話ができるようにする。

　中国語の基礎を身につける。言語を音声として理解する初歩的段階に重点を置いて、発音の
習得から始める。続いて、発音表記や漢字表記の特徴を踏まえながら、単語の音（読み）と意
味と漢字表記とがそれぞれ結びつくように練習する。さらに簡単な会話文を用いて、基本的な
語彙・語法の習得を目指す。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

中国語Ⅰ b（国際）

津坂　貢政　（非常勤講師）

　出席状況、中間テスト、期末試験などを総合的に判断して評価する。小テスト、期末試験等
７０％、毎回の授業における発表３０％を目安とする。試験は指定された教室内で、テキス
ト、辞書など「持ち込み不可」で実施する。

顧明耀・丸山浩明ほか『系統的に学ぼう 中国語Ⅰ 会話コース』白帝社、2001年。

基礎的な文法書、辞書などは授業の中で逐次紹介する。

　外国語科目のうち「中国語」を選択する場合は、所謂第一外国語８単位として履修する場合
も、第二外国語４単位として履修する場合も、すべてこの「中国語Ⅰ」を受講しなければなら
ない。ただし、高等学校などですでに学習しており、さらに履修を希望する場合は相談を要
す。また２クラスを設定しているので人数調整する場合がある。第一言語８単位としての履修
を希望する学生は丸山クラスの登録を優先する。

対面授業。シラバスに従って、下記指定のテキストを用いながら演習形式で実施する。テキス
トの各課の新出単語・本文・文法・練習応用を原則的に２回の授業時間で理解できるよう進め
る。受講学生は、授業に主体的に参加し、小テストを含む試験および発表が義務付けられる。

国際文化学科　１年次対象

中・高一種免（全教科）選択必修

中国語の基礎初歩、ローマ字による発音表記（?音〔ピンイン〕）と漢字（簡体字）表記、「聞
く」「話す」「読む」「書く」の総合的習得

　この科目は、国際文化学科共通専門科目の外国語科目に位置し、２言語履修のうちの所謂第
一言語８単位、または第二言語４単位の履修において、最も基礎となる授業である。これまで
ほとんど中国語を学習していない学生を対象として、言語を音声として理解する初歩的段階に
重点を置く。

　中国語の基礎を身につける。言語を音声として理解する初歩的段階に重点を置いて、発音の
習得から始める。それに続いて、発音表記や漢字表記の特徴を踏まえながら、単語の読みと意
味と漢字表記とがそれぞれ結びつくように練習する。さらに簡単な会話文によって、楽しみな
がら語彙・文法の基礎知識の習得ができるよう目指す。「聞く」　「話す」「読む」「書く」
の４つの技能を総合的に習得できるよう、練習を繰り返し、日常的なあいさつや自己紹介程度
の会話ができるようにする。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

中国語Ⅱ （国際）

袁　　葉　（非常勤講師）

　期末試験，小テスト，作文の提出，及び出席状況を総合的に判断して評価する。

『中国語の玉手箱』中島吾妻　著，白帝社

　外国語科目のうち「中国語」を選択する場合，８単位言語として履修する場合は，必ず受講
しなければならない。よって「中国語Ⅰ」に同時並行して，週２回形式の中国語学習が実現さ
れる。また，内容的に「中国語Ⅰ」と相互に関連して，初歩入門段階での理解を促進させる。

　対面授業。授業日程に従って，下記のテキストを用いながら，演習形式で実施する。テキス
トの各課を単語・本文・文法文型・練習の順に２回の授業時間で理解定着させ
る。学生は授業に出席し，小テストを含む試験や発表が義務付けられる。

国際文化学科　１年次対象

中国語の基礎会話，オリジナル作文の発表

　この科目は，国際文化学科共通専門科目の外国語科目に位置し，２言語履修のうちの所謂８
単位修得の言語を選択履修する場合において，もっとも基礎となる授業である。これまでほと
んど中国語を学習していない学生を対象として，漢字表記に注意し，文法面での基礎を身につ
けることに重点を置く。

　中国語の基礎の習得を目指す。言語を文字表記として理解する初歩的段階に重点を置いて，
音声と表記法との習得から始める。漢字表記による同義語の異義などに注意しながら，漢字と
音と意味とがそれぞれ結びつくように練習する。さらに，簡単な文章を用いることにより，中
国語の基本的な語彙の習得と，文の基本的な構造（文型）の理解を目指す。動詞述語文，形容
詞述語文などを中心に，文法面での基礎を身につけるように練習を繰り返す。
　授業の合間には，中国の社会事情や，日中文化の違いなどについても紹介する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

中国語Ⅲ a

丸山　浩明

広島キャンパス　1712研究室

　試験、平常点を総合的に判断して評価する。期末試験等７０％、発表３０％を基本とする。
試験は指定された教室内で、テキスト、辞書等「持ち込み不可」で実施する。

テキスト：『系統的に学ぼう　中国語Ⅰ（会話コース）』（顧明耀　丸山浩明　等編、白帝
社）　前期配当の外国語専門科目「中国語Ⅰ」に続けて使用する。

　外国語科目のうち「中国語」を選択する場合は、所謂第一外国語８単位として履修する場合
も、第二外国語４単位として履修する場合も、「中国語Ⅰ」に続けて、この「中国語Ⅲ」を受
講しなければならない。「中国語Ⅰ」の単位習得者を対象とする。また、２クラスを設定して
いるので人数調整する場合がある。　第一外国語８単位の履修を希望する学生は、「中国語
Ⅰ」に引き続いて丸山クラスの登録を優先する。

　対面授業。授業日程に従って、下記のテキストを用いながら、演習形式で実施する。テキス
トの各課を単語・本文・文法文型・練習の順におよそ２回の授業時間で理解定着させる。学生
は授業に出席し、小テストを含む試験や発表が義務付けられる。

国際文化学科　１年次対象

中・高一種免（全教科）選択必修

　中国語の基礎、簡単な日常会話、「聞く」「話す」「読む」「書く」の融合

　この科目は、国際文化学科専門科目の外国語科目に位置し、２言語履修のうちの所謂第一外
国語８単位、または所謂第二外国語４単位の履修において、もっとも基礎となる授業である。
「中国語Ⅰ」を履修した学生を対象として、基本的な語彙・語法の習得を目指し、簡単な日常
会話ができるよう、実用に堪える言語習得を目標とする。

　中国語の基本的な語彙・語法の習得を目指す。簡単な会話文を用いて、「聞く」「話す」
「読む」「書く」の４つの技能をバランスよく総合的に習得できるよう練習する。各課の文法
事項を修得したあと、必要な表現を繰り返し練習し、さらに聞き取りや役割発表、練習問題な
どを通して、簡単な日常会話ができるよう、実用に堪える言語習得を目標に鍛錬する。同時
に、中国語の発想を考えながら、異文化を理解し、よりスムーズなコミュニケーションを取る
ための方法を身につける。Ⅰに続けて１年間学習すると、中国語検定４級程度の実力となる。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

中国語Ⅲ b

津坂　貢政　（非常勤講師）

　出席状況、中間テスト、期末試験などを総合的に判断して評価する。小テスト、期末試験等
７０％、毎回の授業における発表３０％を目安とする。試験は指定された教室内で、テキス
ト、辞書など「持ち込み不可」で実施する。

顧明耀・丸山浩明ほか『系統的に学ぼう 中国語Ⅰ 会話コース』白帝社、2001年。

基礎的な文法書、辞書などは授業の中で逐次紹介する。

　外国語科目のうち「中国語」を選択する場合は、所謂第一外国語８単位として履修する場合
も、第二外国語４単位として履修する場合も、「中国語Ⅰ」に続けて、この「中国語Ⅲ」を受
講しなければならない。また２クラスを設定しているので人数調整する場合がある。第一言語
８単位としての履修を希望する学生は、「中国語Ⅰ」に引き続いて丸山クラスの登録を優先す
る。

対面授業。シラバスに従って、下記指定のテキストを用いながら演習形式で実施する。テキス
トの各課の新出単語・本文・文法・練習応用を原則的に２回の授業時間で理解できるよう進め
る。受講学生は、授業に主体的に参加し、小テストを含む試験および発表が義務付けられる。

国際文化学科　１年次対象

中・高一種免（全教科）選択必修

中国語の基礎、簡単な日常会話、「聞く」「話す」「読む」「書く」の総合的習得

　この科目は、国際文化学科共通専門科目の外国語科目に位置し、２言語履修のうちの所謂第
一言語８単位、または第二言語４単位の履修において、最も基礎となる授業である。「中国語
Ⅰ」を履修した学生を対象として、簡単な日常会話、自己紹介ができるよう、実用に堪える言
語能力の習得を目標とする。

　中国語の基本的な語彙・文法の知識の習得を目指す。簡単な会話文を用いて、「聞　く」
「話す」「読む」「書く」の４つの技能を総合的に習得できるよう、楽しみながら練習を繰り
返す。各課の基礎的な文法知識を習得したのち、様々な会話の場面を想定しながら表現の多様
性を研鑽する。加えて聞き取りや・発表・練習問題を繰り返しこなしてゆくことを通じて、簡
単な日常会話や自己紹介ができるよう、実用に堪える言語習得を目標に学習する。それと同時
に、中国語の発想を考えつつ、中国文化に関する色々な知識を理解し、実践の場でのよりス
ムーズなコミュニケーションを取るための方法を身につける。Ⅰに続けて１年間学習すると、
中国語検定４級程度の実力を養うことができる。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

中国語Ⅳ

袁　  葉　（非常勤講師）

　期末試験，小テスト，作文の提出，及び出席状況を総合的に判断して評価する。

『中国語の玉手箱』中島吾妻 著，白帝社
「中国語Ⅱ」に引き続いて使用。

外国語科目のうち「中国語」を選択する場合，８単位言語として履修する場合は，必ず受講し
なければならない。ただし，「中国語Ⅰ」「中国語Ⅱ」を単位未修得の場合は，履修できな
い。

　対面授業。授業日程に従って，下記のテキストを用いながら，演習形式で実施する。テキス
トの各課を単語・本文・文法文型・練習の順に２回の授業時間で理解定着させる。学生は授業
に出席し，小テストを含む試験や発表が義務付けられる。

国際文化学科　１年次対象

中国語の基礎固め，オリジナル作文の作成

　この科目は，国際文化学科共通専門科目の外国語科目に位置し，２言語履修のうちの所謂８
単位修得の言語を選択履修する場合において，基礎固めに必要不可欠な授業である。直接には
「中国語Ⅱ」を承けて展開されるが，「中国語Ⅲ」に同時並行して，週２回形式の中国語学習
を保証する。

　中国語の基礎を固める。簡単でしかもまとまった内容を有する文章を用いて，中国語の基本
的な語彙・語法・構造を理解できるよう練習する。最も基本となる実用的でかつ多彩な文例を
読解し，豊かな表現ができるように，音声表現とともに鍛錬する。
　授業の合間には，日中文化の違いなどについても紹介する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

中国語Ⅴ

丸山　浩明

広島キャンパス　1712研究室

メール予約にて随時。また、研究室にいれば随時対応する。

期末試験（７０％）、小テスト（発表、朗読、小テスト）（３０％）を基として、中国語検定
４級合格を以て総合的に評価する。

『中国語の玉手箱』（中島吾妻　白帝社）その他

・外国語科目のうち最低限「中国語Ⅰ・Ⅲ」２単位を修得した学生を対象とする。
・外国語科目のうち「中国語」を選択する場合、　第一外国語８単位として履修する場合も、
第二外国語４単位として履修する場合も、この「中国語Ⅴ」を受講しなければならない。

　対面授業。授業日程にしたがって、演習形式で実施する。テキストの各課について、新出単
語・文法解説・本文・練習を学習する。小テスト、発表が義務つけられる。

国際文化学科 ２年次対象

中級中国語　実用会話　コミュニケーション

　この科目は、国際文化学科専門科目の外国語科目に位置し、２言語履修のうち、いわゆる第
一外国語８単位の履修において、またはいわゆる第二言語４単位の履修に置いて、必要不可欠
な授業である。最低限「中国語Ⅰ・Ⅲ」２単位を単位修得した学生を対象として、文法・文型
の理解と「聞く」「話す」の訓練に重点を置き、実用に堪える言語習得を目標とする。

毎時間、予習に基づく発表を重視する。
①きれいに発音できる。
②新しい単語の中国語の漢字とピンインが書ける。
③ロールプレーでその課のトピックについて話せる。
④その課のトピックに必要な表現を身につけることによって、コミュニケーションができる。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

中国語Ⅵ

侯　仁鋒

広島キャンパス　1926研究室

メール予約にて随時。また、研究室にいれば随時対応する。

・授業中の小テスト（15％）
・出席率や授業への取り組み（15％）
・期末試験（単語の書き取り、ピンインなしの形で本文の朗読）（70％）
・この３点により、総合的に評価する。

『2冊めの中国語　講読クラス』　劉穎　柴森　小澤正人著　白水社

・最低限「中国語Ⅰ・Ⅱ」２単位を履修単位修得した学生を対象とする。
・外国語科目のうち「中国語」を選択する場合は、いわゆる第一外国語８単位として履修する
場合、この「中国語Ⅵ」を必ず受講すること。
・「中国語Ⅴ」と同時並行するため、週に２回中国語受講が可能である。

・対面授業。
・朗読の練習と指導を中心に、シャドーイングをする。
・ヒントを提示し、自力で中文和訳に挑戦する。
・課外で宿題をして、授業で演習の形式で発表する。

国際文化学科　２年次対象

中級中国語　朗読　書き取り　文型習得　内容理解　中文和訳

①四声が定着できる。
②本文がピンインなしにきれいに朗読できる。
③新しい単語の中国語の漢字、ピンインが書ける。
④その課の表現を身につけ、内容を理解することによって、「リーディング力」を伸ばすこと
ができる。
⑤この科目は、国際文化学科共通専門科目の外国語科目に位置し、２言語履修のうち、いわゆ
る第一外国語８単位の履修において、必要不可欠な授業である。

教材：『2冊めの中国語　講読クラス』
内容：
第１課　自我介绍／自己紹介　
第２課　我的家庭／私の家族
第３課　互联网／インターネット
第４課　约会／約束
第５課  温泉旅行／温泉旅行
第６課  我的爱好／趣味
・中国語検定試験準４級の過去問題の練習
・定期試験



2017/4/12

127 / 420

授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

中国語Ⅶ

植村　広美

広島キャンパス　1716研究室

月曜３限
（事前にメール等でアポをとってください）

・授業中の小テスト（15％）
・出席率や授業への取り組み（15％）
・期末試験（単語の書き取り、本文の朗読）（70％）
・この３点により、総合的に評価する。

陳浩・梁月軍『中国語会話ステップアップ』郁文堂、2010年。

顧明躍・王志英・青木五郎『系統的に学ぼう　中国語Ⅱ［中級会話コース］』白帝社、2006
年。

・外国語科目のうち「中国語」を選択する場合、第一言語８単位として履修する場合も第二言
語４単位として履修する場合も、この「中国語Ⅶ」を受講しなければならない。
・２クラスを設定するため、人数を調整する場合がある。

・対面授業
・朗読の練習と指導を中心に、ロールプレイをする
・課外で宿題をして、授業で演習をする。

国際文化学科　２年次対象

中級中国語　実用的な会話　ロールプレイ　書き取り

①きれいに発音し朗読できる。
②新しい単語の中国語の漢字とピンインが書ける。
③ロールプレーでその課のトピックについて話せる。
④その課のトピックに必要な表現を身につけることによって、「スピーキング力」「リスニン
グ力」を伸ばすことができる。
⑤この科目は、国際文化学科共通専門科目の外国語科目に位置し、２言語履修のうち、いわゆ
る第一外国語８単位の履修において、必要不可欠な授業である。

・教材　『２年生のコミュニケーション中国語』
・第８課　友達に電話をする
・第９課　郵便局
・第10課　医者に行く
・第11課　家庭訪問
・第12課　謝恩会
・第13課　中国語検定試験４級の模擬試験と試験対策（１）
・第14課　中国語検定試験４級の模擬試験と試験対策（２）
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

中国語Ⅷ

侯　仁鋒

広島キャンパス　1926研究室

メール予約にて随時。また、研究室にいれば随時対応する。

・授業中の小テスト（15％）
・出席率や授業への取り組み（15％）
・期末試験（単語の書き取り、ピンインなしの形で本文の朗読）（70％）
・この３点により、総合的に評価する。

『２冊めの中国語　講読クラス』　劉穎　柴森　小澤　正人著　白水社

・外国語科目のうち「中国語」を選択する場合は、いわゆる第一外国語８単位として履修する
場合、この「中国語Ⅷ」を必ず受講すること。
・「中国語Ⅶ」に同時並行するため、週に２回中国語受講が可能である。

・対面授業。
・朗読の練習と指導を中心に、シャドーイングをする。
・ヒントを提示し、自力で中文和訳に挑戦する。
・課外で宿題をして、授業で演習をする。

国際文化学科  ２年次対象

中級中国語　朗読　書き取り　文型習得　内容理解　中文和訳

①四声が定着できる。
②本文がピンインなしできれいにかつ流暢に朗読できる。
③新しい単語の中国語の漢字、ピンインが書ける。
④その課の表現を身につけ、内容を理解することによって、「リーディング力」を伸ばすこと
ができる。
⑤この科目は、国際文化学科共通専門科目の外国語科目に位置し、２言語履修のうち、いわゆ
る第一外国語８単位の履修において、必要不可欠な授業である。

教材：『２冊めの中国語　講読クラス』
内容：　
第７課  交朋友／友だちを作る
第８課  聚餐／会食
第９課  ??／目覚まし時計
第10課  打工／アルバイト　
第11課  寒假／冬休み
第12課  留学／留学
・中国語検定試験４級過去問題の練習と試験対策
・定期試験



2017/4/12

129 / 420

授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

韓国・朝鮮語Ⅰ a

鄭　遇澤（チョン　ウテク）

広島キャンパス　1927研究室

火、水、木 11:00-12:00

試験(口頭と筆記）（50％）、課題やreport（30％）、出席（20％）で評価する。受講生の都合
のよって課題の割合が増えることもある。

１．基本教材：テキストは学期初めに配布する。
２．その他補助テキストは授業中に配る。 
 
３．辞書は自分で準備する（電子辞書か一般紙辞書）。

1.韓国語を４単位以上取る予定の受講生は辞書を持参するのを勧奨する。

対面授業。授業日程に従って、演習形式で実施する。発音の基礎から、基本的な文法構造など
を学習することに重点を置く。また、視聴覚教材を活用して、韓国の社会や文化についての理
解を深める。学生は授業に出席し、期末試験や発表が義務付けられる。

国際文化学科  １年次対象

韓国語の基礎初歩、「聞く」「話す」「読む」「書く」の基本言語能力。

これまでほとんど韓国語を学習していない学生を対象として、ハングル（韓国語の文字体系の
名称）の読み書き、挨拶の言葉、自己紹介程度の会話ができるようにする。  外国語科目のう
ち「韓国・朝鮮語」を選択する場合は、所謂第一言語８単位として履修する場合も、第二言語
４単位として履修する場合も、この「韓国・朝鮮語Ⅰ」を必ず受講しなければならない。ま
た、２クラスを設定しているので人数調整する場合がある。

韓国語の基礎を身につける。 １．言語を音声として理解する初歩的段階に重点を置いて発音の
習得から始める。続いて、単語の音（読み）と意味と表記とがそれぞれ結びつくように、ハン
グル（文字）の学習と練習を行う。 ２．さらに、簡単な会話文を用いて、基本的な語彙・語法
の習得を目指す。「聞く」「話す」「読む」「書く」の４つの技能をバランスよく融合して習
得できるよう、練習を繰り返し、自己紹介程度の会話ができるようにする。 ３．特に、視聴覚
教材を活用し、韓国の社会や文化についての理解も深める。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

韓国・朝鮮語Ⅰ b

金　根五　（非常勤講師）

出席（１０％）、小テスト及び課題（３０％）、期末試験（６０％）を総合的に判断して評価
する。

木内　明著『基礎から学ぶ韓国語講座・初級』（改訂版）国書刊行会

授業中の私語に対しては厳しく対処するので注意すること。

　対面授業。授業日程に従って、演習形式で実施する。発音の基礎から、基本的な文法構造な
どを学習することに重点を置く。また視聴覚教材を活用して、韓国の社会や文化についての理
解を深める。学生は授業に出席し、小テストを含む試験や課題提出が義務つけられる。

国際文化学科　１年次対象

中・高一種免（全教科）選択必修

韓国・朝鮮語の基礎、「聞く」、「話す」、「読む」、「書く」の融合

この科目は国際文化学科共通専門科目の外国語科目に位置し、２言語履修のうちの所謂第一言
語８単位、または所謂第二言語４単位の履修において、最も基礎となる授業である。これまで
ほとんど韓国・朝鮮語を学習していない学生を対象として、自己紹介程度の会話ができるよう
にする。

韓国・朝鮮語の基礎を身につける。言語を音声として理解する初歩的段階に重点を置いて、発
音の習得から始める。続いて、単語の音（読み）と意味と表記とがそれぞれ結びつくように、
ハングル（文字）の学習と練習を行う。さらに、簡単な会話文を用いて、基礎的な語彙・語法
の習得を目指す。「聞く」「話す」「読む」「書く」の４つの技能をバランスよく融合して習
得できるように練習を繰り返し、自己紹介程度の会話ができるようにする。特に、視聴覚教材
を活用し、韓国の社会や文化についての理解も深め　る。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

韓国・朝鮮語Ⅱ

鄭　銀志

1717

水曜日13:00-18:00

授業への取り組み（20％）、小テスト（30％）、期末試験（50％）で評価する。

『改定版・韓国語の世界へ』（入門編）−コツコツ学び、カジュアルに話そう−、朝日出版社
（ISBN:978-4-255-55621-5）テキストは各自でご用意下さい。

対面授業。授業日程に従って、主に演習形式で行う。学生は授業に出席し、小テストや期末試
験が義務付けられる。

国際文化学科　１年次対象

韓国語入門、基礎文法、「聞く」「話す」「読む」「書く」の融合

はじめて韓国語を学ぶ学生を対象として、基礎文法の習得に重点を置きながら、「聞く」「話
す」「読む」「書く」ための基礎力を養うことを目標とする。

外国語科目のうち「韓国・朝鮮語」を選択する場合、第一言語８単位として履修する場合と、
第二言語４単位として履修する場合も、「韓国・朝鮮語Ⅱ」を受講することを勧める。

１．「ハングル能力検定試験」の5級に含まれる語彙や表現を使い基礎文法を修得する。
２．簡単な会話文で音読や書く練習を行ない、聞く・読む・話す・書くための基礎力を養う。
３．言語を通して、韓国社会や文化に対する理解を深めていく。
４．韓国文化関連DVDや視聴覚教材を取り入れながら、授業を進めていく。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

韓国・朝鮮語Ⅲ a

鄭　遇澤（チョン　ウテク）

広島キャンパス　1927研究室

火、水、木　11:00-12:00

試験（50％、口頭と筆記）、課題やreport（30％）、出席（20％）で評価する。
受講生の都合によって課題の割合が増えることもある。

１．基本教材：韓国語１（ソウル大学校　言語敎育院　刊行　）
２．その他プリントとテキストは配布 
 
３．辞書は自分で準備する。

1.韓国語を４単位以上取る場合、辞書を準備、持参すること。

対面授業。授業日程に従って、演習形式で実施する。語彙、基本的な文法構造などを学習する
ことに重点を置く。また、視聴覚教材を活用して、韓国の社会や文化についての理解を深め
る。学生は授業に出席し、試験や発表が義務付けられる。

国際文化学科  １年次対象

韓国語の基礎、簡単な日常会話、「聞く」「話す」「読む」「書く」の融合

「韓国・朝鮮語Ⅰ」を履修単位で習得した学生を対象として、簡単な日常会話ができるよう、
実用に堪える言語習得を目標とする。  外国語科目のうち「韓国・朝鮮語」を選択する場合
は、所謂第一言語８単位として履修する場合も、第二言語４単位として履修する場合も、「韓
国・朝鮮語Ⅰ」に続けて、この「韓国・朝鮮語Ⅲ」を受講しなければならない。また、２クラ
スを設定しているので人数調整する場合がある。

韓国語の基本的な語彙・語法の習得を目指す。
１．簡単な会話文を用いることにより、「聞く」「話す」「読む」「書く」の４つの技能をバ
ランスよく融合して習得できるようにする。 
２．すでに習得した単語や文法知識を利用することにより、簡単な日常会話ができるよう色々
な場面を設定して練習を繰り返し、実用に堪える言語習得を目標とする。 
３．特に、言語を通して韓国の文化や韓国語の考え方を理解する能力を高める。
４．実際コミュニケーション能力を高めるためにマスメディアなどの視聴覚資料を一定比率活
用する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

韓国・朝鮮語Ⅲ b

金　根五　（非常勤講師）

出席（１０％）、小テスト及び課題（３０％）、期末試験（６０％）を総合的に判断して評価
する。

木内　明著『基礎から学ぶ韓国語講座・初級』（改訂版）国書刊行会

授業中の私語に対しては厳しく対処するので注意すること。

　対面授業。授業日程に従って、演習形式で実施する。発音の基礎から、基本的な文法構造な
どを学習することに重点を置く。また視聴覚教材を活用して、韓国の社会や文化についての理
解を深める。学生は授業に出席し、小テストを含む試験や課題提出が義務つけられる。

国際文化学科　１年次対象

中・高一種免（全教科）選択必修

韓国・朝鮮語の基礎、簡単な日常会話、「聞く」「話す」「読む」「書く」の融合

この科目は国際文化学科共通専門科目の外国語科目に位置し、２言語履修のうちの所謂第一言
語８単位、または所謂第二言語４単位の履修において、最も基礎となる授業である。「韓国・
朝鮮語Ⅰ」を履修し単位修得した学生を対象として、簡単な日常会話ができるよう、実用に堪
える言語習得を目標とする。

韓国・朝鮮語の基礎的な語彙・語法の習得を目指す。簡単な会話文を用いることによ
り、「聞く」「話す」「読む」「書く」の４つの技能をバランスよく融合して習得できるよう
にする。すでに習得した単語や文法知識を利用することにより、簡単な日常会話ができるよう
に色々な場面を設定して練習を繰り返し、実用に堪える言語習得を目標とする。特に、言語を
通して韓国の文化や韓国・朝鮮語の考え方を理解する能力を高め　る。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

韓国・朝鮮語Ⅳ

鄭　銀志

広島キャンパス　1717研究室

水曜日13:00-18:00

授業への取り組み（20％）、小テスト（30％）、期末試験（50％）で評価する。

『改定版・韓国語の世界へ』（入門編）−コツコツ学び、カジュアルに話そう−、朝日出版社
（ISBN:978-4-255-55621-5）テキストは各自で用意して下さい。

参考図書は授業時に指示する。

履修予定者は、前期で習ったところを復習しておくこと。
外国語科目のうち「韓国・朝鮮語」を選択する場合、8単位言語として履修する場合は、必ず受
講しなけれなならない。ただし、「韓国・朝鮮語Ⅰ」「韓国・朝鮮語Ⅱ」の単位未取得の場合
は、履修できない。

対面授業。授業日程に従って、演習形式で実施する。学生は毎回出席し、小テストや期末試験
を受けることが義務付けられる。

国際文化学科　１年次対象

韓国・朝鮮語の基礎の固め、文法の理解、聞き取り、作文の練習

この授業では中級レベルに行くまでの韓国・朝鮮語の基礎的な語彙や文型、文法知識を固める
と同時に、「ハングル能力検定試験」の5級のレベルに至る言語習得を目標とする。

この科目は国際文化学科共通専門科目の外国語科目に位置し、2言語履修のうちの所謂8単位修
得の言語を選択履修する場合において、基礎固めに必要不可欠な科目である。

韓国・朝鮮語Ⅱで学んだ「ハングル能力検定試験」の5級に含まれる語彙や文法表現などを踏ま
えながら、中級レベルに行くまでの韓国・朝鮮語の基礎を固める。また、日常生活における
様々なテーマを取り上げ、書く練習を行い文法力の培養を目指す。なお、学習者が楽しく学
び、韓国について理解を高めることができるように、韓国文化関連DVDや視聴覚教材などを取り
入れながら、授業を進めていく。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

韓国・朝鮮語Ⅴ

金　根五　（非常勤講師）

出席（10％）、小テスト及び課題（30％）、期末試験（60％）を総合的に判断して評価する。

金　順玉・阪堂　千津子・崔　栄美　著『ちょこっとチャレンジ！韓国語』白水社

授業で紹介する。必要に応じてプリントも配布する。

語学授業なので、授業に積極的に参加してほしい。ただし、授業中の私語に対しては厳しく対
処していく。

対面授業。授業日程にしたがって、演習形式で実施する。生徒は授業に出席し、小テストを含
む試験や課題提出が義務つけられる。

国際文化学科　２年次対象

中級韓国・朝鮮語、日常会話、リスニング、社会と文化

韓国・朝鮮語初級を受講した生徒を対象として、次のようなことができるようになるのが目標
である。
1）中級程度の韓国・朝鮮語の文法を駆使して会話、作文ができること。
2）韓国・朝鮮語の新聞記事やドラマの内容がある程度理解できること。
3）韓国社会・文化に対する理解と興味が増すこと。

韓国・朝鮮語初級の内容を復習しながら、中級程度の韓国・朝鮮語の文法、会話能力を発展さ
せる。また、日常会話でよく使われるような表現などを繰り返し練習していく。さらに、韓国
の音楽を聴き、韓国ドラマや映画を観て、より多様な表現方法の習得とリスニング能力も高め
ると同時に、韓国社会・文化に対する理解を深めていく。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

韓国・朝鮮語Ⅵ

鄭　遇澤（チョン　ウテク）

広島キャンパス　1927研究室

火、水、木　11:00-12:00

試験（50％、口頭と筆記）、課題やreport（30％）、出席（20％）で評価する。
受講生の都合によって課題の割合が増えることもある。

１．基本教材：韓国語教材（学期初配布）
２．その他プリントと教材は配布する。 
 
３．辞書は自分で準備する。

1.韓国語辞書を準備、持参すること。
2.韓国語能力試験（TOPIK)の受験の成績によって、科目成績評価に加算する。韓国語能力試験1
級から成績評価に1gradeずつ加算・反映する。

対面授業。授業日程に従って、演習形式で実施する。学生は授業に出席し、小テストを含む試
験や発表が義務付けられる。

国際文化学科  ２年次対象

中級韓国語、語法・文型の理解、「読む」「書く」の練習

「韓国・朝鮮語ⅠーⅣ」の2講座以上を履修単位習得した学生を対象として、実用会
話、語法・文型の理解と作文の練習に重点を置き、実用に堪える言語習得を目標とす
る。外国語科目のうち「韓国・朝鮮語」を選択する場合は、所謂第一言語８単位とし
て履修する場合は必ず受講しなければならない。

基本的な初級入門段階の韓国語を土台として、より多彩で高度な文章の読解を通して文法知識
の獲得定着と作文能力の向上とを目指す。 
１．様々なsituationに於いて会話を練習する。 
２．日常生活の様々な場面や韓国の現状を紹介した文章を用いて、語法・文型の理解を深め、
基本的な語彙・語法を利用して作文し、意見を交換する能力を高める。 
３．あるテーマに即した発表を実践することにより、相手の考えを理解したり、自分の見方を
より適切に伝えるための作文の能力の伸長を図る。
４．実際コミュニケーション能力を高めるためにマスメディアなどの視聴覚資料を一定比率活
用する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

韓国・朝鮮語Ⅶ

金　根五　（非常勤講師）

出席（10％）、小テスト及び課題（30％）、期末試験（60％）を総合的に判断して評価する。

金　順玉・阪堂　千津子・崔　栄美　著『ちょこっとチャレンジ！韓国語』白水社

授業で紹介する。必要に応じてプリントも配布する。

語学授業なので、授業に積極的に参加してほしい。ただし、授業中の私語に対しては厳しく対
処していく。

対面授業。授業日程にしたがって、演習形式で実施する。生徒は授業に出席し、小テストを含
む試験や課題提出が義務つけられる。

国際文化学科　２年次対象

中級韓国・朝鮮語、日常会話、リスニング、社会と文化

韓国・朝鮮語初級、韓国・朝鮮語Ⅴを受講した生徒を対象として、次のようなことができ、そ
れをさらに向上させることが目標である。
1）中級程度の韓国・朝鮮語の文法を駆使して会話、作文ができること。
2）韓国・朝鮮語の新聞記事やドラマの内容がある程度理解できること。
3）韓国社会・文化に対する理解と興味が増すこと。

韓国・朝鮮語Ⅴの内容を復習しながら、続いて中級程度の韓国・朝鮮語の文法、会話能力を発
展させる。また、日常会話でよく使われるような表現などを繰り返し練習していく。さらに、
韓国の音楽を聴き、韓国ドラマや映画を観て、より多様な表方法の習得とリスニング能力も高
めると同時に、韓国社会・文化に対する理解を深めていく。そして実際の場面を想定した会話
練習を通じて、実際に韓国人と接しても、臆することなく堂々と会話ができるようにする。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

韓国・朝鮮語Ⅷ

鄭　遇澤（チョン　ウテク）

広島キャンパス　1927研究室

火、水、木　11:00-12:00

試験（50％、口頭と筆記）、課題やreport（30％）、出席（20％）で評価する。
受講生の都合によって課題の割合が増えることもある。

１．基本教材：韓国語教材（学期初配布）
２．その他プリントと教材は配布する。  ３．辞書は自分で準備する。

1. 韓国語辞書を準備、持参すること。
2. 韓国語能力試験（TOPIK)の受験の成績によって、科目成績評価に加算する。韓国語能力試験
1級から成績評価に1gradeずつ加算・反映する。

対面授業。授業日程に従って、演習形式で実施する。学生は授業に出席し、小テストを含む試
験や発表が義務付けられる。

国際文化学科  ２年次対象

中級韓国語、実用会話、語法・文型の定着、総合的練習

「 韓国・朝鮮語ⅠーⅥ 」の3講座以上を履修単位習得した学生を対象として、実用会話、語
法・文型の理解と作文の練習に重点を置き、実用に堪える言語習得を目標とす
る。 外国語科目のうち「韓国・朝鮮語」を選択する場合は、所謂第一言語８単位として履修す
る場合は必ず受講しなければならない.

韓国語ⅠーⅥを土台として、さらに多彩で高度な文章の読解を通して、文法知識の定着と、作
文能力の向上とを目指す。 
１．様々な場面に於いて会話を練習する。 
２．日常生活の様々な場面や韓国の文化を題材とした文章を用いて、語法・文型の基礎的理解
を整理定着させ、韓国語で考える能力を高めるとともに、いろいろな表現様式を利用して、意
志を適切に伝える能力を高める。 
３．発表練習を繰り返すことにより、「聞く」「話す」「読む」「書く」の４つの技能が総合
的に習得できるように鍛錬する。
４．実際コミュニケーション能力を高めるためにマスメディアなどの視聴覚資料を一定比率活
用する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

ドイツ語Ⅰ （人間文化）

小田　智敏　（非常勤講師）

期末試験の成績（9割）に，普段の授業への参加度を加味して（1割）評価します。

『ベルリンに夢中』（同学社）

同学社『新アポロン独和辞典』

　外国語科目のうち「ドイツ語」を選択する場合は，所謂第二言語４単位の１単位分として，
この「ドイツ語Ⅰ」を受講しなければなりません。

国際文化学科　健康科学科　１年次対象

　この科目は国際文化学科共通専門科目の外国語科目に位置し，２言語履修のうちの所謂第二
言語４単位の履修において「ドイツ語」を選択する場合，最初に履修しなければならない科目
です。ドイツ語の基本的な表現様式の修得に重点を置きます。（国際文化学科）

　日常的なあいさつ表現や基本的文法の修得を通じてドイツ語の全体像に触れ，教養とするこ
とを目指します。動詞の人称変化と名詞の格変化を中心に，最も基本的な表現様式を反復練習
しますので，受講者の皆さんは実技課目のつもりで参加してください。言葉は，それを話す
人々の基本的な世界了解の仕方でもありますから，ヨーロッパの言語の特徴を英語よりも濃厚
に維持しているドイツ語を学ぶことによって，ヨーロッパ文化をより広い視野から理解するこ
とも，この授業の目標の一つです。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

ドイツ語Ⅱ （人間文化）

小田　智敏　（非常勤講師）

期末試験の成績（9割）に，普段の授業への参加度を加味して（1割）評価します。

『ベルリンに夢中』（同学社）

同学社『新アポロン独和辞典』

　外国語科目のうち「ドイツ語」を選択する場合は，所謂第二言語４単位の１単位分として，
「ドイツ語Ⅰ」に続けて，この「ドイツ語Ⅱ」を受講しなければなりません。

対面授業。発音練習・文法問題練習への積極的な参加を期待します。

国際文化学科　健康科学科　１年次対象

　この科目は国際文化学科共通専門科目の外国語科目に位置し，２言語履修のうちの所謂第二
言語４単位の履修において「ドイツ語」を選択する場合，「ドイツ語Ⅰ」に続いて履修しなけ
ればならない科目です。ドイツ語表現の特徴の理解に重点を置きます。
（国際文化学科）

　「ドイツ語Ⅰ」に続いて，動詞の３基本形，完了などの時制，再帰動詞，分離動詞，関係代
名詞，受動態，接続法などを，練習を通じて理解し修得します。英文法との共通点，英語とド
イツ語に共通ないし類似する語彙を発見することで，言語の系統を意識するとともに，ドイツ
語の特徴を通して，ドイツ語圏の人々のもののとらえ方・表現様式を理解し，広くヨーロッパ
文化の理解を目指します。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

ドイツ語Ⅲ

小田　智敏　（非常勤講師）

期末試験の成績（７割）に，普段の授業への参加度を加味して（３割）評価します。

『名作イージーリーダー』（朝日出版社）

　「ドイツ語Ⅰ」「ドイツ語Ⅱ」の履修者が基本的対象です。授業には独和辞典を持参の上で
参加してください。

対面授業。発音練習・ドイツ語読解・独作文への積極的な参加を期待します。

国際文化学科　２年次対象

　ドイツ語文法の修得者を対象に，実際にテキストを読みながら文法的知識の応用力を身に付
ける訓練を行います。さまざまな文章を読む練習をしながら，基本的な文章が書け，話し，聞
くことができるような練習も織り込みます。語学力を増しながら，ドイツ語をとおしてドイツ
語圏の人々の物の考え方，世界観を学び，ドイツ文化を経験し，同時に日本文化をより深く理
解することを期待します。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

ドイツ語Ⅳ

小田　智敏　（非常勤講師）

期末試験の成績（７割）に，普段の授業への参加度を加味して（３割）評価します。

『名作イージーリーダー』（朝日出版社）

　「ドイツ語Ⅰ」「ドイツ語Ⅱ」「ドイツ語Ⅲ」の履修者が基本的対象です。授業には独和辞
典を持参の上で参加してください。

対面授業。発音練習・ドイツ語読解・独作文への積極的な参加を期待します。

国際文化学科　２年次対象

　ドイツ語Ⅲで獲得した技能を発展させることを目指します。さらに進んだテキストを使い応
用力を培って，読み，書き，話し，聴く４技能を修練します。この授業を通じてドイツ語圏の
人々の世界観・文化をさらに深く理解し、同系統の言語である英語と英語を母語とする英語圏
の人々の世界観・文化を異なった視角から見る力を養います。この経験によって，ドイツ文化
とヨーロッパ文化の比較て日本文化の特徴をより深く考え経験することを，参加者の皆さんに
期待します。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

フランス語Ⅰ

渡部　浩見　（非常勤講師）

期末試験・課題（70%)、積極的授業参加度(30%)の割合で評価

『場面で学ぶフランス語１』（改訂版）CD&ワークブック付／
高橋百代・Nicolas Jēgonday著／三修社

外国語科目のうち「フランス語」を選択する場合は所謂第二言語４単位の１単位分として、す
べてこの「フランス語Ⅰ」を受講しなければならない。聴講も可。

対面授業。授業日程に従って演習形式で実施する。学生は授業への出席、期末試験を受けるこ
とが義務づけられる。

国際文化学科　１年次対象

入門フランス語、コミュニケーションと文化、異文化理解

この科目は、国際文化学科共通科目の外国語科目に位置し、２言語履修のうちの所謂第二言語
４単位の履修において、もっとも基礎となる授業である。これまでほとんどフランス語を学習
していない学生を対象とし、言語を音声として理解する初歩的段階に重点を置く。

フランス語の発音の基礎、表記と発音のルール、簡単な日常会話を身に付けながら基礎文法を
学ぶ。「聞く・話す・読む・書く」の四技能をバランスよく修得することを目標とし、言語を
通じてフランスの文化の諸相に触れ、日仏文化の違いを考察しながら異文化理解を深める。
CD・DVDなど視聴覚教材を取り入れる。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

フランス語Ⅱ

渡部　浩見　（非常勤講師）

期末試験・課題（70%)、積極的授業参加度(30%)の割合で評価

『場面で学ぶフランス語１』（改訂版）CD&ワークブック付／
高橋百代・Nicolas Jēgonday著／三修社

外国語科目のうち「フランス語」を選択する場合は、所謂第二言語４単位の１単位分として、
「フランス語Ⅰ」に続けてこの「フランス語Ⅱ」を受講しなければならない。

対面授業。授業日程に従って演習形式で実施する。学生は授業への出席、期末試験を受けるこ
とが義務づけられる。

国際文化学科　１年次対象

基礎フランス語、コミュニケーションと文化、異文化理解

この科目は、国際文化学科共通科目の外国語科目に位置し、２言語履修のうちの所謂第二言語
４単位の履修において、「フランス語Ⅰ」に続いて基礎となる授業である。聴　解、会話練
習、読解に必要な基礎文法に重点を置く。

「フランス語Ⅰ」の履修を前提とし、前期に続き同様の方針で行なう。聴解，読解に必要な基
礎文法の仕上げをし，「フランス語Ⅰ」に続き，正確な発音を身に付けながら，トピック・シ
チュエーションごとの会話練習を行い，短い文章の読解も行う。最終的に仏検５級・４級合格
レベルに達することを目標とする。言語を通じてフランスの文化の諸相に触れ、日仏文化の違
いを考察しながら異文化理解を深める。CD・DVDなど視聴覚教材を取り入れる。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

フランス語Ⅲ

渡部　浩見　（非常勤講師）

期末試験・課題（70%）、積極的授業参加度（30%)の割合で評価

『場面で学ぶフランス語２』CD&ワークブック付／高橋百代・Brigitte Moser Hori著／三修社

『場面で学ぶフランス語１（改訂版）』CD&ワークブック付／
高橋百代・Nicolas Jēgonday 著／三修社

外国語科目のうち「フランス語」を選択する場合は，所謂第二言語４単位の１単位分として，
「フランス語Ⅰ・Ⅱ」に続けて，この「フランス語Ⅲ」を受講しなければならない。ただし聴
講も可。

毎週１回

国際文化学科２年次以降対象。

外国語、フランス語、フランス文化、異文化理解

フランス語Ⅰ・Ⅱに続き、異文化理解を深め、フランス語圏で通じるコミュニケーションのた
めの４技能、　「聞く、話す、読む、書く」能力を高めること、特に日常会話会話力をつける
ことを目標とする。（仏検４級３級の合格を視野に）

旅行、日常生活の場面に即したコミュニケーションを想定したテキストおよびCD・DVDなどの視
聴覚教材を活用し、運用能力を見につけるとともに、フランスの歴史的背景、フランスの今、
首都パリと地方、映画・音楽・美術などのフランス文化と日仏の交流についても紹介してい
く。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

フランス語Ⅳ

渡部　浩見　（非常勤講師）

期末試験・課題（70%）、積極的授業参加度（30%）の割合で評価

『場面で学ぶフランス語２（改訂版）』CD&ワークブック付／高橋百代・林和宏・Cēdric 
YAHYAOUI 著／三修社

『場面で学ぶフランス語１（改訂版）』CD&ワークブック付／
高橋百代・Brigitte Moser Hori著／三修社

外国語科目のうち「フランス語」を選択する場合は，所謂第二言語４単位の１単位分として，
「フランス語Ⅰ・Ⅱ」「フランス語Ⅲ」に続けて，この「フランス語Ⅳ」を受講しなければな
らない。ただし聴講も可。

毎週１回

国際文化学科２年次以降対象。

外国語、フランス語、フランス文化、異文化理解

フランス語Ⅲに続き、異文化理解を深め、フランス語圏で通じるコミュニケーションのための
４技能、　「聞く、話す、読む、書く」能力を高めること、特に日常会話会話力をつけること
を目標とする。（仏検４級３級の合格を視野に）

旅行、日常生活の場面に即したコミュニケーションを想定したテキストおよびCD・DVDなどの視
聴覚教材を活用し、運用能力を見につけるとともに、フランスの歴史的背景、フランスの今、
首都パリと地方、映画・音楽・美術などのフランス文化と日仏の交流についても紹介してい
く。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

国際文化学概説

学科教員

担当教員が指示する。

担当教員が指示する。

毎回のミニレポート（10点×14）と、期末レポート（60点）により評価する。

資料は前の週に配布する。

対面授業。

国際文化学科　１年次対象

国際文化学、文化の多様性、異文化理解、各専門領域の関連性

学科専門科目・学科基礎。
国際文化学科における学びの具体的イメージを把握する。個々の専門領域についての基本的前
提と、専門領域相互の関連性について理解する。それらの理解を通じて、自らの適性と問題関
心について自覚し、今後の履修方針と専門領域の適切な選択を行う能力を身につける。

「異文化との接触」という共通テーマに対して、複数の地域・学問領域からアプローチしてゆ
くオムニバス授業である。様々な視点からの講義を受講しながら、国際文化学科専門科目の多
様性と、それらの相互の関連性を理解し、自身の興味や関心の方向性を探る手がかりとする。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

政治学 （英語）

原　理

広島キャンパス　1916研究室

研究室のドアに掲示します。

出席と授業への貢献度。貢献度とは、授業での積極性や他の学生の発表に対する建設的な評
価・批判のことである。

未定

授業は講義も学生の発言・発表もすべて英語で行う。学生の数により、授業内容を変更する可
能性がある。

対面

国際文化学科　１・２年次対象

中一種免（社会）選択必修，高一種免（公民）選択必修

政治、民主主義、英語、スピーチ、議論、討論、批評

英語で政治（特に民主主義）に関して議論する力を身につけることを目標とする。

　この授業は英語で行う。現在の政治哲学において、民主主義は人類普遍の価値観（自由・人
権・平等等）を基にした政治体制であり、一般的にこれ以上の政治体制はないとされている。
そこで、このクラスでは民主主義とは何であるのかを学び、発表し、議論する。また、世界共
通の価値観であることを前提に、日本および諸外国の政治問題等を民主主義の観点から議論す
る。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

国際関係史論

岡本　弘道

広島キャンパス　1714研究室

可能な限りいつでも対応する

（毎回のリアクションペーパー50％、期末試験50％）

授業内において、随時指示する。

イントロダクションの第１回を除き、一つのテーマを２回で履修する方式をとる。前半の回で
は講義形式中心でテーマにかかわる内容を解説し、後半の回ではその内容を踏まえてグループ
ワークでテーマについての考察を深める。特に後半の回においては、前回の講義内容を踏まえ
ておく必要があるので、復習をきちんとしておくこと。

対面授業

国際文化学科　１年次対象

中一種免（社会）選択，高一種免（地歴）選択

東ユーラシア　東アジア　中央ユーラシア　冊封　朝貢　互市　条約

　今日の「東アジア」の国際関係の歴史的背景を、前近代「東ユーラシア」地域における国際
関係の変遷の中で理解する。「朝貢」「冊封」「互市」など、国際関係史にかかわる中国由来
の概念を、それぞれの地域の立場に配慮しつつ説明できる。

　今日の「東アジア」（日本、韓国、北朝鮮、中国、台湾など）をめぐる動きはますます活発
化している。この状況を的確に理解するには、この地域の国際関係史に対する理解が不可欠で
ある。しかしながら、歴史世界としての「東アジア」に対する認識はこの数十年で大きく変化
し、その理解のためには必ずしも「中国文化圏」には含まれない隣接地域も含めた「東ユーラ
シア」地域を視野に入れる必要がある。この授業では中国の諸王朝を軸にした「冊封」「朝
貢」「互市」といった国際関係の論理を踏まえつつ、それらの論理には必ずしも包摂されない
各地域独特の論理や実情にも目を配り、「東ユーラシア」地域における近二千年の国際関係史
の変遷を概観して、近代欧米的な国際体制の枠組みを相対化する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

宗教学

山本  貴裕（非常勤講師）

期末試験70％、課題レポート30％の割合で評価する。試験は指定された教室内で、持ち込み不
可で実施する。期末試験は指定された試験日の授業時間（90分）内で実施する。レポートの課
題は授業実施期間内に指定する。記載分量は2,000字程度とする。

複写資料教材を授業開始時に適宜配布する。

森本あんり『知性主義―アメリカが生んだ「熱病」の正体―』（新潮社, 2015年）

履修予定者は、日米の文化をもっとも深い部分で規定するそれぞれの宗教的伝統の理解の重要
性を学ぶことを求めらる。

対面授業。授業日程にしたがって、講義形式で実施する。学生は授業に出席し、レポートを作
成・提出し、試験を受けることが義務付けられる。

国際文化学科　1年次対象

アメリカ、キリスト教、プロテスタント、カトリック、福音派、宗教と科学

本科目の目標は、プロテスタントの宗教思想がアメリカ社会に与えてきた影響を概観すること
で、今日の世界における宗教の役割について意識化することである。それはまた、私たちの住
む日本における宗教と社会の関係についても洞察をもたらすであろう。ある国の文化を真に理
解するためには、その文化の背後にある宗教的伝統を理解することが不可欠である。その意味
でこの授業は、「自国と他国の文化に対する理解を深め、現代社会で活躍できる人材を育て
る」という教育理念を掲げる国際文化学科のカリキュラムの重要な構成要素の一部をなす。

この授業では、アメリカ合衆国において非常に重要な役割を果たしてきたプロテスタントの思
想に焦点を当て、それが生まれた歴史的背景、その内的論理、またそれがアメリカ社会の生成
に与えた影響について考察する。現在のアメリカ人の宗教性および日本人の宗教性、プロテス
タントとカトリックの違い、プロテスタント思想の受容の点からみた米英の違い、大覚醒とそ
れから生まれた福音派とはなにか、世界で初めて信教の自由を打ち立てた憲法修正第一条の意
味、アメリカでの宗教と政治の関係、リバイバル集会で活躍した説教師とマスコミュニケー
ションの発達の関係、福音派の「ボーンアゲイン」思想とアメリカ人の体に関する概念の関
係、アメリカ人と終末思想、今日のさまざまな都市伝説の背後にある陰謀説の伝統、創造説と
進化論、トランプ現象にみられる反知性主義などが、この授業で取り上げるトピックである。
授業はアメリカの宗教を中心に展開していくが、折にふれて、アメリカとの比較で日本の宗教
についても考えてみたい。また補助教材としてアメリカの映画やテレビ番組の一部を利用す
る。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

地誌学

酒川　茂

広島キャンパス　1811研究室

別途指示する。

期末試験70％，課題レポート（宿題）20％，授業への参加度10％の割合で評価する。
試験は指定された教室（試験室）において，持ち込み可で実施する。期末試験は指定された試
験日の授業時間（90分）内で実施する。
言うまでもないが，「学生便覧」の［試験（定期試験）］に記されているとおり，「授業に3分
の2以上出席していること」を適用し，出席回数が規程に満たない学生は試験を受けられないの
で，注意すること。

『データブック オブ ザ ワールド 2017年版』二宮書店．

酒川　茂（1997）「英国における成人教育システムの立地と利用−ロンドンのカムデン区とキン
グストン区を事例として−」新地理45（2），1〜19．

履修予定者は，常にニュース等によって現在の社会情勢を把握しておくことが望ましい。
授業中，携帯電話等の使用は厳禁する。特に検索が必要な場合は許可を得ること。
また，正当な理由のない遅刻は出席とみなさない。

講義形式の対面授業。必要に応じて，簡単な図表やコメントの作成，データ収集と集計を含む
演習形式を併用し，その結果をレポートとして求める。
各レポートの提出期限は通常，次回授業の終了時とする。

国際文化学科　１年次対象

中一種免（社会）必修，高一種免（地歴）必修

生活様式，風土，日本，インド，英国

学科共通専門科目のひとつとして，学科専門科目を履修していく上で基礎的な視点を提供する
科目として位置づけられる。
高校で地理を履修していない場合でも「地域性」が理解できるよう，具体的事例をもとに，地
域固有の生活様式とその形成に関与した自然環境と人文・社会環境を考察していく。

長年にわたって地表面に住み続けてきた人々は，気候風土に適合した生活様式を築き上げた。
また，経済・政治・社会・文化等の人文社会的条件のあり方とその変化にも対応してきた。よ
りよい生活を求めて，この過程は常に反復される。
一連の過程を理解し地域や環境を自分のものとして考えることができるよう，日本・インド・
英国を中心に関連諸地域を事例に挙げ，最近の各国情勢と国際関係を提示することにより，地
誌学的視点に立った地域の見方を理解してゆく。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

人文地理学

酒川　茂

広島キャンパス　1811研究室

別途指示する。

期末試験60％，課題レポート（宿題）30％，授業への参加度10％の割合で評価する。
試験は指定された教室（試験室）において，持ち込み可で実施する。期末試験は指定された試
験日の授業時間（90分）内で実施する。
言うまでもないが，「学生便覧」の［試験（定期試験）］に記されているとおり，「授業に3分
の2以上出席していること」を適用し，出席回数が規程に満たない学生は試験を受けられないの
で，注意すること。

テキストは使用せず，プリントを適宜配布する。

酒川　茂（2001）「横浜市の学校施設活用型コミュニティハウスにおける生涯学習活動の展
開」地理学評論Ser. A 74（2），83〜99．

履修予定者は，現実の経済・社会・文化的諸活動がいかなる地域（または地域間）で展開され
ているか，ニュース等によって把握しておくことが望ましい。
授業中，携帯電話等の使用は厳禁する。特に検索が必要な場合は許可を得ること。
また，正当な理由のない遅刻は出席とみなさない。

講義形式の対面授業。
必要に応じて，簡単な図表やコメントの作成，データ収集と集計を含む演習形式を併用し，そ
の結果をレポートとして求める。
各レポートの提出期限は通常，次回授業の終了時とする。

国際文化学科　１年次対象

中一種免（社会）必修、高一種免（地歴）必修

地域区分，地域構造，機能地域，ネットワーク，人口移動，立地論

学科共通専門科目のひとつとして，学科専門科目を履修していく上で基礎的な視点を提供する
科目として位置づけられる。
高校で地理を履修していない場合でも理解できるよう，人文地理学の各領域を網羅する形で分
析事例を検討することによって，系統地理学的な視点と方法を身につけていく。
担当教員の学科専門科目「日本地域論」「日本地域論基礎演習」「日本地域論演習」の履修を
想定している場合，本科目を受講しておくことが望ましい。

人間の諸活動が営力となって，地表面には一定の地域構造が形づくられる。
地域性は地誌学的概念として理解されるが，その検討において地域区分は重要な意味をもつ。
区分された地域単位を等質地域ととらえるか，機能地域ととらえるかによっても地域に対する
見方は大きく異なってくる。機能論に立脚すれば，ネットワーク・人口移動・機能的地域分
化・立地論等は有効な分析枠組みとなる。
これらの基礎的概念を具体的事例とともに提示することにより，人文地理学の視点に立った地
域の見方を理解してゆく。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

自然地理学

澤田　結基（非常勤講師）

授業への姿勢（20%）、中間レポート課題（20%）と、期末試験（60%）を合わせて評価する。

内容が広範囲にわたるのでテキストは指定せず、配布資料を用いる。

青木正博・目代邦康「地層の見方がわかるフィールド図鑑」、誠文堂新光社
青木正博・目代邦康・澤田結基「地形がわかるフィールド図鑑」誠文堂新光社

毎回の講義で、リアクションペーパーの提出を求める。授業中に解決できなかった疑問などを
書いて欲しい。疑問への解答・補足説明は、次回講義の冒頭で行う。

講義を中心にするが、必要に応じて実験・野外巡検も行う。

国際文化学科　１・２年次対象

中一種免（社会）必修，高一種免（地歴）必修

プレートテクトニクス、地震、火山、地形、気候変動、第四紀

本講義では，日本国内に展開する自然環境の特性を，地理学的な視点から整理して学習する。
受講生が自然環境に関する文献を検索し、理解する上で必要なキーワードの意味を理解するこ
と、すなわち自習を進めるための基礎知識を身につけることが、本講義の最大の目的である。

講義の前半では，プレートテクトニクス理論から日本列島の成り立ちと地震・火山活動のしく
みを学び，活断層・火山がつくる地形について理解する。後半では，気候変動によって生じた
自然環境，特に地形や植生の変化を学ぶ。休日を利用して宮島へ行き、地質と地形、土石流災
害の跡を見学する巡検を実施する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

比較文学論

遠藤伸治、高橋渡、栁川順子

庄原キャンパス2406研究室、広島キャンパス1822、1713研究室

初回の授業で提示する。

研究発表・質疑応答（40％）、毎時の活動（30％）、最終レポート（30％）により、総合的に
評価する。

夏目漱石『こころ』（新潮文庫）

受講者全員、次回に扱う章を読んでくること。
発表担当者は十分に分析・調査し、プリント資料にまとめること。
授業中は、活発に質疑応答を行うこと。

対面授業。教員の講義を挟みながら、基本的には学生によるグループ発表と、教員を含めての
全員によるディスカッションにより授業を進める。

国際文化学科　１・２年次対象

比較文学、比較文化、夏目漱石、日本近代文学、英文学、中国文学

国際文化学科の学科共通専門科目。
ひとつの作品を、複数の地域文化の視点から読み解くことを通して、複眼的視点と柔軟な思考
力を身につけることを目指す。

日本近代文学の代表的作家、夏目漱石の「こころ」を精読する。漢学的素養を持ち、イギリス
に留学して西洋の新しい文学や思想を学んだ夏目漱石は、日本が近代国家へと変貌してゆく明
治時代に位置して、どのような思いからこの小説を世に送り出したのだろうか。本作品が表象
する近代日本社会の問題を理解し、処々にうかがえる英文学や中国古典文学の影響に目を留め
ながら、漱石「こころ」が提示する文学表象の世界を探究する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

地域文化学（宮島学）

秋山伸隆，西本寮子，柳川順子，鈴木康之，高松亮太，大知徳子

宮島学センター（2219）

宮島学センターに大知が在室するときは，いつでも可。メールで事前に予約することが望まし
い。

授業への取り組みとレポート（2種類）で評価する。期末試験は実施しない。

テキストは使用しない。毎時間，プリントを配布する。

参考文献　宮島学センター編『宮島学』（渓水社，平成26年）

土・日曜日や夏期休暇中に，厳島神社の神事・祭礼や文化財・史跡の見学などのフィールド
ワークを実施する。

対面授業。講義形式で行うが，宮島を訪れるフィールドワークや，学生がグループをつくり，
課題について調査をおこなうグループワークもおこなう。

国際文化学科　２年次対象

宮島，廿日市市，厳島神社，平清盛，院政，荘園公領制，物流，毛利氏，石見銀山，舞楽，文
化財保存，
芸能，厳島八景，漢詩，和歌，俳諧，祭，外国人観光客，土器，国産陶器，輸入陶磁器，瀬戸
内海流通

世界文化遺産 厳島神社を有する宮島について，歴史，文学，芸能などの多様な視点から総合
的・学際的に明らかにするとともに，特別授業やフィールドワークを通じて，地域の現状と課
題を認識する。

日本史，考古学，日本文化史，日本文学，中国文学を専攻する教員が，オムニバス方式で多様
な視点とそれぞれの方法論で「宮島」の歴史と文化に迫る。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

言語学

今田　良信　（非常勤講師）

　講義形式なので，出席が重視される。期末試験70%，出席点30%の割合で評価する。試験は指
定された教室（試験室）内で，配布プリントおよび自筆ノートは持ち込み可で実施する。（他
の人のノートのコピーは持ち込み不可）。期末試験は指定された試験日の授業時間（90分）内
で実施する。

特定のテキストは使わず，プリントを適宜（無料）配布する。

参考文献リストを配布するほか，授業中にも適宜紹介するので，活用してもらいたい。

　言語学は，研究分野の射程が広く，様々な理論や仮説も多くあり，必然的に授業では選択的
に取り扱わざるを得ない。授業で取り扱った事柄に関しての疑問点や興味が湧いた点について
は，授業中に質問したり，配布資料などを手掛かりとして図書館や研究室に所蔵されている図
書・辞典類を利用して自分で調べ，自発的に言語学の理解に努めてもらいたい。

　対面授業。授業日程に従って，講義形式で実施する。学生は，授業に出席し，試験を受ける
ことが義務づけられる。講義形式なのでノートを取ることが必要になる。また，学生には授業
中の積極的な質問を要望したい。

国際文化学科　１年次対象

言語，言語学，音韻論，形態論，統語論，意味論

　言語学の射程とその基本的枠組み・基本的概念を把握した上で，言語を研究対象とする学問
を進める際の基盤を確立することを目標とする。

　言語学は，過去・現在の人間のあらゆる言語を対象とし，その姿や働き，メカニズムを科学
的に分析・研究する広範な学問である。本講義は，初めて言語学を学ぶ学生を対象として，言
語学の対象・目的・研究領域（音韻論・形態論・統語論・意味論など），言語研究の方法，言
語の定義，動物のコミュニケーションと人間の言語の特徴，世界の言語の系統と分布，言語の
類型，世界の文字などについて，いろいろな言語の具体的な事例を通じて概説する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

マスコミ・ジャーナリズム論

部谷　修（非常勤講師）

各講義後に提出するコミュニケーションカードによる講義の理解度と、中間で実施するレポー
ト、学期末テスト（小論文）で評価する。割合は学期末テスト５０％、コミュニケーション
カード３０％、レポート２０％。期末試験は指定された試験日の授業時間（９０分）内で指定
された教室（試験室）で行う。試験は、テキスト・受講ノート持込み可。レポートの課題は授
業で提示する。

記者ハンドブック—新聞用字用語集第１３版（共同通信社、１２００円）、講義当日の中国新聞
配布（１部３０円）。

「池上彰の新聞勉強術」（ダイヤモンド社）、山本直人著「電通とリクルート」（新潮選
書）、桂敬一著「現代の新聞」（岩波新書）、原寿雄著「ジャーナリズムの可能性」（同）、
藤田博司著「アメリカのジャーナリズム」(同)、福井健策著「著作権とは何か」（集英社新
書）、今野信雄著「広告世相史」(中公新書）、木村和寛著「メディアは戦争にどうかかわって
きたか」（朝日新聞社）

履修者は毎日、新聞に目を通して社会の動き、情報の伝え方に関心を持ってください。学習を
基に新聞などマスメディアに接することで、必要な情報を選択する力であるリテラシーが身に
着きます。また、伝えたいことを簡潔に伝える力を養うことにつながります。試験、レポート
は借り物ではない、自分の考えを表現してください。記者ハンドブックは全国の新聞記者が記
事を書く際に使っている指針です。多くの人に分かりやすく正確に伝える工夫が盛り込まれて
います。社会人になっても役立ちます。しっかり読み込んでください。

対面授業。授業日程に従って、講義形式で実施する。必要に応じてパワーポイントを使う。授
業時間は２時間(１回）。各講義では初めに、当日配布する新聞を題材に、社会の動きとマスコ
ミ・ジャーナリズムの役割を確認、併せて新聞を読む習慣、情報を読み解く力を身に着ける。
学生は自習（４時間）で新聞やテレビ、ネットなどのマスコミに接し、感想や意見を話す。学
生は毎回の授業後、コミュニケーションカードを提出するほか、課題に応じてレポートを作
成・提出すること、試験を受けることを義務付ける。

国際文化学科　２年次対象

マスコミ、ジャーナリズム、メディア、新聞、テレビ、雑誌、広告、ウェブサイト、情報産
業、情報リテラシー、記事、時事問題、インターネット、ネット社会

人々の価値観が多様になっている現代社会。国際化は進み、社会の仕組みがより複雑になるな
かで、社会の出来事を伝えるジャーナリズムの役割は大きくなっている。一方で、インター
ネットなど「伝える手段」は進化を続け、だれでもが伝える立場にもなれる時代になってき
た。悪意があったり、真偽の定かでなかったりする情報から、必要な情報を選び取るメディア
リテラシーは欠かせない。マスメディアの主軸である新聞を素材にジャーナリズムを考える。

人は社会で生き、社会に生かされる存在です。社会には人間の活動を円滑にするさまざまな情
報が交錯しています。社会生活は、情報を発信するマスメディア、ジャーナリズムと無縁では
成り立たないのが現状です。マスメディア、ジャーナリズムとどのように向き合うかを、一緒
に考えます。そのため、マスメディアの代表格である新聞を知り、必要な情報がどのように集
められ、送り出されているかを知ることから始めます。新聞記者の取材の方法、記事の書き
方、編集について学びます。突発事件や事故では、時間の制約の中、優先順位を考えながら
「５Ｗ１Ｈ」を盛り込み、大切なことから書く「逆三角形」の記事で伝えます。社会事象の解
説機能も欠かせません。また、メディアを資金面で支える広告は社会を映す鏡であり、人々の
感性に訴えて「時代」を作ります。現場で活躍する広告マンに話してもらいます。マスメディ
アは新聞から雑誌、映画、ラジオ、テレビを経てインターネットへと伝える手段が拡大してい
ます。情報の受け手だけだった人々は、情報を自ら発信する、送り手にもなれる時代になって
きました。社会人になって、必要な情報をどう選択するか、同時にどう発信すれば正確に伝わ
るのか、についても学びます。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

人間関係論

植田　智　（非常勤講師）

　期末試験90%，授業態度10%で評価する。試験は授業に即した課題を指定期日までにレポート
にまとめて提出する形で行う。単なる授業内容の要約や理論の解説ではなく，実生活に即して
考察することを求めるものとする。授業態度は，毎回の出欠表に書き込まれる感想や質問事項
の内容で判断する。

深田博己著　『インターパーソナル・コミュニケーション−対人コミュニケーションの心理学』
北大路書房，1998。
杉田峰康著　『講座サイコセラピー８　交流分析』　日本文化科学社，1985。
その他は，授業の中で適宜紹介する。

　社会心理学は人間関係の心理学であり，日常生活と密接にかかわりを持つ領域です。それだ
けに，興味・関心も抱きやすいのではないかと思います。人間関係の中で生じる「なぜ？どう
して？」を，よりよい人間関係のために必要なものは何かを，一緒に考えてみませんか？

対面授業。授業日程にしたがって，各テーマごとにレジュメを配布し，その内容について主に
講義形式で授業を行う。また，各テーマの冒頭では，そのテーマにかかわる自分自身のこれま
での経験や意見を書かせる時間を設け，テーマ理解のための補助とす
る。

国際文化学科　１年次対象

人間関係，自己，対人コミュニケーション，対人魅力，エゴグラム，交流分析，対人行動，
リーダーシップ，ストレス

　学科共通専門科目コミュニケーションの選択科目。
　コミュニケーションは，その背景となる人間関係を抜きには考えられない。より豊かなコ
ミュニケーションをめざして，人間関係の中で起こるさまざまな心理的な動きを理解すること
を目標とする。

　コミュニケーションとは単に言語的な内容のやりとりだけで成立するものではなく，そこに
存在している人間関係に影響を受ける。また，コミュニケーションにおける理解とは，客観と
主観とが重なり合う中で成り立つものであると言えよう。したがって，そうした心の機能につ
いて理解しておくことは，コミュニケーションについて考える場合にも重要である。そこで，
おもに社会心理学の知見を中心に、発達心理学，認知心理
学，精神分析学などの知見も交えながら，学生自身の経験も手がかりにして，人間関係の成り
立ちについて考えていきたい。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

国際法

福井　康人（非常勤講師）

レポート（論述試験）

浅田正彦編『国際法』等、講師作成パワーポイント資料

小職の執筆論文等

相当額の授業料を払っていることに留意し、今後の人生で役に立つことを講義から必ず何かを
学ぶこと。講義中の私語や携帯電話等の使用禁止（違反者には履修の辞退を求めることがあ
る）

対面講義。標準的な国際法の教科書が取り扱うテーマを題材として国際法の知識を取得できる
ように教員及び学生の双方が意識しながら特に講義の後半はインターアクティブ対話形式で行
う。

国際文化学科，経営学科　２年次対象

中一種免（社会）選択，高一種免（公民）選択必修

グローバル化、法の支配、国際の平和と安全

近年はグローバル化の進展もあり、テレビ新聞のみならず広く国際法の知識が問われる場面が
我々の日常生活の中でも増えている。このため最近話題になる世界情勢も題材にしつつ生きた
国際法の知識を身に着けることを目標とする。また、被爆地広島での国際法ということもあ
り、軍縮問題や国際人道法については詳しめに講義を行う。

第１回 オリエンテーション及び国際法とは
第２回 平和実現のための国連及び国際機関の役割
第３回 戦後の平和維持・平和構築の取組
第４回 核兵器の軍縮・不拡散
第５回 生物・化学兵器の軍縮・不拡散
第６回 通常兵器の軍縮・不拡散
第７回 特定領域（南極・宇宙・海洋）での取組
第８回 世界平和と人権
第９回 紛争の平和的解決（国際司法裁判所）
第10回 世界平和と環境・開発
第11回 国際人道法（その１：武力紛争法）
第12回 国際人道法（その２：文民保護）
第13回 国際刑事司法制度（国際刑事裁判所及び特別法廷）
第14回 非伝統的脅威との闘い（国際組織犯罪・テロ）
第15回 まとめ
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

国際経済論

大東和　武司（非常勤講師）

中間の小テスト（40％程度）、最後のテスト（50％程度）、また必要に応じて求めたレポート
（10％程度）などを、総合的に判断して評価する。

特に指定しない。

適宜指示する。

授業だけでなく、新聞、インターネットでの情報にも関心を持ち、相互に補完してもらいた
い。

講義形式ですが、みなさんとコミュニケーションをとりながら進められたらと思っています。
毎回のテーマに沿って、事例なども取り入れながら、わかりやすく説明していきます。

国際文化学科　１年次対象

中一種免（社会）選択，高一種免（公民）選択必修

グローバリゼーション　貿易　直接投資　多国籍企業　国際収支　国際金融

今日の我々は否応なしに国際社会の影響を受けながら生活をしています。身の回りを見ても国
内のみで生産されたものはごく限られています。外見は日本製のようですが、内部の部品など
に海外で生産されたものが使われているなど細かく見る必要があります。われわれが一人では
生きていけないのと同じように、各国経済は相互依存・相互補完によって成り立っています。
さまざまな活動の基盤となる経済取引や企業の動きを理解しながら、世の中、また世界を見る
目を養い、今後に活かしてもらえればと思っています。この科目は、1年生を主な対象とした前
期履修科目で、とくに国際文化学科で国際的視野を涵養するための専門的入門科目として位置
づけられています。

グローバリゼーション、中国語で全球化は、みなさんが生まれる前の1990年代から進展してき
たといわれますが、19世紀にもグローバリゼーションがあったようです。ただ、その深化のス
ピードは、この20年余りで顕著なものがあります。その結果、各国間の経済格差、所得格差も
地球全体で見ると広がっているところがありますし、各国国内を見ても格差が拡大しているこ
とが見受けられます。その要因、解決策などを探っていくために、モノ（製造品）のみでなく
サービスも含めた貿易の動向、国際社会の中心的アクターである多国籍企業、そして国際金融
などについて理解を深め、接近していくこととします。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

比較社会論

富田　和広

広島キャンパス　1715研究室

毎時間の小テスト（６０％）＋10本のレポート（４０％）
授業回数の三分の二以上の出席がないと単位は認められない。

レポートはＵＮＩＶＥＲＳＡＬ ＰＡＳＳＰＯＲＴから入力すること

随時紹介

座席指定がある。正当な理由なき遅刻・早退は出席と認めない。授業中の私語、携帯電話は厳
禁。
集団討論、発表が多くある。
小テストは毎時間課する。レポートを提出する際は、剽窃（不正引用）が明らかになった場
合、評価対象とならない場合がある。〆切を過ぎて提出されたレポートは原則として評価の対
象にならない。
事前レポートは必ず授業にも持参すること。事後レポートも指示ある場合には授業に持参する
こと。
学生参加型授業なので、積極的な参加なしに単位の修得は困難である。できるだけ全回出席を
求める。

対面授業（学生参加型の各種アクティビティを実施）。授業時間２時間（１回）と学生の自習
４時間を想定した授業を行う。模擬国連では、履修者一人一人が世界各国の代表となり、特定
のテーマについて話し合う。学生はテーマについてリサーチし、種々のペーパーを作成・提
出、スピーチすることが義務付けられる。

国際文化学科　１年次対象

中一種免（社会）選択、高一種免（公民）選択

模擬国連　国際理解　持続可能な社会　コミュニケーション能力　対立管理　ファシリテー
ション　ミディエイション

（授業の目標）知識・理解の観点：1模擬国連のアジェンダについて説明できる思考・判断の観
点：情報や知識を複眼的、論理的に分析できる。関心・意欲の観点：1模擬国連のアジェンダに
ついて討議ができ、関心がもて、問題解決の為に行動する意欲が持てる。技能・表現の観点：1
合意形成に向けて努力できる。2自分の意見を伝える能力が分かる3諸外国の基本状況や政策に
ついて基本的なリサーチができる。態度の観点：1自らを律して行動できる必要性がわかる。2
他者と協調・協働して行動のための努力ができる。3他者に方向性を示し目標の実現のために動
員しようとチャレンジできる。
（カリキュラム上の位置付け）学科専門共通科目の比較文化分野に位置付けられている

諸社会の相互関係についての理解を深めるために、グループ・ディスカッションやデ
ィベート形式の国際理解教育・開発教育アクティビティ（模擬国連等）を数多く実施
する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

国際政治論

原　理

広島キャンパス　1916研究室

ドアに掲示してあります

授業への積極的貢献度によって評価する。

未定

以下のシンクタンクのホームページ
Heritage Foundation, Freedom House, Transparency International, Amnesty 
International, Reporters without borders, Nationmaster.com等

対面および学生による発表

国際文化学科，経営学科　２年次対象

中一種免（社会）選択，高一種免（公民）選択必修

東アジア、政治体制、経済体制、国際関係、安全保障、反日、発表、批評

国際問題を英語で議論する態度と能力と養う。

欧米のシンクタンクから情報を得る方法を学び、それをクラスで発表し、それをもとに質疑応
答と議論を行う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

国際政治論基礎演習

原　理

広島キャンパス　1916研究室

ドアに掲示します。

出席、期末試験の成績、授業への貢献度（議論や質問をすること）

未定

対面

国際文化学科　３年次対象

中一種免（社会）選択、高一種免（公民）選択

情報検索、政治、英語、東アジア、国際関係

この授業では政治学や国際関係論等の研究に必要な情報の検索・収集・集約・分析等の方法を
学び、演習や特論のための基礎力をつけることを目標とする。

刻々と変化する国際政治を理解するため、主にインターネットを使って最新の情報を検索・収
集する方法を習得する。日本語と英語の情報を検索し、その情報の信憑性についても検討す
る。ニュースメディア、雑誌・学術誌の記事・論文、書籍、ホームページの４種類を情報源と
して利用するが、音声と画像と動画も必要に応じて利用する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

国際政治論演習

原　理

広島キャンパス　1916研究室

研究室のドアに掲示します。

出席と授業への貢献度によって評価する。貢献度とは、授業での積極性や他の学生の発表に対
する建設的な評価・批判のことである。

未定

国際政治論基礎演習でＢ以上の成績を取っていること。

対面および学生によるプレゼン

国際文化学科　３年次対象

中一種免（社会）選択、高一種免（公民）選択

国際関係論、東アジア、グループディスカッション、発表、

国際政治に関するトピックを英語でまとめ、発表し、議論する。また、同様のトピックに関し
英語でディベートを行う。

基礎演習で学んだ情報検索を活用し、レポート執筆と発表と質疑応答とディベートを行う。な
お、授業中の言語は英語のみとする。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

国際政治論特論

原　理

広島キャンパス　1916研究室

研究室のドアに掲示します。

出席と授業への貢献度。貢献度とは、授業での積極性や他の学生の発表に対する建設的な評
価・批判のことである。

未定

英語を使うので、英語が嫌いな学生には辛いかも知れないが、授業は学生のレベルに合わせて
行うつもりである。参考資料は教官が適時配布するが、その資料をもとに講義・議論を行うの
で、必ず読んでおくこと。

対面

国際文化学科　２・３・４年次対象

中一種免（社会）選択、高一種免（公民）選択

国際関係、平和、戦争、宗教、民主主義、独裁、経済体制

国際政治に関する主な理論を学ぶ。また、英語の論文や評論から情報を収集し、英語で議論す
る能力を習得することを目的とする。

国家間・民族間・宗教（宗派）間の関係を経済と安全保障問題を中心に議論する。講義を中心
に授業を行うが、グループディスカッションや質疑応答も重視する。授業は、テキストも講義
も質疑応答も全て英語のみとする。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

国際協力論

植村　広美

広島キャンパス1716研究室

月曜３限
（事前にメール等でアポをとってください）

ミニッツ・ペーパー：20点（5点満点×4報＝20点）
レポート：30点（10点満点×3報＝30点）
学期末試験：50点
計100点満点で評価する

適宜、関係資料を配布する

斎藤文彦『国際開発論 ミレニアム開発目標による貧困削減』日本評論社、2008年。
他、授業中に適宜紹介する。

対面授業

国際文化学科　２年次対象（平成22年度以前入学生，平成24年度入学生対象）

発展途上国、貧困、環境、人口、教育開発、ジェンダー、エンパワーメント、国際協力、多文
化共生、異文化理解

　発展途上国にみられる貧困、人口、環境、教育、ジェンダー等の諸課題について学んだ上
で、国際協力のあり方について考える。翻って、わが国におけるグローバル化がもたらす諸問
題についても考える。

　地球次元での貧困、環境、人口、人権、開発、平和など、たくさんの問題が私たちの目の前
にある。地球上にあるこのようなさまざまな問題は、相互に深く関わりあっており、物事の相
互の繋がりをホリスティックに見ることが問題解決の必要条件となっている。そこで、地球規
模の諸問題がどのように繋がりあい、どのような視点で捉えていけばよいのかを具体的な例か
ら学ぶ。その上で、発展途上国に対する国際協力のあり方について考え、先進国としての我が
国の役割についても考える。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

国際協力論基礎演習

植村　広美

1716研究室

月曜３限
（事前にメール等でアポをとってください）

グループによるプレゼンテーション①（質問紙調査票の検討）：30点（原則、出席が必須）
グループによるプレゼンテーション②（質問紙調査票の集計）：30点（原則、出席が必須）
学術論文としてのまとめ（個人によるレポート作成）：40点
計100点満点として評価します

授業中に適宜、紹介します

授業中に適宜、紹介します

　この授業は、内容として後期開講の「国際協力論演習」とセットになっており、1年間をかけ
てグループで共同研究を実施する形式になります。履修する際は通年で出席してください。

対面授業、プロジェクト方式

国際文化学科　３年次対象

中一種免（社会）選択、高一種免（公民）選択

社会調査、量的分析、質的分析、複眼的な思考、情報を正確に読み解く、ものごとの筋道を追
う

卒論に向けて、研究の方法論として量的分析法（統計分析）、質的分析法（グラウンテッド・
セオリー・アプローチ）を習得する。また、単なる調査報告書ではなく、得られたデータを学
術論文として仕上げる技能を習得する。

具体的な授業計画については、シラバスを参照
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

国際協力論演習

植村　広美

広島キャンパス　1716研究室

水曜３限
（事前にメール等でアポをとってください）

研究報告会におけるグループによる研究発表：30点（ここでの評価はオーディエンスの採点に
よる）
学期末レポート：70点
計100点満点として評価する

適宜、関係資料を配布する

適宜、参考文献を紹介する

　この授業は、内容として前期開講の「国際協力論基礎演習」とセットになっており、1年間を
かけてグループで共同研究を実施する形式になります。履修する際は通年で出席してください

対面授業＋プロジェクト方式

国際文化学科　３年次対象

中一種免(社会）選択、高一種免（公民）選択

社会調査法、東アジア、現代中国、公教育、国際協力、教育開発

　学術論文を作成する際の基本的な方法論を習得することを目的とする

　前半は前期で収集した量的データを用いて、引き続き統計解析を行う。後半は新たにインタ
ビュー調査を実施した上で質的データを収集し、M-GTA（修正版グラウンテッド・セオリー・ア
プローチ）を用いた分析を行う。その上で、第14回、第15回に実施する研究報告会では、グ
ループ単位によるプレゼンテーションを実施する。なお、学期末レポートは個々人により作
成、提出する
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

国際協力論特論

植村　広美

広島キャンパス1716研究室

水曜３限
（事前にメール等でアポをとってください）

先行研究の要旨の発表：20点
レポート（テーマの要旨（1500字程度）＋外国語文献の全訳）×4編：80点
計100点満点として評価する

適宜、関係資料を配布する

授業中に適宜、紹介する。

「国際協力論」を履修した上で受けてください。授業で用いる文献、資料等の多くは英語にな
ります。

対面授業、学生の発表による演習形式

国際文化学科２・３・４年次対象

中一種免（社会）選択

国際協力、発展途上国、公教育、教育開発、貧困、人口、ジェンダー、エンパワーメント

　「国際協力論」において発展途上国にみられる貧困、人口、環境、教育、ジェンダー等の諸
課題について学んだ上で、本授業では教育問題に焦点を当てた考察を行う。　具体的には、発
展途上国における教育問題、グローバル化する教育、ひいては「公教育とは何か」といった教
育の本質的課題を検討することを目的としている。その際、1．「万人のための教育（EFA）」
と援助、2．教育のグローバル化と国際競争、3．選抜と教育：メリトクラシー、4．「銀行型学
校（banking concept education）」、5.「脱学校（deschooling）」の社会、といった5つの
テーマを取り上げた考察を行う。

　授業の進め方としては、（1）担当の学生による先行研究の要旨の発表、（2）関連文献の輪
読、（3）テーマのまとめとして個々がレポートを作成する手順で進めていく。　レポートの提
出期限としては、「教育のグローバル化と国際競争」、「選抜と教育：メリトクラシー」は12
月末日まで、「銀行型学校（banking concept education）」、「脱学校（deschooling）の社
会」は1月末日までに、メールにて添付する形で提出することとする。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英米地域論

スティーブン・ローゼン

広島キャンパス　１８１７研究室

attendance (25%), report (25%), Final Exam (50%)

to be available at author's website, free, to be announced in class

PowerPoint Lectures,  class discussion

国際文化学科　２年次対象

中一種免（英語）必修，高一種免（英語）必修

American history and culture

The purpose of this course is to provide basic knowledge about English speaking 
culture, speficially America.

We will begin by looking at the rise of modern American society and culture in the 
late 19th century. We will focus on immigration with a special focus on Japanese 
immigration to Hawaii and the West Coast. There will be a focus on American business 
history in this period, with the rise of the modern limited liability industrical 
corporation and the transformation of American social and economic life.

Then we will move on to the 20th century focusing on the following.
1. The rise of the Automobile industry and the transformationf of society in the 
automobile age.
2. The rise of the Hollywood movie industry and cultural transformations seen in 
film.
3. The causes of the Crash of 1929 and the Great Depression
4. The governmental policy responses to the Great Depression and the transformation 
of American political culture.
5. The rise of America as a superpower in the era of the Cold War
6. The counter culture revolution of the 1960's
7. The IT revolution/digital revolution and the history of Silicon Valley
8. Conclusion: American society and culture today in the context of global world 
culture
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英米地域論基礎演習

スティーブン・ローゼン

広島キャンパス　1817研究室

Oral PowerPoint presentations (50%), class attendance and participation (15%), Final 
Exam (35%)

Short text: "American Economy and Society", available online for free on line.

Lecture style class in the beginning, followed by student oral presentations 
with commentary  and critque by the teacher

国際文化学科　３年次対象

American business and economics, U.S. socio-economics

The purpose of this course is to give the students a basic understanding of American 
business and U.S. Economic policy and how these relate to society.

First we will get an overview of the U.S. economy today with a special 
emphasis on business. We will see how social life in America in terms of the U.S. 
economic situation and the role of business in society.
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英米地域論演習

スティーブン・ローゼン

広島キャンパス　1817研究室

Attendance (30%), Oral presentations (40%), Final Exam (30%)

America in the Global Marketplace, by Steven L. Rosen; will be available free online, 
URL to be announced

Instructor's lectures  followed by student oral presentations

国際文化学科　３年次対象

Globalization, America in the Global Marketplace, Economic Globalization, U.S. Trade 
Policy

The purpose of this course is to understand America in the global marketplace both in 
the past and in the ever-changing global economy.

We will study American economic history in the context of globalization.  We  will 
see how globalization went through a number of phases in the 19th, 20th 
and 21st centuries, and try to understand the underlying pattern of each 
phase. 

Then we will look at America's role in the ever-changing global market
place today with special attention to the growth of finance capitalism.
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英米地域論特論

スティーブン・ローゼン

広島キャンパス　1817 研究室

Attendance and Q&A (40%), report (30%), Final Exam (30%)

Online textbook on British history, downloadable for free from teacher's website  (to 
be announced)

Lectures,  reports, and films

国際文化学科　２・３・４年次対象

Background to English Speaking Cultures (Britain and America)

The aim of the course is to give the students a basic understanding of British and 
early American history

We begin our study with Anglo-Saxon and Viking origins of England, and then quickly 
move on to focus on the Middle-Ages, which is the foundation for much of British 
history. Then we will look at the English Renaissance (the Tudor Age) before moving 
on to the 17th Century when England had a civil war, and democratic institution took 
root. After this we will look at the rise of British colonial North America and see 
how England became a world power, with America as having central importance. Finally, 
we will look at the rise of England as and imperial power in the the 19th century, 
with some reference to America, as well.
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英米地域史論（西洋史）

小平　直行

広島キャンパス　1826研究室

随時

　期末試験による。

　テキストは使用しない。

　参考文献は適宜紹介する。

対面授業（講義）

国際文化学科　２年次対象

中一種免（社会）必修、高一種免（地歴）必修

プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神、世界資本主義（近代世界システム）

　受講生が、西洋近代の諸問題について基礎的理解ができるようになることを目標とする。

　西洋近代史について、主に16世紀から19世紀にいたる西ヨーロッパ、南北アメリカ、アフリ
カを対象として、Ｋ･マルクスの資本論、Ｍ･ウェーバーの資本主義経済生成論、Ｅ･ウィリアム
ズの世界資本主義論、Ｉ･ウォーラースティンの世界システム論などを取り上げて、封建社会か
ら資本主義社会への移行、工業化の諸前提と展開、世界資本主義の歴史的趨勢・構造について
論じる。これを通して、近代の世界資本主義に内在する生産と消費の諸問題、経済発展と南北
問題などについて考察する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英米地域史論基礎演習

小平　直行

広島キャンパス　1826研究室

随時

　授業への積極的な取り組み・態度による。

　受講生の関心に応じてテキストを決定する。

対面授業（演習）

国際文化学科　３年次対象

中一種免（社会）選択、高一種免（地歴）選択

　受講生の史料の読解力の向上を目標とする。

　アメリカとイギリスの近・現代史について、主に工業化にともなう両国の政治的・経済的変
容、および国際関係におけるヘゲモニーの上昇・掌握・喪失という国際的位置の変化を対象と
する英文史料を教材として取り扱うことによって、受講生の英文史料の読解能力の向上をめざ
すとともに、アメリカ・イギリス両国の国内的・国際的諸問題とその歴史的背景について、受
講生が自ら主体的に学び理解できるように、演習を通じて指導する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英米地域史論演習

小平　直行

広島キャンパス　1826研究室

随時

　授業への積極的な取り組み・態度による。

　受講生の関心に応じてテキストを決定する。

対面授業（演習）

国際文化学科　３年次対象

中一種免（社会）選択、高一種免（地歴）選択

　受講生の史料の読解力の向上を目標とする。

　英米地域史論演習は、アメリカとイギリスの近・現代史に関わる重要な研究テーマを受講生
各人の問題意識に応じて自ら主体的に設定させ、そのテーマに関する知識・研究状況・さらな
る研究の深化のための課題・論点・方向性を学ぶことを目標として行う。受講生に各テーマに
ついての選考研究書・論文を調べさせ、受講生相互で議論させる形式で授業を進める。これを
通して、受講生が自ら主的に学び理解できるように、指導する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英米地域史論特論Ａ

小平　直行

広島キャンパス　1826研究室

随時

　期末試験による。

　テキストは使用しない。

　参考文献は適宜紹介する。

対面授業（講義）

国際文化学科　２・３・４年次対象（平成２１年度以降の入学生）

中一種免（社会）選択、高一種免（地歴）選択

　大不況、帝国主義、革新主義

　受講生が西洋近現代史の重要問題について理解できるようになることを目標とする。

　米国近現代史について、主に19世紀末から20世紀後半にいたる、米国国内の工業化にともな
う政治的・社会的・経済的変容および国際関係におけるヘゲモニーへの上昇・掌握という国際
位置の変化などについて、工業化と独占資本主義の成立、アメリカ帝国主義の成立と展開、革
新主義体制とニューディール体制などを中心的論点として、検討・考察する。これを通して、
今日の米国が直面している国内的・国際的諸問題のその歴史的背景を考察する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英米地域史論特論Ｂ

井内　太郎　（非常勤講師）

期末試験70％、出席率30％の割合で評価する。期末試験の記載分量は指定要旨の最下段まで埋
まる程度とし、裏面の使用も可。毎回、出席確認もかねて授業の感想・質問を 書いてもらう。

授業の中で、適宜紹介していく。

講義形式で、パワーポイントを用いて授業を進める。適宜資料を配付する。

国際文化学科　２･３･４年次対象（平成２１年度以降の入学生）

中一種免（社会）選択、高一種免（地歴）選択

近代イギリス、ヴィクトリア時代、ジェントルマン、レディ
環境問題、オープン・スペース運動、湖水地方、ナショナル・トラスト、ピーター・ラビット

テーマ「環境史から読み解くイギリス」
　近年、環境問題が社会的な問題となり、今後、自然環境をいかに保護していくのかが、人々
の注目を集めている。こうした環境破壊や汚染に端を発する自然保護運動のルーツが、イギリ
スにあった。そこで、19世紀にイギリスで起こった自然環境保護運動について読み解きなが
ら、イギリスの社会や文化のあり方について考えてみたい。

本講義では、以下のテーマについて論じていくことにする。

はじめに
１　イギリス社会の成り立ち
２ ジェントルマンの社会と文化
３ イギリスの環境保護運動
おわりに
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

東アジア地域論

丸山浩明、柳川順子、富田和広、候仁鋒、岡本弘道、植村広美

広島キャンパス

◎小テスト：30点（2点×15回）
？ミニレポート（2点×12回）＋第12回・15回プレゼンテーションへの感想（3点×2回）＝30点
◎グループによるプレゼンテーション：10点
◎学期末試験：60点（持ち込み可。各テーマに関するテクニカル・タームを用いた論述形式）
計100点満点として評価する

適宜、関係資料を配布する

適宜、授業中に紹介する

対面授業

国際文化学科　２年次対象

中一種免（社会）選択、高一種免（公民）選択

　グローバリゼーション、教育、社会制度、人口、家族、宗教、公共性

　この授業では、現代中国社会の諸問題やそこに住む人間のあり方について、歴史的、文化
的、言語的、制度的（法規に加えて慣習も含む）な方面から多角的に理解することを目的とす
る

　テーマとしては、「グローバリゼーション（①②候仁鋒）」、「教育（①富田和広・②植村
広美・③柳川順子）」、「人口（①植村広美・②岡本弘道）」、「家族（①富田和広・②岡本
弘道）」、「宗教（丸山浩明）」、「公共性（丸山浩明）」の6つを取り上げ、それぞれ個別具
体的な事例に基づき理解を深めていく
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

東アジア地域史論（東洋史）

岡本　弘道

広島キャンパス　1714研究室

可能な限りいつでも対応する

（毎回のリアクションペーパー50％、期末試験50％）

授業内において、随時指示する。

対面授業

国際文化学科　２年次対象

中一種免（社会）必修、高一種免（地歴）必修

東南アジア史　「東アジア」　島嶼部と大陸部　国家形成　外交と交易　社会構造　文化変容　
植民地化　国民国家の建設

　狭義の東アジア史を相対化し、新しい「東アジア」史を理解するための鍵となる東南アジア
史を学び、その歴史的文脈を説明するための基礎的な知識を身につける。東南アジア史への理
解を通じて、狭義の東アジア史や世界史と関連づけつつ、新しい「東アジア」への地域的理解
を深める。

　「東アジア」という地域概念は、これまで往々にして中国をその中心に据え、中国との歴史
的関係の中で中国文化を共有することになった地域を指してきた。しかし、今日の「東アジ
ア」において中国由来の文化的要素による結びつきは必ずしも強くなく、むしろ今後の経済発
展と文化交流を前提にしたより広い地域概念としての「東アジア」が再定義されようとしてい
る。この授業では、そのような視点から東南アジア史を講義の中心に据え、それとの対比を通
じて「東アジア」の歴史を再評価すると同時に、アジア史を超えた世界の歴史の捉え方につい
て問い直してみたい。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

東アジア地域史論基礎演習

岡本　弘道

広島キャンパス　1714研究室

可能な限りいつでも対応する

（授業への参加度50％，授業内での口頭報告50％）

桃木至朗(編)『海域アジア史研究入門』（岩波書店、2008年）
その他の文献については、授業内において随時指示する。

対面授業

国際文化学科　３年次対象

中一種免（社会）選択、高一種免（地歴）選択

海域アジア史　日本　中国　朝鮮　琉球　東南アジア　世界史

　本授業では，「海域アジア史」をめぐる研究状況を踏まえた上で，研究論文や史料文献など
資料の収集と分析など，卒論を作成するために必要な基礎的な技能を養う。併せて、後期の
「演習」授業へ向けての準備作業も行う。

　本授業では，近年研究が進展している前近代海域アジアに関する研究を題材に，東アジア地
域の歴史を扱うために必要な基礎的知識を身につける。前近代海域アジアの歴史の流れを理解
することを通じて，現在を生きる私たちの文化・社会と「海」「アジア」とのつながりを考
え，ヨーロッパ中心の，あるいは日本中心のものの見方を相対化し，複眼的な思考・分析の手
法を体感する。



2017/4/12

182 / 420

授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

東アジア地域史論演習

岡本　弘道

広島キャンパス　1714研究室

可能な限りいつでも対応する

（授業への参加度、授業内での口頭報告、作成した動画教材コンテンツなどを総合的に勘案し
て評価を行う。）

桃木至朗(編)『海域アジア史研究入門』（岩波書店、2008年）
その他の文献については、授業内において随時指示する。

前期に開講される「東アジア地域史論基礎演習」と、必ずセットで受講すること。「基礎演
習」を未履修の学生による本授業の履修は、原則として認めない。

対面授業

国際文化学科　３年次対象

中一種免（社会）選択、高一種免（地歴）選択

海域アジア史　日本　中国　朝鮮　琉球　東南アジア　世界史

本授業では、文献講読・口頭報告を通じて、海域アジア史研究に対する理解を深めた上で、そ
の成果として動画教材コンテンツを制作する。
自らテーマを選んで「歴史を語る」ことを実践し、歴史の持つ社会的意義について自分の言葉
で説明できることを目指す。

本授業では、前期の基礎演習に引き続いて、前近代海域アジアに関する研究を題材に、5分間の
動画教材コンテンツを作成し、インターネット上に公開する作業を行う。前近代海域アジアの
歴史に関する専門書、研究論文、及び各種史料を読み込みつつ、現代に生きる我々にとって重
要なテーマや歴史的知見を見つけ出し、「教材」として価値を持つ動画コンテンツを作成す
る。現在を生きる私たちの文化・社会と「海」「アジア」とのつながりを考え、ヨーロッパ中
心の、あるいは日本中心のものの見方を相対化し、複眼的な思考・分析の手法を体感すること
を目指す。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

東アジア地域史論特論Ａ

岡本　弘道

広島キャンパス　1714研究室

可能な限りいつでも対応する

（毎回のリアクションペーパー50％、期末試験50％）

授業内において、随時指示する。

対面授業

国際文化学科　２・３・４年次対象

中一種免（社会）選択、高一種免（地歴）選択

海域アジア　琉球弧　琉球王国　海上交易　東アジア　東南アジア　文化交流

　現在の沖縄県および鹿児島県西南部に相当する“琉球弧”を、東アジアおよび海域アジアの
中の一地域としての観点から説明しうるだけの基礎的知識を身につける。また、“琉球弧”の
歴史を東アジア史および海域アジア史の流れと関連づけて理解する。

　日本列島の南西に弧状に連なる島々“琉球弧”は、古くから隣接する海域・陸域との交流が
活発な地域であり、そのような交流を通じて独特の社会・文化を形成してきた地域である。こ
のような琉球弧の特性を理解するための前提として、琉球弧が歩んできた歴史を辿りつつ、そ
の歴史的文脈を東アジア史および海域アジア史の流れの中で把握することが、本講義の目的で
ある。特に15世紀から19世紀にかけての“琉球王国”の歴史を中心に検討し、現在の琉球・沖
縄文化とのつながりについて考えてみたい。また、かつては独立した国家を形成していたとい
う観点から、中国・日本・韓国等との比較についても考えてみたい。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

東アジア地域史論特論Ｂ

舩田　善之（非常勤講師）

授業への積極的な参加（質問に対する回答・質問及び議論における発言）20%，小テスト・リア
クションペーパー20%，レポート30%，期末試験30%

概要と参考文献を記したハンドアウトを配布する。

ハンドアウトに掲載するほか，授業中にも適宜紹介する。

積極的にノートテイクすること。参考文献を読むことにより講義内容の理解を深めてほしい。
積極的な回答・質問・発言を期待する。

対面授業。板書とスライド映写を併用して講義を行う。また，適宜議論の時間を設ける。

国際文化学科2,3,4年次対象

中一種免（社会）選択，高一種免（地歴）選択

東アジア，東ユーラシア，中央ユーラシア，遊牧民，中国，モンゴル，漢，三国時代，南北朝
時代，北魏，唐，遼，宋，西夏，金，元，明，清，匈奴，鮮卑，ソグド，突厥，テュルク，ウ
イグル，キタイ（契丹），ジュシェン（女真），オイラト，マンジュ（満洲）

遊牧民の歴史と文化，前3世紀～19世紀の東アジアの歴史展開を理解し，遊牧民が果たした役
割，遊牧国家と中国王朝の歴史構図を説明できる。東アジアの歴史・文化の多様性を理解し，
多角的に歴史をみる視座を獲得する。

しばらく前まで，東アジアの歴史は，漢字・儒教・中国仏教・律令などの文化を共有する歴史
として，その発祥地としての「中国」の歴史を主軸に，朝鮮半島・日本列島との関係史を加え
る形で叙述されてきた。一方で，この地域の歴史において，遊牧民の活動は極めて大きな影響
を与えており，その意義を踏まえなければ，東アジアの歴史展開を理解することは不可能であ
る。近年では，遊牧民の活動した地域の中央ユーラシア史や，国家の枠組みをこえて大陸とは
別の論理をもつ海域アジア史の立場から，東アジアよりは一回り大きい東ユーラシアという地
域の枠組みが提唱されている。本講義では，遊牧民の歴史に注目しながら，東ユーラシアの歴
史を学ぶことにより，新たな視角から東アジアの歴史を再検討してもらいたい。そして，「東
アジア」といった地域概念，「中国」「日本」といった「国家」の枠組み，「民族」といった
分析概念が必ずしも自明なものではなく，それらが歴史的に生成あるいは変容してきたことも
理解したい。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

東アジア社会文化論

富田　和広

広島キャンパス　1715研究室

毎時間の小テスト（４５％）＋１０回のレポート（５０％）＋期末試験（５％）
授業回数の三分の二以上の出席がないと単位は認められない。

なし

随時紹介

座席指定がある。正当な理由なき遅刻・早退は出席と認めない。授業中の私語、携帯電話は厳
禁。
集団討論、発表が多くある。小テストは毎時間課する。レポートを提出する際は、剽窃（不正
引用）が明らかになった場合、評価対象とならない場合がある。〆切を過ぎて提出されたレ
ポートは原則として評価の対象にならない。
学生参加型授業なので、積極的な参加なしに単位の修得は困難である。全回出席を求める。
レポートはＵＮＩＶＥＲＳＡＬ ＰＡＳＳＰＯＲＴから入力すること

対面授業（学生参加型のアクティビティを実施）。グループ・ディスカッション、デ
ィベート形式の授業。授業時間２時間（１回）と学生の自習４時間を想定した授業を
行う。

国際文化学科　２年次対象

中一種免（社会）選択、高一種免（公民）選択

異文化　社会問題　コミュニケーション　グローバル化 コミュニケーション能力　対立管理　
ファシリテーション　ミディエイション

（授業の目標）知識・理解の観点：1授業で取り上げる複数のアジェンダについて説明できる。
思考・判断の観点：情報や知識を複眼的、論理的に分析できる。関心・意欲の観点：1関心・意
欲の観点：1授業で取り上げる複数のアジェンダについて討議ができ、関心がもて、問題解決の
為に行動する意欲が持てる。技能・表現の観点：1合意形成に向けて努力できる。2自分の意見
を伝える能力が分かる3基本的な統計のリサーチができる。態度の観点：1自らを律して行動で
きる必要性がわかる。2他者と協調・協働して行動のための努力ができる。3他者に方向性を示
し目標の実現のために動員しようとチャレンジできる。（カリキュラム上の位置付け）学科専
門科目

集団討論の中でアジア的な互酬性について学び、異文化適応方法に関するディベートを通し
て、異文化適応のあり方について考える。また、身近な事例を用いたアクティビティを通し
て、民族、人種について考える。授業には、グループワーク、ディベート、プレゼンテーショ
ンが多く組み込まれている。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

東アジア社会文化論基礎演習

富田　和広

広島キャンパス　1715研究室

毎時間の小テスト（４５％）＋１０回のレポート（５０％）＋期末試験（５％）
授業回数の三分の二以上の出席がないと単位は認められない。
レポートはＵＮＩＶＥＲＳＡＬ ＰＡＳＳＰＯＲＴから入力すること

テキストなし

随時紹介

座席指定がある。正当な理由なき遅刻・早退は出席と認めない。授業中の私語、携帯電話は厳
禁。
集団討論、発表が多くある。
小テストは毎時間課する。レポートを提出する際は、剽窃（不正引用）が明らかになった場
合、評価対象とならない場合がある。〆切を過ぎて提出されたレポートは原則として評価の対
象にならない。
学生参加型授業なので、積極的な参加なしに単位の修得は困難である。
全回出席を前提とした授業を行う。

対面授業。演習形式。授業時間２時間（１回）と学生の自習４時間を想定した授業を行う。

国際文化学科　３年次対象

中一種免（社会）選択、高一種免（公民）選択

国際理解　持続可能な社会　コミュニケーション能力　対立管理　ファシリテーション　ミ
ディエイション　多文化共生

（授業の目標）知識・理解の観点：1授業で取り上げる複数のアジェンダについて説明できる。
思考・判断の観点：情報や知識を複眼的、論理的に分析できる。関心・意欲の観点：1関心・意
欲の観点：1授業で取り上げる複数のアジェンダについて討議ができ、関心がもて、問題解決の
為に行動する意欲が持てる。技能・表現の観点：1合意形成に向けて努力できる。2自分の意見
を伝える能力が分かる3基本的な統計のリサーチができる。態度の観点：1自らを律して行動で
きる必要性がわかる。2他者と協調・協働して行動のための努力ができる。3他者に方向性を示
し目標の実現のために動員しようとチャレンジできる。（カリキュラム上の位置付け）学科専
門共通科目に位置付けられている

グローバル化の進展により、日本は東アジアの国々と、そして世界の国々とどのようにつな
がっているのか、また、日本の中でアジアを中心に、世界の国々の人とどう共生していくべき
かについて、複数のアクティビティを行う中で考えていく。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

東アジア社会文化論演習

富田　和広

広島キャンパス　1715研究室

毎時間の小テスト（６０％）＋作成した教材（３５％）＋期末レポート（５％）
授業回数の三分の二以上の出席がないと単位は認められない。
教材はグループ毎で、JICAグローバル教育コンクール「グローバル教育取り組み部門様式」に
従って作成し、富田宛に電子メールで送付すること

『教室から地球へ : 開発教育・国際理解教育虎の巻 : 人が育ち、クラスが育ち、社会が育
つ』名古屋　国際協力機構中部国際センター　ＩＳＢＮ：4887137044『参加型ワークショップ
入門』明石書店ＩＳＢＮ：4750319112

座席指定がある。正当な理由なき遅刻・早退は出席と認めない。授業中の私語、携帯電話は厳
禁。
集団討論、発表が多くある。
小テストは毎時間課する。レポートを提出する際は、剽窃（不正引用）が明らかになった場
合、評価対象とならない場合がある。〆切を過ぎて提出されたレポートは原則として評価の対
象にならない。
学生参加型授業なので、積極的な参加なしに単位の修得は困難である。
全回出席を前提とした授業を行う。
「グローバル教育・教材甲子園」の日程によっては、シラバスが変更になることがある。

対面授業。演習形式。授業時間２時間（１回）と学生の自習４時間を想定した授業を行う。

国際文化学科　３年次対象

中一種免（社会）選択、高一種免（公民）選択

開発教育　ゲーミング　シミュレーション　国際理解　教材作成 国際理解　持続可能な社会　
コミュニケーション能力　対立管理　ファシリテーション　ミディエイション

（授業の目標）知識・理解の観点：1作成する教材のアジェンダについて説明できる。思考・判
断の観点：情報や知識を複眼的、論理的に分析できる。関心・意欲の観点：1関心・意欲の観
点：1作成する教材のアジェンダについて討議ができ、関心がもて、問題解決の為に行動する意
欲が持てる。技能・表現の観点：1合意形成に向けて努力できる。2自分の意見を伝える能力が
分かる3基本的な統計のリサーチができる。態度の観点：1自らを律して行動できる必要性がわ
かる。2他者と協調・協働して行動のための努力ができる。3他者に方向性を示し目標の実現の
ために動員しようとチャレンジできる。
（カリキュラム上の位置付け）学科専門共通科目に位置付けられている

東アジア社会文化を学ぶための教材、特に学生参加型の教材を作成する。教えることがもっと
も学習効果が高いとも言われる。そこで本授業は、学習教材を作成することを通して、東アジ
アの社会文化を学ぶという目標を達成しようとするものである。授業の後半には、作成した教
材の公開体験会の企画・実施を行う。
学外者向けの教材公開会「グローバル教育・教材甲子園」の企画・運営への参加が前提となっ
ている。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

東アジア社会文化論特論

富田　和広

広島キャンパス　1715研究室

研究室の扉に掲示

毎時間の小テスト（４５％）＋１０回のレポート（５０％）＋期末試験（５％）
授業回数の三分の二以上の出席がないと単位は認められない。
レポートはＵＮＩＶＥＲＳＡＬ ＰＡＳＳＰＯＲＴから入力すること

随時紹介

全回出席を前提とした授業を行う。
座席指定がある。正当な理由なき遅刻・早退は出席と認めない。授業中の私語、携帯電話は厳
禁。
集団討論、発表が多くある。
小テストは毎時間課する。
レポートを提出する際は、剽窃（不正引用）が明らかになった場合、評価対象とならない場合
がある。〆切を過ぎて提出されたレポートは原則として評価の対象にならない。
学生参加型授業なので、積極的な参加なしに単位の修得は困難である。

対面授業。集団討論、ディベートを多数回実施する。授業時間２時間（１回）と学生の自習４
時間を想定した授業を行う。

国際文化学科　２・３・４年次対象

中一種免（社会）選択、高一種免（公民）選択

家族、婚姻、教育、相続、中国、日本、ディベート　コミュニケーション能力　対立管理　
ファシリテーション　ミディエイション

（授業の目標）知識・理解の観点：1家族の基本的機能について説明できる。思考・判断の観
点：情報や知識を複眼的、論理的に分析できる。関心・意欲の観点：1関心・意欲の観点：1家
族問題について討議ができ、関心がもて、問題解決の為に行動する意欲が持てる。技能・表現
の観点：1自分の意見を伝える能力が分かる　2基本的な統計のリサーチができる。態度の観
点：1自らを律して行動できる必要性がわかる。2他者と協調・協働して行動のための努力がで
きる。3他者に方向性を示し目標の実現のために動員しようとチャレンジできる。（カリキュラ
ム上の位置付け）学科専門共通科目に位置付けられている。

　東アジアの社会や文化にアプローチする上で，社会類型の一つとしての家族についての理解
は必須である。その客観的な構造を知るだけではなく，婚姻・教育・相続といった日常生活の
局面で，何を目的としてこれらの行為を選択しているのかについて考察することによって，そ
の生活と意識の全側面にわたる特徴も明らかにされる。この授業では，日本と中国を中心的に
取り上げ，婚姻・教育・相続などに見られる戦略からその目的を明らかにし，他の東アジア諸
社会との相比を試みる。
　特に、家族の機能、夫婦別姓、少子化をテーマとして集団討論やディベートを行うことに
よって理解を深め、有名ブランド子供服や育児雑誌などに関する日中の資料を比較する中で、
子供観の変化、家族観の変化について学ぶ。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本地域論

酒川　茂

広島キャンパス　1811研究室

別途指示する。

期末試験60％，課題レポート（宿題）30％，授業への参加度10％の割合で評価する。試験は指
定された教室 （試験室）において，持ち込み可で実施する。期末試験は指定された試験日の授
業時間（90分）内で実施す　る。
言うまでもないが，「学生便覧」の［試験（定期試験）］に記されているとおり，「授業に3分
の2以上出席していること。」を適用し，出席回数が規程に満たない学生は試験を受けられない
ので，注意すること。

テキストは使用せず，プリントを適宜配布する。

酒川　茂（1988）「広島県豊町大長における水組の構造と変容−生活用水供給の水利集団−」広
島女子大学文学部紀要23，135〜154．

履修予定者は，常に，ニュース等によって現在の日本情勢を把握しておくことが望ましい。
授業中，携帯電話等の使用は厳禁する。特に検索が必要な場合は許可を得ること。
また，正当な理由のない遅刻は出席とみなさない。

講義形式の対面授業。必要に応じて，簡単な図表やコメントを作成する演習形式を併用し，そ
の結果をレポートとして求める。各レポートの提出期限は通常，次回授業の終了時とする。

国際文化学科　２年次対象

中一種免（社会）選択、高一種免（地歴）選択

地誌学，現代日本，生活様式，文化景観，食文化，産業構造

高校で地理を履修していない場合でも理解できるよう，具体的事例をもとに，地域固有の生活
様式が形成された過程に関与した自然条件と人文社会条件を考察し，基本的な地誌学的視点と
方法を身につけていく。
「日本地域論基礎演習」「日本地域論演習」の受講に際しては，本科目を履修済みであること
が前提となる。

国際間，ならびに国内諸地域間で展開されている地域的関係を視野に入れながら，主に地誌学
的視点から日本の地域的性格を探求する。現代日本における生活様式を成立させる上で重要な
文化景観，食文化，産業構造，土地利用，集落立地，人口構成，人口移動等からなる諸要素を
見出し，それらが相互に補完しあって形成された人文環境の全体像を理解するため，自然環境
との関連や時系列的な発展過程を含む複数の具体的事例を提示・検討し，考察してゆく。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本地域論基礎演習

酒川　茂

広島キャンパス　1811研究室

別途指示する。

前期総括レポート40％，課題の達成度40％，巡検への対応20％の割合で評価する。
「学生便覧」の［試験（定期試験）］に記されているとおり，「授業に3分の2以上出席してい
ること」は必須である。

テキストは使用しない。収集すべき資料の内容や分析枠組みは適宜指示する。

酒川　茂（2012）「大学地理教育における地域性探求能力の獲得に向けて−日本酒の消費と生産
からみたプロジェクト学習の実践−」新地理60（2），32-44．

受講生の課題報告・検討を前提に授業を進めるので，教室外での学習を行うことが必須とな
る。授業に欠席した場合，次回以降必ず課題報告を行わなければならない。
通常，この対応を授業時間内に確保することは不可能なので，追加レポートの対象とする。

演習。初回に提示する授業の目標・構成に基づき，受講者全員が課題報告し，検討を積み重ね
てゆく形式をとる。
また，学外授業（巡検：プレゼンテーションを伴うフィールドワーク）は，調査対象者の日程
に従う必要があるので，ほとんどの場合，授業時間外で実施する。

国際文化学科　３年次対象

中一種免（社会）選択、高一種免（地歴）選択

現代日本，生活様式，文化景観，食文化，産業構造

「日本地域論」を基礎に，地誌学的調査のための視点と，資料収集からテーマ設定，分析に至
る能力を身につけることができるよう，受講生が実践的学習活動を行う科目として位置づけら
れる。
受講に際しては「日本地域論」を履修済みであることが前提となる。
また，学科共通専門科目「人文地理学」と学科専門科目「日本地域論特論」を履修済みである
か，あわせて受講することが望ましい。

日本を事例として，現代社会における生活様式を成立させている諸要素を見出し，人文環境の
全体像を自ら描くことができるよう，分析対象を酒造・酒販にしぼり，対象地域に出向いての
学外授業（巡検：プレゼンテーションを伴うフィールドワーク）や，文献（先行研究）講読を
行うことによって，地誌学的な視点に基づいた問題意識の明確化を目指す。
地表面における人間の活動が対象であるから，自然環境の影響や地域の時系列的発展に対する
理解にも留意して演習を進める。
ほぼ毎週，全員に課題報告を求めて相互に検討し，学外授業（巡検）の準備・実施・レポート
作成を重ねていくため，「学生便覧」の［単位制度（単位の基準）］に記されているとおり，
「授業時間外の自主的学修時間」（授業時間の2倍）が必要である。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本地域論演習

酒川　茂

広島キャンパス　1811研究室

別途指示する。

レポート40％，課題の達成度40％，フィールドワークへの対応20％の割合で評価する。
「学生便覧」の［試験（定期試験）］に記されているとおり，「授業に3分の2以上出席してい
ること」は必須である。

テキストは使用しない。収集すべき資料の内容や分析枠組みは適宜指示する。

酒川　茂（2012）「大学地理教育における地域性探求能力の獲得に向けて−日本酒の消費と生産
からみたプロジェクト学習の実践−」新地理60（2），32-44．

受講生の課題報告・検討を前提に授業を進めるので，教室外での学習を行うことが必須とな
る。授業に欠席した場合は，次回以降必ず課題報告を行わなければならない。
通常，この対応を授業時間内に確保することは不可能なので，追加レポートの対象とする。

演習。初回に提示する授業の目標・構成に基づき，受講者全員が課題報告し，検討を積み重ね
てゆく形式をとる。
また，学外授業（巡検：プレゼンテーションを伴うフィールドワーク）は調査対象者の日程に
従う必要があるので，ほとんどの場合，授業時間外で実施する。

国際文化学科　３年次対象

中一種免（社会）選択、高一種免（地歴）選択

現代日本，生活様式，文化景観，食文化，産業構造

「日本地域論」を基礎に，地誌学的調査のための視点と，資料収集からテーマ設定，分析に至
る能力を身につけることができるよう，受講生が実践的学習活動を行う科目として位置づけら
れる。
受講に際しては「日本地域論」「日本地域論基礎演習」を履修済みであることが前提となる。
また，学科共通専門科目「人文地理学」と学科専門科目「日本地域論特論」を履修済みである
か，あわせて受講することが望ましい。

日本を事例として，現代社会における生活様式を成立させている諸要素を見出し，人文環境の
全体像を自ら描くことができるよう，分析対象を酒造・酒販にしぼり，対象地域に出向いての
学外授業（巡検：プレゼンテーションを伴うフィールドワーク）や，文献（先行研究）講読を
行うことによって，地誌学的調査方法の習得を目指す。
各段階で必要な資料の収集や調査項目の検討に際しては，人文地理学的視点も取り入れて演習
を展開する。
ほぼ毎週，全員に課題報告を求めて相互に検討し，学外授業（巡検）の準備・実施・レポート
作成を重ねていくため，「学生便覧」の［単位制度（単位の基準）］に記されているとおり，
「授業時間外の自主的学修時間」（授業時間の2倍）が必要である。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本地域論特論

酒川　茂

広島キャンパス　1811研究室

別途指示する。

期末試験70％，課題レポート（宿題）20％，授業への参加度10％の割合で評価する。　試験は
指定された教室（試験室）において，持ち込み可で実施する。期末試験は指定された試験日の
授業時間（90分）内で実施する。
「学生便覧」の［試験（定期試験）］に記されているとおり，「授業に3分の2以上出席してい
ること。」を適用し，出席回数が規程に満たない学生は試験を受けられないので，注意するこ
と。

テキストは使用せず，プリントを適宜配布する。

樋口忠彦（1975）『景観の構造：ランドスケープとしての日本の空間』，技報堂出版．
酒川　茂（2004）『地域社会における学校の拠点性』，古今書院．

「日本地域論基礎演習」「日本地域論演習」を履修する（想定している）場合，本科目を受講
しておくことが望ましい。
授業中，携帯電話等の使用は厳禁する。特に検索が必要な場合は許可を得ること。
また，正当な理由のない遅刻は出席とみなさない。

講義形式の対面授業。必要に応じて，簡単な図表やコメントを作成する演習形式を併用し，そ
の結果をレポートとして求める。
各レポートの提出期限は通常，次回授業の終了時とする。

国際文化学科　２・３・４年次対象

中一種免（社会）選択、高一種免（地歴）選択

日本，生活様式，文化景観，食文化，産業構造

学科共通専門科目「人文地理学」を基礎に，先行研究の事例を検討することによって，現代日
本の生活様式，文化景観，食文化が形成された必然性を考察し，人文地理学の視点と方法を身
につけていく。
「日本地域論基礎演習」「日本地域論演習」の履修を想定している場合，本科目を受講してお
くことが望ましい。

現代日本においてみられる生活様式は，人々が常に自然環境に働きかけ，人文環境を形成・変
化させてきた営為の帰結として存在する。これらの営為はさまざまな要素からなっているが，
特に文化的事象の分布とその形成過程に注目し，人文地理学的な分析枠組みを提示することに
より，地域性と地域構造に関する理解を深める。主として文化の形成と継承・伝播についての
理解を深める。
また，地域社会における行事・組織・活動にみられる住民の相互関係等の具体例を挙げ文化の
継承システムとしての学校と地域社会の関係にも言及する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本地域史論（日本史）

秋山伸隆

広島キャンパス　1924研究室

月曜日5時限、金曜日5時限。そのほかの時間帯でも在室時はいつでも対応する

期末試験およびレポートで評価する。

テキストは使用しない。プリントを配布する。

参考文献は適宜指示する。

　出席カードを毎週配布するので積極的に質問・感想を記して欲しい。

　対面授業

国際文化学科　２年次対象

中一種免（社会）必修、高一種免（地歴）必修、学芸員資格に係る選択必修

東アジア，瀬戸内海，中国地域，地域史，中央権力，地域権力

　地域の視座から、瀬戸内海・中国地域の歴史的展開を概観し，この地域がまつ歴史的な性格
を理解することを目標とする。また，日本史の概論に相当する内容も含み、日本地域史特論・
日本地域史基礎演習・日本地域史演習へと続く一連の授業の出発点ともなる。

　中世から近世に至る瀬戸内・中国地域の歴史的展開を概観し，日本列島全体の歴史のなか
で，この地域が持つ歴史的な性格と特徴を理解させる。とくに「中国」という地域呼称が南北
朝時代に登場することの意義を解明し，中世における中央政権と地域権力の相互既定的な関係
を明らかにする。また，海上交通路が，東アジア世界と日本列島および日本国内の中央と地方
の政治的・経済的・文化的交流の大動脈であったことを明らかにし，地域史の視点から地域と
国家の歴史を再検討する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本地域史論基礎演習

秋山　伸隆

広島キャンパス　1924研究室

とくに定めない。随時対応する。

毎週の報告の内容、質疑応答の内容などにより評価する。

『中世法制史料集』（岩波書店）。コピーを配布する。

参考文献は適宜指示する。

日本地域史論および日本地域史論特論を履修していることが望ましい。

対面授業

国際文化学科　３年次対象

中一種免（社会）選択、高一種免（地歴）選択、学芸員資格に係る選択必修

古記録，古文書，文献史料，地域史

古記録・古文書等の解読のための基礎的知識と地域史研究の視点と方法を修得することを目的
とする。日本地域史論演習、さらには卒業論文作成へと続く。

日本地域史研究のための基本史料である古記録・古文書等の読解のための基礎的知識を習得さ
せることを目的として、武家家法の一つである「大内氏掟書」を『中世法制史料集』第三巻
（岩波書店）をテキストとして講読する。
前半は一条の内容を徹底的に読む作業、後半はあるテーマについて史料を収集して報告する形
式で進める。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本地域史論演習

秋山　伸隆

広島キャンパス　1924研究室

とくに定めない。随時対応する。

毎週の報告の内容、質疑応答の内容などにより評価する。

テキストは使用しない。プリントを配布する。

参考文献は適宜指示する。

日本地域史論基礎演習を履修していることが条件となる。

対面授業

国際文化学科　３年次対象

中一種免（社会）選択、高一種免（地歴）選択、学芸員資格に係る選択必修

戦国大名毛利氏，武家文書，

日本地域史基礎演習での学習を前提として，原文書の解読能力，史料批判能力，史料の分析能
力を身に付けさせることを目的とする。卒業論文作成へと続く。

日本地域史基礎演習で修得した古記録・古文書等の読解のための基礎的知識を土台として，史
料批判と史実の確定，歴史叙述のための専門的な知識と分析能力を身に付けさせることを目的
とする。全国的に見ても質量ともに第一級の史料である戦国大名毛利氏関係の原文書の写真版
を利用し，史料の読解と分析結果を報告させ，史料の正確な読解の重要性を理解させ，4年次の
卒業論文作成に発展させる。今年度は毛利隆元関係文書を取り上げる。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本地域史論特論

秋山　伸隆

広島キャンパス　1924研究室

とくに定めない。随時対応する。

期末試験で評価する。

テキストは使用しない。プリントを配布する。

授業の進行にあわせて適宜指示する。

対面授業

国際文化学科　２・３・４年次対象

中一種免（社会）選択、高一種免（地歴）選択、学芸員資格に係る選択必修

戦国大名，毛利元就，毛利隆元，守護職，

戦国大名論をテーマとする。具体的には，戦国大名毛利隆元を素材として，日本中世の歴史の
中に戦国大名を位置付けることをを目標とする。日本地域史基礎演習・日本地域史演習の受講
するものは、日本地域史論と特論を受講することが望ましい。

毛利隆元の誕生から死に至るまでの生涯を辿りながら、戦国時代に日本列島各地に成立した戦
国大名とはいかなる存在であったのかを考える。
郡山城跡を見学するフィールドワークを土曜日又は日曜日に実施する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

海外研修 Ⅰ（人間文化・前期）（読替）

丸山浩明、吉本和弘

広島キャンパス　　丸山浩明1712　吉本1824

掲示によって指示する。

海外で，語学研修やその他の活動に自主的に参加した後，所定の書類と研修や活動に関する報
告（A4用紙1〜2枚，1200字以上）を提出し，所属学部の教授会で，その内容が，90時間の学修
（2単位分）に相当すると判断されれば，単位を認定する。

なし

研修先や研修内容及び海外渡航における危機管理等については，各種ガイダンスに積極的に参
加して情報収集に努めてください。
春季夏季休業中の協定校等での語学研修（最低２週間以上のプログラム）は対象となります。
正規の長期留学には適用されません。課外プログラム（相手方のカリキュラム等）を利用する
点および自主的選定・参加に基づく点から、引率等固定した対応はしません。また、海外にお
いてあるいはその往復を含む研修期間における事故等については、基本的に学生本人が責任を
負うものとします。

本科目は，認定科目であり，授業は開設しない。

全学部全学科　１〜４年次対象

海外での研修プログラム

海外での研修を通して，文化の多様性を知り，共生社会を実現してゆける柔軟な思考力と実践
力を身につけることを目標とする。
本科目は，全学共通教育科目に位置付けられる。
履修登録は必要ない。キャップ制度の対象外科目である。

海外の大学等での語学研修プログラムやその他の活動プログラムに自主的に参加し、その研修
内容が本学の教育にふさわしいと判断された場合，この科目名で単位を認定する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

海外研修 Ⅰ（人間文化・後期）（読替）

丸山浩明、吉本和弘

1712, 1824

それぞれの教員に事前に連絡してください。

海外で，語学研修やその他の活動に自主的に参加した後，所定の書類と研修や活動に関する報
告（A4用紙1〜2枚，1200字以上）を提出し，所属学部の教授会で，その内容が，90時間の学修
（2単位分）に相当すると判断されれば，単位を認定する。

研修先や研修内容及び海外渡航における危機管理等については，各種ガイダンスに積極的に参
加して情報収集に努めてください。
春季夏季休業中の協定校等での語学研修（最低２週間以上のプログラム）は対象となります。
正規の長期留学には適用されません。課外プログラム（相手方のカリキュラム等）を利用する
点および自主的選定・参加に基づく点から、引率等固定した対応はしません。また、海外にお
いてあるいはその往復を含む研修期間における事故等については、基本的に学生本人が責任を
負うものとします。

海外での研修を通して，文化の多様性を知り，共生社会を実現してゆける柔軟な思考力と実践
力を身につけることを目標とする。
本科目は，全学共通教育科目に位置付けられる。
履修登録は必要ない。キャップ制度の対象外科目である。

１〜４年次対象

海外研修、単位認定

海外での研修を通して，文化の多様性を知り，共生社会を実現してゆける柔軟な思考力と実践
力を身につけることを目標とする。
本科目は，全学共通教育科目に位置付けられる。
履修登録は必要ない。キャップ制度の対象外科目である。

海外の大学等での語学研修プログラムやその他の活動プログラムに自主的に参加し、その研修
内容が本学の教育にふさわしいと判断された場合，この科目名で単位を認定する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

海外研修 Ⅱ（人間文化・前期）（読替）

丸山浩明、吉本　和弘

1712, 1824

それぞれの教員に事前に連絡してから面談してください。

海外で，語学研修やその他の活動に自主的に参加した後，所定の書類と研修や活動に関する報
告（A4用紙1〜2枚，1200字以上）を提出し，所属学部の教授会で，その内容が，90時間の学修
（2単位分）に相当すると判断されれば，単位を認定する。

研修先や研修内容及び海外渡航における危機管理等については，各種ガイダンスに積極的に参
加して情報収集に努めてください。
春季夏季休業中の協定校等での語学研修（最低２週間以上のプログラム）は対象となります。
正規の長期留学には適用されません。課外プログラム（相手方のカリキュラム等）を利用する
点および自主的選定・参加に基づく点から、引率等固定した対応はしません。また、海外にお
いてあるいはその往復を含む研修期間における事故等については、基本的に学生本人が責任を
負うものとします。

認定科目であり、授業はない。

１〜４年次対象

海外研修、単位認定

海外での研修を通して，文化の多様性を知り，共生社会を実現してゆける柔軟な思考力と実践
力を身につけることを目標とする。
本科目は，全学共通教育科目に位置付けられる。
履修登録は必要ない。キャップ制度の対象外科目である。

海外の大学等での語学研修プログラムやその他の活動プログラムに自主的に参加し、その研修
内容が本学の教育にふさわしいと判断された場合，この科目名で単位を認定する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

海外研修 Ⅱ（人間文化・後期）（読替）

丸山浩明、吉本和弘

1712, 1824

それぞれの教員に事前に連絡してから面談してください。

海外で，語学研修やその他の活動に自主的に参加した後，所定の書類と研修や活動に関する報
告（A4用紙1〜2枚，1200字以上）を提出し，所属学部の教授会で，その内容が，90時間の学修
（2単位分）に相当すると判断されれば，単位を認定する。

研修先や研修内容及び海外渡航における危機管理等については，各種ガイダンスに積極的に参
加して情報収集に努めてください。
春季夏季休業中の協定校等での語学研修（最低２週間以上のプログラム）は対象となります。
正規の長期留学には適用されません。課外プログラム（相手方のカリキュラム等）を利用する
点および自主的選定・参加に基づく点から、引率等固定した対応はしません。また、海外にお
いてあるいはその往復を含む研修期間における事故等については、基本的に学生本人が責任を
負うものとします。

単位の認定のみであり授業は行わない。

海外での研修を通して，文化の多様性を知り，共生社会を実現してゆける柔軟な思考力と実践
力を身につけることを目標とする。
本科目は，全学共通教育科目に位置付けられる。
履修登録は必要ない。キャップ制度の対象外科目である。

海外の大学等での語学研修プログラムやその他の活動プログラムに自主的に参加し、その研修
内容が本学の教育にふさわしいと判断された場合，この科目名で単位を認定する。



2017/4/12

201 / 420

授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英米社会文化論

吉本　和弘

広島キャンパス　1824研究室

掲示によって指示します

毎回の課題の提出（20％）、マザーグースの歌唱テスト（20％）、筆記試験（60％）によりま
す。

The Annotated Alice,　Definitive Edition.  Penguin Books

最初の授業で指示します。

対面授業。講義形式と演習形式の併用。『不思議の国のアリス』の原文の精読と作品分析。
イギリスのノンセンスの伝統についての解説。
英国の伝承童謡マザー・グースの歌の歌唱指導。

国際文化学科　２年次対象

中一種免（英語）選択，高一種免（英語）選択

英語圏の伝承童謡、英米児童文学、ヴィクトリア朝時代の英国とその大衆文化や社会思潮、ノ
ンセンス文学と言語学

英米児童文学の黄金時代と言われるヴィクトリア朝後期から２０世紀初頭にかけての英国の文
化や社会思潮を、作品の鑑賞と、作者や関係者の生活の記録などから考え、英国文化研究の基
本的知識を身につけます。同時に、英語圏の伝承童謡Nursery Rhyme
（Mother Gooseの唄）の歌唱練習により英語のリズムとライム、英語圏の共通文化知識につい
て学びます。
英米社会文化論基礎演習、英米社会文化論演習を履修する上でも基礎的な知識と情報を提供し
ます。また、児童文学作品とその映画化の問題についても考察します。

ヴィクトリア朝期の児童文学の重要作品としてのLewis Carroll, Alice's Adventures in 
WonderlandおよびThrough the Looking-Glass and What Alice Found Thereの原文を精読し
て、内容について議論します。作品に関する研究論文も読む訓練を行い、論文執筆の基礎も養
います。同時に作者Carroll の生きた時代とその諸問題について多面的に概説し、児童文学と
社会の関係についても考察します。並行して、英国伝承童謡のマザー・グースの歌について学
びます。一回に２?３曲実際に歌う練習をします。これは各自反復練習して歌えるようになって
もらいたいと思います。
作品の内容に関する質問票に答えてくるなどの課題を課しますので、それを着実に提出してく
ださい。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英米社会文化論基礎演習

吉本　和弘

広島キャンパス　1824研究室

掲示により指示します

練習段階での参加度、チームワークへの貢献度、役者としての完成度、演技の出来、練習期間
おける貢献度、終了時の反省レポートなど多面的に評価します。

配布資料（台本）によっておこないます。

授業内で指示します。

英語で役を演じるという事は、非常に総合的な、長時間の訓練を要する活動です。チームで協
力して作品を完成させるために、あらゆる努力が必要になります。協調性とチャレンジ精神が
求められます。他のメンバーに迷惑をかけないよう、時間外であっても練習に極力参加する事
が求められます。演劇の経験は必要ありませんが、新たな自分を発見したい人の参加を求めま
す。授業時間外の長時間の練習、準備が必要になること、また、授業時間、あるいは授業期間
外に公演を行う事を十分に了解した上で履修してください。公演で舞台に立つ事が単位取得の
条件です。

シェイクスピアのロマンス劇『テンペスト』をクラス全員で舞台公演します。シェイクスピア
最後の作品とされ、許しをテーマとするこの作品は現代の世界を理解する上でも重要な視点を
与えてくれるでしょう。台本はシェイクスピアの原作ではなく、現代語訳されたものを使いま
す。作品とセリフの意味を理解した上で、演技の練習、台詞の発声の練習、演出の検討など多
面的な活動を行います。最後の舞台公演は、観客を入れて上演します。

国際文化学科　３年次対象

中学校英語、高等学校英語

英語劇の実演、シェイクスピア、『十二夜』

配役を決め、登場人物の心理について考えながら演じる練習を重ねます。この経験を通じて、
英語の知識を自己表現のツールとして捉えつつ、言語を越えた、効果的なコミュニケーション
の方法についても身につけてゆく事が出来るでしょう。観客を前にして舞台公演をやり遂げれ
ば、自分の英語力にも自信がつき、人前で大声を出すことに抵抗がなくなるでしょう。

今年はシェイクスピア作『十二夜』のテーマについて考え、その大きなテーマの中でそれぞれ
の登場人物が担う役割について考えます。そして、この作品を履修者全員で演じて舞台公演す
るために、配役を決めて演技の練習を重ねてゆきます。テキストの読み、配役の決定、台詞の
練習、衣装や背景などの制作等の活動を行います。皆で稽古するまでに、自分のセリフを十分
に練習してくることが求められます。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英米社会文化論演習

吉本　和弘

広島キャンパス　1824研究室

掲示により指示します

研究発表と英文エッセイの内容によって評価します。

『Beginning Postcolonialism英語で読む現代世界の文化・社会・言語』John McLeod著、英宝
社、1900円　これに加えて配布資料を使います。

エドワード・サイード『オリエンタリズム』、『文化と帝国主義』

輪読をする場合、担当箇所は責任を持って準備してくる事が求められます。担当でなくても自
分の意見をまとめた上で授業に臨んでください。
英米社会文化論基礎演習からの継続した履修が望ましい。

対面授業と演習形式授業の併用。
教員の概説を聴き、重要作品のテキストに触れた上で、各自の研究テーマを設定し、研究発表
を行います。最終的に英文エッセイを書きます。
授業内では、解説やディスカッションにおいてなるべく英語を多用するようにします。

国際文化学科　３年次対象

オリエンタリズム、ポストコロニアリズム、ハイブリディティ、文化と帝国主義、ジェンダー

現代世界における重要概念であるポストコロニアリズム（植民地主義と帝国主義以後の世界に
おける文化批評）の理解を深めるため、植民地主義と関係の深い冒険物語の系譜とその問題点
について扱った英語文献および日本語文献を読んで、ヨーロッパにとって「冒険物語」が植民
地活動とどう関わったのかを考え、現代の世界状況が植民地時代とどうつながっているのか、
また現代世界の文化帝国主義の状況はいかなるものか、帝国主義とジェンダーの問題について
も考察し、議論します。文化研究の重要概念について理解し、アカデミックな議論が出来るよ
うになる事を目指します。

「オリエンタリズム」「ポストコロニアリズム」「ハイブリッド」「文化帝国主義」などの重
要概念についてテキストを読みながら学びます。これらの概念を学んだ上で、大衆文学や児童
文学、ポピュラーカルチャーに現れた文化の問題に関して、英文エッセイを書きますので、そ
のための指導もします。
また冒険物語の系譜と植民地主義の関係について解説します。デフォーの『ロビンソン・ク
ルーソー』とその変形譚、ライダー・ハガードの『ソロモン王の洞窟』、J. M. バリーの
『ピーター・パン』、キプリングの『ジャングル・ブック』などの作品の一部を読みます。意
見発表においてはなるべく英語で行ってもらいます。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英米社会文化論特論

吉本　和弘

広島キャンパス　1824研究室

４月以降に掲示します

すべての映画について視聴後に感想や批評、気づきを書き込んだノートを提出する。これに
は、授業で扱わなかったが自分で観た映画についてのコメントも書き込む。このノートと、プ
レゼンテーションと最終レポートの総合評価。

『映画でわかるイギリス文化入門』板倉厳一郎、スーザン・K・バートン、小野原教子著、松柏
社, 2500円

最初の授業で指示します。

授業で取り上げる映画は、その映画を扱う授業時間前に必ず視聴しておく事を求めます。場所
と時間を設定しますので、必ず映画を観てから授業に臨むようにしてください。図書館で見る
事も出来ます。
またテキストで取り上げられていて授業では扱わない映画、あるいは最近の英語圏文化に関す
る映画もできるだけ多く視聴することを推奨します。
グループまたは個人による発表を行ってもらいますので、そのための資料収集や作品研究に十
分な時間を取って下さい。

講義形式と演習形式を併用します。プレゼンテーション、ディスカッション活動を用います。
授業中の解説や議論において英語を使用する部分を出来るだけ多くします。
授業時間前の指定された時間に、題材とする映画を観ておく事が必要です。

国際文化学科　２・３・４年次対象

中学校英語、高等学校英語

映画と文化、メディアと文化、イギリス文化、ジェンダー、階級、人種、教育、宗教、帝国主
義、植民地主義、ポストコロニアリズム、異文化理解、映画化による原作あるいは事実の変更
について

イギリス、アイルランド、そしてイギリスと日本の関係を描いた映画13本を題材にしてイギリ
スを中心とする英語圏の文化、あるいは異文化理解の諸問題について議論し、文化研究の基礎
知識を身につけます。
イギリスを中心とした英語圏の文化的つながりや、英語文化と異文化の関わりを考え、英米社
会文化論基礎演習、演習につながるイギリスに関する知識を広く習得します。
映画に描かれている時代背景や各国の文化的要素について、和文だけでなく、英文の資料を書
籍やインターネットで調査し、それをまとめてクラスに対してプレゼンテーションすることに
よって論理的思考と効果的な発表が出来るようになることを目標とします。

映画に描かれたイギリス、アイルランド社会文化について多面的に考察します。ほぼ毎回１
本、計13本の映画を取り上げます。授業時間前にそれぞれの映画を観ておいて、文化に関する
重要テーマについて考えておくことが求められます。
1.担当した映画を、あるテーマについて分析し、プレゼンテーションをします。人数が多い場
合はグループを作って発表を行います。プレゼンの際はハンドアウトを作成し配布します。
2.担当した映画のプレゼンテーションの内容に基づいて、その映画に関してテーマを決めて論
文を執筆します。
3.それぞれの映画の英語の台詞の内容やその翻訳等についも考察します。
（扱う映画については、変更する事もあります）
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英米文化史論

天野　みゆき

広島キャンパス　1816研究室

水曜日４時間目

毎回の授業に対する取り組み状況（レポートを含む）70％、期末レポート30％の割合で評価す
る。

①佐久間康夫他 『概説　イギリス文化史』 （ミネルヴァ書房）
②ウィリアム・シェイクスピア 『十二夜 』 河合祥一郎訳 （角川文庫）。
③５月１９日（金）に上演されるシェイクスピア劇を鑑賞します（チケット代１０００円）。

高橋裕子他 『ヴィクトリア朝万華鏡』 （新潮社）　
谷田博幸 『ヴィクトリア朝百貨事典』 （河出書房新社）

自分が興味をもった事柄について、英語でも日本語でもできる限り多くの本を読んでくださ
い。その成果を授業で積極的に発表してもらうのを期待しています。
　また、授業でとりあげてほしいテーマがあれば申し出てください。できるだけ希望にそうよ
うにします。

対面授業。講義形式と演習形式を併用する。
毎時間、議論と発表の時間を設ける。
テキスト以外に英文の資料を配布するので、１回の授業のために学生は少なくとも１時間の予
習が必要である。

国際文化学科　２年次対象

中一種免（英語）選択、高一種免（英語）選択、学芸員に係る選択必修（平成24年度以降入学生）

イギリス文化、文学、絵画、比較文化

授業の目標
　（１）イギリス文化の特徴と、そこに見出される価値観を理解する。その際、他の国の文化
との相違も視野に入れる。
  （２）歴史・社会・芸術の関連性を考察する。　
  （３）英語の読解力を向上させるとともに、自分で考え、それを表現する力を身につける。

カリキュラム上の位置づけ：　国際文化学科専門科目　文化研究

　まず、イギリス文化を形成する四つの文化圏の特徴を概観し、複合多民族国家としてのイギ
リスのありようを概観する。そして、イギリスを代表する絵画や文学の変遷をたどりながら、
ヨーロッパ全体の文芸潮流との関りや、階級社会の問題、生活様式との関係などを探る。英米
的とはいかなる特徴を有し、その文化に通底する見方、考え方とはどのようなものなのか。主
に18世紀から19世紀の小説や絵画を材料に、歴史・社会・芸術の関連性を広い視野から考察す
る。
　毎週、授業でとりあげる範囲のテキストを読み、疑問点や興味あるトピックについて考える
という課題がなされていることを前提に授業を進める。
　学期中に２回、フィールドワークとして美術館等の展覧会を鑑賞し、レポートを書く。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英米文化史論基礎演習

天野　みゆき

広島キャンパス　1816研究室

水曜日４時間目

毎回の授業に対する取り組み（レポートを含む）70％、学期末レポート30％の割合で評価す
る。

① Charlotte Bronte, Jane Eyre (Oxford World's Classics).（1000円）　（後期の演習でも
使用）
② ウィリアム・シェイクスピア 『十二夜』　河合祥一郎訳　（角川文庫）（400円）
③ 5月19日（金）にイギリスの劇団によるシェイクスピア劇を鑑賞します　（チケット代 1000
円）

英語および日本語で多くの資料を読み、毎回課題をこなすことが要求される授業ですので覚悟
して履修してください。自分が深めていきたいテーマを見つけ、積極的に取り組んでくださ
い。その成果を授業で発表してもらうのを期待しています。
　
毎時間、必ず英語の辞書を持参してください。

対面授業。学生の発表と議論を中心とする演習形式でテキストを講読する。 
１回に読み進む分量は学生の理解度をみながら決めていくが、１回の授業のために少なくとも
２時間の予習が必要である

国際文化学科　３年次対象

イギリス文化、文学、絵画、比較文化

授業の目標
（１）一次資料を読むことを通して、文化に内在する問題を見つけ出し、考察する。その際、
比較文化的手法も取り入れる。
（２）歴史・社会・芸術の関連性を考察する。
（３）自分の研究テーマを見つける。
（４）英語の読解力を向上させるとともに、自分の考えを表現する力を身につける。

カリキュラム上の位置づけ：国際文化学科専門科目　文化研究

19世紀の小説と絵画を用いた演習を通して、「文化」とは同時代の多くの問いや異なる価値観
がぶつかり合う場として、それ自体が矛盾し衝突する様々な語りの場として問題化されるべき
ものであることを学ぶ。
異なる文化と比較することで、イギリス文化の特質を明らかにする。
　　
取り上げた作品の歴史的、社会的、文化的文脈を明らかにしつつ、そこに見出される問題をで
きるだけ多く取り出して議論することで、研究に必要な英語力と各自の問題意識を高める。

テキストと映画の比較も行い、それぞれの特徴を考察する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英米文化史論演習

天野　みゆき

広島キャンパス　1816研究室

水曜日５時間目

毎回の授業に対する取り組み状況（レポートを含む）70％、定期試験30％の割合で評価する。

Charlotte Bronte, Jane Eyre (Oxford World Classics).

　英語および日本語で多くの資料を読み、毎回課題をこなすことが要求される授業ですので覚
悟して履修してください。自分が深めていきたいテーマを見つけ、積極的に取り組んでくださ
い。その成果を授業で発表してもらうのを期待しています。
　毎時間、必ず英語の辞書を持参してください。

対面授業。学生の発表と議論を中心とする演習形式でテキストを講読する。
１回に読み進む分量は学生の理解度をみながら決めていくが、１回の授業のために少なくとも
２時間の予習が必要である。

国際文化学科　３年次対象

イギリス文化、文学、絵画、ジェンダー、比較文化

授業の目標
（１）一次資料を読むことを通して、文化に内在する問題を見つけ出し、考察する。その際、
比較文化的な手法も取り入れる。
（２）歴史・社会・芸術の関連性を考察する。
（３）自分の研究テーマと研究方法を見つける。
（４）英語の読解力を向上させるとともに、自分の考えを表現する力を身につける。

カリキュラム上の位置づけ：国際文化学科専門科目　文化研究

　特にジェンダー構築の問題に焦点を当て、19世紀イギリス小説と絵画にこめられた意味を読
み取っていく。作品が提示する「女」のイメージは誰が、何の目的で、誰に照準を合わせて作
り出した虚構なのか。　こうしたイメージの創造を通して、伝統的、支配的なジェンダー規範
がいかに強化されるのか、あるいはジェンダー規範の転換の可能性が模索されているのか、
人々のジェンダー・アイデンティティはどのように構築されていくのかについて考察する。
　各自が自らの問題と、それを解明するのに適切な手法を見出し、卒業論文につなげていくこ
とを目指す。
　テキストと映画の比較も行い、それぞれの特徴を考察する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英米文化史論特論

天野　みゆき

広島キャンパス　1816研究室

水曜日５時間目

毎回の授業に対する取り組み状況（レポートを含む）70％、期末レポート30％の割合で評価す
る。

佐久間康夫他 『概説　イギリス文化史』 （ミネルヴァ書房）

高橋裕子他 『ヴィクトリア朝万華鏡』 （新潮社）　
谷田博幸 『ヴィクトリア朝百貨事典』 （河出書房新社）

自分が興味をもった事柄について、英語でも日本語でもできる限り多くの本を読んでくださ
い。その成果を授業で積極的に発表してもらうのを期待しています。また、授業でとりあげて
ほしいテーマがあれば申し出てください。できるだけ希望にそうようにします。

対面授業。講義形式と演習形式を併用する。毎回、議論と発表の時間を設ける。

テキスト以外に英文の資料を配布するので、１回の授業のために学生は少なくとも１時間の予
習が必要である。

国際文化学科　２・３・４年次対象

イギリス文化、文学、文化研究理論、比較文化

授業の目標：
（１）各世紀のパラダイムの変遷を理解する。
（２）19世紀イギリス文化の形成・矛盾・変化について考察する。比較文化的視点も取り入れ
る。
（３）文化研究の基礎的な理論を学ぶ。 
（４）英語の読解力を向上させるとともに、自分で考え、それを表現する力を身につける。

カリキュラム上の位置づけ：　国際文化学科専門科目　文化研究

主に文学との関連で、各世紀の根底に存在すると思われる準拠枠としてのパラダイムの変遷
（＜存在の鎖＞から、＜崇高＞＜進化論＞＜モダニズム／ポストモダニズム＞まで）を概観す
る。そして、二つの革命（農業革命、産業革命）、ジャーナリズムの発展、教育、子供と女性
をめぐる問題等の観点から、19世紀イギリス文化の形成・矛盾・変化について考察する。
  
毎週、授業でとりあげる範囲のテキスト（約10ページ）を読み、疑問点や興味を持ったトピッ
クについて考えるという課題がなされていることを前提に授業を進める。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英米文学論

高橋　渡

広島キャンパス　1822 研究室

研究室（１８２２）のドアに掲示。

基本的には，レポート３回 60%，期末試験，40%。授業態度も参考にする。

・テクスト：The Penguin Guide to Literature in English（南雲堂）
・毎回テクストの概要を纏めた資料を配付する。

参考文献はそれぞれの授業の際にリストを配布する。
また、参考文献は高橋研究室のホームページからダウンロード出来る。
URL: http://www.pu-hiroshima.ac.jp/~takahasi/seminar/index.html

対面授業。講義形式。授業で扱う範囲を前もって読み、概要を押さえておくこと。簡単なレ
ポートを３回提出してもらう。

国際文化学科　２年次対象

中一種免（英語）必修、高一種免（英語）必修

英文学史

・英文で書かれた英文学史のテクストを読みながら，ルネッサンス以降を中心に英文学史全体
の概要を流れに沿って解説して行く。
・それぞれの時代の主要な文学作品からの抜粋を原文で読み，具体的にその作品全体の概要を
示す。
・歴史・社会・文化などの時代背景を考慮に入れながら，文体や主題などについて解説し，
個々の作家、及び，その時代の文学の特徴を考察する。
・英文学についての有機的な知識と理解を深める。

The Penguin Guide to Literature in English を読みながら、英文学史を概観する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英米文学論基礎演習

高橋　渡

広島キャンパス　1822研究室

研究室（１８２２）のドアに掲示。

レポートと発表を基礎とし、出席・授業態度を参考にする。

Margaret Drabble, The Millstone (Penguin Books)

参考文献等は授業中に適宜配布する。

対面授業。演習形式。

国際文化学科　３年次対象

中一種免（英語）選択、高一種免（英語）選択

現代英文学

２０世紀英国（アイルランドを含む）の主要な作家の作品を演習形式で読み，文学作品を原文
で正確に読みこなす力を養うとともに，英文学研究の基礎を習得させる。具体的には，２０世
紀英国の代表的な作家の作品を取り上げ，テクストを精読しながら分析・解釈を行い，その作
品の意味を探って行く。また，その過程で，文献の検索や利用の方法，研究の方法論，レポー
トや論文のまとめ方など，英文学研究に必要な基本的知識を習得させることとする。

今年度は、Margaret Drabble, The Millstone を読む。著者は、英国の２０世紀を代表する女
性の小説家であると共に著名な英文学者でもある。この作品は若手英文学者である一人の女性
の心理を巧みに描いた優れた小説である。技法やその背後にある思想などに注目しながら読み
進め、現代文学の特徴とその解釈方法を学ぶ。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英米文学論演習

高橋　渡

広島キャンパス　1822研究室

レポートと発表を基礎とし，出席・授業態度を参考にする。

Margaret Drabble, The Millstone (Penguin Books)

参考文献等は授業中に適宜配布する。

対面授業。演習形式。

国際文化学科　３年次対象

中一種免（英語）選択、高一種免（英語）選択

現代英文学

基礎演習Ⅰで学んだことを基礎に，２０世紀英国（アイルランドを含む）の主要な作家の作品
を演習形式で精読しながら，現代英文学の分析・解釈の方法を習得させる。具体的には，２０
世紀英国の代表的な作家の作品を取り上げ，学生に日本語訳と文学的解釈を発表させ，それに
ついてクラス全体でディスカッションを行い，その後，先行研究で問題にされている点などを
概説した上で，具体的なテクストの分析・解釈を示して理解を深めて行くこととする。

前期に引き続き、Margaret Drabble, The Millstone を読む。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英米文学論特論Ａ

高橋　渡

広島キャンパス　1822研究室

研究室（１８２２）のドアに掲示。

レポートを基礎とし、出席・学習態度を参考にする。

David Lodge, The Art of Fiction （英宝社）資料は授業中に適宜配布する。

対面授業。演習形式・講義形式を併用する。配布する資料を前もって読んでおくこと。

国際文化科　２・３・４年次対象（平成２１年度以降の入学生）

中一種免（英語）選択、高一種免（英語）選択

現代英文学，批評，映画

２０世紀初頭の新しい文学であるモダニズムの代表的な作家，Ｄ．Ｈ．ロレンス、ヴァージニ
ア・ウルフ，ジェイムズ・ジョイスなどを取り上げ、その概要を紹介するとともに、手法や主
題の分析、時代背景の考察を通して、２０世紀英文学の特徴と諸問題を考察する。
また，授業の一部で２０世紀の新しいメディアとしての映画について、その表象・技法などに
ついて考察する。

英国モダニズム文学を中心に、２０世紀英文学について学ぶ。代表的な作品の抜粋を読むと同
時に、時代背景も考慮に入れながら、その時代の文学の特徴について考察する。
サブテクストとして，David Lodge 　の The Art of Fiction を読み，批評の方法を学ぶ。１
５回の授業のうち２回は映画（１作品）を鑑賞し，それについてのディスカッション，及び解
説を行う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英米文学論特論Ｂ

マイケル・ゴーマン　（非常勤講師）

By appointment

Attendance, participation (25%); homework, presentations (50%); final exam/final 
project (25%)

Handouts will be provided to students each week.

There are no required texts, but students should bring a good English-Japanese 
dictionary to class. Smartphone dictionary applications may be insufficient.

1. Attendance and Participation: Attending and participating actively in class is 
required; students who miss more than three classes will fail, and students who are 
more than ten minutes late will be marked absent.
 
2. Homework: Students are expected to complete homework assignments by the beginning 
of each class. Late homework will not be accepted. 

3. Mobile phones: Using mobile phones to call or text during class is not allowed. 
Sometimes students will be allowed to use smartphones as dictionaries or to do 
Internet research. At these times, smartphones must be placed on top of the desks. I 
will take phones from students who break the rules for using mobile phones in the 
classroom. Students who repeatedly violate the rules about using mobile phones will 
be marked absent.

* All writing assignments must be written in English in your own words. Plagiarized 
assignments will receive failing grades. Assignments are due at the beginning of 
class on the date listed. Late homework will not be accepted.

Classes will be conducted in English. The lessons will mix lecture with discussion, 
but students will play an active role in every class. Students serve as discussion 
leaders (DL) for certain weeks. With the other DLs in their groups, students will 
prepare questions and materials for discussing the readings and research topics of 
that week. There will be reading and writing homework for most classes.

国際文化学科　２・３・４年次対象（平成25年度以降入学生)

中一種免（英語）選択、高一種免（英語）選択

Conflict, diversity, history, literary genre, literary history, multiculturalism

This course is designed to improve students' understanding of English and American 
literary history and to develop an awareness of the connections between the two 
traditions. By participating actively in class and completing assigned readings and 
short writing assignments, students will also improve their facility in using English 
to communicate their ideas.

This class will survey English and American literary history from the late 16th 
century to the present. It will present the diversity of English literary genres and 
the evolution of literature in English. Despite being a literature course, this class 
will also introduce students to the history of European colonization of North America 
including the cultural exchange and conflict with the indigenous civilizations of 
North America and African slaves. In particular, we will consider how the different 
cultural traditions of these groups helped shape the unique and eclectic tradition 
called American literature.
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

東アジア文化史論

丸山　浩明

広島キャンパス　1712研究室

　レポート（７０％）、授業での発表（３０％）を総合的に判断して評価する。

プリント　参考文献は随時紹介

『印刷博物誌』（紀伊國屋書店、2001年、図書館蔵）は、必ず参照すること。

　言語・社会を通して文化を理解しようとする学生の履修を歓迎する。また、３年次開設の
「文化史論基礎演習」「文化史論演習」に接続し、３科目を１組とする内容のうちの一つとな
る。さらに、「英米文化史論」「日本文化史論」「東アジア文学論」「東アジア比較文化論」
などとも関連して、文化史や東アジア理解の立体的な研究を可能にする。　隣接分野として
「東アジア社会文化論」などの履修が望ましい。
　学芸員資格の選択科目として、伝達媒体や印刷技術、書籍の成り立ちやブックロードなど、
基本的な考え方を習得する内容を提供する。

　講義形式の対面授業。授業日程に従って講義し、学生のグループ発表等も交えながら実施す
る。学生は授業にレポートや発表が義務付けられる。

国際文化学科　２年次対象

学芸員資格に係る選択必修（平成24年度以降入学生）

印刷出版文化、発信と受信、中国・韓国・日本の文化史交流

　この科目は、国際文化学科の専門科目に位置し、言語・社会や文化を理解するために設定さ
れた授業である。東アジアを総体として理解したい学生を主たる対象に、地域史における文化
交流に重点を置く。印刷出版文化史の学習を通して、文化の伝達の制約や消滅の要因を究明す
る。

　中国・韓国さらに日本を含めて東アジアの交流を支えてきた文化の共通基盤や相互の独自性
を、情報伝播の方面から探求する。特に、印刷出版による文化情報の平準化は、書誌学文献学
的な考察もさることながら、発信者側受信者側ともに特徴を有し、且つ現在のメデイア媒体に
よる通信交流にまで研究の視野を拡げることが可能である　（例えば電子書籍の問題など）。
そこで、日本や中国における印刷出版文化の展開を講述し、書写媒体としてのペーパーロード
や書物の移動としてのブックロードという視点から東アジア地域の特性を物的人的交流による
文化変遷として研究する。同時に文化の伝播と比較の観点から、西洋の印刷出版文化などの要
点にも触れる。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

東アジア文化史論基礎演習

丸山　浩明

広島キャンパス　1712研究室

　レポートや授業への取り組みを総合的に判断して評価する。

プリント

　言語・社会を通して文化を理解しようとする学生の履修を歓迎する。アジアや日本の文化基
層を主体に研究する場合は、「東アジア地域史論」「東アジア社会文化論」「東アジア文学
論」などの基礎演習・演習科目を、総合横断的な文化研究を志望する場合は、「日本文化史
論」「英米文化史論」などの基礎演習・演習科目を履修すると方法論や内容の理解に際して好
ましい。

　演習形式。授業日程に従ってテーマを設定し、学生のグループ発表・個人発表等を中心に実
施する。

国際文化学科　３年次対象

発信と受信、中国・韓国・日本の文化史交流、東アジア文化比較

　この科目は、国際文化学科の専門科目に位置し、言語・社会や文化を理解するために設定さ
れた授業である。東アジアを総体として理解したい学生を主たる対象に、地域史における文化
交流に重点を置く。「東アジア文化史論」、後期開講の「東アジア文化史論演習」とともに３
科目を１組とする内容のうちの一つとなる。文化史研究の方法と方向性を理解修得することを
目標とする。以下の力を養成する。１．資料を探し、適切に利用することができる。２．課題
の特徴を考え、解決方法を探ることができる。３．考えをまとめて資料を作ることができる。
４．内容をわかりやすく正確に伝えることができる。

１，シルクロードの物流を多角的に考える。受講生の話し合いに基づき共通テーマを設定し、
文献検索・情報収集の方法の確認、レジュメ資料の作成方法の確認、レポート作成方法の確
認、発表の練習などを行う。
２，研究の方法や方向性を理解するため、先行研究・新研究の書評（ブックレビュー）作成の
練習をする。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

東アジア文化史論演習

丸山　浩明

広島キャンパス　1712研究室

　レポートや授業への取り組みを総合的に判断して評価する。順序立てて調べ、丁寧に考え
て、きちんと資料を作り、わかりやすく正確に伝えることができる力を求める。

プリント

　言語・社会を通して文化を理解しようとする学生の履修を歓迎する。アジアや日本の文化基
層を研究したい場合は、「東アジア地域史論」「東アジア社会文化論」「東アジア文学論」な
どの基礎演習・演習科目を、総合的横断的文化研究を志望する場合は、「日本文化史論」「英
米文化史論」などの基礎演習・演習科目を履修すると、方法論や内容の理解に際して好まし
い。

演習形式。授業日程に従ってテーマを設定し、学生の個人発表を中心に実施する。

国際文化学科　３年次対象

発信と受信、中国・韓国・日本の文化史交流、比較文化

　この科目は、国際文化学科の専門科目に位置し、言語・社会や文化を理解するために設定さ
れた授業である。東アジアを総体として理解したい学生を主たる対象に、文化交流の研究に重
点を置く。「東アジア文化史論」、前期開講の「東アジア文化史論基礎演習」とともに３科目
を１組とする内容のうちの一つとなる。受講生の自主的な課題設定と研究の方向性・方法論と
を確認しながら、レポートのまとめ方を練習する。

　「東アジア文化史論基礎演習」で学んだ内容を基にして、情報の伝達のされ方、受信受容の
あり方を考察する。発信者側が求めた伝達の対象、あるいは受信者側の要求や制限など、時代
とともに変化し、且つ多様化した人々の意識とその反映としての技術・様式の拡がりあるいは
変容消滅、周辺諸地域への影響や交流を検討する。これにより、物的人的交流を文化史の変遷
として理解する視点を養う。また、特定の地域の特徴や共通性・相違点などを考える。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

東アジア文化史論特論

丸山　浩明

広島キャンパス　1712研究室

　レポート（１回、６０％）、授業での発表と毎回の感想シート等（４０％）を総合的に判断
して評価する。

プリント

　言語・社会を通して文化を理解しようとする学生の履修を歓迎する。「東アジア文化史論」
や同「基礎演習」「演習」などとは特に関連させない。見る機会の少ない中国映画（または中
国を題材とした映像）を通して、文化と時代や男女の生き方を考えてみたい学生の履修を歓迎
する。

　講義形式の対面授業。授業日程に従って講義し、学生のグループ発表等も交えながら実施す
る。学生は授業に出席し、レポートを含む試験や発表が義務付けられる。

国際文化学科　４年次対象

文化と現代

　この科目は、国際文化学科の専門科目に位置し、言語・社会や文化を理解するために設定さ
れた授業である。現在では、東アジア特に中国や韓国の問題が話題に上らない日はない。日本
との関連も深い隣国中国の現代の変化に焦点をあて、映像が伝える問題を理解する。

　２０００年以降に製作放映された中国の映画を題材に、現代中国に対する理解を深める。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

東アジア文学論（中国文学）

栁川　順子

広島キャンパス　１７１３研究室

研究室ドアに掲示する。

授業に対する取り組み状況（30％）、発表（20％）、期末筆記試験（50％）により評価する。

プリント資料を配布。

授業の中で随時紹介する。

中国の古典文学、及びこれに隣接する分野（日本の文学・文化・言語・歴史、中国の文化・言
語・歴史）に興味のある学生には特に受講を勧める。

対面授業。講義を中心に、ほぼ毎回、ディスカッションや発表の機会を設ける。

国際文化学科　２年次対象

中一種免（国語）必修、高一種免（国語）必修

漢字・漢語の特質とその美しさ、話し言葉（白話）と書き言葉（文言）、時代と文学、個人と
社会、現実と幻想、現実参加の志と隠逸思想、近代西洋文明と中国古典

学科専門科目・文化研究の枠に位置づけられる。
日本を含む東アジア一帯の文化を知る上で、一つの重要な基礎となる中国古典のエッセンスを
学ぶ。現代日本人とは異なる情況を生きていた人々の存在を知り、彼らが残した言葉を読み解
くことを通して、論理的で柔軟な思考力の体得を目指す。

近代以前、日本を含む東アジア一帯の知的共通基盤であった中国古典文学の骨格を把握した上
で、いくつかの作品を取り上げて、古代・中世の中国人が持つ世界観や人間観、美意識の特質
を探ってゆく。私たちは、この半ば見知らぬ世界を知ることにより、自らの価値観を相対化
し、異文化を理解することの面白さに出会うだろう。一方、遠い過去の人々の言葉の中に、人
として変わることのない普遍性を見出すことにもなるだろう。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

東アジア文学論基礎演習

栁川　順子

広島キャンパス　１７１３研究室

研究室ドアに掲示する。

授業の準備状況を示すノート（50％）、授業への参加姿勢（30％）、発表課題に対する取り組
み状況（20％）によって評価する。

プリント資料を配布。

授業の中で随時紹介する。

中国の古典文学、及びこれに隣接する分野（日本の文学・文化・言語・歴史、中国の文化・言
語・歴史）に興味のある学生には特に受講を勧める。

対面授業。演習形式。担当者が準備してきた資料に基づき、受講者全員で検討を行う。

国際文化学科　３年次対象

中一種免（国語）選択、高一種免（国語）選択

白居易、『白氏文集』、元〓(禾＋真)、応酬詩

学科専門科目・文化研究。
中国古典語で記された文献を読むための基礎を学ぶ。

中国古典語で記された文献を読み解く基礎を学ぶため、唐代の代表的詩人白居易と、その友人
である元〓(禾＋真)の応酬詩を読む。いくつかのテキストを比較検討して最良の本文を定め、
これに基づいて、訓み下し、語句の解釈、本文の読解を行っていく。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

東アジア文学論演習

栁川　順子

広島キャンパス　１７１３研究室

研究室ドアに掲示する。

授業の準備状況を示すノート（50％）、授業への参加姿勢（30％）、発表課題に対する取り組
み状況（20％）によって評価する。

プリント資料を配布。

授業の中で随時紹介する。

中国の古典文学、及びこれに隣接する分野（日本の文学・文化・言語・歴史、中国の文化・言
語・歴史）に興味のある学生には特に受講を勧める。

対面授業。演習形式。担当者が準備してきた資料に基づき、受講者全員で検討を行う。

国際文化学科　３年次対象

中一種免（国語）選択、高一種免（国語）選択

白居易、『白氏文集』、元〓(禾＋真)、応酬詩

学科専門科目・文化研究。
基礎演習で学んだことを土台として、中国古典語で記された文献に対する読解力を更に高め
る。

東アジア文学論基礎演習で学んだことを土台として、引き続き白居易と元〓(禾＋真)の応酬詩
を精読する。後期の演習では、両詩人の作品の質的な違いについても考察を広げる。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

東アジア文学論特論

栁川　順子

広島キャンパス　１７１３研究室

研究室のドアに掲示する。

授業への参加姿勢（20％）、発表（20％）、ノート（30％）、期末筆記試験（30％）による総
合評価。

前の週にプリント資料を配布。あわせて本ポータルサイト「添付ファイル」にも上げておく。

随時紹介する。あわせて本ポータルサイト「添付ファイル」にも上げておく。

対面授業。講義を中心としながら、随時、ディスカッションや発表の機会を設ける。

国際文化学科　２・３・４年次対象

中一種免（国語）選択、高一種免（国語）選択

『三国志』、曹操、曹丕、曹植、楽府詩、五言詩、建安文壇、漢代の宴席文芸

学科専門科目・文化研究の枠に位置づけられる。
東アジア文学論に連なる科目として、この分野のある特定の問題について考察する。
現代日本からは遠く離れた時代の中国の人々について、彼らの生の軌跡を当時の座標において
正しく把握した上で、彼らの言葉の中に自分たちにも通じる普遍性を読み取ることを目指す。

中国古典文学に関する諸問題の中から、本年度は『三国志』の時代（西暦2〜3世紀）の文学を
取り上げて考察する。漢王朝の瓦解という乱世を治めた曹操と、その息子である曹丕・曹植、
及びその周辺に集った文人集団（建安文壇）の作品を通して、彼らをめぐるこの時代特有の人
間模様、及びいつの世にもあるとも言える骨肉の緊張関係を読み解いてゆく。あわせて、文学
史上画期的な位置を占める建安文学を、それに先立つ漢代の宴席文芸との継承関係という文脈
で捉え直す。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

比較文化論

鄭　銀志

広島キャンパス　1717研究室

水曜日13:00-18:00

グループ別のミニレポート（10点×3回＝30％）、発表（20％）、小テスト（20％）、レポート
（30％）で総合評価する。

特に指定しない。毎回プリントなどを配布する。

アジア諸国の民族服飾や生活文化に興味を持つ学生の積極的な参加を期待する。
１回目の授業でグループ分けをするので、受講希望者は必ず１回目の授業に出席すること。

対面授業。パワーポイントや視聴覚資料・実物の服飾資料を使い、講義と発表形式で行う。
学生は授業に出席し、グループ発表・ディスカッション、小テスト・レポートが義務付けられ
る。

国際文化学科　２年次対象

比較文化、生活文化、民族服飾、東アジア、文化変容、異文化理解

「学習教育目標」
１．アジア各国の服飾文化に関する基礎知識を身につけることができる。
２．服飾という切り口から文化の普遍性と特殊性を理解することができる。
３．日・中・韓の生活文化全般を幅広く理解することができる。

　本科目は、学科専門共通科目の一つとして位置づけられる。

異文化と異文化の間には、相互の特徴を写し出す文化的な構成要素が存在する。服飾はその構
成要素の一つであり、端的に文化的な特徴を表現する。この授業では、日本や朝鮮、中国にお
ける服飾の歴史をたどりながら、お互いの異なる服飾文化の中で、服飾がどのように位置づけ
られ、どのような役割を果してきたのかについて幅広く理解する。また、服飾は生活文化の一
端であることから、あわせて食と住まいについても東アジアの全般を見渡し理解を広める。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

比較文化論基礎演習

鄭　銀志

広島キャンパス　１７１７研究室

水曜日13:00-18:00

中間報告（20％）、発表（30％）、レポート（30％）、発言状況（20％）で総合評価する。

必要に応じてプリントを配布する。

韓国語または中国語を4単位以上履修した者が受講できる。
１回目の授業で発表順番を決めるので、受講希望者は必ず１回目の授業に出席すること。　
比較文化論演習を引き続き受講するのを勧める。

対面授業。授業日程に従って、主に演習形式で行なう。
学生は授業に出席し、レポートや発表が義務付けられる。

国際文化学科　3年次対象

比較文化、東アジア、服飾文化、生活文化、異文化理解

「学習教育目標」
１．比較文化の研究において、基礎となる知識を幅広く習得することができる。
２．先行研究に示された研究内容をまとめ、論理的に説明することができる。 
３．ディベートの力を育むことができる。

　本科目は、学科専門科目の一つとして位置づけられる。

比較文化に関する先行研究論文を用い、研究の方法を学習する。一つの論文を、参加者全員が
個別的な視点で分析・考察し、発表や討議を行なう。第6回目の授業からは、各自論文1編を選
別し、その内容について批判的な視点から考察・発表する。授業の進度に応じて視聴覚資料を
活用し、理解を図るようにする。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

比較文化論演習

鄭　銀志

広島キャンパス　1717研究室

水曜日13:00-18:00

発表（40％）、レポート（40％）、発言状況（20％）で総合評価する。

プリント資料を配布する。

参考文献は授業中に紹介する。

韓国語または中国語を4単位以上履修した者が受講できる。
発表者だけではなく受講者全員が質疑応答に積極的に取り組むことを期待する。

対面授業。授業日程に従って、主に演習形式で行なう。学生は授業に出席し、レポートや発表
が義務付けられる。

国際文化学科　３年次対象

比較文化、東アジア、服飾文化、生活文化、異文化理解

「学習教育目標」
１．自ら研究発表のテーマを設定し、研究方法を確立することができる。
２．研究を進めるにあたって、資料の検索や活用の方法等を身に付けることができる。
３．自らの研究成果を論理的にプレゼンテーションすることができる。
４．ディベートの力を育むことができる。

　本科目は、学科専門科目の一つとして位置づけられる。

基礎演習で培った比較文化研究に関する知識を踏まえた上、一つの研究テーマを設定し比較文
化的な視点から調査・発表する。自ら設定したテーマを、構想・資料の収集・整理・分析・発
表することで、卒論を書く論旨の組み立て方を学ぶ。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

比較文化論特論

鄭　銀志

広島キャンパス　1717研究室

水曜日13:00-18:00

ミニレポート30％、発表30％、レポート40％で総合評価する。

毎回、プリント資料を配布する。

参考文献は授業中に紹介する。

異文化理解、東アジアと西洋の服飾文化に興味を持つ学生の積極的な参加を期待する。
１回目の授業でグループ分けをするので、受講希望者は必ず１回目の授業に出席すること。

対面授業。授業日程に従って、主に講義とグループ発表・ディスカッション形式で行なう。学
生は授業に出席し、発表やレポートの提出が義務付けられる。

国際文化学科　２・３・４年次対象

東アジア、朝鮮通信使、文化受容、異文化理解、比較文化、伝統服飾、西洋服飾、色彩文化

「学習教育目標」
１．17・18世紀における日本と朝鮮の相互認識の実態を、服飾という側面から理解することが
できる。
２．西洋からみた19世紀の日本と朝鮮の服飾文化や色彩文化などについて理解を深めることが
できる。
３．東洋と西洋の衣文化の特質を、比較文化的な視点から幅広く理解することができる。
４．プレゼンテーションの力を育むことができる。

　本科目は、学科専門科目の一つとして位置づけられる。

本講義では服飾という切口からから、17-18世紀の日本人が認識した朝鮮服飾をはじめ、朝鮮人
が認識した日本服飾、19世紀の外国人が認識した日本と朝鮮の伝統服飾文化について考えてい
く。また、西洋服飾の変遷（古代エジプトから現代まで）を辿りながら、東洋と西洋の衣文化
ついて比較考察する。なお、東西におけるスカートとズボンの文化や女装と男装の文化、企業
の衣文化などについて取り上げる。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本社会文化論

高松 亮太

広島キャンパス　１９１１研究室

月・火・木の在室時。それ以外はメールで応相談。
詳細は、研究室のドアに掲示する。

小テスト30％、期末試験70％の割合で評価する。

笠間影印叢刊刊行会編 『字典かな−写本をよむ楽しみ〔新装版〕』 (笠間書院 2003) ほか毎回
資料を配付する｡

『時代別　日本文学史事典　近世編』（東京堂出版、1997）、長島弘明・清登典子編『近世の
日本文学』（放送大学教育振興会、2003）、揖斐高・鈴木健一編『日本の古典　江戸文学編』
（放送大学教育振興会、2006）、松崎仁・白石悌三・谷脇理史編『年表資料　近世文学史』
（笠間書院、2013）ほか授業中に指示する。

・適宜Blu-rayやパワーポイントを使用する｡
・くずし字解読能力の向上には反復学習が不可欠である。授業時間外の自主的かつ積極的な取
り組みを期待する。

対面授業。授業計画に従い、毎回プリントを配布し、主として講義形式で実施する。学生は、
事前に配布されたくずし字のプリントを解読してから授業に臨み、次回授業ではその解答・解
説と、扱った作品やジャンルに関する説明を行う。また、学期中盤に１度小テスト、期末に試
験を行う。

国際文化学科　２年次対象

日本文化、日本文学、江戸文化、近世文芸、変体仮名、くずし字、仮名草子、浮世草子、草双
紙、読本、洒落本、滑稽本、人情本、俳諧、狂歌、浄瑠璃、歌舞伎

国際文化学科の学科共通専門科目。
江戸時代の文芸作品を原文で読解することを通して、江戸時代の文学の展開や豊饒な江戸文化
の一端を理解するとともに、くずし字解読能力の向上を図る。また、江戸時代の文学作品など
の文献、資料の内容を読み解くためのアプローチも同時に学ぶ。

江戸時代には、それ以前の伝統文化を踏まえつつ、多種多様な文芸が生み出された。本授業で
は、そうした江戸時代の文芸に関する知識や諸資料を読み解くための基礎を学ぶ。まず原資料
に触れることの意義やくずし字・書誌学に関する基礎的な事柄について解説し、簡単な練習問
題を経たうえで､ 江戸時代に生み出された代表的な文学作品を､版本の影印（写真に撮り印刷し
たもの）を用いて読み解いていく。可能ならば肉筆資料も取り上げ、遺墨を通じて江戸時代の
人々の文雅の世界を鑑賞したい。展覧会などで原典を自力で味わいたい人にもオススメ。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本社会文化論基礎演習

高松 亮太

広島キャンパス　1911研究室

月・火・木の在室時。それ以外はメールで応相談。
詳細は、研究室のドアに掲示する。

作成資料および発表内容50％、討議への参加状況30％、期末課題20％の割合で評価する。

プリントおよび発表者の資料。

『日本古典文学大辞典』全6巻（岩波書店、1983-85）、『日本古典文学大事典』（明治書院、
1998）、雲英末雄編『新版　近世文学研究事典』（おうふう、2006）、河野哲也『レポート・
論文の書き方入門　第3版』（慶應義塾大学出版会、2002）ほか授業中に適宜紹介する。

・個人あるいはグループによる発表、および討議が中心となる。発表担当の学生は責任をもっ
て準備をすること。また、討議では積極的に発言し、自ら授業を作っていくよう心がけるこ
と。
・無断欠席は厳禁。
・原則として「日本社会文化論」の単位を取得していること（留学等特別な事情がある場合を
除く）。

対面授業。主として演習形式で行う。

国際文化学科　３年次対象

日本文化、日本文学、江戸文化、近世文芸、仮名草子、浮世草子、草双紙、読本、洒落本、滑
稽本、人情本、俳諧、狂歌、浄瑠璃、歌舞伎

国際文化学科の学科共通専門科目。
江戸時代には、それ以前の伝統文化を踏まえつつ、多種多様な文芸が生み出された。本授業で
は、江戸文化・文芸研究の現状を把握し、教室全体で共有するとともに、自ら課題を設定し、
解決するためのプロセスを習得する。また、口頭発表および討議を重ねることで、プレゼン
テーションスキルやディスカッションスキルの向上を目指す。

近世文芸のジャンルごとに担当者を決め、各ジャンルや作品、作家の研究状況について説明し
たうえで、任意に選んだ先行研究論文の内容についてプレゼンを行う。その後、受講者全員で
討議・批評を行い、江戸文化・文芸の分析・研究方法を身につけるとともに、論理的思考力を
養う。

発表者は１週前の授業で、選定した先行研究論文のコピーおよび作品本文を配布する。受講者
はその論文と作品本文を熟読し、問題点・疑問点などを抽出したうえで授業に臨むこと。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本社会文化論演習

高松 亮太

広島キャンパス　1911研究室

月・火・木の在室時。それ以外はメールで応相談。
詳細は、研究室のドアに掲示する。

作成資料および発表内容50％、討議への参加状況30％、期末課題20％の割合で評価する。

プリントおよび発表者の資料。

『日本古典文学大辞典』全6巻（岩波書店、1983-85年）、『日本古典文学大事典』（明治書
院、1998年）、雲英末雄編『新版　近世文学研究事典 』（おうふう、2006年）ほか授業中に指
示する。

・個人あるいはグループによる発表、および討議が中心となる。発表担当の学生は責任をもっ
て準備をすること。また、討議では積極的に発言し、自ら授業を作っていくよう心がけるこ
と。
・無断欠席は厳禁。
・原則として「日本社会文化論基礎演習」の単位を取得していること（留学等特別な事情があ
る場合を除く）。

対面授業。主として演習形式で行う。

国際文化学科　３年次対象

日本文化、日本文学、江戸文化、近世文芸、仮名草子、浮世草子、草双紙、読本、洒落本、滑
稽本、人情本、俳諧、狂歌、浄瑠璃、歌舞伎

国際文化学科の学科共通専門科目。
日本の文学、演劇、思想、芸術などの文化的事象を対象に、自らの関心に応じて問題を設定
し、それを解決するためのプロセスを習得する。また、口頭発表および討議を重ねることで、
プレゼンテーションスキルやディスカッションスキルの向上を目指す。

受講者は、日本の文学、演劇、思想、芸術などの文化的事象のなかから、自らの関心に応じて
問題を設定し、先行研究を踏まえつつ、自分の考えをまとめ、プレゼンを行う。その後、受講
者全員で討議・批評を行い、日本の文化・文芸の分析・研究方法を身につけるとともに、論理
的思考力を養う。

研究対象は、「日本社会文化論基礎演習」で扱った江戸時代およびそれ以前の文化・文芸が望
ましいが、より広く自身が関心を持つ日本の文化・文芸であっても構わない（明治以降を含ん
でもよいし、通史的な問題を扱ってもよい）。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本社会文化論特論

高松 亮太

広島キャンパス　1911研究室

月・火・木の在室時。それ以外はメールで応相談。
詳細は、研究室のドアに掲示する。

毎回のコメントペーパー30％、期末レポート70％の割合で評価する。

プリントを配布する。

水野稔『黄表紙・洒落本の世界』（岩波新書、1976）、小池正胤編『江戸の戯作絵本』全6巻
（現代教養文庫、社会思想社、1980-85）、叢の会『草双紙事典』（東京堂出版、2006）、木村
八重子『草双紙の世界―江戸の出版文化』（ぺりかん社、2009）ほか授業中に指示する。

・毎回の授業後半に、感想や質問を書いたコメントペーパーの提出を求める。受講者は授業を
主体的に受け、自ら考え、見解や質問を積極的に述べてもらいたい。
・毎回、作品を読み、その作品に関する課題について考えてきてもらうという準備学習を課
す。次回の授業ではそれをもとにグループで討議してもらうこともあるので、準備学習を怠ら
ないように。

対面授業。授業計画に従い、毎回プリントを配布し、主として講義形式で実施する。学生は、
毎回コメントペーパーを記入し提出すること。期末に試験を実施する。

国際文化学科　２・３・４年次対象

日本文化、日本文学、江戸文化、近世文芸、草双紙、赤本、青本・黒本、黄表紙、合巻、昔
話、絵本、漫画、浮世絵、遊郭、山東京伝、恋川春町、寛政の改革

国際文化学科の学科共通専門科目。
江戸時代中頃に発生し、内容や呼称を変えつつも、明治まで刊行され続けた絵本類を総称して
草双紙という。本授業では、草双紙の史的展開を学びながら、そこに描かれた江戸の言葉や風
俗、社会、時局といった時代背景などについても考え、江戸文化に対する理解を深める。ま
た、現代との共通点や相違点を探り、現代を相対的に捉える視座を身に付ける。

草双紙は、江戸中期に「赤本」という子供向け絵本として発生して以来、内容や形態に応じて
「青本・黒本」「黄表紙」「合巻」と名称を変えていく。本授業では、赤本から順を追って
ジャンルの特徴を概観したうえで、ジャンルごとにいくつか代表的な作品を取り上げ、作風の
変化や当時流行の言葉や風俗、時局などとの関連に注意しながら読んでいく。また、当時の経
済生活や商業出版の構造、現代との関連についても解説する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本文化史論（日本文化史）

鈴木　康之

広島キャンパス　1912研究室

研究室に在室時は基本的に対応可。事前にメール等で連絡することが望ましい。

期末試験によって、授業内容を理解できているかどうか、それをふまえて批判的かつ独創的な
思考が展開できているかどうかを評価する。

特定のテキストは使用しない。毎回プリントを配布するとともに、適宜参考文献を紹介する。

小泉和子編『生活文化史』山川出版社、『ものと人間の文化史』法政大学出版局

毎回、授業を終えたあと、A5の用紙に、感想・疑問などを記したミニレポートの提出を求め
る。受講者の様々な感想や疑問にできるだけ答え、次の課題に移ることにしたいと考えてい
る。受講者は授業を批判的な態度で受けるようにし、毎回自らの考えや意見を積極的に述べる
ようにしてほしい。

対面授業の講義形式で行う。

国際文化学科　２年次対象

中一種免（社会）選択、高一種免（地歴）選択、学芸員資格に係る選択必修

物質文化、考古学、民具学、道具、技術、生産、流通、消費

日本列島に暮らす人々の生活を支えてきたさまざまな用具・道具類が、歴史的過程を経て形成
されたものであることに気付き、その背後にある生産・流通・消費などの要因を、多様な歴史
資料を通して読み解くための思考力を身につける。

日本列島において使用されてきた前近代の生活用具をいくつか取り上げ、その変遷過程を明ら
かにするとともに、変遷の背景にあるさまざまな要因について考察することにより、過去の社
会・文化を物質資料から復元していくための方法を示す。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本文化史論基礎演習

鈴木　康之

広島キャンパス1912研究室

研究室に在室中は基本的に対応可。事前にメール等で連絡することが望ましい。

演習での発表内容と討議への参加度、期末レポートによって評価する。資料的根拠にもとづき
批判的かつ独創的な思考ができるかを重視する。

特定のテキストは使用しない。毎回、素材とする資料を配付するとともに、参考文献を適宜紹
介する。

脇坂光彦・小都隆編『考古学から見た地域文化—瀬戸内の歴史復元—』渓水社、脇坂光彦・小都
隆編著『百聞よりも一見　探訪・広島の考古学』、『広島県埋蔵文化財調査センター調査報告
書』広島県埋蔵文化財調査センター、『広島県教育事業団発掘調査報告書』広島県教育事業団

毎回、授業で取り組むべき課題を提示するので、それぞれの回の担当者はその調査・検討の結
果を発表する。同時に、グループによって課題についてディスカッションし、質疑応答を相互
に交わすなかから、議論を深めていく。

国際文化学科　３年次対象

中一種免（社会）選択、高一種免（地歴）選択、学芸員資格に係る選択必修

考古学、遺跡、遺物、発掘調査、埋蔵文化財、地域史

自らが暮らす地域に人間集団の活動の痕跡である遺跡が数多く残されていること、また開発と
の調整のなかで多くの遺跡が消滅していることに気付く。さらに、それぞれの遺跡の立地や検
出遺構、出土遺物などの特徴を調べ、そこから地域の歩みがどのように復元できるのかを理解
し、遺跡・遺物によって地域の特徴を発信できる。

広島県内の原始・古代・中世・近世の代表的な遺跡を取り上げ、それらの発掘調査や研究の成
果を提示するなかから、個別の遺跡が地域社会の歴史をどのように明らかにしているのかを探
る。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本文化史論演習

鈴木　康之

広島キャンパス　1912研究室

研究室に在室時は基本的に対応可。事前にメール等で連絡することが望ましい。

授業における発表内容、期末レポート、討議への参加度によって評価する。資料的根拠にもと
づく理論的かつ独創的な思考ができるかを重視する。

特定のテキストは利用しない。参考資料を配布する。

高橋慎一朗編『史跡で読む日本の歴史6　鎌倉の世界』吉川弘文館、小嶋道裕編『史跡で読む日
本の歴史7　戦国の時代』吉川弘文館、『シリーズ「遺跡を学ぶ」』新泉社

対面授業であるが、演習形式で授業を進める。毎回、課題に対する参考資料を配付するので、
担当の受講生はその内容に調査・検討を加えた結果を発表する。それに対する質疑応答を相互
に交わすなかから、議論を深めていく。

国際文化学科　３年次対象

中一種免（社会）選択、高一種免（地歴）選択、学芸員資格に係る選択必修

中世考古学、遺跡、遺物、戦国時代、城館、都市、生産技術、流通、

歴史資料としての文字資料・考古資料がそれぞれ異なる特質を持つことに気付き、それぞれの
特質に応じた資料解釈の方法を身に付けるとともに、グループで討議するなかから多面的な社
会像を復元していく能力を身に付ける。

従来の中世史研究は文字資料を中心に研究が進められてきたが、近年、日本列島の各地で中世
遺跡の発掘調査が進展したことにより、中世社会に対するイメージは大きく描き替えられつつ
ある。この授業では、各地の遺跡の調査成果が、具体的にどのような歴史像を構築してきたの
かを、鎌倉時代から戦国時代にかけての代表的な遺跡を取り上げながら探っていく。とくに戦
国時代の社会の変化に注目し、それが現代の社会や日常生活にどのように結びついているのか
を考える。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本文化史論特論

鈴木　康之

広島キャンパス　1912研究室

研究室に在室時は基本的に対応可。事前にメール等で連絡することが望ましい。

レポートによって評価する。レポートでは授業内容の基本的な理解度と、それをふまえて理論
的かつ独創的な思考が展開できているかを評価する。

特定のテキストは使用しない。プリントを配布する。

鈴木康之『中世集落における消費活動の研究』真陽社、鈴木康之『中世瀬戸内の港町　草戸千
軒町遺跡』新泉社、柴垣勇夫編『中世瀬戸内の流通と交流』塙書房、藤原良章他編『中世の宿
と町』高志書院、その他適宜授業中に紹介する。

毎回、授業のあと、Ａ５の用紙に感想・疑問を書いて提出を求める。受講者の様々な感想や疑
問にできるだけ答え、次の課題に移ることにしたいと考えている。受講者は授業を批判的に受
けるようにし、毎回自らの考えや意見を積極的に述べるようにしてほしい。

対面授業の講義形式で行う。

国際文化学科　２・３・４年次対象

港湾、船舶、港町、瀬戸内海、流通、交流、尾道、鞆、草戸千軒町遺跡

考古資料・文献資料を総合的に読み解くなかから、現在の瀬戸内海沿岸の景観が、過去の人々
の多様な活動の結果として形成されてきたことに気付くとともに、それぞれの時代に展開され
た人・モノ・情報の交流の実態を解明するための学問的方法を身に付ける。

中世の港湾集落の代表例として広島県福山市の草戸千軒町遺跡を取り上げ、発掘調査の成果か
ら当時の人・モノ・情報の動きがどのように復元できるのかを明らかにする。また、周辺の港
湾との比較によって、瀬戸内海の港湾が相互に役割分担していたことを示す。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本文学論（国文学）

西本　寮子

1914

授業のある日の在室時。
またはメールで連絡すること。面談日時を調整します。

授業への取り組みの姿勢および毎回課すコメントカードへの記入（15％）、受講生の理解度に
応じて随時提出する課題への取り組み状況（受講生の理解度に応じて提示する課題の提出状況
30％）、期末に課すレポート（55％）により評価する。

テキスト：玉上琢弥校注『源氏物語』（角川文庫ソフィア文庫）第１巻・２巻。その他、適宜
プリントを配付する。

参考文献については開講時及び必要に応じて紹介する。

まずは文法に自信がなくても辞書さえあれば自分の力で物語文学をある程度読めるようになる
ことをめざしましょう。限られた時間で、感性をとぎすまして文学作品を読む機会を大切に
し、読解訓練を積み重ねることで、原文でなければ理解できない文学の世界と「ことばの力」
を理解してほしいと思います。

対面方式。講義を中心とする。ただし、必要に応じてペアワーク、グループワークなどを交え
る。

国際文化学科２年次対象
教員免許取得希望者は日本文学Ｂを併せて履修すること

中一種免（国語）必修、高一種免（国語）必修

日本文学、古典文学、物語文学史、源氏物語、竹取物語

国際文化学科の専門科目
 （28年度以前生　文化研究）。
 (29年度生　主専攻プログラム：日本文化　副専攻プログラム：比較文化）
代表的な日本の古典文学作品である『源氏物語』を原文で読み、物語文学についての基礎知識
を学び、読解力、鑑賞力、分析力を身につける。また、古典文学の享受の様相を『源氏物語』
を例として概観し、『源氏物語』が後代の文学作品や文化に与えた影響について考える。これ
により、日本文学を概観し、併せて日本文学の特質の一端を理解することを目指す。
教員免許状（中学国語・高校国語）取得のための必修科目。

『源氏物語』のうち、主として桐壺巻から明石巻までを取り上げ、代表的な場面、関連する名
場面を可能な限り原文で読み、読解力、鑑賞力、分析力など文学作品を読む際に必要となる基
礎力を養うとともに、「ことばの力」について考える。
また、「源氏文化」という語が示すように、一文学作品であることを越えて広く日本を代表す
る古典として受け入れられていることに留意し、以下の諸点について理解を深める。
１）物語文学誕生と隆盛の背景としての平仮名の発生と展開
２）白氏文集をはじめとする先行文学としての中国文学の摂取および『古今和歌集』を基盤と
した和歌の重視
３）物語の背景としての歴史との交錯、歴史的事実との接触
４）『源氏物語』の享受史を視点とした後代文学・文化への影響　
５）世界文学としての『源氏物語』の魅力と日本文学史上の位置づけ
６）読解および研究するうえでの課題
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本文学論基礎演習

西本　寮子

広島キャンパス　1914研究室

授業のある日の在室時。不在時はメールで連絡してください。面談日時を調整します。

作成した演習資料（振り返り資料を含む）50％、学修態度（取り組みの姿勢、討議への参加状
況、評価票への記入状況を含む）50％をもとに評価する。受講生の取り組み方と理解度によっ
ては、期末にまとめのレポートを課し、学修態度の評価項目に含める。

テキスト：プリント配付。参照すべき資料は1923演習準備室に置く。岩波文庫『王朝物語秀歌
選』（上）、時雨亭叢書等。
演習の進め方は開講時に指示するので、初回は必ず出席すること。

開講時に紹介する。

　受講生数によって進め方を決定するが、原則として少人数のグループまたは個人で作業を進
めることになる。東アジア文学論A、日本社会文化論、日本文化史論、日本語表象論、比較文学
論、日本語文化論など関連する分野、近接領域の講義や演習のうちいくつかを併せて履修する
ことをすすめたい（開講時に説明する）。

対面方式、演習形式

国際文化学科　３年次対象

中一種免（国語）選択、高一種免（国語）選択

王朝物語、源氏物語、狭衣物語、和歌、物語二百番歌合、風葉和歌集

授業の目標：物語和歌の読解作業を通じて、和歌の読み方、物語文学の読解力、作品研究のた
めの基本的な分析方法を身につける。また、変体ひらがなの基本を知る。
カリキュラム上の位置づけ：国際文化学科の専門科目

『物語二百番歌合』を取り上げる。前半百番は『源氏物語』と『狭衣物語』から和歌をそれぞ
れ百首ずつ選び、歌合わせ形式で左右に結番したもの。
注釈を加えながら読解を行い、詞書を物語本文とつきあわせてどのようにまとめたかを考察す
る。読解、注釈、考察を中心とする演習を行うことにより、読む力・調べる力・考える力の基
礎力を養成する。
物語研究、和歌研究のための基本的な方法を理解した上で、調査の手順、諸資料の扱い方、先
行文献の参照の仕方など具体的な方法について学び、注釈、読解、現代語訳、考察を行う。
提示された課題について一人または数人で調べ、資料を作成し、報告、それをもとに受講生全
員で討議することを繰り返す。
受講生数によって進め方を決定する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本文学論演習

西本　寮子

広島キャンパス　1914研究室

授業のある日の在室時。またはメールでの事前連絡により日時を調整します。

日本文学論基礎演習に準じて評価する。

日本文学論基礎演習に同じ。

日本文学基礎演習に同じ。
演習を面白くするのは課題への取り組み方次第。積極的、意欲的に臨んでほしい。

対面方式。基礎演習に引き続き演習を行う。受講生の数によって進め方は異なるが、原則とし
て、担当箇所について、少人数のグループまたは一人で演習を行う。

国際文化学科　３年次対象

中一種免（国語）選択、高一種免（国語）選択

王朝物語、源氏物語、狭衣物語、物語二百番歌合、風葉和歌集

授業の目標：日本文学論基礎演習Aで体得した基本的な研究方法をもとに、注釈作業と現代語
訳、考察を行う作業を進める。自ら設定した課題について対象を分析し、追究する力と応用力
を身につける。　
　
カリキュラム上の位置づけ：国際文化学科の専門科目

平安時代から鎌倉時代に成立した古典文学作品、特に物語文学とその周辺作品を素材として取
りあげて演習を行うことにより、基礎演習で身につけた、読む力・調べる力・考える力を応用
する力を養う。日本の古典文学、特に物語文学を読解する力をさらに伸ばし、テーマを主体的
に捉え、自らが探り当てた問題意識に基づいて分析を加える力、また分析、検討した結果につ
いて、先行研究との関係をみながら説得力を持って伝える力の修得を目指す。日本文学論基礎
演習Aにつづいて『物語二百番歌合』を読む。
各自、独自の判詞をつけ、公表する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本文学論特論Ａ

西本　寮子

1914研究室

授業のある日の在室時。不在時はメールで連絡してください。日時を調整します。

期末に課すレポート60％、毎時の取り組みの状況（コメントカードへの記入、必要に応じて提
示する課題への取り組み状況）40％によって評価する。

テキスト：石田穣二『枕草子』上下（角川ソフィア文庫）

開講時また必要に応じて紹介する

『枕草子』に対する一般的な理解や清少納言のイメージが、後代の読者によって「作られた」
ものであることに気づいてほしい。短時間で複数の章段を読み込むので、取り上げる章段につ
いてはあらかじめ読んでおくこと。日本文学についての知識を広く得るため、研究方法を学ぶ
ため、作品を味わうためなど、受講の目的はさまざまでいいが、積極的に取り組んでほしい。

対面方式。講義を中心とする。ただし、受講生数、受講者の理解度と受講姿勢によっては、課
題を提示して報告を求め、それに基づいて討議を行うことがある。また、それに伴い、読み解
くの章段の順序、グループワークを行う時間の割合を変えることがある。

国際文化学科２・３・４年

中一種免（国語）、高一種免（国語）選択

枕草子、清少納言、源氏物語、一条朝、後宮、文化サロン、藤原道長、藤原道隆、コミュニ
ケーション

国際文化学科の専門科目
　（28年度以前生　文化研究）
　（29年度生　主専攻プログラム：日本文化、副専攻プログラム：比較文化文化研究）
清少納言の『枕草子』を読む。文学作品としての独自性とおもしろさを、「宮廷社会を生き抜
く」という観点から読み解き、コミュニケーションの重要性とコミュニケーションを成り立た
せている要素について考える。古典文学作品を分析するための基礎力を養い、研究的視点を
持って章段を読むことを学ぶ。読み解くたのしみを味わいながら、文学研究の方法の具体例に
触れることにより、自ら課題を発見し、追究する力を蓄えることをめざす。

作品が成立した背景、作者が置かれた環境、研究史などについて概観したうえで、日記的回想
的章段を中心に取り上げて読み進める。『枕草子』を宮廷女房の記録ととらえ、宮廷社会を生
き抜く際に活用された知識と能力について考える。
各章段の読解にあたっては、以下に示すような作品へのアプローチの方法や研究方法、視点を
具体的に提示する。
（１）背景としての史実との関係に着目して虚構化の方法　
（２）中国文学や和歌の素養・知識の活用と応用力、それによりもたらされた効果
（３）コミュニケーションの手段としての問いと答えの仕組みの分析　など
事前学修の内容、課題は前の時間に提示する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本文学論特論Ｂ

遠藤　伸治

広島キャンパス　1915研究室

授業がある日の在室時

期末試験70％，課題レポート30％の割合で評価する。期末試験は指定された教室（試験室）内
で，持ち込み可で実施する。期末試験は指定された試験日の授業時間（９０分）内で実施す
る。レポートの課題は授業中に提示する。課題レポートの用紙（Ａ４・罫線有り）は授業時に
配布する。

プリントを使用する。

参考文献については授業時に指示する。

授業に関する連絡方法は，正式には教務課の掲示，学生に対する授業内での連絡によって行
う。試験等において，本学において規定された不正行為を禁止する。不正行為が明らかになっ
た場合は，大学の規則（学則）に基づいて対応する。

対面授業。授業日程に従って，主に講義形式で実施する。学生は，授業に出席し，レポートを
作成・提出すること，試験を受けることが義務付けられる。

学生便覧参照

中一種免（国語）必修、高一種免（国語）必修

写実主義、浪漫主義、自然主義、芸術至上主義、私小説、象徴主義、マルクス主義、モダニズ
ム、実存主義、シュール・レアリスム

日本近代文学を代表する作品と、それぞれの作品の、歴史的・社会的・文化的・理論的背景と
を俯瞰し、日本近代文学についての文学観・歴史観を習得する。

日本の近代文学作品の中から、歴史的に新しいテーマを切り開いた作品を取り上げ、それぞれ
の内容だけでなく、周辺資料の取り扱いを通して、作品の背景となった諸相について理解を深
める。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

思想文化論

小川　吉昭

広島キャンパス　1825研究室

随時

期末レポート（４割）と平常点（６割）による。

プリントを配布する。

ドイツ語Ⅰ・ドイツ語Ⅱを履修済みであることが条件。
全学共通教育科目の「哲学」を履修し、哲学に興味を持っていると好都合。

対面授業

国際文化学科２年次対象

中一種免（社会）選択、高一種免（公民）選択

哲学、根拠、ドイツ語

学科共通専門科目。

ドイツ語Ⅰ・ドイツ語Ⅱ履修済みの学生を対象に、ドイツ語の文献を自力で読める力を養う。
Jostein Gaarder "Sofies Welt -- Roman ueber die Geschichte der Philosophie --"をテキ
ストとすることで、哲学に接する機会を提供する。
ドイツ語文法の不足分は随時補いながら講義を進める。

ただし、ドイツ語未修の受講者がいる場合には、内容を変更することがある。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

思想文化論基礎演習

小川　吉昭

広島キャンパス　1825研究室

随時

レポート（５割）と平常点(５割）による。

野矢茂樹著『ウィトゲンシュタイン『論理哲学論考』を読む』（ちくま学芸文庫）
ウィトゲンシュタイン『論理哲学論考』（岩波文庫）

対面授業

国際文化学科３年次対象

中一種免（社会）選択、高一種免（公民）選択

ジレンマ、存在、決定論、認識

学科専門科目。
哲学の専門書を読み、何が問題となっているのか、なぜ問題となるのか、いかなる解決策が提
起されているのかを、考える。

野矢茂樹著『ウィトゲンシュタイン『論理哲学論考』を読む』をてがかりに、
『ウィトゲンシュタイン『論理哲学論考』について考える。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

思想文化論演習

小川　吉昭

広島キャンパス　1825研究室

随時

レポート（５割）と平常点(５割）による。

W.V.O. Quine  "From a Logical Point of View"（適宜配布する）

対面授業

国際文化学科　３年次対象

中一種免（社会）選択、高一種免（公民）選択

存在、意味、記述、分析

学科専門科目。
思想文化論基礎演習に続いて、哲学の専門書を読み、何が問題となっているのか、なぜ問題と
なるのか、いかなる解決策が提起されているのかを、考える。

W.V.O. Quine "From a Logical Point of View"の中から次の章を取り上げる。
　　I On what there is
　　II Two dogmas of empiricism
　　III Meaning in linguistics
英語で書かれた論文を素材とすることで、論理的・抽象的な文章の読解力を向上させ、論理的
思考力を鍛える。予習が必要。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

思想文化論特論

小川　吉昭

広島キャンパス　1825研究室

随時

期末レポート（４割）と平常点（６割）による。

プリントを配布する。

ドイツ語Ⅰ・ドイツ語Ⅱを履修していることが条件。
今年度の「思想文化論」に引き続き履修するのが望ましい。

対面授業

国際文化学科　２・３・４年次対象

中一種免（社会）選択、高一種免（公民）選択

哲学、ドイツ語

学科専門科目

思想文化論に引き続き、
Jostein Gaarder "Sofies Welt -- Roman ueber die Geschichte der Philosophie --を取り上
げ、ドイツ語と哲学の実力を養成する。

ただし、ドイツ語未修の受講生がいる場合には、内容を変更することがある。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

対照言語学

侯　仁鋒

広島キャンパス　1926研究室

メール予約にて随時。また、研究室にいれば随時対応する。

・出席率（15％）
・授業・発表への取り組み方と小テスト（15％）
・修了レポート（70％） 
 
この３点で総合的に評価する。

・プリント資料を事前か授業で配布する。
・参考文献は授業中随時に紹介する。

中国語を少なくとも１学年履修したことが前提で、必要である。

①対面で授業を行う。
②講義と演習を並行する。
③実践的な能力をマスターするために、調査発表をしてもらう。
④中国人留学生とディスカッションをする。

国際文化学科　２年次対象

中一種免（国語）選択，高一種免（国語）選択

対照言語学　中国語学　日本語学

①世界言語の多様性
②中国語はどんな言葉か
③日本語への再認識
④中国語の学習の補強と促進
⑤対照言語学の視点と比較法の学習
⑥中日言語の違い
という６点を目標として勉強できる。

1.対照言語学とは
2.世界の言語における中国語と日本語
3.中国語と日本語の共通点と相違点の概説
4.中国語と日本語の発音の相違
5.中国語の漢字と日本語の漢字
6.中国語と日本語の語彙に見られる相違（中国語と日本語における同形語を中心に）
7.中国語と日本語の構文の相違
8.中国語と日本語の慣用表現の相違
9.中国人と日本人における言語観のと発想の相違
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語コミュニケーション

西原　貴之

可能な限りいつでも対応しますが、事前に連絡してください。

1. 授業参画10％（欠席が6回以上となったり、授業参画が思わしくない場合は単位は取得できま
せん）
2. 小テスト20％（スコアが一定の基準を下回りますと単位を取得できません）
3. 課題20％（提出状況が一定の基準を下回りますと単位を取得できません）
4. 英語検定試験受験のスコア20％（授業期間中に受験しないと単位を取得できません）
5. 定期試験30％（受験しないと単位を取得できません）
※30分以上の遅刻は欠席とみなします。30分以内の遅刻は2回で1回の欠席とみなします。

Naruoka, K., Hayano, K., & Hackett, S. M. (2013). Write me back soon!: Communicating 
through email. Kinseido. <9784764739574>

東昭二（1994）.『丁寧な英語・失礼な英語　英語のポライトネス・ストラテジー』.研究社． 
<9784327450987>

【履修上のアドバイス】この授業では、英語でのeコミュニケーションを中心に「適切に書く」能
力と「即興で書く」能力の向上を目指します。授業の取り組みがその向上に直結しますので、積
極的に授業に参加してください。また、授業の予習と復習もしっかりと行なってください。辞書
は必ず持参してください。
【禁止事項】１）遅刻・私語・居眠り・飲食・携帯電話使用は厳禁します。違反すれば単位は与
えられない場合があります。２）教科書などを忘れたときは，始業までに各自の責任で当日の授
業範囲のコピーを取っておいてください。

演習形式の対面授業を基本とする。毎回小テストを行う。Eメール英語と英語の丁寧表現について
の講義も交える。また、英語で丁寧に話す練習、携帯電話等で即興で英語のメッセージを作成す
る練習、LINEでのメッセージ交換の練習も行う。家庭学習として、授業の予習と復習に加えて、
テーマに沿って毎回英語でEメールを書いて提出することを課す。

国際文化学科　３年次対象

中・高一種免（英語）必修

英語eコミュニケーション、Eメール・ライティング、適切な言語使用、丁寧表現、英語ケータイ
メール（テキスティング）、LINE

【知識・理解】1. 英語Eメールで使う表現を習得する、2. 英語の丁寧表現を習得する
【思考・判断】1. 英語コミュニケーションで相手に失礼となる場合を指摘できる
【関心・意欲】1. 英語と日本語で言語上の丁寧さの違いについて討議できる
【技能・表現】1. 英語で様々な目的のEメールを書くことができる、
                    2. 英語コミュニケーションの中で、相手との人間関係に応じて適切な表現
を選択できる
【態度】1. 様々な言語を母語とする人たちとのコミュニケーションの手段として、英語でEメー
ルが書けることの意義を理解する
≪カリキュラム上の位置づけ≫：学科共通専門科目コミュニケーションの選択科目

英語でのeコミュニケーション能力向上を目指して、テキストを使った演習と講義により、様々な
目的の英語Eメールの書き方及びその際に使用する英語表現について学習します。また、英語丁寧
表現に関する一般的な知識も身に付けるとともに、実際に英語で丁寧に話す練習も行います。ま
た、携帯電話を使って、即興で英語でメッセージを作成する練習も行います。更に、LINEでの
メッセージ交換を模した活動も行います。家庭学習として、授業の予習と復習に加えて、その週
に学習した英語Eメール表現の習得と英語Eメールの作成を課します。なお、受講者には全員授業
期間中に英語検定試験（TOEIC、TOEFL、英検、IELTS、国連英検のうちいずれか1つ）を1回受験す
ることを義務として課します。TOEICとTOEFLに関しては学内実施のものでも構いません。英語検
定試験の結果は当該期の他の科目と併用できます。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

ディベート・プレゼンテーション（日本語）

家村　伸子　（非常勤講師）

　ディベート（資料収集，資料分析，立論，実際の討論，審判としての態度等，及び，レポー
ト）50％。
　プレゼンテーション（資料収集，資料分析，発表，発表を聞く態度等，及び，レポート）
50％

授業時にプリントを配布する。

　対面授業。講義及び演習。学生は，授業に出席し，各自に与えられた課題に積極的に取り組
むこと。

国際文化学科　３年次対象

確かな論拠　立論と反論　立証と攻撃　論理性　説得力　質疑応答

　この授業の目標は次の通りである。
　＜ディベート＞
　確かな論拠に基づいた，筋道だった論理を展開し，説得力のある主張が組み立てられるよう
になること。また，相手の主張を聞き，その主張に至るまでの論理の展開を正確に把握し，論
拠の不備や論理の矛盾が指摘できるようになること。

　＜プレゼンテーション＞
　プレゼンテーション用ソフト等の視覚機器を効果的に使用し，聞き手に正確に分かりやすく
説明できるようになること。また，相手の主張を聞き，不明な点や疑問点を的確に指摘できる
ようになること。

　人間関係の維持発展や豊かなコミュニケーション能力を獲得するため，相手の立場にたって
物事を考えたり，自分の意見をどのように説明すればより効果的になるかを練習検討したりす
る。
一つの論題に対するグループ討論（ディスカッション）を通して賛成反対・肯定否定の立場の
相違による説得性を論理的に理解し，さらに話題の展開や立場を踏まえた思考力構成力とレト
リックとしての弁論術を把握する。これにより，より適切に自分の意見を提示演出する方法を
修得することを目指す。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

ディベート・プレゼンテーション（英語）

栗原　武士

1823

随時（事前にアポを取ってください）

授業内活動と個人発表の内容を総合的に評価する。

Pros and Cons: Discussing Today's Controversial Issues. Ichizo Ueda. Cengage 
Learning.

適宜授業内で配布・提示する。

授業の内容上、履修者が１５名以上の場合はTOEIC等のスコアによる選抜を行うことがある。
時事的な内容を扱うので、英語新聞レベルの英文を理解できる程度の英語能力と、社会的・政
治的・文化的背景知識を持っていることが望ましい。具体的には、2年次以降に開設されている
「時事英語」を履修していることが望ましい。また、毎週かなりの量の英作文（A4用紙1枚）と
スピーチの暗記が課題となるので、基礎的な英文法と語彙力、正確な発音のための技術を持っ
ていなければ授業についていくのは難しいと思われる。
ただ、英語能力を向上させたい学生には必ず役に立つ内容なので、ぜひチャレンジしてもらた
い。

対面、講義と演習を併用する。

国際文化学科　３年次対象

英語ディスカッション・プレゼンテーション技術、時事英語、英作文

現代社会における様々な社会・文化的問題について議論し、英語でのディスカッション・プレ
ゼンテーション技術を身につける。相手を説得するための論理的思考と英語表現力・語彙力を
向上させる。

テクストを用い、インプット面では様々な社会・文化的問題についての基本的な知識を身につ
ける。アウトプット面では自分の意見を的確に表現するための英作文の能力とスピーキング力
を身につける。インプット・アウトプットともに高度な英語表現を学ぶので、それ相応の英語
基礎力と自身の英語向上のための努力が必要となる。
毎週の授業で行うクラス内ディスカッション・ディベートに加え、最低2回はパワーポイントの
スライドを用いた本格的なプレゼンテーションが求められる。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

時事英語

福元　広二（非常勤講師）

毎回の授業に対する取り組み状況50%, 期末考査50%で総合的に評価する。

『Open your Eyes through News in English』三修社　1,800円　ISBN 9784384334517

授業中に適宜指示する。

毎回、辞書を持参して下さい。

対面・演習方式

国際文化学科　２年次対象

中一種免（英語）選択、高一種免（英語）選択

英字新聞、英語ニュース、インターネット

国内外の英字新聞を読み、時事英語に特有な表現形式、文体、語彙などを学び、英字新聞を正
確に読み取ることができるようになることを目標とする。また、現在、日本だけでなく世界で
起きていることに関心を持ち、自分の視野を広げるようにする。

１　英字新聞を読み進めながら、時事英語に特有な形式、文体、語彙などを学ぶ。
２　英字新聞に書かれている記事の概要をつかみ、記事の背景についても理解する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

ＣＡＬＬ演習

船津　晶代

広島キャンパス　1813研究室

可能な限りいつでも対応しますが、事前に連絡してください。

定期試験50％，小テスト20％，英語検定試験受験結果20％，ポートフォリオなどの提出物10％
で評価を行う。

追って指示する。

『表現のための実践ロイヤル英文法』．旺文社．<9784010312995>

【履修上のアドバイス】この科目を履修するにあたり，自己の英語学習の具体的て明確な目標
を設定しておいてください（例えば，TOEICスコア○○点取得，英語のニュースが80％以上理解
できるようにする，等）。
人数によっては履修者の抽選を行う場合があります。

パソコンを使用して個人で課題をこなしていく演習形式を基本とする。また、毎回小テストと
コミュニケーション活動を行う。

国際文化学科　１年次対象（平成24年度以降入学生）

中一種免（英語）選択，高一種免（英語）選択

eラーニング、オンライン英語学習サイト、リーディング、リスニング、スピーキング、シャ
ドーイング、英語学習ポートフォリオ、各種英語検定

１．履修者各自が設定した英語学習の目標に従って，eラーニングを行いながら英語力の向上を
図ることを目的とする。
２．自律的に英語を学習できるようになることを目標とする。
３．TOEIC,　TOEFLなど目指す英語検定試験のスコア向上を目指す。
≪カリキュラム上の位置づけ≫：学科専門科目主専攻プログラム英米文化の選択科目

　この授業では，受講者が共通に行う学習内容と，各自が設定した学習課題をコンピュータを
利用して行うことにより，英語力の総合的な向上を目指す。授業では、毎回小テストを行うこ
とに加えて，ペアやグループでコミュニケーション活動，シャドーイングやりピーティングな
どの発音する活動を行う。
　受講者は英語学習の目標や計画，学習結果などについて記録したポートフォリオを各自作成
し，提出する。
　また，受講者には全員，学期中に英語検定試験（TOEIC、TOEFL、英検、IELTS、国連英検のう
ちいずれか1つ）を少なくとも1回受験することを課す。英語検定試験の結果は当該期の他の科
目と併用できる。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語表現論特論（英文法）

西原　貴之

可能な限りいつでも対応しますが、事前に連絡してください。

1. 授業参画１０％（欠席が6回以上となったり、授業参画が思わしくない場合は単位は取得で
きません）
2. 小テスト３０％（スコアが一定の基準を下回りますと単位を取得できません）
3. 定期試験３０％（受験しないと単位を取得できません）
4. 英語検定試験受験のスコア３０％（授業期間中に受験しないと単位を取得できません）
※30分以上の遅刻は欠席とみなします。30分以内の遅刻は2回で1回の欠席とみなします。

Konaka, H. (2015). A short course in English idiomatic expressions. Nan'un-do．
<9784523177937>

綿貫陽他（2000）．『徹底例解ロイヤル英文法』．旺文社．<9784010312785>
Swan, M. (2005). Practical English usage. OUP．<9780194420983>

【履修上のアドバイス】英語関係で卒業論文を執筆したい人や英語教員を目指す人など、既に
高い英語力を持っている人を対象とした授業となります。高校までの英文法を十分に理解して
いることを前提で授業を行います。授業の取り組みが英文法知識向上に直結しますので、積極
的に授業に参加してください。また、授業の予習と復習もしっかりと行なってください。辞書
は必ず持参してください。
【禁止事項】１）遅刻・私語・居眠り・飲食・携帯電話使用は厳禁します。違反すれば単位は
与えられない場合があります。２）前回の授業で配布したプリントは必ず次の授業に持参して
ください。

演習形式の対面授業を基本とする。英文法に関する講義と演習を行う。毎回小テストも行う。

国際文化学科　３年次対象

中一種免（英語）選択、高一種免(英語）選択

英文法

【知識・理解】1. 英文法に関する高度な知識を習得する
【思考・判断】1. 英文の適格性を判断できる
【関心・意欲】1. 文法規則の下地となっている言語学的根拠を討議できる
【技能・表現】1. 類似した英文のニュアンスの違いを指摘できる
【態度】1. 話者の態度や文脈の観点から英文法規則を捉えることができる
≪カリキュラム上の位置づけ≫：学科専門科目の選択科目

この授業では、高等学校で学習した内容以上の高度な英文法知識の獲得を目指します（した
がって、英語表現論、英語表現論基礎演習、英語表現論演習とは直接的な内容のつながりはあ
りません）。英文法運用能力よりは明示的な英文法知識の獲得に重点を置きます。授業ではハ
ンドアウトを中心とした講義に加えて、イディオム学習用副教材を使用した小テストを毎回実
施します。なお、受講者には全員授業期間中に英語検定試験（TOEIC、TOEFL、英検、IELTS、国
連英検のうちいずれか1つ）を1回受験することを義務として課します。TOEICとTOEFLに関して
は学内実施のものでも構いません。英語検定試験の結果は当該期の他の科目と併用できます。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

検定英語演習

福元　広二（非常勤講師）

小テスト20%、授業への取り組み30%、期末テスト50%で総合的に評価する。

『A Four-Skills Approach to the TOEIC Test』 （英宝社）

テキストを用いて毎回１つのUnitを演習形式で進める。またグループ活動を行うこともある。

国際文化学科　２・３・４年次対象

TOEIC、ビジネス英語

語彙、文法、リスニング、リーディングの能力を総合的に向上させ、ＴＯＥＩＣのスコアを
アップさせることを目標とする。

TOEICの問題に即したテキストに沿って授業を進める。リスニングセクションのPart1 写真描写
問題、Part 2応答問題、Part 3 会話問題、Part 4　説明文問題から始め、その後リーディング
セクションのPart 5 短文穴埋め問題、Part 6　長文穴埋め問題、 Part 7 読解問題を解いてい
き、解説を行う。また重要事項の説明はプリントを用いて行う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

外国語検定Ⅰ （前期）

外国語担当者

この科目を単位認定に履修する場合は、受験した語学検定試験から基本的に半年以内の直近の
各学期末に成績表等の結果を以て申請する。期日を経た内容や条件に当てはまらない場合は認
定されない。

外国語運用能力を公的に測る資格を用いて単位認定する。（平成２５年度生より適用）対象と
する言語は外国語８単位言語の実用性を向上させる意味から、英語、中国語、韓国朝鮮語の３
言語とする。

国際文化学科　１年次以上対象（平成25年度以降入学生）

外国語運用能力　英語　中国語　韓国朝鮮語

この科目は、国際文化学科の専門科目に位置し、外国語科目をさらに充実発展させる目的で、
公的な検定試験資格の取得を以て履修とみなし、単位を認定する。

英語については、ＴＯＥＩＣ：５５０点以上、ＴＯＥＦＬ　ＰＢＴ：４５０点以上、  iＢＴ：
４５点以上、ＣＢＴ：１３３点以上、ＩＥＬＴＳ：４．５以上、国連英検：Ｃ級合格、（な
お、ＴＯＥＩＣとＴＯＥＦＬについては、学内実施分でも可とする）、中国語については、中
国語検定：４級合格、韓国朝鮮語については、韓国語能力検定：初級合格　を以て１単位を認
定する。ただし、同一言語による複数カウントや複数言語による重複カウントは認めない。ま
た、この科目はＣＡＰ制の制限には含まれない。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

外国語検定Ⅰ （後期）

外国語担当者

この科目を単位認定に履修する場合は、受験した語学検定試験から基本的に半年以内の直近の
各学期末に成績表等の結果を以て申請する。期日を経た内容や条件に当てはまらない場合は認
定されない。

外国語運用能力を公的に測る資格を用いて単位認定する。（平成２５年度生より適用）対象と
する言語は外国語８単位言語の実用性を向上させる意味から、英語、中国語、韓国朝鮮語の３
言語とする。

国際文化学科　１年次以上対象（平成25年度以降入学生）

外国語運用能力　英語　中国語　韓国朝鮮語

この科目は、国際文化学科の専門科目に位置し、外国語科目をさらに充実発展させる目的で、
公的な検定試験資格の取得を以て履修とみなし、単位を認定する。

英語については、ＴＯＥＩＣ：５５０点以上、ＴＯＥＦＬ　ＰＢＴ：４５０点以上、  iＢＴ：
４５点以上、ＣＢＴ：１３３点以上、ＩＥＬＴＳ：４．５以上、国連英検：Ｃ級合格、（な
お、ＴＯＥＩＣとＴＯＥＦＬについては、学内実施分でも可とする）、中国語については、中
国語検定：４級合格、韓国朝鮮語については、韓国語能力検定：初級合格　を以て１単位を認
定する。ただし、同一言語による複数カウントや複数言語による重複カウントは認めない。ま
た、この科目はＣＡＰ制の制限には含まれない。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

外国語検定Ⅱ （前期）

外国語担当者

この科目を単位認定に履修する場合は、受験した語学検定試験から基本的に半年以内の直近の
各学期末に成績表等の結果を以て申請する。期日を経た内容や条件に当てはまらない場合は認
定されない。

外国語運用能力を公的に測る資格を用いて単位認定する。（平成２５年度生より適用）対象と
する言語は外国語８単位言語の実用性を向上させる意味から、英語、中国語、韓国朝鮮語の３
言語とする。

国際文化学科　１年次以上対象（平成25年度以降入学生）

外国語運用能力　英語　中国語　韓国朝鮮語

この科目は、国際文化学科の専門科目に位置し、外国語科目をさらに充実発展させる目的で、
公的な検定試験資格の取得を以て履修とみなし、単位を認定する。

英語については、ＴＯＥＩＣ：７００点以上、ＴＯＥＦＬ　ＰＢＴ：５００点以上、　iＢＴ：
６１点以上、ＣＢＴ：１７３点以上、実用英語技能検定（英検）：準１級合　格、ＩＥＬＴ
Ｓ：５．５以上、国連英検：Ｂ級合格、（なお、ＴＯＥＩＣとＴＯＥＦＬについては、学内実
施分でも可とする）、中国語については、中国語検定：３級合格、韓国朝鮮語については、韓
国語能力検定：中級合格　を以て１単位を認定する。ただ　し、同一言語による複数カウント
や複数言語による重複カウントは認めない。また、この科目はＣＡＰ制の制限には含まれな
い。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

外国語検定Ⅱ （後期）

外国語担当者

この科目を単位認定に履修する場合は、受験した語学検定試験から基本的に半年以内の直近の
各学期末に成績表等の結果を以て申請する。期日を経た内容や条件に当てはまらない場合は認
定されない。

外国語運用能力を公的に測る資格を用いて単位認定する。（平成２５年度生より適用）対象と
する言語は外国語８単位言語の実用性を向上させる意味から、英語、中国語、韓国朝鮮語の３
言語とする。

国際文化学科　１年次以上対象（平成25年度以降入学生）

外国語運用能力　英語　中国語　韓国朝鮮語

この科目は、国際文化学科の専門科目に位置し、外国語科目をさらに充実発展させる目的で、
公的な検定試験資格の取得を以て履修とみなし、単位を認定する。

英語については、ＴＯＥＩＣ：７００点以上、ＴＯＥＦＬ　ＰＢＴ：５００点以上、　iＢＴ：
６１点以上、ＣＢＴ：１７３点以上、実用英語技能検定（英検）：準１級合　格、ＩＥＬＴ
Ｓ：５．５以上、国連英検：Ｂ級合格、（なお、ＴＯＥＩＣとＴＯＥＦＬについては、学内実
施分でも可とする）、中国語については、中国語検定：３級合格、韓国朝鮮語については、韓
国語能力検定：中級合格　を以て１単位を認定する。ただ　し、同一言語による複数カウント
や複数言語による重複カウントは認めない。また、この科目はＣＡＰ制の制限には含まれな
い。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

外国語検定Ⅲ （前期）

外国語担当者

この科目を単位認定に履修する場合は、受験した語学検定試験から基本的に半年以内の直近の
各学期末に成績表等の結果を以て申請する。期日を経た内容や条件に当てはまらない場合は認
定されない。

外国語運用能力を公的に測る資格を用いて単位認定する。（平成２５年度生より適用）対象と
する言語は外国語８単位言語の実用性を向上させる意味から、英語、中国語、韓国朝鮮語の３
言語とする。

国際文化学科　１年次以上対象（平成25年度以降入学生）

外国語運用能力　英語　中国語　韓国朝鮮語

この科目は、国際文化学科の専門科目に位置し、外国語科目をさらに充実発展させる目的で、
公的な検定試験資格の取得を以て履修とみなし、単位を認定する。

英語については、ＴＯＥＩＣ：８００点以上、ＴＯＥＦＬ　ＰＢＴ：５５０点以上、　iＢＴ：
７９点以上、ＣＢＴ：２１３点以上、実用英語技能検定（英検）：１級合格、ＩＥＬＴＳ：６
以上、国連英検：Ａ級合格（なお、ＴＯＥＩＣとＴＯＥＦＬについて　は、学内実施分でも可
とする）、中国語については、中国語検定：２級合格、ＨＳＫ漢語水平試験：６級合格、韓国
朝鮮語については、韓国語能力検定：上級合格　を以て２単位を認定する。ただし、同一言語
による複数カウントや複数言語による重複カウントは認めない。また、この科目はＣＡＰ制の
制限には含まれない。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

外国語検定Ⅲ （後期）

外国語担当者

この科目を単位認定に履修する場合は、受験した語学検定試験から基本的に半年以内の直近の
各学期末に成績表等の結果を以て申請する。期日を経た内容や条件に当てはまらない場合は認
定されない。

外国語運用能力を公的に測る資格を用いて単位認定する。（平成２５年度生より適用）対象と
する言語は外国語８単位言語の実用性を向上させる意味から、英語、中国語、韓国朝鮮語の３
言語とする。

国際文化学科　１年次以上対象（平成25年度以降入学生）

外国語運用能力　英語　中国語　韓国朝鮮語

この科目は、国際文化学科の専門科目に位置し、外国語科目をさらに充実発展させる目的で、
公的な検定試験資格の取得を以て履修とみなし、単位を認定する。

英語については、ＴＯＥＩＣ：８００点以上、ＴＯＥＦＬ　ＰＢＴ：５５０点以上、　iＢＴ：
７９点以上、ＣＢＴ：２１３点以上、実用英語技能検定（英検）：１級合格、ＩＥＬＴＳ：６
以上、国連英検：Ａ級合格（なお、ＴＯＥＩＣとＴＯＥＦＬについて　は、学内実施分でも可
とする）、中国語については、中国語検定：２級合格、ＨＳＫ漢語水平試験：６級合格、韓国
朝鮮語については、韓国語能力検定：上級合格　を以て２単位を認定する。ただし、同一言語
による複数カウントや複数言語による重複カウントは認めない。また、この科目はＣＡＰ制の
制限には含まれない。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 国際文化学科　選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

異文化コミュニケーション論

栗原　武士

広島キャンパス　1823研究室

随時

ディスカッションでの発表を含めたクラス内活動50％、最終週での考査と討議50％で成績評価
を行います。

オリエンテーションでリーディングリストを配布します。

適宜指示します。

文学作品を含め、かなりの読書量が求められます。リーディングリストを消化し、しっかりと
した意見をもってディスカッションに参加できない学生には単位は与えられません。また、
ディスカッションでは毎週発言が求められます。他人任せの受講では自分の学びの強度が小さ
くなるだけでなく、グループ全体に悪影響を及ぼしますので、毎週責任感を持って主体的に授
業に参加することが求められます。

対面。講義、討議形式を組み合わせます。

国際文化学科　2年次対象

中一種免（英語）選択, 高一種免（英語）選択

コミュニケーション、多文化主義、現代アメリカ文学・文化、文化批評

①文学作品の精読を通し、現代アメリカにおける多文化主義の基礎を学ぶ
②さまざまな批評理論にふれ、多角的に社会現象をとらえる訓練を行う
③クラスメートとの討議をとおして、自分の意見を客観的にとらえつつ発表する訓練を行う

カリキュラム上の位置づけ：学科共通専門科目コミュニケーションの選択科目

現代アメリカ文学に描かれる人種・階級・ジェンダーの分析・理解を通して、自己/他者の概念
と多文化主義の基礎を学びます。並行して基礎的な文化批評諸理論にふれ、社会事象を複眼的
にとらえる訓練をします。作品批評の基礎とアメリカ史を概観したのち、2週間に1冊のペース
で代表的な現代アメリカ文学作品を読み、その文化的・社会的背景をふまえた学生間のディス
カッションへとつなげていきます。



2017/4/12

258 / 420

授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

異文化コミュニケーション論基礎演習

栗原　武士

広島キャンパス　1823

随時

授業参加度（課題、発表、授業内での発言等）50％、レポート50％の合計100％で成績評価をお
こないます。

W.E.B.デュボイス『黒人のたましい』岩波文庫

適宜論文等を配布

文学作品、批評論文を原文で精読するため、高度な英語力が求められます。また必要とされる
読書量がかなり多くなりますので注意。
この授業では個人あるいはグループによる発表が求められます。担当する学生は責任をもって
準備をするように心がけましょう。
また、ディスカッションでは、積極的に発言し、自分たちで授業を進めることも必要です。予
習せずに出席することは自らの学びの強度を下げるのみならず、クラス全体に悪影響を及ぼし
ますので、学生の皆さんがそれぞれの責任を自覚して授業に参加してくれることを望みます。

演習。英文講読にあたって、担当者を決めて発表を行い、クラス全体のディスカッションにつ
なげます。

国際文化学科　３年次対象

中一種免（英語）選択、高一種免（英語）選択

文化批評理論、アメリカ文化、現代アメリカ文学、政治哲学

①原文で現代アメリカ文学作品・批評を読み、自分なりの文化批評の手法を確立する
②対象作品と社会・文化との関連を理解する
③さまざまな批評理論にふれ、社会事象を複眼的にとらえる

現代アメリカの代表的短編作品を読み、主にジェンダーと階級に着目しながらアメリカ社会の
諸相を分析します。毎週の授業ではあらかじめ決めておいた担当学生に作品の音読、和訳をし
てもらい、作品の内容についてコメントを求めます。そのうえで、クラス全体のディスカッ
ションを行います。
並行してリーディングリストにある文学作品2冊を読み、学生各々が作品を批評し、その発表を
行います。リーディングリストの作品は翻訳でも認めることとします。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

異文化コミュニケーション論演習

栗原　武士

広島キャンパス　1823

随時

授業参加度（課題、発表、授業内での発言等）50％、レポート50％の合計100％で成績評価をお
こないます。

ベティ・フリーダン『新しい女性の創造（増補版）』大和書房

適宜論文等を配布

文学作品、批評論文を原文で精読するため、高度な英語力が求められます。また必要とされる
読書量がかなり多くなりますので注意。
この授業では個人あるいはグループによる発表が求められます。担当する学生は責任をもって
準備をするように心がけましょう。
また、ディスカッションでは、積極的に発言し、自分たちで授業を進めることも必要です。予
習せずに出席することは自らの学びの強度を下げるのみならず、クラス全体に悪影響を及ぼし
ますので、学生の皆さんがそれぞれの責任を自覚して授業に参加してくれることを望みます。

演習。英文講読にあたって、担当者を決めて発表を行い、クラス全体のディスカッションにつ
なげます。

国際文化学科　３年次対象

中一種免（英語）選択、高一種免（英語）選択

文化批評理論、アメリカ文化、現代アメリカ文学、政治哲学

①原文で現代アメリカ文学作品・批評を読み、自分なりの文化批評の手法を確立する
②対象作品と社会・文化との関連を理解する
③さまざまな批評理論にふれ、社会事象を複眼的にとらえる

前期に引き続き現代アメリカの代表的短編作品および批評論文を読み、主にジェンダーと階級
に着目しながらアメリカ社会の諸相を分析します。毎週の授業ではあらかじめ決めておいた担
当学生に作品の音読、和訳をしてもらい、作品の内容についてコメントを求めます。そのうえ
で、クラス全体のディスカッションを行います。
並行してリーディングリストにある文学作品2冊を読み、学生各々が作品を批評し、その発表を
行います。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語文化論（英語学概論）

船津　晶代

広島キャンパス　1813研究室

随時

定期試験70％，レポート課題30％で評価する。単位認定は、出席回数が全回数の３分の２以上
であることが前提である。

『新　えいご・エイゴ・英語学』（松柏社）

対面形式。講義形式で授業を行う。学生は、授業に出席し、毎回の授業内容に関する予習と復
習を行うこと、レポート課題を提出し、試験を受けることが課せられる。

国際文化学科　２年次対象

中一種免（英語）必修、高一種免（英語）必修

英語史，英語音声学・音韻論，語彙・形態論，統語論，語源，社会言語学，日英対照言語学，
英語の変種，世界諸英語

　英語を通時的，及び共時的に概観，分析しながら，その言語的特徴を把握し，英語という言
語についての理解を深めることを目的とする。　
　本科目は国際文化学科専門科目（コミュニケーション）として，また，英語科教免必修科目
として位置づけられている。

(1)英語の歴史について，古英語期，中英語期，近代英語期それぞれの特徴を講じながら，現代
英語成立の過程を概観する。また，現代英語について，その構造を音声，形態，統語法を中心
に説明する。
(2)英語の語源や語彙の意味の変遷について，Oxford English Dictionary (OED)を実際に引き
ながら学習する。
(3)現代グローバル社会における国際共通語としての英語の諸相について，英語母語話者の英語
の地域的，社会的アクセントの違いや，非英語母語話者の英語の特徴について講じる。
(4)日英語における性差，日英語の文化的背景の違いによる表現や語彙の相違など，日英語対照
による両言語の特徴を講じる。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語文化論基礎演習

船津　晶代

広島キャンパス　1813研究室

随時受け付ける（事前に面談日時の予約をすることが望ましい）。

期末試験６０％，指定課題とプレゼンテーション４０％の割合で評価する。
期末試験は指定された日時，教室内で，９０分内で実施する。定期試験受験には単位認定に必
要な授業出席回数を満たしていることが前提である。

『英語音声学の基礎—音変化とプロソディーを中心に—』（研究社出版）

「英語文化論特論（英語音声学）」を履修していることが望ましい。　
英語教員を目指す学生には特に履修を勧めます。

対面授業。下記のテキストを中心に使用して、演習形式で授業を行う。学生は、授業に出席
し、毎回の授業内容に関する予習と復習を行うこと、定められた課題を提出し、プレゼンテー
ションを行い、定期試験を受けることが義務付けられる。

国際文化学科　３年次対象

中一種免（英語）選択、高一種免（英語）選択

日英対照音声学，音響音声学，調音音声学，母音，子音，分節素

英語音声の分節素（母音，子音）に焦点をあて，日英語の違いを理解するとともに，英語の母
音・子音の発音を向上させることを目標とする。　
本科目は、国際文化学科専門科目（コミュニケーション）として位置付けられている。

英語の母音・子音の各音声に関する調音、及び音響上の知識を深め、英語音声を正しく識別
し，発音する方法を体得するとともに、国際音声字母に基づいて表記された発音記号を正しく
読んで発音するための演習を行う。音声分析ソフトを使用して自己の英語の発音を音響的に分
析することによって、自己の発音を客観的に捉え、モデルと比較しながら自己発音矯正を行
う。また、実践的な発音練習を行いながら、日本語話者が英語コミュニケーションを行う場合
に支障を生じ易い音とその原因、及び解決法について、日英語の母音・子音の体系や調音の違
いを基に探る。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語文化論演習

船津　晶代

広島キャンパス　1813研究室

随時受け付ける（事前に面談日時の予約をすることが望ましい）。

期末試験６０％，指定課題とプレゼンテーション４０％の割合で評価する。
期末試験は指定された日時，教室内で，９０分内で実施する。定期試験受験には，単位認定に
必要な授業出席回数を満たしていることが前提である。

『英語音声学の基礎—音変化とプロソディーを中心に—』（研究社出版）

「英語文化論特論（英語音声学）」，「英語文化論基礎演習」を履修していることが望ましい
です。英語教員志望者には特に履修を勧めます。

対面授業。下記のテキストを中心に使用して、演習形式で授業を行う。学生は、授業に出席
し、毎回の授業内容に関する予習と復習を行うこと、定められた課題を提出し、試験を受ける
ことが課せられる。

国際文化学科　３年次対象

中一種免（英語）選択、高一種免（英語）選択

日英対照音声学、音響音声学、調音音声学、プロソディー（アクセント、リズム、ストレス、
イントネーション）、音変化

日英語音声の違いや特徴に関する基礎的知識を基に，英語のプロソディーと音変化を中心に発
音練習を行いながら，自己の発音を向上させることを目標とする。
本科目は、国際文化学科専門科目（コミュニケーション）として位置付けられている。

英語のプロソディー（ストレス、リズム、アクセント、イントネーションなど）、および音の
脱落、同化、連結など、発話における音変化に関する知識を深め、英語コミュニケーションに
おけるこれらの機能の重要性について理解するとともに、正しく使用するための演習を行う。
実際の英語において、どのようにこれらの音声現象が現われ、使用されているか分析するとと
もに、自己の発音を音響分析によって客観的に把握し、発音矯正を行う。さらに、実践的発音
練習を行いながら、英語コミュニケーションに支障が生ずる場合の日本人の発音上の問題点と
解決法を探る。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語文化論特論（英語音声学）

船津　晶代

広島キャンパス　1813研究室

随時受け付ける（事前に面談日時の予約をすることが望ましい）。

期末試験７０％，課題３０％の割合で評価する。期末試験は指定された日時，教室内で，９０
分内で実施する。試験範囲は最後の授業時間中に指定する。成績評価は，単位認定に必要な授
業出席回数を満たしていることが条件である。

『英語音声学の基礎—音変化とプロソディ—を中心に—』（研究社出版）

英語教員を目指す学生には特に履修を勧めます。

対面形式。講義が主体だが、適宜演習も取り入れて授業を行う。学生は授業に出席し，毎回の
授業内容に関する予習と復習を行うこと，及び授業で指定した課題を提出し，定期試験を受け
ることが課せられる。

国際文化学科　２・３・４年次対象（平成２１年度以降の入学生）

中一種免（英語）選択、高一種免（英語）選択

日英対照音声学、音響音声学、調音音声学、英語音声教育、分節音，超分節音，音変化

英語コミュニケーションの基礎となる英語音声についての知識を深め，日英語音声の違いを把
握しながら，英語音声の特徴を理解し，より良い発音の実践に役立てることを目標とする。　
本科目は，国際文化学科専門科目（コミュニケーション分野）として位置付けられている。

調音及び音響的側面から日英語音声の対照を行い，英語音声の特徴を把握する。適宜，実践的
な発音練習を行う。日英語音声の対照分析によって，日本人学習者の英語の発音の特徴及び日
本人にとって発音が困難な点を明らかにするとともに，その原因を探り，発音向上にむけての
解決方法について考察する。母音・子音のみならず，コミュニケーション上重要な機能を持つ
リズム，イントネーション，アクセント，ストレスや音の弱化，同化，脱落など，発話におけ
る音変化も網羅する。適宜，イギリス英語とアメリカ英語の発音の違いについて言及する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語表現論

西原　貴之

可能な限りいつでも対応しますが、事前に連絡してください。

1. 授業参画20％（授業参加が思わしくない場合は単位を取得できません）
2. レポート20％（指示に従った上ですべてのレポートを提出しないと単位を取得できません）
3. 定期試験60％（受験しないと単位を取得できません）
※30分以上の遅刻は欠席とみなします。30分以内の遅刻は2回で1回の欠席とみなします。

なし。授業で毎回ハンドアウトを配布する 。

白井恭弘（2008）．『外国語学習の科学−第二言語習得論とは何か』．岩波書店． 
<9784004311508>

【履修上のアドバイス】この授業では、英語教育・英語学習という営みそのものについて学習
します。英語教育や英語学習について客観的かつ論理的に考えるための視点を身につけます。
授業で行うディスカッションへの参加が重視されます。英語表現論基礎演習、英語表現論演
習、英語表現論特論（英文法）と合わせて履修することが望ましいです。英語以外の言語に興
味のある方も歓迎します。
【禁止事項】１）遅刻・私語・居眠り・飲食・携帯電話使用は厳禁します。違反すれば単位は
与えられない場合があります。２）前回の授業で配布したプリントは必ず次の授業に持参して
ください。

DVDの視聴やディスカッションを交えながらの講義形式を基本とする。

国際文化学科　２年次対象

中一種免（英語）選択，高一種免（英語）選択

英語教育学、第2言語習得論、応用言語学、心理言語学

【知識・理解】1. 英語コミュニケーション能力の養成を目指す学問である英語教育学の専門知
識を身につける、2. 英語の習得に関する専門知識を身につける
【思考・判断】1. 日本の英語教育や英語学習に関する問題点を指摘できる
【関心・意欲】1. 英語教育や英語学習の様々な問題に関して討議できる
【技能・表現】1. 英語教育や英語学習について学術的な議論ができる
【態度】1. 自らの英語学習について客観的に考えることができる、2. 日本国内外での英語教
育や英語学習について客観的かつ論理的に思考できる
≪カリキュラム上の位置づけ≫：学科共通専門科目コミュニケーションの選択科目

この授業では、英語教育学、第2言語習得論、応用言語学、心理言語学について、 講義、DVD視
聴、ディスカッションを通して学び、英語教育、英語学習、英語コミュニケーションについて
客観的に考えられる視点を身に付けることを目指します。一部、英語科教育法と内容が重複す
る部分がありますが、この授業は教員免許取得の必修科目ではないため、英語を学習したこと
のある人であれば誰でもあてはまるような一般的な内容を扱います（したがって、授業指導案
の作成や模擬授業といった英語教員を目指す学生のみに特化した内容は扱いません）。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語表現論基礎演習

西原　貴之

可能な限りいつでも対応しますが、事前に連絡してください。

1. 授業参画20％（授業参加が思わしくない場合は単位を取得できません）
2. レポート20％（指示に従った上ですべてのレポートを提出しないと単位を取得できません）
3. 定期試験60％（受験しないと単位を取得できません）
※30分以上の遅刻は欠席とみなします。30分以内の遅刻は2回で1回の欠席とみなします。

なし。授業で毎回ハンドアウトを配布する 。

山梨正明・有馬道子（編）．（2003）．『現代言語学の潮流』．勁草書房． <9784326101443>

【履修上のアドバイス】英語学（言語学）とその他の分野の接点で発達した研究分野につい
て、その基本的な考え方や研究成果などを学習します。英語学や言語学の基本的な知識は前提
とはしません。また、英語以外の言語に興味のある方も歓迎します。授業で行うディスカッ
ションへの参加が重視されます。英語表現論を履修していること、英語表現論演習と英語表現
論特論（英文法）を合わせて履修することが望ましいです。
【禁止事項】１）遅刻・私語・居眠り・飲食・携帯電話使用は厳禁します。違反すれば単位は
与えられない場合があります。２）前回の授業で配布したプリントは必ず次の授業に持参して
ください。

ディスカッションを交えながらの講義形式を基本とする

国際文化学科　３年次対象

中一種免（英語）選択、高一種免(英語）選択

言語の起源、社会言語学、神経言語学、心理言語学、コーパス言語学、言語哲学、レトリック
（修辞学）、非言語的コミュニケーション、記号論、言葉遊び、言語人類学、文学理論、文体
論

【知識・理解】1. 言語学と他分野の接点で発達した言語研究分野の知識を身につける
　                 2. 英語に関する知識を広く習得する
【思考・判断】1. 英語に潜む様々な特徴を指摘できる
【関心・意欲】1. 英語について多角的に討議できる
【技能・表現】1. 英語の様々な側面について学術的な議論ができる
【態度】         1. 英語の持つ多様な側面について論理的かつ学術的に思考できる
≪カリキュラム上の位置づけ≫：学科専門科目の選択科目

この授業では、言語学（英語学）と他分野（生物学、社会学、脳科学、心理学、コンピュータ
科学、哲学、人類学、など）の接点で発達した様々な研究分野について学習します。この授業
を通して、英語及び言語一般に関する広い知識と多角的な視野を習得することを目指します。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語表現論演習

西原　貴之

1. 授業参画20％（授業参加が思わしくない場合は単位を取得できません）
2. レポート20％（指示に従った上ですべてのレポートを提出しないと単位を取得できません）
3. 定期試験60％（受験しないと単位を取得できません）
※30分以上の遅刻は欠席とみなします。30分以内の遅刻は2回で1回の欠席とみなします。

なし。授業で毎回ハンドアウトを配布する 。

G．ユール（1987）．『現代言語学20章−ことばの科学−』．大修館書店．<9784469211451>

【履修上のアドバイス】主に英語学の考えに則して、英語の中に見られる様々な言語学的特徴
について学習します。言語学に関する基礎知識のない人でも理解できるような形で授業を進め
る予定です。英語以外の言語に興味のある方も歓迎します。授業で行うディスカッションへの
参加が重視されます。英語表現論、英語表現論基礎演習を履修していること、英語表現論特論
（英文法）を合わせて履修することが望ましいです。
【禁止事項】１）遅刻・私語・居眠り・飲食・携帯電話使用は厳禁します。違反すれば単位は
与えられない場合があります。２）前回の授業で配布したプリントは必ず次の授業に持参して
ください。

ディスカッションを交えながらの講義形式を基本とする

国際文化学科　３年次対象

中一種免（英語）選択，高一種免（英語）選択

音声学、音韻論、文字論、形態論、統語論、意味論、語用論、談話分析、英語史、言語学史

【知識・理解】1. 英語の構造や機能、変化に関する言語学的知識を身につける、2. 英語コ
ミュニケーションに関する言語学的知識を身につける
【思考・判断】1. 様々な言語学的レベルでの英語の特徴を指摘できる
【関心・意欲】1. 様々な言語学的レベルでの英語の特徴を討議できる
【技能・表現】1. 英語の構造や機能、変化について言語学に基づいた議論ができる、2. 英語
コミュニケーションについて言語学に基づいた議論ができる
【態度】 1. 英語や英語コミュニケーションについて論理的かつ学術的に思考できる
≪カリキュラム上の位置づけ≫：学科専門科目の選択科目

いわゆる言語学（英語学）と言語学の変遷について扱います。この授業を通して、英語そのも
のの言語学的特徴に関する知識を獲得すると同時に、人はこれまで言語をどのように研究して
きたのかということについても学習します。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

中国語文化論

侯　仁鋒

広島キャンパス　1926研究室

メール予約にて随時。また、研究室にいれば随時対応する。

・授業中の小テスト（15％）・出席率や授業への取り組み方（15％）
・期末試験（70％）・この３点により、総合的に評価する。

『ハピネス中国語』相原　茂など　朝日出版社

中国語を少なくとも１学年履修したことが必要である。

対面授業。テキストの内容を使いながら、演習の形で授業を行う。

国際文化学科　２・３・４年次対象

中国文化　中国語　言葉の背景は文化である。

①この科目は中国語と中国文化に興味がある学習者のための講義である。
②文化の視点から、中国語の表現、文型、言葉遣い、発想などを理解して、折にふれて日本語
や日本文化と対照しながら、中国文化にアプローチすることができる。
③中国語や中国社会、中国文化に関する研究に必要な語学的・文化的な基礎を固めることがで
きる。

①数字と数字表現、中国人の数字に見られる好き嫌い
②時間と時間表現、中国人のオーポンした性格とその表現
③あいさつ、中国人の挨拶の特徴　
④買い物と数量表現、中国のお金とものの量り方
⑤動物と植物、中国におけるその象徴性　
⑥趣味とスポーツ、中国人の生活におけるマージャン
⑦ボディランゲージ、中国におけるそのジェスチャーの意味
⑧約束　中国の食事マナー
⑨色　色とその象徴性
⑩病気　医食同源
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

中国語文化論基礎演習

侯　仁鋒

広島キャンパス　1926研究室

メール予約にて随時。また、研究室にいれば随時対応する。

・授業中の小テスト（15％）
・出席率や授業への取り組み方（15％）
・期末試験（70％）
・この３点により、総合的に評価する。

『読解中国語　やさしい中国語でよむ現代中国』　横川伸・王亜新　著　白帝社
その他、事前配布する。

中国語Ⅴ・Ⅶか中国語Ⅵ・Ⅷを習得しておく必要がある。

対面授業。テキストの内容を使いながら、演習の形で授業を行う。

国際文化学科　３年次対象

中国文化　中国語　言葉を通して中国文化にアプローチしていく。

①定着まで、自信がつくように、きれいに発音できる演習
②言葉と本文の内容の学習を通して中国文化にアプローチしていくことができる。
③中国語文化論演習のために、語学的・文化的な基礎を築くことができる。

1.中国語で楽々コミュニケーション術
2.中国語古典三字経の朗読
3.中国語シャドーイングの入門
4.地理環境
5.人口大国
6.中国語とその特質
7.本場の中華料理
8.黄河文明
9.姓氏（苗字）
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

中国語文化論演習

侯　仁鋒

広島キャンパス　1926研究室

メール予約にて随時。また、研究室にいれば随時対応する。

・授業中の小テスト（15％）
・出席率や授業への取り組み方（15％）
・期末試験（70％）
・この３点により、総合的に評価する。

『読解中国語　やさしい中国語でよむ現代中国語』　横川伸・王亜新　白帝社
その他、事前配布する。

中国語Ⅴ・Ⅶか中国語Ⅵ・Ⅷを習得したうえ、中国語文化論基礎演習も受講したことが望まし
い。

対面授業。講義と演習を並行して行う。

国際文化学科　３年次対象

中国文化　中国語　日本語　言葉を通して中国の文化にアプローチしていく。

①「中国語文化論基礎演習」の続きとして、中国文化、中国語に興味があり、中国語の中級学
習者のための演習である。
②インプットとアウトプットの両面から中国語の能力を高めることができる。
③語学と本文の内容の学習を通して中国の文化にアプローチしていくことができる。
④中国語や中国社会、中国文化、中国文学に関する研究に必要な語学的・文化的な基礎を築く
ことができる。

1.好一朵茉莉花
2.倒茶的礼貌
3.春節
4.漢字小史
5.中国人的手勢
6.漢語的外来語
7.北京の「四合院」
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

中国語文化論特論

侯　仁鋒

広島キャンパス　1926研究室

メール予約にて随時。また、研究室にいれば随時対応する。

・授業中の小テスト（15％）・出席率や授業への取り組み方（15％）
・期末試験（70％）・この３点により、総合的に評価する。

『やさしくくわしい中国語文法の基礎』守屋宏則　東方書店

中国語履修が前提。

対面授業。テキストの内容を使いながら、講義と練習を併用して授業を展開する。

国際文化学科　２・３・４年次対象

中国語　文法　言葉の背景は文化である。

①これまでにばらばら勉強してきた中国語の文法を体系化する。
②折にふれて文化の視点から、中国語の文法と中国文化にアプローチすることができる。
③中国語や中国社会、中国文化に関する研究に必要な語学的及び文化的な基礎を固めることが
できる。

第1章　文の構成素
第2章　中国語の品詞
第3章　フレーズ
第4章　文成分
第5章　文
第6章　中国語文法の要点
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

韓国・朝鮮語文化論

鄭　遇澤（チョン　ウテク）

広島キャンパス　1927研究室

火、水、木 11:00-12:00

授業中の発表や試験やreport(80%),出席(20%)評価する。

1．外国人のための韓国語文法１ (ソウル：communication books社）
2．韓国語と韓国文化関連教材は配布する。

言語をより深く理解しようとする学生の履修を勧める。
韓国語辞書を準備、持参すること。

講義形式の対面授業。授業日程に従って講義し、学生の個人とかグループ発表等も交えながら
実施する。学生は授業に出席し、レポートを含む試験や発表が義務付けられる。

国際文化学科  ２年次対象

韓国語概論、韓国の言語と文化

この科目は、国際文化学科の専門科目に位置し、言語から社会や文化を理解するために設定さ
れた授業である。「韓国・朝鮮語」を履修する学生を主たる対象に、その特徴を理解するため
の概論的内容に重点を置く。また、言語を通して文化を考える意味合いから、言語文化論の一
端を担う。

一般言語学研究の視点から韓国語と関連された多様な主題を体系的に理解する。
1．一般言語学の基本概念を基にして、言語を見る視点を持つこと。 
2．形態、通辞構造、意味資質の分析など、文法に関して深く理解すること。
3．言語政策、方言、言語史と比較言語学の観点で両言語を考察することなど、様々な主題を扱
う。
4．理論的な理解とともに実習を通じて、韓国語使用能力をより高めること。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

韓国・朝鮮語文化論基礎演習

鄭　遇澤（チョン　ウテク）

広島キャンパス　1927研究室

火、水、木 11:00-12:00

授業中の発表や試験やreport(80%),出席(20%)評価する。

1．基本テキストは「外国人のための韓国語文法１」
2．その他参考資料とプリント配布

言語、特に韓国語をより深く理解しようとする学生、または、言語を通して文化や社会を理解
しようとする学生の履修を勧める。
韓国語辞書を準備、持参すること。

講義形式の対面授業。授業日程に従って講義し、学生の発表と討論を交えながら実施する。学
生は授業に出席し、レポートを含む試験や発表が義務付けられる。

国際文化学科  ３年次対象

韓国・朝鮮語概論、韓国の言語史、言語政策、方言、言語と社会

この科目は、国際文化学科の専門科目に位置し、言語から社会や文化を理解するために設定さ
れた授業である。「韓国・朝鮮語」を履修する学生を主たる対象に、「韓国朝鮮語文化論」で
扱った内容の理解の土台の上、実際の多様な言語資料と現状の分析に重点を置く。また、言語
を通して社会文化を考える意味合いから、言語文化論の一端を担う。

　韓国語を言語学的研究の視点から実際の多様な言語資料と現状の分析、演習を目的とする。
１．言語と社会文化を考える視点から、言語史、言語政策、方言、言語と社会現状、基本的な
造語法の理解、口語と文語の差異、語彙体系の比較対照、言語礼節や話法の比較、日本語との
比較対照などを　具体的な言語資料を用いて行う。
２．関連主題に関する論文講読、論文主題の選定、分析方法論、作成法を練習する。
韓国語学や言語文化に関心がある学生に対して、韓国語の言語資料を通して、世界を見る論理
的な観点を得られるように導く。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

韓国・朝鮮語文化論演習

鄭 遇澤（チョン　ウテク）

広島キャンパス　1927研究室

火、水、木 11:00-12:00

　授業中の発表や試験やreport(90%),出席(10%)評価する。

１．基本テキストは「外国人のための韓国語文法１」
２．その他参考資料とプリント配布

言語、特に韓国語をより深く理解しようとする学生の履修を勧める。
韓国語辞書を準備、持参すること。

講義形式の対面授業。授業日程に従って講義し、学生のグループ発表等も交えながら実施す
る。学生は授業に出席し、レポートを含む試験や発表が義務付けられる。

国際文化学科  ３年次対象

韓国語概論、韓国の言語と文化

　この科目は、国際文化学科の専門科目に位置し、言語から社会や文化を理解するために設定
された授業である。「韓国・朝鮮語」を履修する学生を主たる対象に、「韓国朝鮮語文化論」
で扱った内容の理解の土台上、実際の多様な言語資料と現状の分析に重点を置く。また、言語
を通して文化を考える意味合いから、言語文化論の一端を担う。

「韓国朝鮮語文化論基礎演習」を継いでより深化された内容を扱う。

　韓国語を言語学的研究の視点から実際の多様な言語資料と現状の分析、演習を目的とする。
１．言語と社会文化を考える視点から、言語史、言語政策、方言、言語と社会現状、基本的な
造語法の理解、口語と文語の差異、語彙体系の比較対照、言語礼節や話法の比較、日本語との
比較対照などを　具体的な言語資料を用いて行う。

２．関連主題に関する論文講読、論文主題の選定、分析方法論、作成法を練習する。
韓国語学や言語文化に関心がある学生に対して、韓国語の言語資料を通して、世界を見る論理
的な観点を得られるように導く。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

韓国・朝鮮語文化論特論

鄭　遇澤（チョン　ウテク）

広島キャンパス　1927研究室

火、水、木 11:00-12:00

授業中の発表や試験やreport(80%),出席(20%)評価する。

1．韓国語と韓国文化　（ソウル：セムン社）
2．その他参考資料とプリント配布。

言語、特に韓国語を通して文化や社会を理解しようとする学生の履修を勧める。
韓国語辞書を準備、持参すること。

講義・演習融合形式の対面授業。授業日程に従って講義し、学生の個人とかグループ発表等も
交えながら実施する。学生は授業に出席し、試験や発表が義務付けられる。

国際文化学科  ２・３・４年次対象

韓国・朝鮮語の概論とスキルアップ、韓国の言語と文化

この科目は、国際文化学科の専門科目に位置し、言語から社会や文化を理解するために設定さ
れた授業である。「韓国・朝鮮語」を履修する学生を主たる対象に、概論的内容と実践的内容
との橋渡し的意味を持つ。言語を通して文化を考える意味合いから、言語文化論の一端を担
う。

韓国語の音声・語彙・文法の実践的な整理を目標として、高度な会話能力・読解能力の養成を
図る。与えられたテーマに対してどう表現するかを練習するための作文や発表、基本的な文章
の読解や要約、新聞記事や現代の文章を対象とした話し言葉と書き言葉の比較学習など、言語
文化を充実発展させるために総合的な運用能力の向上と社会文化に対する知識理解の深化を図
る。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本語文化論（日本語学）

小川　俊輔

広島キャンパス　1913

在室時であれば基本的にいつでも対応する。
時間割が確定次第（4月上旬），オフィスアワーを設定し，研究室の扉に掲示する。

毎回の課題（コメントメール）56%，中間レポート（3000字）22%，期末レポート（3000字）22%
で評価する。

プリントを配布する

文部科学省『中学校学習指導要領』，同『中学校学習指導要領解説　国語編』，同『高等学校
学習指導要領』，同『高等学校学習指導要領解説　国語編』の他は授業中に紹介する。

①「日本語文化論特論A」の履修・修得を前提として講義を進める予定である。同科目を未履
修・未修得の学生は，授業開始前に申し出ること。
②各回冒頭30分程度を前時の授業内容への意見・質問に対する教員からの回答時間に充てる。
毎回，積極的に意見，質問を書くこと。　
③３年次配当「日本語文化論基礎演習」「日本語文化論演習」は履修者の上限を20人程度とす
る。希望者が多数の場合は，「日本語文化論（日本語学）」「日本語文化論特論Ａ」の成績上
位者が優先される。

対面講義形式
対面演習形式

国際文化学科　２年次対象

中一種免（国語）必修，高一種免（国語）必修

現代日本語，文法，文章，文体，文字，表記，敬語，地域方言，役割語，日本語の歴史

【授業の目標】
①各時代の日本語の特性・機能・しくみについての基礎知識を得る。
②現代日本語の多様性についての認識を深める。
③日本語の歴史的変遷過程についての認識を深める。
④歴史的視点から物事を見つめ，対処する態度・姿勢を身につける。　
　
⑤自らのことばを豊かにしようとする姿勢・態度を身につける。
⑥常識を疑い，常に新鮮な視点で物事を見つめ，対処する態度・姿勢を身につける。　
　

【カリキュラム上の位置づけ】
国際文化学科の専門科目

現代日本語のしくみ・多様性について，具体的な事例に基づいて教授する。「日本語文化論特
論A」と同様に，「日本語文化論」系科目の基礎科目として，現代日本語の文法，文章と文体，
文字と表記，敬語，地域方言，役割語，および日本音韻史について，幅広く取り扱う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本語文化論基礎演習

小川　俊輔

広島キャンパス　1913

在室時であれば基本的にいつでも対応する。
時間割が確定次第（4月上旬），オフィスアワーを設定し，研究室の扉に掲示する。

・受講生が20名以上の場合⇒演習発表および発表に基づく期末レポート40%，質疑応答への参
加・貢献10%，期末試験50%。
　※試験問題は採点基準も含めて学生の責任で作成、採点は学生と教員とで行う。
・受講生が20名未満の場合⇒演習発表および発表に基づく期末レポート60%，質疑応答への参
加・貢献40%

―以下共通―
・質疑応答では，指名または挙手により意見を求められる。答えない人にA以上の成績はつかな
い。
・欠席1回につき5点減点。

プリントを配布する。

毎回、授業の際に紹介する。

・履修者の上限を24名程度とする。履修希望者が24名を超える場合は，「日本語文化論（日本
語学）」「日本語文化論特論Ａ」の成績上位者が優先される。これに，交換留学生が数名加わ
る。
・毎時間，授業内容に対する討議の時間を設ける。積極的に授業に参加すること。

対面演習形式

国際文化学科　３年次対象

中一種免（国語）選択，高一種免（国語）選択

論文輪読，言語資料の収集，言語研究の方法

【授業の目標】
①現代日本語にはどのような規則・しくみがあるのかついて，仮説を立てて検証する態度・姿
勢を培う。
②言語資料の収集方法を学び，資料性（資料の特性）の問題について理解する。
③言語資料の分析・研究の方法を身につける。

【カリキュラム上の位置づけ】
国際文化学科の専門科目

毎週１つのテキスト（論文または書籍）を読む。取り扱うテキストは受講生が自ら探してく
る。各回の授業の進め方は次のとおり。

１）前回の担当者によるまとめと振り返り
２）担当者による担当論文，担当著書の紹介（PPT32枚程度にまとめ，25~30分で発表）
３）質疑応答
４）小川による総評
５）評価・コメントカードへの記入，提出

※受講生を12グループに分け，グループ毎に取り組む。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本語文化論演習

小川　俊輔

広島キャンパス　1913

在室時であれば基本的にいつでも対応する。
時間割が確定次第（4月上旬），オフィスアワーを設定し，研究室の扉に掲示する。

・受講生が20名未満の場合⇒演習発表および発表に基づく期末レポート60%，質疑応答への参
加・貢献40%
・質疑応答では、指名または挙手により意見を求められる。答えない人にA以上の成績はつかな
い。
・欠席1回につき5点減点。

プリントを配布する。

演習発表の内容に応じて，授業中に紹介する。

毎時間，授業内容に対する討議の時間を設ける。積極的に授業に参加すること。

対面演習形式

国際文化学科　３年次対象

中一種免（国語）選択，高一種免（国語）選択

言語資料の収集，言語研究の方法論，言語研究の実践

【授業の目標】
①自らの興味・関心にしたがい，研究課題を設定し，論文化する能力を培う。
②４年次の卒業論文作成に向けて，自立的・自律的に言語研究をおこなう態度・姿勢を培う。

【カリキュラム上の位置づけ】
国際文化学科の専門科目

自らが収集した言語資料に基づいて研究発表をおこなう。
取り扱う研究の内容は，言語にかんするものであれば，まったく制限しない。音声，文法，語
彙を対象とするもの，江戸時代の日本語を対象にするもの，広島方言を対象とするもの，漫画
やドラマの日本語など，様々に考えられる。
※過去の演習発表題目は以下のURLを参照
　http://hc7.seikyou.ne.jp/home/Shunsuke.Ogawa/enshu.html

受講生は12グループに分かれ，グループ毎に演習，期末レポートに取り組む。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本語文化論特論Ａ

小川　俊輔

広島キャンパス　1913

在室時であれば基本的にいつでも対応する。
時間割が確定次第（4月上旬），オフィスアワーを設定し，研究室の扉に掲示する。

毎回の課題（コメントメール）56%，中間レポート（3000字）22%，期末レポート（3000字）22%
で評価する。

プリントを配布する。

文部科学省『中学校学習指導要領』，同『中学校学習指導要領解説　国語編』，同『高等学校
学習指導要領』，同『高等学校学習指導要領解説　国語編』の他は授業中に紹介する。

①後期の「日本語文化論（日本語学）」とセットで履修することが望ましい。
②各回冒頭30分程度を前時の授業内容への意見・質問に対する教員からの回答時間に充てる。
毎回，積極的に意見，質問を書くこと。
③３年次配当「日本語文化論基礎演習」「日本語文化論演習」は履修者の上限を20人程度とす
る。希望者が多数の場合は「日本語文化論（日本語学）」「日本語文化論特論Ａ」の成績上位
者が優先される。

対面講義形式

国際文化学科２年次対象

中一種免（国語）選択，高一種免（国語）選択

現代日本語，音声，音韻，語彙，意味

【授業の目標】
①言語の特性・機能，現代日本語のしくみについての基礎知識を得る。
②現代日本語の多様性についての認識を深める。
③自らのことばを豊かにしようとする姿勢・態度を身につける。
④常識を疑い，常に新鮮な視点で物事を見つめ，対処する態度・姿勢を身につける。　
　

【カリキュラム上の位置づけ】
国際文化学科の専門科目

人間の言語の特性・機能，現代日本語のしくみ・多様性について，具体的な事例に基づいて教
授する。「日本語文化論」系科目の基礎科目として，現代日本語の音声，音韻，語彙，意味に
ついて取り扱う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本語文化論特論Ｂ

高永　茂　（非常勤講師）

質問や相談がある場合には，授業の前後の時間帯に来てください。

　期末試験の成績で評価する。試験は持ち込み可の形式で実施する予定である。試験時間は70
分程度。

猪塚元・猪塚恵美子著『日本語音声学のしくみ』研究社（ISBN 4-327-38302-3）。

斎藤純男(1997)『日本語音声学入門』三省堂。
今石元久(2005)『音声研究入門』和泉書院。
松崎寛ほか(1998)『よくわかる音声』アルク。

対面授業。教科書を使用する。補助資料を適宜配付する。

国際文化学科　２･３･４年次対象（平成２１年度以降の入学生）

中一種免（国語）必修，高一種免（国語）必修

日本語，調音音声学，国際音声記号，アクセント，イントネーション，音韻論

　この授業では，日本語の音声が調音される仕組み，日本語の音声学的特徴，音声の記述方法
などを講義する。音声学の基本的な知識や理論を身につけるとともに，音声を知覚し記述する
技能も習得してもらいたいと考えている。

　言語に関わる教育・研究においては，それが文法や語彙に関わるものであっても，音声面の
正確な観察にもとづかなければ，言語事実を十分に把握することができない。この授業では日
本語の音声認識と記述に必要な知識と理論を理解することと，実践的な技術を身につけること
を目的としている。具体的には，話し言葉の特徴，子音と母音の分類，拗音，国際音声記号，
環境による音声変化，アクセント，イントネーション，音声学と音韻論の関係などについて詳
述する。



2017/4/12

280 / 420

授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本語表象論

山根　由美恵（非常勤講師）

毎時のコメントシート（50％）、授業態度（10％）、最終レポート（40％）により、総合的に
評価する。

配布するプリントをテキストとする。

授業の中で適宜指示する。

授業の始めに出席を取る。遅刻した人は、全体評価から減点する。遅刻が多い人は欠席と同じ
扱いにする。

対面授業。講義形式。

国際文化学科　２年次対象

中一種免（国語）選択，高一種免（国語）選択

日本近現代文学、日本文学史、作家の人生、夏目漱石、芥川龍之介、太宰治、村上春樹、黒澤
明

明治・大正・昭和・平成を代表する作家の作品に通史的に触れることで、日本近代文学の中心
軸について理解を深める。国際文化学科の学科専門科目。

本講義では、明治・大正・昭和・平成の代表的な作家である、夏目漱石・芥川龍之介・太宰
治・村上春樹の文学作品について講義する。通史的に授業をすることで作品の連続性を知ると
ともに、現代文学への新たな視点を見つける。また、作家の人生を詳しく講義することで、実
人生と作品の影響について考える。評価の主軸は毎時間課すコメントシートとなる。コメント
シートでは、第一に、自分の意見を説得力ある文章として述べる、第二に、自分の意見とは違
う概念を理解する眼差し（相対化の視点）、ができているかに重点を置く。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本語表象論基礎演習

遠藤伸治

広島キャンパス　1915研究室

授業がある日の在室時

研究発表（3０％）、最終レポート（4０％）、
質疑応答など毎時の取り組み（３０％）により、総合的に評価する。

太宰治『ヴィヨンの妻』、武田泰淳『ひかりごけ』、安倍公房『水中都市・デンドロカカリ
ヤ』

授業のなかで適宜指示する。

全員、次回に扱う作品を熟読し、質疑応答を活発に行うこと。発表担当者は十分に分析・調査
し、プリント資料を人数分用意すること。

対面授業。演習形式。

国際文化学科　３年次対象

中一種免（国語）選択，高一種免（国語）選択

日本近代文学、作家論、作品論、テクスト論、文化研究、生成論

日本近代文学研究の基礎的能力の習得を目標とする。国際文化学科の学科専門科目。

日本現代文学のうち〈戦後文学〉と呼ばれる作品を分析対象とし、読解する作業を重ねること
で、研究を行うための基本的な手順と方法を身につける。各回につき１〜２名の担当者が、作
品の分析と考察、先行研究や資料の調査収集、レジュメ作成などの準備の後、研究発表を行
う。受講者全員があらかじめ作品を読んでおき、発表後に質問、意見、問題点の提出・討議を
行う。
必ず１回は発表する。発表の回には十分な資料を準備してくる。
発表をしない回は、事前に読んで自分なりに感じた疑問、注目したいところをＢ５用紙１枚の
メモにまとめてくる。
最終回、２０００字以上のレポートを提出する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本語表象論演習

遠藤　伸治

広島キャンパス　1915研究室

授業がある日の在室時

演習発表3０％、 毎時の取り組み３０％ 、最終レポート4０％、とする。

小島信夫『アメリカンスクール』、安岡章太郎『質屋の女房』、庄野潤三『プールサイド小
景・静物』。

日本現代文学のうち、いわゆる〈第三の新人〉と呼ばれる作家たちの作品を教材に、演習形式
の授業を行う。

国際文化学科　３年次対象

中一種免（国語）選択，高一種免（国語）選択

「日本語表象論基礎演習」を受けて、さらに高度な研究能力の習得を目標とする。
国際文化学科の学科専門科目。

必ず１回は発表する。発表の回には十分な資料を準備してくる。
発表をしない回は、事前に読んで自分なりに感じた疑問、注目したいところをＢ５用紙１枚の
メモにまとめてくる。
最終回、２０００字以上のレポートを提出する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本語表象論特論

山根　由美恵

毎時のコメントシート（50％）、授業態度（10％）、最終レポート（40％）により、総合的に
評価する。

配布するプリントをテキストとする。

授業のなかで適宜指示する。

授業の始めに出席を取る。遅刻した人は、全体評価から減点する。遅刻が多い人は欠席と同じ
扱いにする。

対面授業。講義形式。

国際文化学科　2，3，4年次対象

中一種免（国語）選択、高一種免（国語）選択

日本近現代文学、恋愛、ジェンダー、差別

本講義ではいくつかの近現代文学作品を取り上げ、様々な愛（恋愛、親子の愛）の形を考える
ことを目的とする。文学は「人間研究」であり、人間の心を多面的に捉える学問と言える。恋
愛は人間の本性が出やすいと言われている。近現代文学において描かれた様々な愛の形に触
れ、人間の多面性を知り、様々な立場の視点の育成を目指す。

本講義では、それぞれの文学作品におけるキー概念や対立する概念（愛かお金かといった問
い）を授業の始めに提示し、講義を行う。恋愛に基軸を置くが、恋愛で障害となる展開には差
別やジェンダー意識、社会規範などが複雑に絡んでおり、これらの問題を自分なりにどのよう
に捉えるかが重要となる。このキー概念や対立する概念はコメントシートの課題となる。コメ
ントシートでは、第一に、自分の意見を説得力ある文章として述べる、第二に、自分の意見と
は違う概念を理解する眼差し（相対化の視点）、ができているかに重点を置く。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

人間心理論

向居　暁

広島キャンパス　1814研究室

試験50％、レポート50％（当日レポート10％、課題レポート40％）の割合で評価する。試験は
指定された教室（試験室）内で、90分間、主として論述式、座席指定、学生証呈示で実施す
る。試験における、教科書・ノート・資料等の持ち込みに関しては後に決定する。期末試験は
指定された試験日の授業時間内で実施する。課題レポート（計4回×10％）は、第4回、第8回、
第10回、第13回の授業内容終了後に提示する。

森敏昭・井上毅・松井孝雄 （1995）「グラフィック認知心理学」（サイエンス社）

主な参考文献は以下の通りである。
日本認知心理学会（2013）「認知心理学ハンドブック」（有斐閣）
仲真紀子（2010）「認知心理学」（ミネルヴァ書房）
井上毅・佐藤浩一（2002）「日常認知の心理学」（北大路書房）
日本認知心理学会 監修「現代の認知心理学（全７巻）」（北大路書房）
また、各回ごとの内容に合わせて紹介する。

履修予定者は、第１回の授業に出席して、ガイダンスの内容を理解した上で、履修するかどう
かを決定すること。授業に関する連絡方法は、正式には教学課の掲示、ポータル、学生に対す
る授業内での連絡によって行う。受講のルールについては、第１回の授業において提示する。
試験等において、本学において規定された不正行為を禁止する。不正行為が明らかになった場
合は、大学の規則（学則）に基づいて対応する。全学共通教育科目の「心理学」を履修してい
ることが望ましい。

対面授業。授業日程に従って、教科書の主要な章に関する講義形式で実施する。2〜3回の講義
につき、1章分の講義を想定した授業を行う。

国際文化学科　２年次対象

高一種免（公民）選択

認知心理学、記憶と忘却、日常記憶、認知の制御過程

認知心理学は心理学分野において主要なものの一つであり、その考え方は、教育活動、人間の
発達、社会行動など、他の心理学分野においても有用である。本科目では、様々な認知心理学
的研究からの知見が、日常生活や教育活動においてどのような意義をもつのか考える態度を形
成し、人間の認知や学習に関する基本的な行動を理解することを目標とする。

日常生活における具体的な経験を取り上げ、人間の認知的な精神機能がそれらにおいてどのよ
うに関与しているかを明らかにする。また、それらをもとにして、人間の認知的な精神機能の
特質について心理学的観点から考察し、人間の心理・行動を認知心理学的に理解するために必
要な基礎を培う。認知心理学分野のテーマから、特に、記憶や忘却、顔や名前の記憶、自伝的
記憶、目撃者証言、アクションスリップやメタ認知に関わる認知心理学的知見について、実験
などを交えながら概説する。そして、このような知見が、人間の日常行動の理解にどのように
役立つのかをともに探る。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

人間心理論基礎演習

向居　暁

広島キャンパス　1814研究室

第１回の授業において提示する。

期末レポート40％、中間レポート40％、当日レポート10％、授業課題10％の割合で評価する。
中間レポート、および、期末レポートの内容に関して、提出までに、担当教員に自由に質問す
ることができ、添削も依頼できることとする。

南風原朝和・市川伸一・下山晴彦 編（2001）「心理学研究法入門」（東京大学出版）

主な参考文献は以下の通りである。
大軒裕明・中沢潤 編著（2002）「心理学マニュアル　研究法レッスン」（北大路書房）
後藤宗理 他 編著（2000）「心理学マニュアル　要因計画法」（北大路書房）
南風原朝和 （2014）「続・心理統計学の基礎」（有斐閣アルマ）
吉田寿夫（1998）「本当にわかりやすいすごく大切なことが書いてあるごく初歩の統計の本」
（北大路書房）
高野陽太郎・岡隆 編（2004）「心理学研究法」（有斐閣）
また、各回ごとの内容に合わせて紹介する。

履修予定者は、第1回の授業に出席して、ガイダンスの内容を理解した上で、履修するかどうか
を決定すること。授業に関する連絡方法は、正式には教学課の掲示、ポータル、学生に対する
授業内での連絡によって行う。受講のルールについては、第１回の授業において提示する。試
験等において、本学において規定された不正行為を禁止する。不正行為が明らかになった場合
は、大学の規則（学則）に基づいて対応する。

対面授業。演習形式で実施する。

国際文化学科　３年次対象

高一種免（公民）選択

質的調査、量的調査、心理統計、実験の論理、実験の方法

心理学の研究において必要となる統計法および研究法の基礎を学ぶ。心理学の学術論文を読ん
で、その内容を理解するとともに、自分が行う心理学の研究においてデータを適切に分析でき
るようになることを目標とする。

心理学においては、研究課題の実証的な検討が重要となる。そのためには実験計画の立案の仕
方や調査の方法を学ぶことが不可欠となる。また、心理学の諸分野では使用される方法も異
なっている。この授業では、心理学研究の基礎である測定、実験、調査方法の概要を説明し、
様々な研究分野において、実際にどのように適用されているかを理解することを目的としてい
る。具体的には、質的調査や量的調査、統計的検定、実験の論理と方法について、実例を交え
ながら概説する。そして、心理学における研究法の長所、短所などを理解することにより、実
際に心理学の研究する際に適切な方法を用いることができるようになることを目指す。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

人間心理論演習

向居　暁

広島キャンパス　1814研究室

第１回の授業において提示する。

研究計画・実施20％、研究発表20％、期末レポート60％の割合で評価する。期末レポートの内
容に関して、提出までに、担当教員に自由に質問することができ、添削も依頼できることとす
る。

松井豊 （2010）「心理学論文の書き方−卒業論文や修士論文を書くために」（河出書房）

第１回の授業において提示する。また、各回ごとの内容に合わせて紹介する。

履修予定者は、第１回の授業に出席して、ガイダンスの内容を理解した上で、履修するかどう
かを決定すること。授業に関する連絡方法は、正式には教学課の掲示、ポータル、学生に対す
る授業内での連絡によって行う。受講のルールについては、第１回の授業において提示する。

対面授業。演習形式で実施する。

国際文化学科　３年次対象

高一種免（公民）選択

心理学研究、心理学実験、実験法、調査法

認知心理学の知見を中心に、記憶・思考・言語・学習などについての研究論文の講読、レポー
トの作成、発表、および討論などを行い、認知心理学の研究分野に関するより一層深い理解を
目標とする。その際に、購読した論文の問題点や改善点、その他の文献から新しく得られた知
見にもとづいた発展研究の案などを積極的に議論できる態度の育成を目指す。また、文献の熟
読、まとめ、発表、ディベートを通し、様々な論文や文献に対して「クリティカル」に考える
態度を確立し、実際の研究プロセスを体験することで、心理学研究の楽しさや難しさを理解す
ることを目標とする。

心理学関係の講義やこれまでの演習で得られた知識をもとに、関心を持った事柄について、簡
単な心理学の研究を小グループで協力しながら実際に行う。まず、興味のある内容に関連した
論文の講読、レジュメの作成、発表、およびディベートなどを行い、独自性豊かな研究テーマ
を開拓する。次に、研究の方法について詳細に議論し、エレガントな研究計画を立て、そし
て、その計画にもとづいて実際に調査や実験を行う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

書道・書写

日比野　貞勝　（非常勤講師）

提出物（課題作品及びそのレポート）・試験・出席状況

書の古典と理論（全国大学書道学会編）光村図書

書道全集（平凡社），書道字典（角川書店），五体字類（西東書房）

実習を主とするが，講義を加える。評価は提出物（６課題），試験，出席状況による。

国際文化学科　２年次対象

中一種免（国語）必修

　文字，書体，書風，筆意，執筆法，用筆法，運筆法，結構法，章法，時代性，風土性，公と
私, 拓本・法帖・書式，文房四宝

　書道・書写に関する基礎的な知識及び技法の理解・会得を主眼とする。また各教材に付随す
る史的背景の論述や名跡の鑑賞等から理解の深化を図る。教免の内容にも対応して展開する。

1　 ことばと文字と書
2　 書の特質，漢字と仮名
3　 書体・書風
4　 執筆法と用筆法と運筆法
5　 楷書の美と技法
6　 唐時代の楷書
7   行書の美と技法
8 　草書の美と技法
9　 王羲之の行・草書
10　仮名の美と技法
11　古筆と料紙
12　隷書の美と技法
13　篆書の美と技法
14　漢字仮名交じりの書法
15　書写教育の課題と展望
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

博物館概論

鈴木　康之

広島キャンパス　1912研究室

研究室に在室中は基本的に対応可。事前にメール等で連絡することが望ましい。

レポートと期末試験によって評価する。レポートによって自らのめざす学芸員像がイメージで
きているか、期末試験によって基礎知識の習得度を評価する。

特定のテキストは使用しない。プリントを配布する。

倉田公裕ほか『博物館学』東京堂出版、神奈川県博物館協会編『学芸員の仕事』岩田書院

対面授業の講義形式で行う。

国際文化学科　２年次対象

学芸員資格に係る必修

博物館、学芸員、資料、展示、収集、保存、学習支援、法規

博物館の専門的業務に従事する学芸員をめざすうえで必要とされる、基礎的知識と能力を養
う。学芸員養成に関する諸科目の入門的な役割を果たす科目である。

博物館とは何か、学芸員はそこでどのような役割を担うのかを包括的に学習する。現在の博物
館をとりまく状況を理解するなかから、自らの目ざす学芸員像を思い描いて欲しい。
授業の中で、2〜3本のレポート課題を提示する。実際に博物館・美術館・資料館などを見学
し、その成果をレポートにまとめること。



2017/4/12

289 / 420

授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

博物館経営論

鈴木　康之

広島キャンパス　1912研究室

研究室に在室中は基本的に対応可。事前にメール等で連絡することが望ましい。

レポートによって、授業の理解度と、博物館経営に対する理論的・批判的な思考ができている
かを評価する。

特定のテキストは使用しない。プリントを配布する。

大堀哲『ミュージアム・マネージメント』東京堂出版

「博物館概論」を履修していること。

対面授業の講義形式で行う。

国際文化学科　３年次対象（平成２４年度以降入学生）

学芸員資格に係る必修

博物館、使命、マネージメント、ステークホルダー、マーケティング、評価、倫理、リスクマ
ネージメント

博物館概論の履修を前提に、博物館学芸員として実務を遂行していく上で不可欠な、博物館経
営の理論と実務を習得する。とくに、博物館の使命を明確にすることが経営の基盤として重要
であることを理解し、それを実現するための方法を、博物館をとりまく社会情勢との関係にお
いて具体的に考えていく。

博物館をとりまく社会情勢が大きくく変化するなかで、博物館の目ざす姿と現実との間に
ギャップが生じがちである。そうしたなか、博物館本来の使命を果たしていくために必要なの
が、ミュージアム・マネージメントという考え方である。この授業では、博物館がどのような
経営資源を有し、それをどのように活用していくことによって使命を達成すべきかを、博物館
をとりまく社会とのコミュニケーションという視点から解説していく。また、博物館に関する
新聞報道などを適宜取り上げながら、具体的・実践的な議論を深めていきたい。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

博物館資料論

秋山　伸隆

広島キャンパス　1924研究室

月曜日５時限、金曜日５時限。在室時はいつでも対応する。

レポートにより評価する。

テキストは使用しない。プリントを配布する。

参考文献は適宜指示する。

「博物館概論」を履修していることが条件となる。

対面授業の講義形式で行う。

国際文化学科　2年次対象（平成24年度以降入学生）

学芸員資格に係る必修科目

博物館資料、資料収集・整理、古文書

学芸員資格の取得に必要な必修科目である。博物館資料の収集・整理・保管等に関する理論や
方法に関する知識・技術を習得するとともに、博物館の調査・研究活動について理解すること
を通じて、博物館資料に関する基礎的な能力を養う。

博物館資料とは何か、博物館法に定める「博物館資料」の意義と種類を確認した上で、資料の
種類と分類に関する方法学ぶ。次に、博物館資料の収集理念と方法、受入の手続きや登録の実
務に関する知識を習得するとともに、資料の分類・整理の方法に関する知識と技術を学ぶ。さ
らに博物館における調査研究活動の意義と内容について学び、調査研究活動の成果がその館の
常設展示として表れることを理解させる。あわせて博物館資料としての古文書の基礎知識を得
る。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

博物館資料保存論

大知徳子

宮島学センター（2219）

宮島学センターに在室している時はいつでも可。メール等で事前に予約することが望ましい。

レポートにより評価する。

テキストは使用しない。プリントを配布する。

参考文献は適宜指示する。

授業の中で古文書等の資料を取り扱う。
学芸員資格を取得する予定のない（4年次に「博物館実習」を履修する予定でない）者や，これ
まで学芸員資格に関連する授業を履修したことのない者で，この授業の履修を希望する場合
は，必ず初回の授業までに宮島学センターに相談に来ること。

対面授業。

国際文化学科　3年次対象（平成24年度以降入学生）

学芸員資格に係る必修

博物館，資料，保存

博物館法施行規則に定める「博物館資料論保存論」に対応する。
博物館における資料保存の理念を確認し，資料の保存・展示環境について科学的にとらえる。
また資料を良好な状態で保存していくための知識を習得する。

博物館資料を保管，保存し後世に伝えるために必要不可欠な知識を学ぶとともに，資料活用に
伴う保存と保管という視点から，理想的な博物館資料の保存環境あるいは保存方法について学
ぶ。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

博物館展示論

大知徳子

宮島学センター（2219)

宮島学センターに在室する時はいつでも可。メール等で事前に予約することが望ましい。

授業への取り組み（展示の企画案，チラシ・ポスター案，キャプション等の作成，展示作業，
展示解説）で評価する。期末試験は実施しない。

テキストは使用しない。プリントを配布する。

参考文献は適宜指示する。

授業の中で古文書等の資料を取り扱う。
学芸員資格を取得する予定のない（4年次に「博物館実習」を履修する予定でない）者や，これ
まで学芸員資格に関連する授業を履修したことのない者で，この授業の履修を希望する場合
は，必ず初回の授業までに宮島学センターに相談に来ること。

対面授業，展示体験ではグループでの作業をおこなう。

国際文化学科　3年次対象（平成24年度以降入学生）

学芸員資格に係る必修

博物館，展示

博物館法施行規則に定める「博物館展示論」に対応する。展示に関する歴史的変遷や展示によ
る教育活動，展示の諸形態について理解し，博物館の展示機能に関する基礎的能力を養う。

展示の基本理念と展示の歴史について紹介する。また，展示の実際については，受講者による
広島キャンパス図書館における企画展示を実施することで，具体的な展示の方法，解説活動に
ついて学ぶ。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

博物館教育論

秋山　伸隆

広島キャンパス　1924研究室

月曜日5時限、金曜日5時限。在室時はいつでも対応する。

レポートにより評価する。

テキストは使用しない。プリントを配布する。

参考文献は適宜指示する。

「博物館概論」「教育学概論」を履修していることが条件となる。

対面授業の講義形式で行う。

国際文化学科　3年次対象（平成24年度以降入学生）

学芸員資格に係る必修科目

博物館教育、学芸員

博物館における教育活動の基盤となる理論と実践に関する知識と方法を修得し、博物館の教育
機能に関する基礎的な能力を養う。

博物館教育の意義と理念、博物館の利用と学び、博物館教育の実際に関する基礎的知識を修得
するとともに、広島県内及び全国の博物館・資料館・美術館における博物館教育の実践例に学
び、博物館教育に関する実践的な能力を養う。博物館・美術館・資料館での特別授業も実施す
る。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 3 90 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

博物館実習

鈴木　康之

広島キャンパス　1912研究室

研究室に在室中は基本的に対応可。事前にメール等で連絡することが望ましい。

「博物館実習日誌」に実習内容をレポートとして記入すること。これをもとに、学芸員に必要
な知識・技能が習得できているかを評価する。

特定のテキストは使用しない。資料を配付する。

日本博物館協会編『博物館資料取扱いガイドブック』ぎょうせい、その他授業中に適宜紹介す
る。

館務実習の受け入れ先を内定し、受入の詳細や手続方法等について問い合わせておくこと。

対面授業と実習を交互に行う。

国際文化学科　４年次対象

学芸員資格に係る必修

博物館資料の取り扱い、収納、梱包、整理、資料化

日本の博物館学芸員は、資料の収集・保存、調査・研究、展示の企画・運営、各種学習支援行
事の企画・運営など、多様な業務に従事している。こうした業務の実際に触れ、また体験する
ことによって、職業人としての実践的な意識、職業倫理などを涵養する。
博物館学芸員資格取得に関する授業の総まとめに位置づけられる。

対面授業では、学芸員としての実践的な知識・技術・倫理などを説明する。実習では博物館資
料の取り扱いや収納・梱包などを繰り返し訓練するとともに、資料カードの作成、写真撮影な
ど、博物館資料の整理・活用方法を習得する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

博物館情報・メディア論

小川　仁士

広島キャンパス　1548研究室

質問等には随時対応する。
研究室へ来訪する場合は，メール等で事前に在室を確認すると良い。

５回以上の欠席は評価の対象外とする。出席状況および期末試験７０％，自習課題の実施状況
３０％の割合で評価する。期末試験は，指定された試験の日時に，指定された教室（試験室）
内で，ノート・教科書類持ち込み不可で実施する。自習課題の提出方法等については，授業時
間内に指示する。

適宜，関係資料を配付する。

全国大学博物館学講座協議会西日本部会編『新時代の博物館学』芙蓉書房出版，2012
大堀哲・水嶋英治編著『博物館学Ⅲ』学文社，2012

「博物館概論」を履修していることが条件となる。資格取得に係る必修科目なので，授業外で
の積極的な予習・復習に努めること。

対面授業。授業日程に従って，講義・演習併用形式で実施する。授業１回に対し学生の自習４
時間を想定した授業を行う。

【24年度以降入学生】国際文化学科　３年次対象

学芸員資格に係る必修

博物館，学芸員資格，博物館情報・メディア，情報発信，知的財産，個人情報保護，ディジタ
ル化

本科目は，博物館法に規定される学芸員資格取得に必要な「博物館法に関する科目」のうちの
「博物館情報・メディア論」に該当する。博物館における情報の意義と活用方法および情報発
信の課題について理解し，博物館の情報の提供と活用等に関する基礎的能力を養う。

現代社会においてはコンピュータやネットワークが高度に発達し，それを支えるディジタル技
術がモバイル端末などに象徴されるような身近なコミュニケーション・メディアとして活用さ
れている。博物館においても研究，展示，教育を中心にメディアとしてのディジタル技術の利
用が行われている。本講義では，文化，技術，経営等の視点から博物館における情報やメディ
ア・コンテンツの活用について考察する。また，学んだ理論や知識を実践する力をつけるた
め，演習を通して情報収集・蓄積・発信の基礎的な方法を身につける。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

生涯学習概論

天野　かおり（非常勤講師）

集中講義期間中

成績評価の内訳は、シラバス情報に従って行った予習にもとづき、質問や意見発表、プレゼン
テーションといったっ形態で示される、授業に対する主体的な関わりに対する評価を80％、最
終的な課題として課すレポートによる評価を20％とする。

赤尾勝己『新しい生涯学習概論』ミネルヴァ書房、2012。

電子辞書を持参すること。

シラバス情報に従って予習を行うことを準備学習として求める。そうした予習にもとづき、質
問や意見発表、プレゼンテーションを行うといった、授業に対する主体的な関わりを求める。

国際文化学科　２年次対象

学芸員資格に係る必修

博物館に関する科目、生涯学習、社会教育、学芸員

本授業は、博物館法の第五条第一項第一号に規定される「博物館に関する科目」のうちの「生
涯学習概論」に該当する。
授業における到達目標は、次の2点である。
1．生涯学習社会に関する理解を深める。
2．生涯学習社会を構築するにあたり、社会教育が抱える課題を把握できる。

本授業では、まず、生涯学習を論じる上での諸前提について確認する。その上で、生涯学習が
必要とされる社会的背景を再帰的近代化、学力観の変容、「学習する組織」論の3つの視点から
探る。次いで、海外の生涯学習に関する理論と動向について、ユネスコ、OECD、アメリカにお
ける理論とその動向を手がかりに理解する。また、日本における生涯学習政策の展開につい
て、国レベル、地方自治体レベルから理解を深める。さらに、社会教育・生涯学習関連施設に
おける学びについて、図書館、博物館、公民館および生涯学習関連施設を取り上げて分析を行
う。最後に、生涯学習社会の課題と可能性について検討を加える。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 国際文化学科選択、開放科目

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

上級日本語Ⅰ

西本寮子

1914

授業のある日の在室時。不在時はメールで連絡すること。メールにより面談の日時を調整する。

毎回の授業への取り組み（30％）、適宜課す課題の提出状況（20％）、最終回の課題への取り組み
状況（50％）により評価する。受講生の理解状況によっては期末に試験を課すこともある。

適宜資料を配付する。また、必要に応じて資料を貸与する。

適宜提示する

原則として日本語Ⅰ〜Ⅳを履修していること。また、日本語能力試験N2程度の日本語運用能力があ
ること（開講時に説明する）。

交換留学生にあっては、来日時に本学で実施する日本語運用能力テストの結果により受講の可否を
決定する。開放科目として履修を希望する国際文化学科以外の留学生についても、日本語運用能力
テストを受けたうえで、受講の可否を決定する。

対面方式。演習。

原則として、日本語Ⅰ〜Ⅳを履修していること。また日本語能力試験N2相当の能力があること。
交換留学生および、開放科目として履修を希望する他学部他学科の学生については、日本語運用能
力確認テストを実施し、受講の可否を決定する。

なし

日本語、読む、聞く、書く、話す

国際文化学科の専門科目（学科専門外国語）
一定の日本語運用能力が身についている（日本語能力試験N２相当）ことを前提として、日本語運
用能力をさらに高めることを目標とする。

日常生活のさまざまな場面で使われる日本語について、やや複雑な内容、構成の文章（論説文や評
論、新聞記事など）を読み、内容を正確に理解するとともに、適切な日本語でまとめ、表現できる
よう（書く、話す）、また、日常的なスピードの会話やニュース、講演などを聞き、内容をまと
め、的確な日本語で自分の意見を述べられるよう（話す、書く、議論する）、演習を繰り返す。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

上級日本語Ⅱ

家村　伸子（非常勤講師）

課題・毎回の授業への取り組み状況80％、レポート20％　で評価する。

授業時にプリントを配布する。

適宜紹介する。

対面方式。原則として演習形式で実施する。授業時間２時間（１回）と学生の自習時間を想定
した授業を行う。ほぼ毎回課題を与え、提出、報告を求める。提出物にもとづいて、次週の授
業を行うことがあるので注意すること。受講生は毎回の課題に的確に応えるとともに、最終的
にはレポート作成を行うものとする。

国際文化学科　２年次対象

研究活動のための日本語、口頭表現力、レポートの書き方、調査研究

国際文化学科共通科目外国語に位置づけられている。日本語Ⅰ〜Ⅲで身につけた確かな表現
力、読解力、聴解力を前提として、目的に応じて表現や文体を使い分け、的確で豊かな日本語
表現力、運用能力を身につけることを目標とする。ただし、受講生の日本語レベルによっては
変更する。

フォーマルな場面で自己の意見を述べる練習として、スピーチとプレゼンテーションを取り上
げる。原稿を準備、推敲することで場にふさわしい表現を磨き、原稿読みの練習を繰り返すこ
とで日本語の発音を意識し、大勢の人の前で自己の考えを分かりやすく伝えるための技術を獲
得する。
大学生活で必要な研究能力の基礎を築くために、自己の興味に沿ったテーマで調査計画を立
て、調査、分析、考察を行う。調査研究で判明したことについてプレゼンテーションを行い、
質疑応答を経て、さらに再考し、最終的にはレポートにまとめるという一連の活動を行う。
ただし、受講生の習熟度によっては、より基本的な口頭表現、文章表現の方法、日本語で文章
を書くにあたっての基礎的知識の習得に力を注ぐこともある。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅱ（Critical Reading Ⅰ） d

栗原　武士

広島キャンパス 1823研究室

随時（授業時、またはメール等で、事前にアポを取ってください）

授業参加度（課題、アクティビティその他）40％、授業内テスト60％で成績評価を行います。
授業の成績と英語検定試験の結果を併用して最終的な成績を決定します。具体的な方法につい
てはオリエンテーション及び授業の中で説明を行います。

Jim Knudsen. Readers' Forum 2: Everyday English: Current Topics to Read and Talk 
about.  南雲堂

適宜授業内で配布

オリエンテーションで説明します。

講義形式と演習形式を組み合わせて授業を進めます。またグループワークなどを適宜取り入れ
ることもあります。

国際文化学科　１年次対象

基礎的英語力

高度な内容を持つ英文を精読し、文法構造や文脈を理解しながら正しく読めるようになるため
の、あるいは英語による情報収集ができるようになるための訓練を行います。語彙力と読解力
を養う事を重視しつつ、海外の知識を深める事を目標とします。教材は主として文学作品や新
聞・雑誌の記事、エッセイ、研究論文などです。

テクストを用い、段落ごとの意味の内容を理解しながら英語を読む訓練をします。並行して
様々なジャンルの英文を読み、語彙力、文法力の増強を目指します。
なお、履修者は本科目が開かれる学期中に英語検定試験（TOEIC、TOEFL、英検、IELTS、国連英
検のうちいずれか1つ）を必ず1回受験すること。TOEICとTOEFLに関しては学内実施のものを受
験してもよい。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅳ（Critical Reading Ⅱ） d

吉本和弘

広島キャンパス 1824研究室

随時（授業時、またはメール等で、事前に了解を取ってください）

授業参加度（課題、アクティビティその他）40％、定期テスト60％で成績評価を行います。
授業の成績と英語検定試験（TOEIC等）の結果を併用して最終的な成績を決定します。具体的な
方法についてはオリエンテーション及び授業の中で説明を行います。

Unwritten Britain: Personality and Cultural Traits（『だれも書かなかったイギリス』）, 
Toby Wheeler, Haruhito Sawanobori, Yasuko Shirasu, 英宝社、1900円

適宜授業内で配布

これはハイレベルクラスであり、一定の英語力がある事を前提に入れるものとします。詳細は
オリエンテーションで説明します。

講義形式と演習形式を組み合わせて授業を進めます。またグループワークなどを適宜取り入れ
ることもあります。

国際文化学科　１年次対象

高度な英語力、イギリス文化、ディスカッション

英語II (Critical Reading I)に引き続いて、より高度な内容を持つ英文を精読し、文法構造や
文脈を理解しながら正しく読めるようになるための、あるいは英語による情報収集ができるよ
うになるための訓練を行います。語彙力と読解力を養う事を重視しつつ、人文学の多様な知識
を深める事を目標とします。さらにテキストの内容について、自分の意見を英語で発信できる
よう練習します。

テクストを用い、イギリスの文化について学びながら、現代的な多様な文化的問題について
ディスカッションし、意見交換を英語で行う活動をします。
なお、履修者は本科目が開かれる学期中に英語検定試験（TOEIC、TOEFL、英検、
IELTS、国連英検のうちいずれか1つ）を必ず1回受験すること。TOEICとTOEFLに関しては学内実
施のものを受験してもよい。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅵ（Cross-Cultural Studies） d

西原　貴之

可能な限りいつでも対応しますが、事前に連絡してください。

1. 授業参画10％（授業参画が思わしくない場合は単位は取得できません）
2. 小テスト30％（スコアが一定の基準を下回りますと単位を取得できません）
3. 課題30％（取り組みが一定の基準を下回りますと単位を取得できません）
4. 定期試験30％（受験しないと単位を取得できません）
5. 授業の成績と英語検定試験の結果を併用して最終的な成績を決定する（受験しないと単位を
取得できません）。詳しくは授業の中で説明します。
※30分以上の遅刻は欠席とみなします。30分以内の遅刻は2回で1回の欠席とみなします。

Hayase, H., & Egashira, R. (Eds.). (2015). Let's learn English from American 
Literature II. Tokyo: Eihosha.

綿貫陽・M．ピーターセン（2011）．『表現のための実践ロイヤル英文法』．旺文社．
<9784010312995>

【履修上のアドバイス】この授業では、特に英語文学作品の読解を通して英文読解力を高めま
す。加えて、毎回英単語の小テストを行ないます。これまでに培ってきた英語力をもう一段高
め、英語知識に更なる広がりを持たせるために、積極的に授業に参加してください。授業の予
習と復習もしっかりと行なってください。辞書は必ず持参してください。
【禁止事項】１）遅刻・私語・居眠り・飲食・携帯電話使用は厳禁します。違反すれば単位は
与えられない場合があります。２）教科書などを忘れたときは，始業までに各自の責任で当日
の授業範囲のコピーを取っておいてください.

演習形式の対面授業を基本とする。また、小テストを毎回行い、コミュニケーション活動や日
本文化発信練習なども定期的に行う。家庭学習として、授業の予習と復習に加えてALC 
NetAcademyによる自己学習とTOEIC演習を課す。

国際文化学科　２年次対象、前年度にTOEICで600点以上の到達者のみ履修可

英語リーディング力、英語文学作品読解方略、英単語学習、英文法学習、異文化理解、日本文
化発信、コミュニケーション

英語圏の国々の文学・文化の理解、または日本文化の英語圏への紹介および発信、つまり異文
化理解を主なテーマとし、文化のさまざまな問題を扱う文献を読み、それを材料に発信する練
習をする事で英語力を総合的に高めることを目標とする。
≪カリキュラム上の位置づけ≫：学科共通専門科目外国語の選択科目

このクラスではテキストを使って毎回英語の文学作品を読み、その演習を通して英語文学作品
読解技能の向上を目指します。小テストは毎回実施し、英単語や英文法の定着を目指します。
また、授業内で英語スピーキング力や日本文化発信力を向上させる練習も行います。また、ALC 
NetAcademyやTOEIC演習を通して英語力一般の向上も目指してもらいます。この授業を通して定
期的に英語を学習する習慣を身に付けてください。なお、履修者は本科目が開かれる学期中に
英語検定試験（TOEIC、TOEFL、英検、IELTS、国連英検のうちいずれか1つ）を必ず1回受験する
ことが義務付けられます。TOEICとTOEFLに関しては学内実施のもので構いません。英語検定試
験の結果は当該期の他の科目と併用できます。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

社会言語学

小川　俊輔

広島キャンパス　1913

在室時であれば基本的にいつでも対応する。
時間割が確定次第（4月上旬），オフィスアワーを設定し，研究室の扉に掲示する。

会話分析ミニレポート20%、フィールドワークに基づく研究発表40%、期末レポート40%

授業中に紹介する。

田中春美 ・田中幸子『社会言語学への招待―社会・文化・コミュニケーション』，日比谷潤子
『はじめて学ぶ社会言語学―ことばのバリエーションを考える14章』，岩田祐子・重光 由加・
村田泰美『概説 社会言語学』，真田信治・ダニエル･ロング『社会言語学図集―日本語・中国
語・英語解説』，真田信治『社会言語学の展望』，P.トラッドギル 原著・土田滋訳『言語と社
会』など

６月または７月の土日のうち１日（9：00－17：50）を選び，キャンパス外でフィールドワーク
を実施します。何月何日にするかは初回の授業の折に相談して決めます。このフィールドワー
クに参加しなかった人には単位が認定されません。必ず参加するようにしてください。なお，
フィールドワーク先は，宮島，尾道，平和公園周辺のいずれかを予定しています。

冒頭数回は対面講義，その後は対面演習。グループ・ワーク，プレゼンテーション，教室の外
（キャンパス内外）でのフィールド・ワーク等。

国際文化学科　３年次対象

「日本語教員養成課程」の選択科目

言語，社会，会話分析，言語景観，プレゼンテーション，グループワーク，フィールドワーク

【授業の目標】
①欧米および日本の社会言語学研究史を説明できるようになる。
②フィールドワークの経験を通して，積極的に現場に出て，自ら情報を収集しようとする態度
を身に付ける。
③フィールドワークによって得られた言語データを，整理し，分析し，効果的な方法で提示
（プレゼンテーション）できるようになる。

【カリキュラム上の位置づけ】
国際文化学科の専門科目

まず、欧米および日本の社会言語学の成果と課題について概説する。その後、キャンパス言葉
辞典の作成、言語地図の作成等、具体的な社会言語学の研究を実践する。フィールドワークを
伴う場合もある。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 16 学科または専攻毎の必修・選択の別

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

Intensive English Ⅰ

スティーブン・ローゼン

1817

to be posted

Identity (Oxford Univ Press)-- depending on availability

To be announced

Internet access and ability to use Microsoft Word

Intensive English, mainly listening and speaking on cultural issues

Intercultural communication, intensive English

The purpose of this course is to extend the communicative ability of students with 
advanced level discussion and listening practice

Discussion on issues related to intercultural communication and culture conflict and 
misunderstanding
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

Intensive English Ⅱ

デイビッド・リー（非常勤講師）

Evaluation will be based on the students' participation on class activities, two in-
class presentations and a final examination.

Present Yourself 2 Viewpoints, 2nd edition by Steven Gershon. Published by Cambridge 
University Press.

The lessons will be based on a student centered approach that will include; whole 
class activities, group activities, pair activities and individual activities.

国際文化学科2年次対象

Goal: To learn how to develop the necessary skills so as to be able to make effective 
English presentations at a higher level on various topics, concerning cultural, 
academic and business situational themes, in English. Students will be required to 
make actual presentations in English individually or as a part of a group project.

Students will have the opportunity to continue to learn and develop the skill of 
talking about topics to an audience. In this course the focus will be on expressing 
opinions or points of view.
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 15 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

上級中国語

丸山浩明

１７１２研究室

毎回の演習の総計５０％、実力テスト３０％、中国語検定３級以上２０％を基準とする。

プリント

中国語８単位履修者を対象とする。４単位履修者も可とする。

対面演習。ペアやグループでの実践練習。

国際文化学科３年次

中国語通訳

中国語運用能力の向上と現在の中国の理解、および日本を発信できる力の養成を目指して、中
国語・日本語を鍛錬する。

現代中国の新聞による社会理解や、通訳入門的な練習を行う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

上級韓国朝鮮語

鄭　遇澤（チョン　ウテク）

広島キャンパス　1927研究室

火、水、木 11:00-12:00

授業中の発表や試験やreport(80%),出席(20%)評価する。

1．韓国語と韓国文化に関する参考資料とプリント配布。

韓国語の中級以上のレベルの方と、韓国語を通して現代韓国文化・社会を理解しようとする学
生の履修を勧める。
韓国語辞書を準備、持参すること。

講義・演習融合形式の対面授業。授業日程に従って講義し、学生の個人とかグループ発表等も
交えながら実施する。学生は授業に出席し、試験や発表が義務付けられる。

国際文化学科  ３年次対象

韓国・朝鮮語の概論とスキルアップ、韓国の言語と文化

この科目は、国際文化学科の専門科目に位置し、韓国語の言語能力のレベルアプと現代韓国社
会や文化を理解するために設定された授業である。「韓国・朝鮮語」を履修する学生を主たる
対象に、実際コミュニケーション能力を高めることが講座の目標である。

韓国語の音声・語彙・文法の実践的な整理を目標として、高度な会話能力・読解能力の養成を
図る。与えられたテーマに対してどう表現するかを練習するための作文や発表、基本的な文章
の読解や要約、新聞記事や現代の文章を対象とした話し言葉と書き言葉の比較学習など、言語
文化を充実発展させるために総合的な運用能力の向上と社会文化に対する知識理解の深化を図
る。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英文法特論

西原　貴之（非常勤講師）

1. 授業参画１０％（欠席が6回以上となったり、授業参画が思わしくない場合は単位は取得で
きません）
2. 小テスト３０％（スコアが一定の基準を下回りますと単位を取得できません）
3. 定期試験３０％（受験しないと単位を取得できません）
4. 英語検定試験受験のスコア３０％（授業期間中に受験しないと単位を取得できません）
※30分以上の遅刻は欠席とみなします。30分以内の遅刻は2回で1回の欠席とみなします。

Konaka, H. (2015). A short course in English idiomatic expressions. Nan'un-do.

綿貫陽他（2000）. 『徹底例解ロイヤル英文法』. 旺文社.
Swan, M. (2005). Practical English usage. OUP.

【履修上のアドバイス】英語関係で卒業論文を執筆したい人や英語教員を目指す人など、既に
高い英語力を持
っている人を対象とした授業となります。高校までの英文法を十分に理解していることを前提
で授業を行いま
す。授業の取り組みが英文法知識向上に直結しますので、積極的に授業に参加してください。
また、授業の予
習と復習もしっかりと行なってください。辞書は必ず持参してください。
【禁止事項】１）遅刻・私語・居眠り・飲食・携帯電話使用は厳禁します。違反すれば単位は
与えられない場
合があります。２）前回の授業で配布したプリントは必ず次の授業に持参してください。

演習形式の対面授業を基本とする。英文法に関する講義と演習を行う。毎回小テストも行う。

国際文化学科３年次対象

中一種免（英語）選択、高一種免(英語）選択

英文法

【知識・理解】1. 英文法に関する高度な知識を習得する
【思考・判断】1. 英文の適格性を判断できる
【関心・意欲】1. 文法規則の下地となっている言語学的根拠を討議できる
【技能・表現】1. 類似した英文のニュアンスの違いを指摘できる
【態度】1. 話者の態度や文脈の観点から英文法規則を捉えることができる
≪カリキュラム上の位置づけ≫：学科専門科目の選択科目

この授業では、高等学校で学習した内容以上の高度な英文法知識の獲得を目指します。英文法
運用能力よりは明示的な英文法知識の獲得に重点を置きます。授業ではハンドアウトを中心と
した講義に加えて、イディオム学習用副教材を使用した小テストを毎回実施します。なお、受
講者には全員授業期間中に英語検定試験（
TOEIC、TOEFL、英検、IELTS、国連英検のうちいずれか1つ）を1回受験することを義務として課
します。TOEICとTOEFLに関しては学内実施のものでも構いません。英語検定試験の結果は当該
期の他の科目と併用できます。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本語・日本事情

家村　伸子（非常勤講師）

レポート　30％
発表　     30％
グループワーク、討論、発表準備等を含む課題への取り組み方　40％

授業時配布

対面授業

国際文化学科 ２年次対象

自国の理解、異文化理解、多文化共生社会、異文化接触、問題発見解決能力、討論、発表

留学生が日本社会で抱く様々な疑問や直面する問題をテーマとし、調査、研究、討論、発表等
の活動を通して、価値や文化の多様性を認識し、多文化共生社会に必要とされる自国と他国を
客観視する能力、異文化接触における問題を発見し解決する能力を育成することを目標とす
る。

本授業では、日本人学生と留学生が協力して課題に取り組む。主な課題は次の二つである。①
日本で報道されている留学生の母国の実態と留学生の母国で報道されている日本の実態を調査
する。発表と質疑応答、それに続く討論を通して自国を客観的に捉え直し、成果をレポートに
まとめる。②日本社会について（政治、経済・経営、教育、食生活、環境問題、習慣、伝統文
化等から）留学生が抱く疑問点、問題点を整理する。それらをテーマに課外調査とグループ討
論、発表とクラス全体での討論を重ねる。一連の活動を通して、異文化接触、多文化共生社会
についての認識を深め、成果をレポートにまとめる。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本語教育学

中石ゆうこ

1132

毎週火曜日10時から12時

授業内の課題(30%)
期末テスト  (50%)
授業への貢献(10%)
出席(10%)

『にほんごこれだけ！１』　（ココ出版）

授業時に紹介する。

対面授業。学生は、授業に出席し積極的に活動に参加すること。

国際文化学科　２年次

日本語教育　学習者　外国語としての日本語

①国内・海外の日本語教育事情を知ること
②日本語教育に関わる分野を概観し、外国語としての日本語を教える基礎を形作ること

日本語教授法（２年次後期）、日本語教育実習（３年次）の土台となる科目である。

① 国内外の日本語教育事情
② 日本語教育に関する分野の概観
③外国語として日本語を教えるとはどういうことか
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

日本語教授法

中石ゆうこ

1132

毎週火曜日10時から12時

課題(40%)  ※課題の提出が遅れた場合は、減点の対象とする。
レポート  (40%)
授業への貢献(10%)
出席　  (10%)

必要に応じて、ハンドアウトを配布する。

『にほんごこれだけ！１』　（ココ出版）

受講人数によって授業の進度は変更する。

対面授業およびプロジェクトワーク。学生は、授業に出席し積極的に活動に参加すること。

国際文化学科　２年次

日本語教育　教授法　学習者

①日本語教育に関わる教授法を理解すること
②日本語授業設計の疑似体験を通して授業の組み立て方を理解すること
③外国語として日本語を見る目を養うこと

「日本語教育学」（2年次前期）をすでに受講をしていることを、本科目の受講条件とする。
（応相談）

① 外国語教育における教授法
② 学習者のニーズ・レベルとそれに適した教授法
③ 日本語授業の組み立て
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

法学概論

岡田　高嘉

広島キャンパス　2223研究室

随時

　成績評価は定期試験の結果を第一次的な評価対象とし、それに授業態度、小テスト等の成果
を考慮して総合的に判断する。大まかな内訳は以下のとおり。
（1）定期試験（60％）
（2）授業態度（10％）
（3）小テスト（30％）
　定期試験は論述形式であり、おおむね法学の基本的な知識を確認する問題と、それを基礎と
した論理的な法的思考力を評価するための問題で構成される。

法学六法’18（信山社、2017）

中山竜一『法学』（岩波書店　2009）
齊藤信宰『現代社会における法学入門』（成文堂　2010）
末川博『法学入門 第6版補訂版』（有斐閣　2014）

　新聞やニュース・報道番組を意欲的に見聞きし、国内外で何が話題になっているのかを把握
しておくことが望ましい。
　本科目の履修にあたり，「日本国憲法」を履修済みであること。

対面授業。授業は，教科書・レジュメ・資料を用いて，講義形式で実施する。

国際文化学科２年次、経営学科２年次対象

中一種免(社会)選択必修 ，高一種免(公民)選択必修

法の解釈、民法、刑法、労働法、社会保障法、経済関連法、国際法

【目標】
知識・技能の観点　
１　私たちの生活に身近な法の概要を理解し、説明できる。　
２　法解釈の基本的な技法を理解している。
３　法知識や法解釈の技法を、実生活において応用できる。　

思考・判断・表現の観点　
１　現代の社会問題を法と関連づけて多面的かつ論理的に考察することができる。
２　直観に頼らず、法的な思考を用いて説得力ある論述ができる。
３　他者の声に真摯に耳を傾けつつ、集団の中で多様な自己表現ができる。　

主体性・協働性の観点
１　テレビや新聞等で見聞きする社会問題に関心を持つことができる。
２　専門分野にとらわれず、幅広い知識と柔軟な思考の大切さを自覚できる。
３　他者と協働して課題に取り組むことができる。

　現代社会において、私たちのあらゆる生活は、法によって規制されている。法は私たちを拘
束するものであるが、それによって私たちの利益が守られている。したがって、法知識は現代
人の生活に欠くことができない。
　この授業では、まず法の基本的な事柄と法解釈の技法を学び、次いで、私たちの生活を取り
巻く様々な法の概要を学ぶ。具体的には、民法、刑法、労働法、社会保障法、経済関連法、国
際法などを取り上げる。
　これらを通じて、市民生活と法の密接な結びつきを理解し、社会生活に付随する現代的問題
を法的な思考に基づいて解決しうる能力を養うことを目指す。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

国際文化学入門

鈴木　康之（代表）

広島キャンパス　1912研究室

各教員から提示された課題に対するレポートを計6本（主専攻3本、副専攻3本）提出し、その合
計点によって評価する。

各担当教員が提示する。

各担当教員が提示する。

講義形式の授業であるが、適宜、グループ・ワークを行う。

国際文化学、英米文化、日本文化、東アジア文化、人間理解・国際理解、比較文化、比較言語

国際文化学科の教育プログラムにおいて選択する主専攻および副専攻の内容への理解を深める
ため、各専攻に含まれる学問領域を研究する際に必要な知識や研究手法等を学修する。

受講生は、3つの主専攻のなかから1つ、3つの副専攻のなかから1つ、あわせて２つの専攻を選
択する。専攻ごとに3人の教員が、専門分野の学問体系や研究方法の概要についての講義を行う
オムニバス形式の授業である。
講義を通して各専攻それぞれの学問領域を理解するとともに、第8・15回に開催するワールド・
カフェにより、他専攻の受講生と学修の成果を交流・共有し、国際文化学科における専門科目
の広がりを理解する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

芸能文化論

樹下　文隆　（非常勤講師）

平常点60点（毎回提出する「感想と調査」と各自が個別に鑑賞した芸能レポートで、いわゆる
パーソナルポートフォリオを作成し、受講生本人が自己評価・自己採点する。）、評価点20
点、最終レポート20点とする。評価の詳細は開講時に示す。

プリントを配布する。

芸能文化研究には、芸能鑑賞が必要不可欠です、積極的に芸能（演劇・芝居・古典芸能・民俗
芸能等）を見るよう心がけてください。

対面授業。主として講義形式で行う。ビデオ等による芸能鑑賞が授業の主要な部分を占める。
毎回、授業で見た芸能について「感想と調査」（配布用紙に記入、次回講義時に提出）を課
す。特に、調査内容や問題の発見に重点を置き、そこで見つけた問題点からテーマを選んで最
終レポートを作成する。なお、個々の興味に応じた自由研究として、芸能鑑賞レポートの提出
をもって授業参加と同等にみなす。

国際文化学科 ２・３・４年次対象

日本芸能、芸能文化史、芸能鑑賞、舞楽、田楽、猿楽、能楽、現代演劇

芸能鑑賞に際しては、芸能成立時の社会や文化を理解することが大切であると認識できる。ま
た、現代の芸能が、過去の様々な芸能文化の影響下にあることを確認できる。様々な芸能にふ
れて、日本文化における芸能の重要性が認識できる。

現代に残る様々な日本の古典芸能にふれることで、アジア諸地域の芸能に興味を持ち、また
刻々と変容する芸能の姿を感じてもらう。さらに、日本の現代演劇が世界的に評価されている
今、そこに生き続ける日本の伝統文化の面影を指摘し、日本的またはアジア的な表現が世界の
文化に影響を与えていることを理解してもらう。以上の点に留意しながら、日本芸能の様々な
一面を、主としてビデオ鑑賞によって取り上げる。日本芸能の鑑賞を通して、文化の伝播と変
容に興味を抱いてもらいたい。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

芸術

佐々木　悠（非常勤講師）

期末試験レポート(授業最終回の日に提出、課題は第1回目授業時に提示する。パソコン入力に
よるものとし、印刷したものを提出。1800字以上2000字以上) 50％、毎回の予習課題40％、授
業への参加度10％

なし

岡田暁生2005 『西洋音楽史』中公新書
岡田暁生2009 『音楽の聴き方』中公新書
川井學監修2012 『音楽の謎』小学館(名探偵コナン推理ファイル)

履修予定者は、シラバスを精読し、1回目の授業に臨むこと。授業に関する連絡方法は、正式に
は教務課の掲示、学生に対する授業内での連絡によって行う。宿題、試験などにおいて、本学
において規定された不正行為を禁止する。不正行為が明らかになった場合は、大学の規則(学
則) に基づいて対応する。

対面授業。授業日程に従って、主に下記の教科書と映像資料などを用いた講義形式で実施す
る。１回の講義につき、１章の講義を想定し、授業時間２時間(１回) と学生の自習４時間を想
定した授業を行う。

国際文化学科１年次

音楽、芸術、美学、音楽学、音楽社会学、音楽文化学

本授業科目では、音楽(ポップスを含む) についてこれまで専門的にほとんど学習していない学
生を対象にして、音楽を聴く際に必要な基礎知識(歴史など) の内容を講義する。本科目の目標
は、履修学生に音楽史の基礎知識を理解させ、音楽への興味関心を抱かせることにある。さら
に、単に歴史を知るだけでなく、音楽社会学の観点から様々な作品を考察することによって、
「音楽はなぜ必要なのか」「音楽は時代の何を映し出し
ているのか」という問題の一端を考えさせたい。そして、現代社会が抱える文化の貧困という
課題に対して、能動的に考える力を付けさせたい。

現代の私たちが普段耳にしている様々なジャンルの音楽(クラシックやポップスなど)は、2000
年以上前にまでその起源を遡ることができる。本科目では、その長い歴史を社会学的観点から
考察し、音楽の必然性、音楽の社会性について講術する。具体的には、クラシックとポップス
の作品― 交響曲、歌曲、オペラ、ピアノ曲、ジャズ、ゴスペル、洋楽、J-Pop、ミュージカル
― を時代ごとに「聴き・観る」ことを通して、各々の歴史的背景を考察する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

国語科教育法Ⅰ

谷口　直隆　（非常勤講師）

　講義の中での課題や,討論・話し合い場面での発言などの授業参加度を重視する。授業参加
度,レポート,試験を総合的に評価する。

文部科学省「中学校学習指導要領　解説　国語編」2008東洋館出版，
文部科学省「高等学校学習指導要領　解説　国語編」2010教育出版

その他，関連文献の複写資料を授業で適宜配布する。

　授業内容の知識的な理解と,それに基づいて考察する姿勢を求める。

　活動を取り入れた講義形式,グループ学習や討論などの演習形式を併用して行う。授業の課題
やテーマに沿って個別に考察した後,グループで考察し,学習を深めるという形態をとる。

国際文化学科　２年次対象

中一種免（国語）必修，高一種免（国語）必修

国語教育,国語科教育,教材分析,教材研究,授業作り

　本授業は,中学校・高等学校の国語科の授業を担当するための基礎的な知識，技能を習得する
ためのものである。国語科教育の目標や内容について理解し,具体的な授業を行うための方法に
ついて考察する。また,国語科授業の目標や内容,方法,評価について考察することを通して,自
身の教育観や教科指導観,学習者観に気づいたり,再構成したりすることも目標とする。

　講義を中心に,国語科の授業の目標や内容について,知識としての学習・理解を図る。また,国
語科の授業作り,授業方法について,演習形式を用いて受講者全員で考え,受講者がそれぞれ自身
の教育観や教科指導観,学習者観を意識し,他の受講者との交流の中で再構成していく。演習で
は,実際の教科書教材を用いて,国語科の授業について具体的に考察を行っていく。また,「読む
こと」「書くこと」「話すこと・聞くこと」「言語事
項」といった国語科の領域を横断的に学習し,一時間の授業での領域のかかわりについて考察を
行う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

国語科教育法Ⅱ

谷口　直隆　（非常勤講師）

　グループ学習や討論,話し合い場面での発言などの授業参加度を重視する。授業参加度,レ
ポート,試験を総合的に評価する。

文部科学省「中学校学習指導要領　解説　国語編」2008東洋館出版，
文部科学省「高等学校学習指導要領　解説　国語編」2010教育出版

　授業内容は,受講者の既習知識,ニーズ,興味・関心に合わせて適宜変更する。自身の教育観や
教科指導観,構想する授業を見つめなおす姿勢を求める。

　講義と演習形式で行う。授業のテーマに沿って講義を行った後,個別で課題に取り組んだり,
グループで考察し,学習を深めるといった形態をとる。

国際文化学科　３年次対象

中一種免（国語）必修，高一種免（国語）選択

国語教育,国語科教育,教材分析,教材研究,授業作り

　本授業は,中学校・高等学校の国語科の授業を担当するための実践的・専門的な知
識，技能を習得するためのものである。国語科教育の目標や内容に基づいて授業を構　想・実
践することのできる力を身につけることを目標とする。また,具体的に授業を構想したり,模擬
的に実践したりすることを通して,自身の教育観や教科指導観,学習者観を再構成することも目
標とする。

　国語科の目標と内容に基づいて具体的な授業を構想し,模擬的な実践を行う。中学
校・高等学校の国語科の科目,領域において,それぞれの目標と内容がどのように授業として具
体化されているのかを学び,考察する。実際の教科書教材を用いて具体的な授業の方法について
考察し,複数の授業方法を身につける。また,授業を構想した後,その授業の目標と内容,評価方
法などの観点から授業方法について再考し,構想した授業を見直す姿勢を身につける。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

国語科教育法Ⅲ

岡本　惠子　（非常勤講師）

授業実践，レポート，参加活動状況等により，総合的に評価する。

中学校・高等学校学習指導要領，中学校・高等学校教科書教材等を教材プリントとして配付

中学校学習指導要領解説国語偏，高等学校学習指導要領解説，国語偏，「国語科授業研究講
座」第１巻〜第１０巻　他

教室で実際に授業ができるだけの授業力，授業評価力を修得すべく受講してほしい。
シラバスは，受講人数や実態に応じて柔軟に運用することがある。

　講義及び演習形式。前半は主に国語教育に必要な知識，考え方を中心に講義を行い，後半は
具体的な作品に即して，教材研究，指導案の作成，板書等について実践的な演習を行う。

国際文化学科　３年次対象

中一種免（国語）選択，高一種免（国語）選択

国語教育，国語学力，教材研究，指導案，板書，評価，学習指導要領，発問

　実践的な国語教育のための，知識，技能を学ぶ。指導要領をふまえた上で，実際の授業構築
のために指導者に何が求められるかを理解し，そのためになすべき課題を明確にする。

　国語科教育の基本的な理念，概論をふまえ，中学校・高等学校の学習指導要領から，現在の
学校現場における国語科授業のあり方について考える。中学校，高等学校における実際の授業
を想定し，中学校国語，高等学校現代文，古典等，具体的な作品に即し　て，教材研究，教材
分析を行い，指導案，板書を作成する。同時に，子どもたちの現在を鑑みて，国語科における
今の課題を意識した新しい授業のあり方についても考察す　る。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

国語科教育法Ⅳ

岡本　惠子　（非常勤講師）

授業実践，レポート，参加活動状況等により，総合的に評価する。

必要に応じてプリントし配布する。

教室で実際に授業ができるだけの授業力，授業評価力を修得すべく受講してほしい。
シラバスは，受講人数や実態に応じて柔軟に運用することがある。

講義及び演習形式にて行う。

国際文化学科　３年次対象

中一種免（国語）選択，高一種免（国語）選択

国語教育，国語学力，教材研究，指導案，板書，評価，教育資料，模擬授業

　国語科教育法Ⅲに続く科目であり，より実践的な国語教育のための，知識，技能を実践及び
観察を通じて学ぶ。指導要領をふまえた上で，実際の授業構築のために指導者に何が求められ
るかを理解し，そのためになすべき課題を明確にする。

　学習指導案を作成し，それに基づいた模擬授業を実践したり，あるいは，教育現場や研究学
会に赴き，実際の授業や最新の授業法に接したりする機会を設ける。そうした実践や観察を通
じて，授業現場において確実かつ適切に授業を構築し実践することが出来るよ　う，授業展開
や授業内容のあり方についての学びを展開する。また，授業内容の深化を図ることが出来るよ
う，授業改善の方法の体験的な修得をめざす。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

社会科・地理歴史科教育法Ⅰ

永田　忠道（非常勤講師）

　期末試験70％，課題30％の割合で評価する。試験は指定された教室（試験室）内で，持ち込
み不可で実施する。期末試験は指定された試験日の授業時間（９０分）内で実施する。課題は
毎回の授業の最後に提示する。各課題の提出期限は，通常，次回授業時間の開始時とする。期
末試験では，主に課題の中から問題を作成し試問する。

社会認識教育学会編『地理歴史科教育』学術図書出版社，2010年。
社会認識教育学会編『中学校社会科教育』学術図書出版社，2010年。

文部省『高等学校学習指導要領解説地理歴史編』教育出版，2010年。
文部省『中学校学習指導要領解説 社会編』日本文教出版，2008年。

　履修予定者は，教科書の第１章を通読し，１回目の授業に臨むこと。授業に関する連絡方法
は，正式には教務課の掲示，学生に対する授業内での連絡によって行う。課題，試験等におい
て，本学において規定された不正行為を禁止する。不正行為が明らかになった場合は，大学の
規則（学則）に基づいて対応する。

　対面授業。授業日程に従って，主に下記の教科書の各章に関する講義形式で実施する。１回
の講義につき各章の講義を想定し，授業時間２時間（１回）と学生の自習４時間を想定した授
業を行う。毎週何らあの課題を課し，次週の授業開始時にメモもしくは口頭報告をさせる。学
生は，授業に出席し，課題メモもしくは口頭発表の内容を作成・提出すること，試験を受ける
ことが義務付けられる。

国際文化学科　２年次対象

中一種免（社会）必修，高一種免（地歴）必修

社会科，地理歴史科，社会認識教育，市民性教育，地理，世界史，日本史，内容構成，授業構
成

　この科目では，中学校社会科及び高等学校地理歴史科の教科論・歴史・目標・内容構成・授
業構成を概観することを通して，その現状と問題点，そして様々な改善策について考える。そ
の際，伝統的な地理授業や歴史授業の問題点である閉ざされた社会認識の問題点を考察し，社
会科授業を開かれた社会認識の形成を目指すものとするにはどのような方策が必要なのかを追
究する。

　中学校社会科及び高等学校地理歴史科の教科論・歴史・目標論・内容構成論・授業構成論に
ついて考える。地理の内容構成と授業構成について考える。世界史の内容構成と授業構成につ
いて考える。日本史の内容構成と授業構成について考える。中学校社会科及び高等学校地理歴
史科の評価論について考える。中学校社会科及び高等学校地理歴史科のあり方についての整理
を行う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

社会科・公民科教育法Ⅰ

胤森　裕暢（非常勤講師）

・模擬授業は学習指導案に基づいて行っているかどうか、基本的な学習指導を行っているかど
うかを評価します。（20％）
・模擬授業を踏まえて改善した学習指導案は、基本的事項等を適切に記述しているかどうかを
評価します。（30％）
・最終回に行う小テストは、授業で学習してきた用語等を適切に用いて論述しているかどうか
を評価します。（20％）
・なお各回の授業では、積極的な参加（ワークシートや付箋などへの記入に基づいた発表内容
や出席カードへの記述）であるかどうかを評価します。（30％）

・棚橋健治編著『中等社会系教育』、協同出版、2014年。

・文部科学省『中学校学習指導要領解説　社会編　平成20年9月』、日本文教出版、2008年。
・文部科学省『高等学校学習指導要領解説　公民編　平成22年6月』、教育出版、2010年。
・社会認識教育学会編『中学校社会科教育』、学術図書出版社、2010年。
・社会認識教育学会編『公民科教育』、学術図書出版社、2010年。

参考文献で示した２つの学習指導要領解説は、いずれも文部科学省ホームページからダウン
ロードして持っておくとよいです。なお本講義は、社会科・公民科教員の免許を得るための講
義です。教師としてのマナーに留意してください。

集中講義。対面授業。授業日程に従い，下記教科書を基に，講義だけでなく，学習指導案の改
善や，それをもとにした模擬授業と協議も行う。学生は，授業に出席し，宿題となる改善学習
指導案の提出をすること。また最終回の小テストを受けること。

国際文化学科，経営学科　３年次対象

中一種免（社会）必修，高一種免（公民）必修

　公民的資質，社会認識，公民教育，現代社会の諸問題，教材研究，学習指導案の作成・改
善，模擬授業と協議，授業づくり

　本授業は、教科に関する指導法の授業です。講義内容を理解することで、中学校社会科（特
に公民的分野）及び高等学校公民科の教員免許状を取得するために必要な専門的知識を身に付
けます。また、その知識を用いた模擬授業と学習指導案の改善を通して社会科・公民科授業を
構成する基本的な能力を養っていきます。

　社会科（特に公民的分野）と公民科の基準となっている学習指導要領の内容について学習し
ます。また社会科（公民的分野）と公民科の目標、学力、評価について学習します。
　さらに今日の社会科・公民科授業に求められていることについて学習します。
これらの学習をふまえて、社会科・公民科の授業づくりの基本的視点や方法の理解、学習指導
案作成、模擬授業、学習指導案改善を行っていきます。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

社会科・地理歴史科教育法Ⅱ

湯浅　清治（非常勤講師）

地域調査のレポート20％、学習指導案作成及び模擬授業後のレポート50％、他者の分析・評価
記録30％の割合で評価する。なお、レポートなど提出物は所定の項目等を記した用紙を配布
し、記入・提出させる。期末試験は実施しない。

必要に応じて、自作のプリントを配布し使用する。

文部科学省『中学校学習指導要領』2008年
文部科学省『中学校学習指導要領解説　社会編』2008年
文部科学省『高等学校学習指導要領』2009年

「社会科・地理歴史科教育法Ⅰ」を履修していることが望ましい。
そのほかは，必要に応じて伝達する。

対面授業。授業日程に従って、講義形式を主に演習も加えて実施する。３〜４回の講義を受け
た後、レポート・学習指導案を作成するとともに、それに沿った模擬授業・発表を担当する。
学生は、授業に出席し、他者の模擬授業や発表を聴講して所定の用紙を用いて受講記録をレ
ポートし提出することが義務付けられる。

国際文化学科　３年次対象

中一種免（社会）選択，高一種免（地歴）選択

地理教育、歴史教育、学習指導要領、教育実習、学習指導案・ワークシート作成、模擬授業、
課題設定・課題解決学習、ＥＳＤ（持続可能な発展のための教育）、地図教育、作図と読図、
地域調査

この科目では、教職をめざす学生を対象にして、中等教育の現場で求められる学習内容やその
展開方法である学習指導案作成手順等の講義を経て学生による模擬授業を実習する。本科目の
目標は、履修学生に教育実習をはじめとする教職関連に有効な能力を育てることである。予め
「社会・地理歴史科教育法Ⅰ」を受講して身につけた理論を援用する科目の一つとして位置づ
けられている。

最初に、社会・地理・歴史及び公民のいずれの分野・科目においても基礎となる地図の理解・
活用を図る。地図を活用する目的で地域調査の実施案を作成させ、可能な範囲でレポートさせ
る。次に、学習内容の考察に移る。学習指導要領に沿った教育課程を再確認したうえで、自ら
の課題設定をもとに学習指導案作成を指導する。並行して、まとまった学習指導案の学生から
順に模擬授業を実施する。この展開の中で、聴講する学生は他者の学習内容・学習指導案を分
析し、長所・短所を討議する能力を身に付ける。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

社会科・公民科教育法Ⅱ

高田　悟（非常勤講師）

模擬授業のための指導案作成ならびに模擬授業（７０％），他者の授業の分析・記録（３
０％）。

必要に応じて、資料その他のプリントを配布する。

社会科，公民科の教科書，出版社は問わない。
文部科学省『中学校学習指導要領』『高等学校学習指導要領』。

対面方式。最初は講義形式を中心に行う。その後，学生の指導案作成，模擬授業では発表形式
に切り替え，さらに互いの授業分析では討議形式にする。

国際文化学科，経営学科　３年次対象

中一種免（社会）選択，高一種免（公民）選択

社会科教育，公民科教育，地歴教育，系統学習，問題解決学習，基本的人権，憲法，議院内閣
制，大統領制，資本主義，社会主義市場経済，大きな政府，小さな政府，主権，国家の3要素，
温暖化問題，京都議定書，COP21，持続可能な開発，テロ，徳，愛，正義，生命倫理，環境倫
理，科学技術社会論，科学哲学

中学校社会科や高等学校公民科の教職を目指す学生を対象にする。中等教育の現場で求められ
る学習内容やその授業展開のための方法についての基本的考え方や技能を学び身に着け，将来
教職に就いた時の基礎となることを最終目標とし，さしあたっては教育実習現場で授業開発を
する能力を育成することを目標とする。「社会科・公民科教育法Ⅰ」を履修していることが望
ましい。

先ず，社会科・公民科の教科としての特徴，授業作りの特徴を，他教科と比較しつつ，具体的
な事例を提示して理解させる。次に学習指導要領と授業理論がどう関連するかを確認させる。
また社会科・公民科の授業作りの上でおおよそ知っておくべき社会科学や人文科学の理論を紹
介する。そのうえで学習指導案の作成についての考え方を学ばせ、最後に学生自ら指導案を作
成し，それに基づいて模擬授業を行うとともに学生相互で検証をする。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語科教育法Ⅰ

波多野　五三　（非常勤講師）

　提出物45％，期末試験45％，取組姿勢10％の割合で評価する。期末試 験は，指定された期日
に教室内で実施する。解答時間は60分。持ち込み不可。講義内容 に基づいて出題する。

テキスト（プリント使用）：『高等学校学習指導要領（外国語編・英語編）』
（文部科学省，教育出版）

『新編英語科教育法入門』（土屋澄男編著，東京：　研究社, 2011）
The Practice of  English Language Teaching.（Harmer,Ｊ．Longman）

　教職を目指す学生の履修を望む。真摯な態度で授業に臨み決して授業を欠席しないこ と。

　講義形式の対面授業。以下の教科書を参考にして，我が国の英語教育に係わる諸問題 に関し
て詳述する。毎授業に出席し，講義内容を記録するとともに，各種課題について の準備を怠ら
ないこと。

国際文化学科　２年次対象。TOEIC 550点以上の取得者の履修が望ましい。

中一種免（英語）必修，高一種免（英語）必修

英語教育，英語教員，英語教授法，英語コミュニケーション能力，学習指導要領

　我が国における英語教育の実践に関する知見を深化・拡充させることを主なねらいと する。
特に，中学校及び高等学校の学習指導要領（外国語科）に示された，外国語教育 の目標，言語
活動，言語の働きと言語の使用場面，言語材料，題材などについて詳述す る。本科目は，教職
に関する専門科目の中の「各教科の指導法」に属する。

以下のテーマごとに講義あるいは演習を行う。
１  　オリエンテーション
２  　英語教育学の対象領域
３  　英語教員に求められる資質能力
４  　学習指導要領の変遷
５  　学習指導要領   （目標）
６  　学習指導要領   （言語活動）
７  　学習指導要領   （言語の働きと言語の使用場面）
８  　学習指導要領   （題材）
９  　学習指導要領   （言語材料-音声，文字・符号）
１０  学習指導要領   （語・連語・慣用表現）
１１  学習指導要領   （文法事項）１２  学習指導要領   （文法事項）
１３  学習指導要領   （文法事項）１４  学習指導要領   （文法事項）
１５  総括
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語科教育法Ⅱ

波多野　五三（非常勤講師）

　提出物40％，定期試験40％，授業内貢献度10％，取組姿勢10％の割合で評価する。期末試験
は，指定された期日に教室内で実施する。解答時間は60分。持ち込み 不可。講義内容に基づい
て出題する。

テキスト(プリント使用）：『高等学校学習指導要領（外国語編・英語編）』
（文部科学省，教育出版）

『新編英語科教育法入門』（土屋澄男編著，東京：　研究社, 2011）
The Practice of  English Language Teaching. （Harmer,J.  Longman）

　教職を目指す学生の履修を望む。真摯な態度で授業に臨み決して授業を欠席しないこ と。2
年次後期に「英語科教育法Ⅰ」を必ず履修したのちに本科目を履修すること。

　講義及び演習形式の対面授業。以下の教科書を参考にして，我が国の英語教育に係わ る諸問
題に関して詳述する。毎授業に出席し，講義内容を記録するとともに，各種課題 についての準
備を怠らないこと。

国際文化学科　３年次対象。TOEIC 550点以上の取得者の履修が望ましい。

中一種免（英語）必修，高一種免（英語）選択

英語教育，英語教員，英語教授法，英語コミュニケーション能力，学習指導要領

　英語教育における授業実践についての知見を深化・拡充させるとともに，英語の授業 過程を
体系的かつ体験的に把握できるよう指導する。特に，文部科学省検定済の英語教 科書を用い
て，教材研究，学習指導案の作成，模擬授業などを行う。本科目は，教職に 関する専門科目の
中の「各教科の指導法」に属する。

以下のテーマごとに講義あるいは演習を行う。
１  　外国語教授法の歴史
２  　外国語教授法（Direct  Method)
３  　外国語教授法（Audiolingual  Method)
４  　外国語教授法（Audiolingual  Method)
５  　外国語教授法（Communicative Approach)
６  　外国語教授法（Communicative Approach)
７  　授業構成要素（教授法と教材の連関）
８  　学習指導案
９  　学習指導案
１０  教材研究（中学校）
１１  教材研究（高等学校）
１２  模擬授業
１３  模擬授業
１４  授業評価
１５  総括
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語科教育法Ⅲ

山岡　大基 （非常勤講師）

授業への参加度(約30％)，授業で指示する課題(約40％)，演習の達成度(約30％)を総合的に判
断して評価します。

『中学校学習指導要領解説　外国語編』，『高等学校学習指導要領解説　外国語編・英語編』
その他，授業で配布する教材類

・萩野俊哉．2008．『英文法指導Ｑ＆Ａ　こんなふうに教えてみよう』．大修館書店．
・Bland, Susan Kesner. 1996. Intermediate Grammar: From Form to Meaning and Use. 
Oxford University Press.
・Yule, George. 1999. Explaining English Grammar. Oxford University Press.

講義形式を基本として進めつつ，適宜，授業づくりに関する実務能力を高めるために演習を行
います。

国際文化学科　３年次対象

中一種免（英語）選択，高一種免（英語）選択

英語授業，授業づくり，教育実習

教育実習に向けて授業力を向上させるために，実際に中学校・高等学校で使用されている教材
を題材として取り上げ，教材研究・授業の目標設定・教材作成・測定評価といった英語授業づ
くりの各局面における実務について，講義による理論的理解と演習による実践力の向上を図り
ます。また，英語教員として備えておくべき教科内容の知識についても整理と拡充を図りま
す。

以下のテーマで講義・演習・討議を行います。
１．教材研究
２．目標設定
３．教材作成
４．授業構成
５．単元構成
６．測定・評価
また，マイクロ・ティーチングや模擬授業を実施します。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語科教育法Ⅳ

山岡　大基 （非常勤講師）

授業への参加度（約30％），授業で指示する課題（約30％），演習の達成度（約40％）を総合
的に判断して評価します。

『中学校学習指導要領解説　外国語編』，『高等学校学習指導要領解説　外国語編・英語編』
その他，授業で配布する教材類

・卯城　祐司. 2014. 『英語で教える英文法』. 研究社.
・萩野俊哉．2008．『英文法指導Ｑ＆Ａ　こんなふうに教えてみよう』．大修館書店．
・Bland, Susan Kesner. 1996. Intermediate Grammar: From Form to Meaning and Use. 
Oxford University Press.

演習および討議を主体とします。

国際文化学科　３年次対象

中一種免（英語）選択，高一種免（英語）選択

英語授業，授業づくり，教育実習

英語科教育法Ⅲにおける理論的理解と基礎的知識・技能を前提として，演習を通じて英語授業
づくりの実践力を高めます。英語授業を作る際の局面ごとの演習を積み重ね，最終的には独力
で１つの授業を作り上げる力を付けることを目標とします。

以下のテーマで演習・討議を行います。
１．語彙の指導のための教材研究
２．聞くことの指導のための教材研究
３．話すことの指導のための教材研究
４．読むことの指導のための教材研究
５．書くことの指導のための教材研究
６．教材研究に基づく1時間の授業構成
また，マイクロ・ティーチングや模擬授業を実施します。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

大学基礎セミナー （健康）

福場良之，北台靖彦，森脇弘子，馬渕良太

1623・1426・1442・1432

本カタログにおいて各教員が記載している担当授業科目の該当項目を参照のこと

授業への参加状況（出席状況及び討論や発表），ミニレポート・課題レポートの提出状況に基
づき，総合的に評価する。

必要に応じて，適宜，担当教員が指示する。

適宜，担当教員が紹介する。

授業に関する連絡方法は，正式には教学課の掲示，学生に対する授業内での連絡によって行
う。

対面授業と演習形式を併用する。授業日程に従って実施する。学生は，毎回のミニレポートと
各教員の課題に対するレポートの提出を義務付けられる。

健康科学科　1年次対象

大学生活，学習方法，ライティング，プレゼンテーション，情報収集，健康科学科での学び，
キャリアビジョン

大学生活を始める新入生を対象とする科目で，主体的・効率的な学習のために必要な基本的知
識とスキルを身につけることができる。また，健康科学科で何が学べるかを具体的に知ること
ができ，多様な視点から健康についての課題を発見し，解決していく態度を養うことができ
る。本科目は，全学共通教育科目に位置づいており，大学固有の学習環境に適応するための必
修科目である。

大学生活での基礎知識（メンタルヘルスを含む），大学生としての学習方法の習得，キャリア
ビジョン，健康科学科の特色等の理解をもとにして，主体的・効率的に学ぶ能力を培う。クラ
ス全体での講義と少人数グループでの演習・討論を適宜併用する。特に，リーディング，ライ
ティング，プレゼンテーション，図書館及びインターネットによる情報収集等の基本的な学習
方法については，実践的な指導を行う。授業の分担者として，健康科学科の教員の他に，キャ
リアセンターと学生相談室の担当者が加わる予定である。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅰ （健康）

高橋　渡

１８２２

研究室のドアに貼っておく。

期末試験を基礎とし、授業中の発表・態度を参考にする。

A Look at Ireland 「アイルランド文化入門」（開文社）

授業中に適宜配布する。

アットランダムに当てるので必ず予習しておくこと。

対面・演習方式

健康科学科　1年次対象

英語の読解力、語彙、大学生に必要な教養

語彙力・文法力を高め，さまざまな分野の英文を正確に理解できることを目標とする。文章の
社会的・文化的・歴史的背景を読み取り，異なる文化に対する知識を深めることができる。

さまざまな分野の英文に触れることにより，語彙および語法や文法などに関する知識の積み上
げを行う。リーディングに必要なスキルを用いて文章の概要や要点を読み取る読解演習を行
う。
　本年度は「アイルランド文化入門」（A Look at Ireland）を読み、英語の読解力を養うと同
時に異文化について学ぶ。特に、日本語と英語の構造的な違いに注目することによって、英語
の読み方の基礎を身につけることとする。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅱ （健康）

黒住　奏（非常勤講師）

語彙や文法などの英語力，英文の内容に対する理解度、英語コミュニケーションに対する積極
的態度、等により総合評価する。

Stay Healthy by Paul Stapleton. CENGAGE Learning

適宜授業内で配布

英和辞書を必ず持参してください。

テキストを用いて、演習形式と講義形式を組み合わせて授業を行います。また、グループワー
クやディスカッションなどを、適宜取り入れます。

健康科学科　1年次対象

基礎的英語力

語彙力・文法力を駆使し，多読・速読ができる。書き手の意図を的確にとらえることができ
る。英文読解を通して，文化や社会問題等についての理解を深める。

文章の構成やキーワードを把握するなどのリーディングに必要なスキルに触れながら多量の英
文を読む。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必須

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅲ （健康）

天野　みゆき

1816

水曜日４時間目

評価基準は、読んだ英文の内容に対する理解度、文章の内容に対する発信力、英語コミュニ
ケーションへの積極的態度等である。

毎回の授業に対する取り組み状況（授業外の課題を含む）30％、期末試験70％の割合で評価す
る。　

期末試験は、指定された試験日の授業時間内に行う。

Eds. Akio Namekat et al. Reading English Step by Step. 音羽書房鶴見書店
授業の際に教室で販売します。

毎時間、必ず英語の辞書を持参してください。
毎日、マルチメディアラボで英語に触れる時間を作ってください。

最初の授業はマルチメディアラボ（２３５２）で行います。

演習を中心とした対面形式の授業。
マルチメディアラボ（2352）での演習も行う。

健康科学科　２年次対象

critical reading, presentation

英文を正確に読み取ることができ、さらにcritical readingやpresentationなどの応用的な読
みへとつなげることができる。

本科目は、全学共通教育科目の外国語科目に区分されており、2年生の必修科目である。

リーディングに必要なスキルを習得し，速読や多読を行う。読解によって得た情報を発信へと
つなげる技能を養う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語表現Ⅰ （健康）

ケイヴォーン・ディビッド・カゼミ（非常勤講師）

Evaluation will be based on the students' participation in class activities, and 
their English conversational ability.

Interchange 1 (Fourth edition, Cambridge University Press) by Jack C. Richards.

Lecture, pairwork/groupwork, class activities and presentations

健康科学科　1年次対象

Students will learn to both understand and produce natural conversation patterns in 
English, so that they will become good communicators. The aim of this class is to 
instill basic communicative strategies in the students through study and practice.

The course will cover common situations where short informal conversations are likely 
to occur.  In this class students will learn active strategies for developing their 
communication skills.
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語表現Ⅱ （健康）

デイビッド・リー（非常勤講師）

Evaluation will be based on the students' participation in class activities, and 
their English conversational ability on various topics.

Topic Talk Issues, 2nd edition by Kirsty Mclean. Published by EFL Press.

The lessons will be based on a student centered approach that will include; whole 
class activities, group activities, pair activities and individual activities.

健康科学科　1年次対象

Building on English Expression I, students will learn to both understand and produce 
a wider range of conversation patterns in English.  Students will also learn to 
present their own opinions in discussions on various subjects.

Students will learn ways of conveying what they want to say with greater accuracy, as 
well as strategies for sustaining a conversation.  Students will learn to speak in a 
number of situations and on a variety of topics.
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語表現Ⅲ （健康）

マシュー・マーティン・レーガン（非常勤講師）

Evaluation will be based on the students' participation in class activities, and 
their ability to write basic English sentences.

No textbook. Materials provided by the instructor.

Come to class prepared to be ACTIVELY involved.

Students will improve their ability to write and speak in English. The instructor 
will engage and guide students along the process of expository writing. The 
instructor will also help build  each student’s confidence when speaking in front of 
others.

健康科学科　２年次対象

English Expression - writing and speaking

The aim of this class is to instill basic writing skills.  Students will learn basic 
vocabulary, grammar, and expressions in order to write correct English sentences.

Students will learn basic vocabulary, grammar, and expressions in order to write 
correct English sentences.  Students will also learn how to write in various genres 
of writing.



2017/4/12

334 / 420

授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語表現Ⅳ （健康）

デイビッド・リー（非常勤講師）

Evaluation will be based on the students' participation in class activities, and the 
ability to write an academic essay in English.

Writing from Within 2, 2nd edition by Curtis Kelly & Arlen Garagliano.  Published by 
Cambridge University Press.

The lessons will be based on a student centered approach that will include; whole 
class activities, group activities, pair activities and individual activities.

健康科学科　２年次対象

The aim of this class is to continue to develop students' practical writing 
abilities.

Students will examine the structures of several types of English paragraphs.  They 
will write paragraphs of their own.  Finally, students will write an essay on their 
area of academic study.
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

中国語Ⅰ （健康）

津坂　貢政　（非常勤講師）

中国語の基本的文法、簡単な文章の理解度、初歩的な会話力、等で総合的に判断する。

郭春貴・郭久美子『やさしく楽しい ４００語で学ぶ中国語入門—発音中心—』白帝　社、2011
年。

基礎的な文法書、辞書などは授業の中で逐次紹介する。

対面授業。シラバスに従って、下記指定のテキストを用いながら演習形式で実施する。テキス
トの各課の新出単語・本文・文法・練習応用を原則的に２回の授業時間で理解できるよう進め
る。受講学生は、授業に主体的に参加し、小テストを含む試験および発表が義務付けられる。

健康科学科　１年次対象

中国語の基礎初歩、ローマ字による発音表記（?音〔ピンイン〕）と漢字（簡体字）表記、「聞
く」「話す」「読む」「書く」の総合的習得

　この科目は、健康科学科共通教育科目の外国語科目に位置し、１０単位必修のうちの選択必
修２単位の言語の一つ「中国語」の１単位分である。中国語の基本的な文法を学び，初歩的な
読解力を養成するとともに，簡単な会話が理解できる能力を養成する。

発音の練習，単語の音と意味と漢字表記とが結びつく練習をする。簡単な会話文を用いて，基
本的な語彙・語法の習得を目指す。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

中国語Ⅱ （健康）

津坂　貢政　（非常勤講師）

中国語の文法、読解力、会話力、日中文化に対する理解度、等で総合的に判断する。

郭春貴・郭久美子『やさしく楽しい ４００語で学ぶ中国語入門—発音中心—』白帝　社、2011
年。

基礎的な文法書、辞書などは授業の中で逐次紹介する。

「中国語Ⅰ」に続けて履修することが望ましい。「中国語Ⅰ」が単位未習得の場合は履修でき
ない。

対面授業。シラバスに従って、下記指定のテキストを用いながら演習形式で実施する。テキス
トの各課の新出単語・本文・文法・練習応用を原則的に２回の授業時間で理解できるよう進め
る。受講学生は、授業に主体的に参加し、小テストを含む試験および発表が義務付けられる。

健康科学科　１年次対象

中国語の基礎、簡単な日常会話、「聞く」「話す」「読む」「書く」の総合的習得

　この科目は、健康科学科共通教育科目の外国語科目に位置し、１０単位必修のうちの選択必
修２単位の言語の一つ「中国語」の１単位分である。中国語Ⅰで学んだことを基本に，初級・
中級の読み物を通して中国の文化に触れるとともに，中国語での簡単な日常会話や手紙などが
理解できる能力を養う。

初歩的な日常会話の練習をし，文の基本的な構造を理解し，文法面での基礎を固める。日中文
化の発想の相違に注意して日本語訳を試みる。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

情報リテラシー （健康）

船津誠也

なし

随時

４回以上の欠席は評価の対象外とする。
情報活用力診断テスト「Rasti」に準拠した試験内容で項目ごとに確認テストを実施する。同テ
ストで学生に求めている得点水準（得点率55%）を評定値Cに，一般社会人に求めている得点水
準（得点率65%）を超えた者に対しては，評定値B以上を与える。A以上の評定値は，評定値Bの
得点水準に達した者で，課題への取組状況が良好な者に対して与える。

noa出版「考える 伝える 分かち合う　情報活用力」㈱ワークアカデミー

講義の中で紹介する。

予習と復習をしっかり行うこと。演習課題は必ず自ら行うこと。
情報処理演習室のPCから「情報科サブノート」シリーズにアクセスし，高等学校「情報」の復
習をしておくこと。
http://cygnus.galaxy.pu-hiroshima.ac.jp/ICTsubnote/

対面授業。
授業日程に従って，教科書および配布資料に関する講義・演習併用形式で実施する。
授業１回に対し学生の自習１時間を想定した授業を行う。
学習単元毎に宿題（演習課題）を課し，次週の授業開始時に提出させる。
学生は，授業への出席，課題の提出が義務付けられる。

健康科学科　１年

情報活用力，情報収集，ファイル・データ管理，文書表現，ビジュアル表現，プレゼンテー
ション，情報倫理，セキュリティ，電子メール，タッチタイピング

　本科目は，全学共通教育科目中の基盤科目における情報科目に区分される。
情報を適切に活用できる基礎的知識やスキルを習得することを目的とし，情報の収集・整理・
保管・表現に関する活用力を身に付ける。
具体的には，以下にあげる力を身に付けることを目標とする。
・適切なツールを使って効率良く情報を集め，集めた情報を検証する力
・情報を使いやすく整理・管理し，必要に応じて適切に活用できる力
・分かりやすい表現で，情報を他者に伝え，相手の理解や納得を得る力

　情報活用力テキストとデジタル教材を併用し，授業を行う。
インターネット等を使った情報検索について学習する。
情報通信機器上で適切にファイルを整理し保管する方法について学習する。
文章を分かり易くまとめる方法，情報を視覚的に表す方法について学習する。
プレゼンテーションを効果的に行う方法，分かり易い資料の作成方法等について学習する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

情報リテラシー演習 （健康）

船津　誠也

なし

随時

４回以上の欠席は評価の対象外とする。
情報活用力診断テスト「Rasti」に準拠した試験内容で項目ごとに確認テストを実施する。同テ
ストで学生に求めている得点水準（得点率55%）を評定値Cに，一般社会人に求めている得点水
準（得点率65%）を超えた者に対しては，評定値B以上を与える。A以上の評定値は，評定値Bの
得点水準に達した者で，課題への取組状況が良好な者に対して与える。

noa出版「考える 伝える 分かち合う　情報活用力」㈱ワークアカデミー

講義の中で紹介する。

予習と復習をしっかり行うこと。演習課題は必ず自ら行うこと。
情報処理演習室のPCから「情報科サブノート」シリーズにアクセスし，高等学校「情報」の復
習をしておくこと。
http://cygnus.galaxy.pu-hiroshima.ac.jp/ICTsubnote/

対面授業。
授業日程に従って，教科書および配布資料に関する講義・演習併用形式で実施する。
授業１回に対し学生の自習１時間を想定した授業を行う。
学習単元毎に宿題（演習課題）を課し，次週の授業開始時に提出させる。
学生は，授業への出席，課題の提出が義務付けられる。

健康科学科　１年

情報活用力，数値分析，データベース，情報運用，著作権，個人情報，ウイルス・サイバー攻
撃対策

本科目は，全学共通教育科目中の基盤科目における情報科目に区分される。
情報社会への適応力を涵養することを目的とし，情報の分析・整理・保管・表現に関する活用
力を身に付ける。
具体的には，以下にあげる力を身に付けることを目標とする。
・数値データを活用し，知りたいことについて分析し，判断する力
・情報をさまざまなトラブルから守るなど，正しく安全に運用する力

情報活用力テキストとディジタル教材を併用し，授業を行う。
コンピュータを利用した数値分析の基礎について学習する。
データベースを利用したデータの整理・蓄積，抽出方法について学習する。
インターネット上でのコミュニケーション方法，起こりうるトラブルについての理解，適切な
情報管理や安全性を確保する方法等について学習する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 　選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

生命科学 （健康）

　藤井　保

　広島キャンパス教育研究棟１　1523研究室

　木曜日３・４時限目。（これ以外でも可能な範囲で対応しますが，メールで要予約）場所は
担当教員研究室。

　期末試験40％，課題レポート（宿題）30％，課題発表30％の割合で評価する。試験は指定さ
れた教室（試験室）内で，持ち込み不可で実施する。期末試験は指定された試験日の授業時間
（90分）内で実施する。レポートは毎回の授業の最後に提出させる。記載分量については，授
業の中で指定する。

柳田充弘・佐藤文彦・石川冬木 著 『生命科学』東京化学同人，第１版第3刷，2007。

授業開始時に紹介する。

　履修予定者は，教科書の第１章を精読し，１回目の授業に臨むこと。
授業に関する連絡方法は，正式には教務課の掲示，学生に対する授業内での連絡によって行
う。宿題，試験等において，本学において規定された不正行為を禁止する。不正行為が明らか
になった場合は，大学の規則（学則）に基づいて対応する。

　対面授業。授業日程に従って，下記の教科書の各章に関する講義形式及び学生による課題発
表形式を併用して実施。授業時間２時間（１回）と学生の自習４時間を想定した授業を行う。
各時間のテーマに関連し，自ら課題を発見・設定し事前に調べておくこと。事前に調べたこと
の発表とレポートとしての提出を課す。また，少人数のグループで課題について調べ，発表す
る形式も併用する。

　健康科学科　１年次対象

　管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

　生体物質の構造と機能，細胞の構造とその動態，生物の種と個体群，遺伝子の形・働き・制
御・解析，ゲノム情報とその応用，再生医学，生命倫理，環境ホルモン，感染症との闘い

　この科目では，生命科学（生物学）に関する専門的知識をほとんど有していない初年次に，
生命とは何か，遺伝子と生命の連続性，生命科学の新展開，社会における生命科学の課題につ
いて理解することを当面の目標とする。本科目の目標は，分子や細胞といったミクロの現象の
基礎的内容を理解できるようになること，さらには暮らしの中の生命科学の話題を理解し評価
できるような常識と教養を身につけることである。
　本科目は，健康科学科の学科専門科目に区分されている。また，管理栄養士養成施設のカリ
キュラムには，専門基礎分野の教育内容の一つとして「人体の構造と機能，疾病の成り立ち」
の規定があり，本科目は当該分野の基礎的な科目の一つとして位置付けられている。

　生命や生物にみられる規則性や法則性に注目して，基礎科学に関する理解の促進を図る。初
めに，分子や細胞レベルでのミクロの事象（生体物質の構造や機能・代謝，細胞の構造や機
能）を中心に据えて，生命とは何かを論述する。次に，遺伝子の形・働き・制御，細胞増殖や
生殖に関する項目を取り上げ，遺伝子と生命の連続性を学ぶ。また，ゲノム情報の医学への応
用，再生医学の現状と将来，植物バイオテクノロジー，生体における安全性，先端医療技術と
生命倫理など，暮らしや社会における生命科学の話題を提示し，私たちが直面している課題を
理解し評価できる教養の習得を目指す。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 15 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

基礎科学実習 (基礎科学実験)

谷本・山縣・北台・岡田・江島・馬渕・藤田

広島キャンパス　1516・1668・1350・1536・1526・1432・1542研究室

本カタログに各教員が記載している内容（オフィスアワー）に従うこと

出席・授業の履修態度（特に積極性）・小試験・レポート等

全体としては，特に定めない。

実験・実習の基礎知識と手技の習熟を目指し，主に，実験実習室を使用して行う実践的授業。
学科教員複数名によるオムニバス授業。

健康科学科　１年次対象

実験・実習の基礎知識，実験・実習の基礎的手技，実践授業

学科に開講されている多数の実験・実習科目を円滑に履修する上で必要となる基礎的な知識や
基礎的な実験手技の習熟することを目的している。
実験器具の使い方・取り扱い方および分析機器の使い方・取り扱い方がわかり，実践すること
ができる。

１．谷本−「実験器具の使い方，取り扱い方，その１」；２．山縣−「実験器具の洗浄，蒸留水
の取り扱い方，その基本」；３．北台−「顕微鏡の使い方，その基本」；４．岡田−「溶液の作
り方・その希釈，バッファー溶液の作り方」；５．江島−「実験器具の使い方，取り扱い方，そ
の２」； ６．藤田・馬渕−「分析機器の使い方，取り扱い方，その１」；７．藤田・馬渕−「分
析機器の使い方，取り扱い方，その２」
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

基礎科学実験

谷本・山縣・北台・岡田・江島・馬渕・藤田

広島キャンパス　1516・1668・1350・1536・1526・1432・1542研究室

本カタログに各教員が記載している内容（オフィスアワー）に従うこと

出席・授業の履修態度（特に積極性）・小試験・レポート等

全体としては，特に定めない。

実験・実習の基礎知識と手技の習熟を目指し，主に，実験実習室を使用して行う実践的授業。
学科教員複数名によるオムニバス授業。

健康科学科　１年次対象

実験・実習の基礎知識，実験・実習の基礎的手技，実践授業

学科に開講されている多数の実験・実習科目を円滑に履修する上で必要となる基礎的な知識や
基礎的な実験手技の習熟することを目的している。
実験器具の使い方・取り扱い方および分析機器の使い方・取り扱い方がわかり，実践すること
ができる。

１．谷本−「実験器具の使い方，取り扱い方，その１」；２．山縣−「実験器具の洗浄，蒸留水
の取り扱い方，その基本」；３．北台−「顕微鏡の使い方，その基本」；４．岡田−「溶液の作
り方・その希釈，バッファー溶液の作り方」；５．江島−「実験器具の使い方，取り扱い方，そ
の２」； ６．藤田・馬渕−「分析機器の使い方，取り扱い方，その１」；７．藤田・馬渕−「分
析機器の使い方，取り扱い方，その２」
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

基礎化学

藤田　健一

原則として，期末試験の成績により評価する。期末試験は指定された教室（試験室）内で，指
定された試験日の授業時間（90分）内で実施する。

江頭 他 著「化学が見えてくる」三共出版,2005

若山　他　訳「プラディ　一般化学　上，下」原著第４版，東京化学同人，2004

　授業に関する連絡方法は，正式には教学課の掲示，学生に対する授業内での連絡で行う。試
験等において，本学において規定された不正行為を禁止する。不正行為が明らかになった場合
は，大学の規則（学則）に基づいて対応する。

対面授業。授業日程に従って，主に講義形式で実施する。１回の講義につき授業時間2時間（１
回）と学生の自習４時間を想定した授業を行う。授業は教科書の内容に従って行うので，スク
リーンの内容と教科書を比較しながらノートを取ることを勧める。
なお，教科書の理解を深めるために，適宜プリントを配布して説明する。また，理解を深める
ための補助として，練習問題を配布する。

健康科学科　１年次対象

原子，分子，化学結合，濃度とpH，化学反応と化学平衡，無機物と有機物，
工業製品，環境と化学，生命と化学

この科目は，物質の基礎的化学的性質に関する知識を修得することを目標とする。
特に，化学結合，分子構造，濃度，化学平衡，反応速度，有機化学という，化学の基礎的内容
を理解することが主たる目標である。本科目は，健康科学科の専門科目・生体化学分野に区分
されており，学科の専門科目の他の応用化学的科目の基礎となっている。

健康科学関連科目を学ぶための基礎知識としての化学について，初歩的なことから，身近な事
例についての説明を含む専門的内容（物理化学，無機化学,分析化学,有機化学）の全般につい
て講義する。　先ず，化学と人間との関わり合いを述べ，物質のマクロな性質とミクロな原子
の構造との関係，化学結合の成り立ち，物質の状態変化（気，液，固）と性質，化学反応の基
本となる酸塩基と酸化還元，化学反応とエネルギーの関係を解説し，有機・生体化学の導入に
至る。高校時代に主として化学を学んでいない学生も理解できるよう具体的な例を挙げながら
環境や生命と化学の接点についても講述する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

分析化学

藤田　健一

原則として，成績は期末試験の結果で評価する。　期末試験は指定された教室（試験室）内
で，指定された試験日の授業時間（90分）内で実施する。

教科書：　木村優・中島理壱　著「分析化学の基礎」裳華房，1996参考書　鳥居・康　訳「定
量分析化学」デイ・アンダーウッド共著，培風館

　授業に関する連絡方法は，正式には教学課の掲示，学生に対する授業内での連絡で行う。試
験等において，本学において規定された不正行為を禁止する。不正行為が明らかになった場合
は，大学の規則（学則）に基づいて対応する。

対面授業。授業日程に従って，主に講義形式で実施する。１回の講義につき授業時間2時間（１
回）と学生の自習４時間を想定した授業を行う。授業は教科書の内容に沿って行うが，理解を
深めるために，適宜，授業内容のプリントと練習問題を配布する。

健康科学科　１年次対象

定性分析，定量分析，モル濃度，pH,平衡定数，反応速度，酸-塩基，酸化-還元，キレート滴
定，錯生成反応，分光分析，電気化学，原子吸光分析，原子発光分析

この科目の目標は，定量分析法（滴定分析）や分光分析法など，健康科学の諸分野で必要な分
析法の基礎となる酸-塩基反応，酸化-還元反応，錯形成反応などの溶液内反応の定量的取り扱
いをモル濃度の計算演習を行いながら修得することにある。本科目は，健康科学科の専門科
目・生体化学分野に区分されており，専門科目の他の応用化学的科目に関する実験実習を学ぶ
上でもっとも基本となる主要な科目の一つである。

化学反応に基づいた物質の量的関係，平衡移動の法則に特に視点を向ける。　物質の濃度の認
識は化学を学ぶ上で非常に重要であり，濃度の取り扱いに慣れることをめざし，定量分析化学
に基本的な質量作用の法則を導入し，沈殿平衡，緩衝作用，酸塩基反応，酸化還元反応，錯形
成反応，電極反応の性格とそれらに係わる平衡の取り扱いを解説する。測定データの統計的処
理および具体的に平衡定数の取り扱いから化学種の濃度計算が出きるように演習を重要視して
講義する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

分析化学実験

藤田　健一　・　馬渕良太

広島キャンパス　1432研究室

連絡して空いていれば適宜。

実験レポート80％，授業への参加姿勢20％の割合で評価する。
実験レポートの提出期限は，通常，その次回の授業時間の開始時とする。

適宜、プリント配布。参考書：木村優・中島理壱　著　『分析化学の基礎』裳華房。

　授業に関する連絡方法は，正式には教学課の掲示，学生に対する授業内での連絡で行う。健
康科学科の化学分野の実験の基礎となる科目である。

授業日程に従って，実験形式で実施する。1回の授業につき授業時間2時間（1回）と学生の自習
2時間を想定した授業を行う。毎週，実験についてのレポートを課し，次週の授業開始時に提出
させる。学生は，授業に出席し，宿題のレポートを作成・提出することが義務付けられる。

健康科学科　１年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る選択必修

物質，定性分析，定量分析，陽イオン，中和滴定，酸化還元滴定，キレート滴定，比色分析，
秤量，溶液，ガラス器具，データ処理

この科目では，化学実験についてこれまでほとんど学習していない学生も対象にして，生活に
おける身近な物質の分析実験を行う。本科目の目標は，履修学生が分析化学実験を通じて，化
学実験全般に通ずる様々な基本的知識や基本的操作法・技術を修得することである。本実験科
目は，専門科目・生体科学分野に位置付けられており，他の応用化学的科目の実験科目の基礎
となる実験科目である。

生活の中に存在する身近な物質を分析の対象として取り上げ，それらの物質の定性分析および
定量分析化学実験を行わせる。定性分析としては，陽イオンの定性分析を，定量分析として
は，中和滴定，酸化還元滴定，キレート滴定，比色分析，などを行う。これらの分析化学実験
を通じて，化学実験全般に共通の，基本的な心構え，化学試薬の秤量と溶液の調整，ガラス器
具と機器の操作法や知識，測定したデータの処理の仕方を習得する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

基礎生化学

江島　洋介

広島キャンパス　1526研究室

授業開始日以降に連絡。場所は担当教員研究室。

　期末試験70％，レポート課題30％の割合で評価する。
試験は指定された教室（試験室）内で，持ち込み不可で実施する。中間試験は授業日程の中で
行う。期末試験は指定された試験日の授業時間（90分）内で実施する。
試験では，主に授業の中で行った例題および演習問題と同様の形式の問題を作成し試問する。

江島洋介『これだけは知っておきたい図解生化学』オーム社，2008。
『複写資料教材』を授業開始時に無料で配布する。

須藤和夫・山本啓一・有坂文雄　訳 『リッター生化学』東京化学同人，1999。
江島洋介『これだけは知っておきたい図解バイオサイエンス』オー社，2004。

　履修予定者は，教科書第1章のQ1-1，Q1-2に目を通しておくこと。授業が終わるごとに，教科
書と配付資料の内容を復習し，演習問題を解いて理解を深めておくこと。授業に関する連絡方
法は，正式には教務課の掲示，学生に対する授業内での連絡によって行う。試験において，本
学において規定された不正行為を禁止する。不正行為が明らかになった場合は，大学の規則
（学則）に基づいて対応する。

対面授業。授業日程に従って，主に下記の教科書の各章に関する講義形式で実施する。授業時
間2時間（1回）と学生の自習4時間を想定した授業を行う。数回レポート課題を与える。学生
は，授業に出席し，試験を受けることが義務付けられる。

健康科学科　1年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

生体分子，アミノ酸，ペプチド，タンパク質，糖質，脂質，ヌクレオチド，核酸，　　DNA，
RNA，生体膜，ATP，生体エネルギー論，酵素，基質，酵素反応論，代謝，遺伝　子，細胞

　この科目では，生体や細胞の化学的基礎に関する基本的内容を修得することを目標とする。　
本科目の履修を通じて，生体や細胞がどのような化学物質から構成されているか，それぞれの
化学物質の特徴は何か，それらの化学物質がどのような形で生命現象に関わっているのかと
いった基本的な概念とその内容を理解する。本科目は，健康科学科の専門科目・生体科学分野
に区分されている。一方，管理栄養士養成施設のカリキュラムには，専門基礎分野の教育内容
の一つとして「人体の構造と機能，疾病の成り立ち」の規定があり，本科目は当該分野の主要
な科目の一つとして位置づけられている。

　生体を構成する物質の基本的な性質と，それらが関係するいくつかの生命現象について解説
する。アミノ酸，糖，脂肪，ヌクレオチドなどの低分子化合物と，タンパク質，多糖，核酸な
どの高分子化合物について，それらの化学構造および特徴について説明する。　これらの化学
物質が，生体の構成成分として，あるいは生体内における化学反応の触媒として，どのような
利点を有しているのかを説明する。栄養摂取，細胞の増殖と死，生殖と遺伝などの生命現象に
おいて，それらの物質が具体的にどのような役割を担っているかを説明し， 生命を化学的な側
面から見ることを学ぶ。また，酵素反応を例に，酵素というタンパク質の特徴，酵素と基質と
の相互作用など，生体内で起こっている生化学的反応の性質を解説する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

生化学

江島　洋介

広島キャンパス　1526研究室

授業開始日以降に連絡。場所は担当教員研究室。

　出席とレポート課題で評価する。

江島洋介『これだけは知っておきたいa図解生化学』オーム社，2008。
『複写資料教材』を授業開始時に無料で配布する。

須藤和夫・山本啓一・有坂文雄　訳 『リッター生化学』東京化学同人，1999。
江島洋介『これだけは知っておきたい図解分子生物学』オーム社，2005。

履修予定者は，基礎生化学で学んだ内容を再確認しておくこと。授業が終わるごとに，教科書
と配付資料の内容を復習し，演習問題を解いて理解を深めておくこと。授業に関する連絡方法
は，正式には教務課の掲示，学生に対する授業内での連絡によって行う。試験において，本学
において規定された不正行為を禁止する。不正行為が明らかになった場合は，大学の規則（学
則）に基づいて対応する。

対面授業。授業日程に従って，主に下記の教科書の各章に関する講義形式で実施する。授業時
間2時間（1回）と学生の自習4時間を想定した授業を行う。数回レポート課題を与える。学生
は，授業に出席し，試験を受けることが義務付けられる。

健康科学科　2年次対象

代謝，異化，同化，生合成，解糖，クエン酸回路，ミトコンドリア，脂肪代謝，アミノ酸代
謝，糖新生，脂肪酸生合成，アミノ酸生合成，ヌクレオチド生合成，DNA，RNA，タンパク質，
複製，転写，翻訳

　この科目は基礎生化学をすでに履修したことを前提とする。基礎生化学で学んだ生体内の物
質についてその動的な側面，すなわち代謝と生合成について理解する。本科目の履修を通じ
て，生体が食物などから摂取した物質がどのような代謝経路で単純な物質にまで分解されるの
か，生体や細胞を構成する化学物質がどのような経路で合成されるのか，代謝の過程でエネル
ギーが獲得されるしくみは何かなどの基本的な概念を身に付けることができる。本科目は，健
康科学科の専門科目・生体科学分野に区分され，管理栄養士養成施設のカリキュラム「人体の
構造と機能，疾病の成り立ち」の主要な科目の一つとして位置づけられている。

　基礎生化学では生体を構成するさまざまな物質について解説した。本科目は基礎生化学で学
んだそれぞれの生体物質が細胞内でどのように代謝され，どのように合成されるのかを中心に
解説する。　代謝の中核をなす解糖系，ミトコンドリアにおけるクエン酸回路と電子伝達系，
糖，アミノ酸，ヌクレオチドの生合成などのしくみ，遺伝子DNAの維持と複製，転写と翻訳によ
る遺伝子発現の機構など分子生物学の基本について説明する。細胞内での物質の輸送、細胞外
からの刺激の受容、細胞内での情報伝達など，いくつかの生命現象を生化学の側面から理解す
る。また，ヒトの健康維持や疾患に関連する生化学分野のトピックスも紹介する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修（平成21年度以降入学生から必修）

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

生化学実験

江島　洋介・未定

広島キャンパス　1526研究室

授業開始日以降に連絡。場所は担当教員研究室。

　レポート課題で評価する。
　レポートは，実験のタイトル，目的，方法，結果，考察の順にまとめる。結果と考察はまとめてもよ
い。引用文献がある場合は，最後に記述する。目的と方法が明確に記載されているか，結果が適切に記
載されているか，自分が行った実験の結果に基づいて考察がなされているか，などを基準に評価する。

『複写資料教材』を授業開始時に無料で配布する。

江島洋介『これだけは知っておきたい図解生化学』オーム社，2008。　
須藤和夫・山本啓一・有坂文雄　訳 『リッター生化学』東京化学同人，1999。

　履修予定者は，教科書の該当部分を読んで，基礎生化学の内容を復習しておくこと。器具の名称を覚
えること，試薬を正しくつくることが実験の前提なので，あらかじめ実習書の「実習前の予備知識」の
部分を熟読しておくこと。試薬の取扱いなど安全に留意すること。器具の破損があれば申し出ること。
実験は班単位で行うので，方法や結果については班の全員が確認しておくこと。

　実験授業。生化学実験実習書に従って，7個のテーマに関する実験を行う。テーマごとにレポートの
提出を義務づける。学生は，授業に出席し，レポートを提出することが義務付けられる。

健康科学科  2年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

生体分子，タンパク質，酵素，核酸，DNA，卵白アルブミン，ビュレット法によるタンパク質定量，
SDS-PAGE電気泳動，カラムクロマトグラフィー，繊毛運動，遺伝子組換　え，プラスミド，形質転換

　この科目は基礎生化学をすでに履修したことを前提とする。基礎生化学で学んだ生体内の物質につい
て，これらを実際に生体試料から抽出し，その定量と分析を行う。本科目の履修を通じて，基礎生化学
で学んだ知識を，体験を通して会得する。本実験を行うことにより，より高度な実験を行うための素地
を身に付けることができる。本科目は，健康科学科の専門科目・生体科学分野に区分されている。一
方，管理栄養士養成施設のカリキュラムには，専門基礎分野の教育内容の一つとして「人体の構造と機
能及び疾病の成り立ち」の規定があり，本科目は当該分野の主要な科目の一つとして位置づけられてい
る。

　生体を構成する物質のうち，糖，タンパク質，DNA，RNAを用いて、物質の抽出、
定量、分離ならびに機能分析を行い，これらの物質についての理解を深めるとともに，基本的な生化学
の実験技術を修得させる。生物試料または細胞から物質を抽出し、分光光度計を用いて物質の定量を行
う。電気泳動とカラムクロマトグラフィーを用いて物質の分離と精製を行う。　また，タンパク質につ
いては，酵素活性を指標とした機能分析を、DNAについては，DNAの抽出と定量，初歩的な組換えDNA実
験を行う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30時間 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

微生物学

森永　力

県立広島大学国際交流センター

月曜日、火曜日の12時30分から13時

筆記試験：中間試験50%、期末試験50%、

毎回プリントを配布する、欠席者は出席者のプリントを自前でコピーすること

1.「微生物学ー疾病のなりたちと回復の促進④」　南嶋　洋一・吉田　眞一、2013、医学書院
2.「食品微生物学」　高見　伸治・西瀬　弘・大塚　暢幸・長澤　治子・土居　幸雄

各授業の終わりに次回のテーマを知らせるので、図書館等を通じて、調べておくこと。シラバ
スにも、次回のテーマについて記載するので、参考図書などで、調べておくこと。試験におい
ては、本学学生便覧に記載してあるように、不正行為を禁止する。不正行為が明らかになった
場合には、学則に基づいて対処する。

対面授業、授業日程に従い、プリントを配り、講義形式で実施する。また、授業の終わりに
は、液晶プロジェクターを用い各種微生物を紹介し、微生物の特徴を視覚によって、認識して
もらう。

健康科学科　3年次対象

細菌、真菌、原虫、藻類、ウィルス、食中毒、食品衛生、感染症、生体防御、発酵食品、環境
浄化

パリの市内で空気を吸い込むと、1リットル当たり10.3個の細菌と2.45個のカビの胞子を吸い込
む。庭の土、一塊を取り上げると、土1グラム当たり975万個の細菌、208万個の放線菌、12万個
のカビ、2.5万個の藻類が含まれている。このように、人間生活にもっとも身近に存在している
微生物だが、一般にはあまり理解されていない。もちろん、インフルエンザや伝染病などが発
生すると、微生物の存在を意識する。人類が地球上に表れて以来、我々は病原菌と闘ってきた
が、その恩恵もまた受けてきた。我々の棲む現在の地球に、どのような種類の微生物がいて、
どのような生活をしているかを知り、微生物とどのように共存するか、あるいは微生物から身
を守るかを説明できるようになる。微生物学は、管理栄養士課程カリキュラムの「疾病の成り
立ち」及び「食べ物と健康」分野を理解する科目としても重要である。

微生物を最初に観察したのはオランダのレーウェンフックであるが、それ以後、たくさんの種
類の微生物が発見されてきた。それらの微生物である細菌、酵母、かび、きのこ、放線菌、そ
して微細藻類の形態的特徴や性質をプリントやスライドを用いて、説明する。また、人類に感
染し病気を起こす微生物もいるので、食中毒を含む感染症の例や感染の仕組みを勉強する。一
方、発酵食品や抗生物質もまた、微生物を用いて作られているし、遺伝学や遺伝子治療の基礎
的研究に使われているのも微生物である。これらの微生物を用いた応用分野についても教授す
る。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

細胞生物学

藤井　保

1523（教育研究棟１の５階）

木曜日３・４時限目（それ以外の時間を希望する場合は，メールで予約してください。）

　授業への積極的な取り組みや参加度，課題発表の分担や発表内容，レポート課題に対する積
極的な取り組み姿勢並びにレポートの内容について，総合的に評価する。なお，評価の観点ご
との配点については，授業の中で説明する。

「生命科学」及び「生体防御学」で使用する教科書を一部の授業の中で使用する。

　永田・中野・米田編「細胞生物学」東京化学同人，中村桂子他監訳「Essential 細胞生物
学」南江堂，その他，担当教員が授業の中で紹介する。

「生命科学」（健康科学科・担当教員：藤井保）に記載している内容に従うこと。

　対面授業。授業日程に従って，主に講義形式で実施する。また，事前に課題を与え，事前学
修の成果を発表してもらう形式も併用する。受講者は，授業に出席し，課題レポートの作成，
発表並びに期末試験を受けることが義務付けられる。

健康科学科　１年次対象

　細胞の起源と多様性，細胞の膜構造と細胞小器官，エネルギー変換の仕組み，核と遺伝情
報，タンパク質の細胞内輸送，細胞骨格と細胞運動，シグナル伝達，細胞間コミュニケーショ
ン，生殖と発生・細胞分化，細胞死，がんの細胞生物学，免疫の細胞生物学，脳と神経

　生物の機能発現の単位である細胞を構造と機能の両面から理解することを目指す。講義形式
と共に，履修者が主体的に学ぶ姿勢と態度を身に付けられるよう，課題を与え，授業時間内に
発表する機会も設けている。「生命科学」と共に本科目は，「人体の構造と機能，疾病の成り
立ち」を理解するために必要な基礎科目の一つとして位置付けられている。

　細胞生物学は，生体を構成する個々の分子が，“細胞という場”の中でどのような働きをし
ているかを明らかにすることによって，生命活動の基本を捉えようとする学問である。この授
業では，分子から個体まで，さまざまの階層構造を扱うことになるが，細胞や組織の個別性及
び多様性に注意を払いつつも，その多様な現象が，いかに統一的な一貫した原理と反応機構に
基づいているかに重点をおいて学ぶ。主な項目として，細胞の起源と多様性，細胞の膜構造と
細胞小器官，エネルギー変換の仕組み，核と遺伝情報，転写，タンパク質の誕生から死まで，
タンパク質の細胞内輸送と局在化，細胞骨格と細胞運動，シグナル伝達の原理と多様性，細胞
外マトリックスと細胞間コミュニケーション，生殖と発生・細胞分化，細胞死，がんの細胞生
物学，サイトカインと免疫の細胞生物学，脳と神経の細胞生物学，モデル微生物とモデル植物
の細胞生物学，モデル動物とヒトの細胞生物学，分子細胞生物学の研究手法・技術を学ぶ。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

生体防御学

藤井　保

1523研究室

木曜日４時限目（その他の時間も可能な限り対応しますが，メールで要予約）

　期末試験50％，課題レポート（宿題）35％, 出席15%の割合で評価する。期末試験は指定され
た試験日の授業時間（90分）内で実施する。各レポートの提出期限は，課題提示時に通知す
る。

シンプル免疫学【改訂第４版】中島 泉，高橋利忠，吉開泰信 共著，南江堂

免疫学イラストレイテッド【原書第７版】高津聖志，清野 宏，三宅健介 監訳，南江堂

　履修予定者は，教科書を精読し授業に臨むこと。授業に関する連絡方法は，正式には教学課
の掲示，学生に対する授業内での連絡によって行う。宿題，試験等において，本学において規
定された不正行為を禁止する。不正行為が明らかになった場合は，大学の規則（学則）に基づ
いて対応する。

　対面授業。授業日程に従って，講義形式を基本にして，双方向性の授業並びに学生の主体的
な学習を促すことを意識して実施する。できるだけ毎回，授業に関連した宿題又は発展的な課
題を与え，その学修成果を次の授業までにまとめ，レポートとして提出することを課す。学生
は，授業に出席し，宿題のレポートを作成・提出すること，試験を受けることが義務付けられ
る。

健康科学科　３年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

　自然免疫，獲得免疫，免疫系，体液性免疫，補体，細胞性免疫，アレルギー，感染症免疫，
移植免疫、がん免疫、自己免疫疾患，免疫不全症

　この科目では，免疫についてこれまでほとんど学習していない学生を対象にして，免疫反応
の仕組みや免疫・アレルギー疾患の成因・病態等の基本的内容を講述する。本科目の目標は，
履修学生に免疫の仕組みや免疫・アレルギー疾患に関する基本的な概念，基礎的内容を理解さ
せることである。これによって免疫学の専門的内容を理解するための素地を身に付けることが
できる。本科目は，健康科学科の専門科目・生体科学分野に区分されている。一方，管理栄養
士養成施設のカリキュラムには，専門基礎分野の教育内容の一つとして「人体の構造と機能，
疾病の成り立ち」の規定があり，本科目は当該分野の主要な科目の一つとして位置づけられて
いる。

　生体が自己の恒常性と統一性を維持するために備えている「仕組み」について，自然免疫の
基本的なメカニズムとその重要性を提示し，その上で，特異性，多様性，多型性などで表され
る獲得免疫の特性を，細胞 （リンパ球やマクロファージ） や分子 （免疫グロブリン，Ｔ細胞
レセプター，主要組織適合抗原など） のレベルで講述する。また，自然免疫と獲得免疫の何れ
においても病原微生物 （寄生体） などの排除に重要な役割を果たす補体系を取り上げ，活性
化機構と生物活性を概観する。次に，人体と寄生体との相互関係について，寄生体の侵入，増
殖と伝播，防御，免疫病理など，関係する主要な機序に注目して講述する。免疫系に関する基
礎的理解を通して，移植片の拒絶反応やアレルギーの発症の仕組みを理解させる。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

免疫学実験

藤井　保

広島キャンパス　1523研究室

木曜日３・４時限目。（それ以外の時間も可能な限り対応するが，メールで要予約）場所は担
当教員研究室。

　レポートの内容60％，実験・観察に対する取組み状況40％の割合で評価する。期末試験は実
施しない。レポートの提出期限は，実験項目ごとに初回の授業時間の中で提示する。レポート
は計画的に作成し，提出期限を厳守すること。期限内提出ができているか否かも成績評価の対
象とする。

　担当教員が作成した「免疫学実験実習書」を無料で配布する。

　西岡久壽弥 監修，眞崎知生 編 『役にたつ免疫実験法』（第２版） 講談社サイエンティ
フィク，1994。

　履修予定者は，生体防御学で使用する教科書の抗原，抗体，抗原と抗体の反応，並びに補体
に関する章を精読し，１回目の授業に臨むこと。授業に関する連絡方法は，正式には教学課の
掲示，学生に対する授業内での連絡によって行う。白衣を持参すること。

　受講者を３〜４名ずつの班に分け，各実験を班単位で実施する。また，顕微鏡観察について　
は，授業時間内での設定時間に限りがあることから，受講者各自で空き時間を活用して実施で
きる。実験項目ごとに，実験の方法と結果，観察の記録，考察，感想等を記したレポートの提
出を課す。提出の方法と期限については，授業の最初の時間に伝達する。学生は，授業(実験や
観察)に出席し，レポートを作成・提出することが義務付けられる。

健康科学科　３年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る選択必修

　定性沈降反応，ゲル内沈降反応，ロケット免疫電気泳動法，赤血球の凝集反応，
溶血反応，マイクロタイター法，イムノブロット法，リンパ器官（胸腺，脾臓，リンパ節），
顕微鏡観察

　この科目では，免疫学に関する基礎的な知識の深化を目的として，抗原抗体反応や補体結合
反応などに関する実験を行う。また，免疫系を構成する細胞，組織及び器官に関する理解を深
めることを目的として，組織学的観察等を行う。本科目の目標は，履修学生が自己と非自己の
識別に関与する分子や細胞について基礎的内容を理解することである。さらに，実験結果を観
察・記録し，それに基づいて考察する力や姿勢を醸成することである。本科目は，学科専門科
目の生体科学に区分されている。一方，管理栄養士養成施設のカリキュラムには，専門基礎分
野の教育内容の一つとして 「人体の構造と機能，疾病の成り立ち」の規定があり，本科目は当
該分野の実験科目の一つとして位置付けられている。

　免疫に関する理解の促進と分析用試薬としての抗体の有用性を提示するため，支持体を用い
ない定性沈降反応，アガロースゲルを支持体とする沈降反応，抗体を含むアガロースゲルを支
持体に用いるロケット免疫電気泳動法などにより，抗原抗体反応を利用した抗体価の測定実験
や抗原の定量実験を実施する。次に，マイクロタイター法による赤血球の凝集反応，並びに溶
血反応を利用した補体価の測定実験を行う。また，SDS-ポリアクリルアミドゲル電気泳動で分
離した抗原を，その泳動面に垂直方向にさらに電気泳動することによって，取扱いやすい支持
体に転写し，その支持体上で抗原抗体反応を行うイムノブロット法を体験する。その他に，胸
腺，脾臓，リンパ節等のリンパ器官の解剖学的並びに組織学的観察により，免疫系に関する理
解を深める。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

生理学

菅原　芳明

期末試験が50％，各章に設定された課題レポートが50％の割合で評価する。期末試験は，基本
的に持ち込み不可で実施。レポート課題（テーマ）は，授業の中で章毎に提示する。期末試験
は，基本的に課題レポートとその関連の内容の中から問題を作成，その上で試問する。

彼末一之・能勢博 著 『やさしい生理学，第６版』南江堂。　授業に必要なプリントは，適
宜，授業開始時に配布。

W. F. Ganong 著 『Review of Medical Physiology 』Prentice-Hall International Editions

対面授業。授業日程に従って，講義形式で実施する。各章毎に，レポート課題を課し，授業内
容の理解の確認を行なう。受講者は，授業に出席し，レポートの作成・提出ならびに期末試験
を受けることが義務付けられる。

健康科学科　１年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

食事量，呼吸，エネルギー代謝，エネルギー代謝の計測手法，体温，体温調節，循環系，肺循
環，体循環，心電図，O2-運搬，CO2-運搬，ホメオスターシス，体液量の計測手法，水分均衡，
腎機能

この科目では，生体の仕組みと機能について，これまでこのような内容についてまったく学習
して来なかった学生を対象に講述する。本科目は，健康科学科の学科専門科目・生体科学領域
に区分されている一方，管理栄養士養成施設のカリキュラムでは，専門基礎分野の「人体の構
造と機能」の主要な科目の一つとなっている。

生体における生理的なメカニズムについて，食事と呼吸，食事量とエネルギー代謝，血液循
環，体液と酸塩基平衡，内呼吸と外呼吸，呼吸調節，水分均衡，水分均衡の生理的メカニズ
ム，尿生成，腎機能について講述する。特に，食事量とエネルギー代謝については，酸素運搬
の分子生理学（血液中のヘモグロビン分子）から出発し、生体が必要とする酸素量，血液の酸
素運搬量，組織から放出される二酸化炭素量等エネルギー代謝と食事量の関係について，生理
学の視点に立脚した系統立てた授業展開を行う。その上で，生体の有する生理メカニズムにつ
いて系統立てた理解を目指す。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

生理学実験

増山　悦子（非常勤講師），岡田　玄也

1668（岡田）

出席および実験レポート内容，課題への取り組みを総合的に評価する。

実験書を配布する

授業中に適宜紹介する

実験レポートは科学的論述力を身につけるのに最適である。そのため過去のレポートは写さな
い，出典を明らかにせず転用しない，引用である場合は引用と示しておくという基本的な事項
を守って実験レポートを作成すること。

授業日程に従って，実験・実習形式で実施する。各テーマ終了後，レポートは２週間以内に提
出すること。レポート作成は，実験レポートの書き方に従い，課題にも応えるものとする。受
講生は予習して実験に臨み，レポートの提出が義務付けられる。

健康科学科　２年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

ウシガエルの生体解剖，カエル神経-筋標本による筋収縮，グリセリン筋による筋収縮，ヒトの
血液，白血球，浸透圧

どのような仕組みで私達の体が正常に機能しているのかを追究するため，体の機能を各階層レ
ベルに分けて理解します。すなわち，臓器レベルで理解したのちに、臓器を構成する個々の細
胞のレベル，さらに細胞を構成する分子のレベルまでつながりを持って理解できるようになる
のが目標です。

ヒトの生理的メカニズムを理解するために，個体，器官系，器官・組織，細胞，分子の各レベ
ルでの実験を行う。具体的には以下の実験内容で行う。
①ウシガエルの生体解剖を行い，脊椎動物の体の中の内臓の形態，諸器官の連関の仕方などを
理解する。解剖を通してヒトの体内を理解するだけでなく，脊椎動物がたどってきた進化の歴
史も紐解く。
②ウシガエル座骨神経−腓腹筋標本の作製と神経刺激による筋収縮を観察する。
③調製したグリセリン筋（筋収縮モデル）を用いて，ミオシンATPaseが生体エネルギー物質ATP
を分解し，筋収縮することを理解する。また，筋収縮（ミオシンATPase活性）に及ぼす2価イオ
ンの影響を調べる。
④ヒトの血液の血球成分の観察（白血球の塗抹染色）や血漿タンパク質の分離（セルロースア
セテート膜）を行う。
⑤動，植物細胞を染色して構造や細胞小器官を観察する。植物細胞の液胞の浸透圧は限界原形
質分離を生じる溶液濃度をもとに求める。
⑥班毎に独自にテーマを選定し，実験手法を検討し実験をする。次週はパワーポイントを用い
て成果発表を行い質疑に応答する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

病理解剖学Ⅰ

北台　靖彦

広島キャンパス 1426 研究室

午後、在室中はいつでも可能。（金曜日は除く）

成績は、期末試験、課題レポートで評価する。試験は、講義内容に関する論述問題を作成し試
問する。

日野原重明  著  「医学概論」  医学書院 、2003。
Visual 栄養学テキスト　解剖生理学　中山書店

平井良則  編  「医療学総論」  金原出版 2002。
伏木信次　編　「生命倫理と医療倫理」金芳堂2014

履修予定者は、自然科学の一分野である医学に関して、自主的に関心を持つように心がけ、医
学（医療）のあるべき姿を考えてほしい。

対面授業。教科書にしたがって講義形式で実施する。必要に応じてスライド並びにプリントを
用いる。レポート課題を一回課す。

健康科学科　１年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

医学、医療、医の倫理、健康、病気の内因外因、炎症、腫瘍、診断学、剖検

医学には、自然科学としての医学（基礎医学、臨床医学、予防医学と保健学、環境医学、産業
医学、医療情報学）、社会科学としての医学（医療システム、福祉医療、医療経済学）があ
り、その特徴を理解する。 医療においては、医師、看護士、コメディカルのチーム医療により
質の高い医療行為がおこなわれ、さらに健康教育も実践し、予防におい手も重要な役割を演じ
ていることを学ぶ。また医学の進歩と病気の成り立ちを理解する。本科目は、専門教育科目の
関連科目にに区分されている。管理栄養士養成施設 のカリキュラムには、専門基礎分野の教育
内容の一つとして「人体の構造と機能及び疾病の成り立ち」の規定があり、本科目は当該分野
の一つとして位置づけられている。

前半は医学の本質ならびにそれがどのような方向に発展しつつあるかを学習する。そのために
は、医学全般の進歩の歴史を理解し、生物としての人間の疾病像、悩む人格体として の人間の
すがた、さらに医学がどのように社会に受け入れられているか、今後の医学の 進むべき方向に
ついて講議をする。
これまでの医学の歩みの輝かしい成果のみでなく、 様々な問題点についても学習する。ま
た健康、病気、医学の体系について理解し、病気 の原因、病気による身体の変化、病気の診断
についても学習する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

病理解剖学Ⅱ

北台　靖彦

広島キャンパス　1426研究室

午後、在室中はいつでも可能。（金曜日は除く）

成績は、期末試験で評価する。試験は、講義内容に関する論述問題を作成し試問する。

笹野公伸 編者 シンプル病理学　南江堂

福島光夫　編著　Visual 栄養学テキスト　解剖生理学 中山書店　（病理解剖学Iのテキスト）

解剖学が、人体の構造と機能を理解するためにの基礎となるので、十分理解するように 努力し
なければいけない。

対面授業。教科書にしたがって講義形式で実施する。必要に応じてスライド並びにプリントを
用いる。

健康科学科　１年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る選択必修

組織分類、骨格系、骨の連結、頭部骨、脊椎、胸郭、上下肢、筋系、脈管系、消化器系、呼吸
器系、腎臓・泌尿生殖器系、内分泌系、神経系、感覚器系

解剖学・病理学は、医学の中で最も基本的で大事な領域であるため、下記の授業内容を十分理
解することを目標とする。本科目は、専門教育科目の生体科学に区分されている。管理栄養士
養成 施設のカリキュラムには、専門基礎分野の教育内容の一つとして「人体の構造と機能及び
疾病の成り立ち」の規定があり、本科目は当該分野の一つとして位置づけられている。

人間の構造と機能の両者を系統的に学習する。特にからだの運動に必要な、骨格と筋、循環
器、呼吸器、神経等の全身の諸臓器を機能面からも関連づけて学習する。 細胞の機能、血液、
間質液、リンパおよび生体防御機構、心臓血管系の役割、呼吸運動、呼吸調節、消化管ホルモ
ン、消化液の分泌、腎臓による体液調節、神経の興奮についても学習する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

病理解剖学Ⅲ

北台　靖彦

広島キャンパス  1426研究室

午後、在室中はいつでも可能。（金曜日は除く）

成績は、期末試験で評価する。試験は、講義内容に関する論述問題を作成し試問する。

栄養科学イラストレイテット　臨床医学、疾病の成りたち,
羊土社

解剖学が、人体の構造と機能を理解するためにの基礎となるので、十分理解するように 努力し
なければいけない。

対面授業。教科書にしたがって講義形式で実施する。必要に応じてスライド並びにプリントを
用いる。

健康科学科　２年次対象「病理解剖学I,II」を履修していることが必要。

管理栄養士国家試験受験資格に係る選択必修

細胞障害、変性と壊死、萎縮、代謝障害、虚血と梗塞、血栓、充血、浮腫、炎症、免疫、良性
腫瘍、悪性腫瘍、増殖、転移、病理発生、病因、遺伝子異常、循環器病理、呼吸器病理、消化
器病理、泌尿生殖器病理、内分泌病理

本年度からは名称が「臨床医学」となり、授業内容も変わる。病理学、解剖学は病理解剖学II
で終了する。「臨床医学」とは、疾病発症のメカニズム、疾病の人体構造や代謝に及ぼす影
響、診断、検査法、さらには治療法を学ぶ学問である。
したがって、臨床医学を学ぶためには生化学やぶんし学ぶ前提として必要不可欠な学問であ
る。専門教育 科目の生体科学に区分されている。管理栄養士養成施設のカリキュラムには、専
門基礎 分野の教育内容の一つとして「人体の構造と機能及び疾病の成り立ち」の規定があり、
本科目は当該分野の一つとして位置づけられている。

医療における病理学のさまざまな分野の役割と、それらの分野の共通の目標である病気の成り
立ちについて講議をする。特に細胞とその変化、循環障害、炎症、腫瘍について総論を学習
し、循環器では動脈硬化、狭心症、心筋梗塞、心不全、ショック、呼吸器で は、肺炎、肺結核
症、肺性心、肺癌、消化器では、唾液腺疾患、食道炎、食道癌、慢性胃炎、胃十二指腸潰瘍、
胃癌、大腸癌、肝炎、肝癌、膵炎、膵癌などの主な疾患についてその病理発生を理解し、生活
習慣病の予防についても学的に考察する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

病理解剖学実験

北台　靖彦

広島キャンパス  1426研究室

午後、在室中はいつでも可能。（金曜日は除く）

毎回の顕微鏡実習により、提出されたスケッチで評価する。原則として２回以上の欠席 は不合
格とする。

シンプル病理学、笹野公伸 ら　著、南江堂

参考書  高橋  徹  著  金原出版 2003。
Kumar et al 「Basic pathology」Sunders 2003.

病理学の履修者は、この実習で形態学的に勉強することにより、より深く疾患の成り立 ち並び
に疾患概念が理解できる。

実習の前にその日の顕微鏡観察しスケッチする疾患に関して対面式の授業をおこない、その後
実習に移る。

健康科学科　２年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

組織形態、組織発生、生活習慣病,糖尿病、動脈硬化症、心肥大、心筋梗塞、肺炎、結核、間質
性肺炎、肝炎、肝硬変、食道静脈瘤、食道炎、食道  癌、胃癌、大腸癌、肝癌、膵癌、肺癌、
前立腺癌、乳癌、子宮癌

下記の生活習慣病について、組織形態からそれらの疾患の成り立ちを理解することを目標にす
る。本科目は、専門教育科目の生体科学に区分されている。管理栄養士養成施設のカリキュラ
ムには、専門基礎分野の教育内容の一つとして「人体の構造と機能。疾患の成り立ち」の規定
があり、本科目は当該分野の一つとして位置づけられている。

生活習慣病についての各論の講議を行い、代表的な疾患（糖尿病、動脈硬化症、心肥大、心筋
梗塞、肺炎、結核、間質性肺炎、肝炎、肝硬変、食道静脈瘤、食道炎、食道癌、胃癌、大腸
癌、肝癌、膵癌、肺癌、前立腺癌、乳癌、子宮癌）について、各自顕微 鏡観察でそれらの形態
変化をスケッチし病態を理解するための学習をする。また実際の剖検症例を用いて、人が生活
習慣病で死亡する場合、全身の主要臓器に種々の形態的変化が系統的に発症していることを示
し、その病気の成り立ちを理解する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

健康スポーツ科学

福場　良之

広島キャンパス　1623研究室

毎週火曜日11時から13時，場所は担当教員研究室。これ以外の面談は要予約。

　基本的に，期末試験（100点）の成績を中心に評価する。提出レポート（回数は未定）の内
容，ならびに中間試験の結果，出席等も必要に応じて加味して総合的な評価を行う。期末試験
は指定された教室（試験室）内で，指定された試験日の授業時間（９０分）内で実施する。評
価方法・基準は最初の授業で具体的に説明する。

教科書は使用しない。　『複写資料教材』を適宜，授業時に配布する。

彼末一之/能勢　博編集 『やさしい生理学（改訂第6版）』，南江堂，2012　勝田茂編著　『入
門運動生理学（第3版）』，杏林書院，2007

　授業に関する連絡方法は，正式には教務課の掲示，学生に対する授業内での連絡によって行
う。履修者は，授業の中で，適宜，紹介する参考著書・文献を，積極的に読むことをすすめ
る。

　対面授業。授業日程に従って，配布資料，ビジュアル・エイド（PCプロジェクター，ビデオ
映像など）を用いた講義形式で実施する。

健康科学科　１年次対象

栄養一種免必修

スポーツ，運動，体力，フィットネス，健康，生理学，疫学，高齢化，肥満，ライフスタイル

　この講義は，健康科学についてこれまでほとんど学習したことのない学生の受講を前提に進
める。この授業を受講することによる具体的な到達目標は以下である。　①現代の健康問題に
ついて自然科学的観点に基づいて，自分の意見を述べることができるようになる，②ライフス
タイルとしての運動習慣と健康のかかわりについて考える上で基本となる，公衆衛生学的な考
え方の基礎を身につける，③ヒトの健康問題に常に興味，関心をもつようになる。
　この授業の受講によって，後に開講される，「運動生理学」や「体力科学」，さらに応用的
な「スポーツ医学」や「トレーニング科学」といった関連する専門的授業の内容を理解するた
めの背景知識を身に付ける。本科目は，健康科学科の専門科目・健康スポーツ科学分野に区分
されている。一方，管理栄養士養成施設のカリキュラムには，専門基礎分野の教育内容の一つ
として「社会・環境（人間や生活）と健康」の規定があり，本科目は当該分野の１科目として
位置付けられている。

　講義内容の概略を述べる。導入として，「現代における健康科学とは何か」，「健康科学情
報とは何か」について学ぶ。特にここでは，evidence-basedという考え方を理解する。次に本
講義のメインテーマである，運動−体力（フィットネス）−健康の３者それぞれと，相互の関連
性について理解する。具体的な内容は，１：これまでの健康の捉え方，２：運動と健康のかか
わり，３：運動とはなにか，４：運動と体力のかかわり，５：体力と健康のかかわり，であ
る。最終的に，今日的な健康観−ライフスタイルのひとつであるスポーツや運動−体力（フィッ
トネス）の３者のかかわりについての基本的な捉え方を理解する。このような健康科学，健康
スポーツ科学への多面的な理解を通して，生涯にわたる自己の健康管理といった視点による，
積極的な健康増進を目的とした具体的な方法の考え方とその実際を習得する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

運動生理学

福場　良之

広島キャンパス　1623研究室

毎週火曜日11時から13時，場所は担当教員研究室。これ以外の面談は要予約。

　基本的に，15週の中で，各単元が終了するたびに，その教授内容をまとめる意味で提出して
もらうレポートの内容（２０点×４回），ならびにその知識の応用問題として課す小レポート
（５点×４回）の結果を中心に，出席等を加味して総合的な評価を行う。評価方法・基準は最
初の授業で具体的に説明する。

教科書は使用しないが，それに類した『複写資料ならびに教材』は適宜，授業時に配布する。

生理学の教科書：彼末一之・能勢　博 編集 『やさしい生理学（改訂第6版）』，南江堂，
2012，は常時，持参のこと。

　授業に関する連絡方法は，正式には教務課の掲示，学生に対する授業内での連絡によって行
う。履修者は，授業の中で，適宜，紹介する参考著書・文献を，積極的に読むことをすすめ
る。

　対面授業。授業日程に従って，主にビジュアル・エイド（PCプロジェクター，ビデオ映像な
ど）とそれに関連した配布資料を用いた講義形式で実施する。

健康科学科　２年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る選択必修

生理学，スポーツ，運動，フィットネス，呼吸，循環，エネルギー代謝，骨格筋，自律神経

　この講義は，1年次の 「健康スポーツ科学」を履修した学生が受講することを前提として進
める。この授業を受講することによる到達目標は以下である。 ①運動に対する生理的反応を学
ぶことを通して，生体の巧妙な調節系への基本的な理解がもてるようになる，②ヒトが1回の運
動を行った際に，身体の内部で起こっている適応的な生理機能調節のしくみの概略について，
主に生理学的用語を使って，一般の人に説明できるようになる，③ヒトの健康に果たす運動の
役割について，運動生理学の視点から関心を持ち，自分の意見を述べることができるようにな
る。　本科目は，健康科学科の専門科目・健康スポーツ科学分野に区分されている。一方，管
理栄養士養成施設のカリキュラムには，専門基礎分野の教育内容の一つとして「人体の構造と
機能・疾病の成り立ち」の規定があり，本科目は当該分野の１科目として位置付けられてい
る。

　健康科学的な視点をふまえて，生涯にわたる健康の保持・増進に果たす運動習慣の役割につ
いての理解に必要な運動生理学の基本的知識を中心に学ぶ。加えて，エネルギーの摂取−供給−
消費の観点から，運動時のエネルギー消費の主要な機構である有酸素性エネルギー供給を支え
る呼吸循環系や神経−筋系について，運動によってそれらの機能に生じる急性の反応を，健常者
を対象に理解する。具体的な章立ては,１：運動と神経系，２：運動と骨格筋，３：運動と呼吸
機能，４：運動と循環機能，である。最終的に，ヒトが身体運動を行う際，それを支える生体
内部の急性の生理的調節メカニズムの基本について統合的に理解する。このことで，日常の身
体活動，すなわち運動の反復（通常，身体トレーニング，あるいは運動療法と呼ばれる）が健
康に果たす役割に関する応用的な講義となる，「スポーツ医学」，「体力科学」，　さらに
「トレーニング科学」といった内容を，将来の講義で学び，理解するための基本的知識を身に
付ける。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

運動生理学実験

福場　良之，鍛島秀明

広島キャンパス　1623研究室

毎週火曜日11時から13時，場所は担当教員研究室。これ以外の面談は要予約。
鍛島助教は，実習期間中は，1667実習準備室で随時。

　全日程の6回以上の出席が単位認定の必須条件となる。遅刻は2回で1回の欠席とみなす。その
上で，提出の実験レポートで評価する。毎週の実験によるレポートの提出期限は，次回の授業
開始時で，提出場所は1623室前の所定のボックスである。この時点で，レポートの一次評価が
行われる。最終週には，レポート全体の講評（解説）が行なわれると同時に，受講生の各レ
ポート（一時評価後：内容がチェックされて，修正・加筆等が必要な場合には，それらを具体
的に書き込んだもの）が一旦，返却される。期日までに修正した最終バージョンのレポートを
提出すること。それらに基づいてレポートによる成績の最終評価が行われる。

県立広島大学・健康スポーツ科学講座（編）「運動生理学実験マニュアル」を，第一週目に配
布する。

運動生理学の授業での配布プリントが最も主要な参考文献になるのでレポートを書く際に活用
のこと。

　授業に関する連絡方法は，正式には教務課の掲示，学生に対する授業内での連絡によって行
う。履修者は，運動のできる服装を用意すること。詳細は，第1週目に述べる。また，実験マ
ニュアルを，かならず事前に精読してくること。

　対面形式の実験実習。
こちらで作成した実験テーマ・スケジュールに従って実施する。受講する学生本人が被験者な
らびに実験者の両者になって行うことを基本とする。
実験テーマ別にTA（teaching assistant）を配する予定で，教員は巡回しながら教育を行う。
学生は，授業に出席し，各実験についてレポートを提出する。

健康科学科　２年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る選択必修

運動，フィットネス，換気，呼吸，循環，エネルギー代謝，骨格筋，反応時間，血圧，スパイ
ロメトリ

　本実験の履修による到達目標は以下である。　①本実験での測定を通して，２年次前期に履
修した「運動生理学」の知識を体験的に理解する，②数名から数十名の対象者全体のデータ解
析を行う具体的な方法を学ぶことによって，ヒト集団を対象として実測されたデータの取り扱
いに慣れ，その統計解析の基本的な方法を理解し，将来，使うことができるようになる，③本
実験での測定体験を通して，将来，保健・医療領域に就職した際に遭遇するであろう，測定さ
れる患者あるいはボランティアといった対象者への配慮ができるようになる。この実験の受講
により，さらに「体力科学」，「スポーツ医学」，「トレーニング科学」といった，運動と健
康に関する応用領域への興味がひろがることが期待される。本科目は，健康科学科の専門科
目・健康スポーツ科学分野に区分されている。一方，管理栄養士養成施設のカリキュラムに
は，専門基礎分野の教育内容の一つとして「人体の構造と機能・疾病の成り立ち」の規定があ
り，本科目は当該分野の１科目として位置付けられている。

　運動生理学の理論的な背景を理解する上で，必要かつ最も基本的な生理的測定項目のいくつ
かについて，その測定法の実際を体験し，習得する。　対象となる主な生理機能は，呼吸機
能，循環機能，骨格筋機能ならびに神経機能である。これら基礎的な測定項目として，ガス交
換諸量（肺換気量，肺酸素摂取量，肺二酸化炭素排出量），心拍数（心電図），血圧，血流，
骨格筋の機能的評価（筋電図）などを取り上げ，その具体的な測定方法を習得する。いくつか
の項目では，実際の運動時に，これらの諸項目を測定し，運動時の急性反応を，自分自身を被
験者として観察する。運動としては，全身性動的・局所性静的運動それぞれの代表的な様式で
ある，自転車こぎ運動とハンドグリップ運動を用いる。さらに，応用的な実験として，神経-筋
機能の実際的な評価である反応時間測定も取り上げる。また，データ取り扱いの基本を理解す
るために，情報処理演習室を利用して，本実習で測定した実データに基づく簡単な演習（デー
タ表の作成，図示，統計検定の実際）を行う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

体力科学

三浦　朗

広島キャンパス　1515研究室

毎週火曜日11時から13時，場所は担当教員研究室。これ以外の面談は要予約。

期末試験の成績を70%，授業で出題するレポートと授業への出席状況をあわせて30%として総合
的に評価する。期末試験は持ち込み不可で，指定された試験日の授業時間内で実施する。期末
試験は，講義内容の中から問題を作成し試問する。具体的な評価方法や基準は，初回の授業で
説明する。

教科書は使用しない。「複写資料教材」を適宜，授業時に配布する。

参考文献：「トレーニングの科学的基礎，改訂増補版」宮下充正著，ブックハウスHD。「やさ
しい生理学，改訂第5版」森本武利・彼末一之編，南江堂

授業に関する連絡方法は，正式には教学課の掲示，学生に対する授業内での連絡によって行
う。履修者は，授業の中で，適宜，紹介する参考著書・文献を，積極的に読むことをすすめ
る。

対面授業。授業日程に従って，主にビジュアル・エイド（PCプロジェクター）を用いた講義形
式で実施する。適宜，指示する課題のレポート提出を課す。

健康科学科　２年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

健康，体力，運動，体組成，筋の形態と機能，ヒトの作業能力，運動負荷試験，運動処方，高
齢者の体力特性，スポーツ選手の体力特性，休養

この科目では，健康管理科学の専門性を身につけるうえで，その基礎となる，「健康と体力の
関係」について正しく理解し，自分なりの健康観と体力観を持つことを目標とする。そのため
には，まず，行動体力と防衛体力を構成する要素に関する知識を身につけ，それらと健康の維
持増進との関係について考察し理解する。
次に、身体活動の出力源である筋の構造と形態およびその機能について，体力との関わりから
知識を深める。さらに，日常の身体活動性と健康の関係を考える際に有効となる有酸素性作業
能力の評価法を中心に，いくつかの指標を題材として，利用法を理解する。なお，この科目
は，健康科学科の専門科目「体力評価実習」と合わせて履修することにより，体力科学の理論
と実際について理解を深め，技能を習得することができる。　この科目は，健康科学科の専門
科目・健康スポーツ科学分野に区分されており，必修科目に位置付づけられている。また，管
理栄養士専門科目においては，専門基礎分野の「人体の構造と機能・疾病の成り立ち」に位置
づけられている。

授業では，まず，健康を定義することから始める。　その上で，行動体力と防衛体力を構成す
る要素を理解させ，それらと健康の関係について考察させる。　次に，筋の構造と形態および
その機能について知識を深めさせ。加えて，ヒトの身体作業能力は筋が活動するためのエネル
ギー供給能力に依存することを理解させる。続いて，持久性能力としての有酸素性作業能力の
指標である，最大酸素摂取量（Vo2max）・疲労性作業閾値
（Fatigue Threshold, Critical Power）・無酸素性作業閾値（Anaerobic Threshold, Lactate 
Threshold)などを，運動負荷試験の実際と共に論述する。　また，運動負荷試験が生理的に大
きな負担となる高齢者についは，自立した日常生活動作を支える体力テストとその評価法につ
いて論じ，特に自立歩行を支える下肢の筋の形態測定による体力水準の評価法について解説を
加える。あわせて，子どもの体力についても論述し，成長期の体力特性や年齢に応じた諸能力
の発達についても理解させる。さらに，競技力向上を目指すスポーツ選手の体力特性やその測
定方法についても知識を広める。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

トレーニング科学

三浦　朗

広島キャンパス　1515研究室

毎週火曜日11時から13時，場所は担当教員研究室。これ以外の面談は要予約。

期末課題レポートの成績を70%，授業で出題する小レポートと出席状況をあわせて30%として総
合的に評価する。課題レポートは，講義内容の中から出題する。具体的な評価方法や基準は，
初回の授業で説明する。

教科書は使用しない。「複写資料教材」を適宜，授業時に配布する。参考文献：「トレーニン
グの科学的基礎，改訂増補版」宮下充正著，ブックハウスHD。

授業に関する連絡方法は，正式には教務課の掲示，学生に対する授業内での連絡によって行
う。履修者は，授業の中で，適宜，紹介する参考著書・文献を，積極的に読むことをすすめ
る。

対面授業。授業日程に従って，主にビジュアル・エイド（PCプロジェクター）を用いた講義形
式で実施する。適宜，指示する課題のレポート提出を課す。

健康科学科　３年次対象

健康，競技力向上，有酸素性トレーニング，無酸素性トレーニング，筋力トレーニング，高齢
者の身体トレーニング，スポーツ選手の身体トレーニング，エネルギーの補給，休養

　この科目では，健康管理科学の専門性を身につけるうえで，その基礎となる，「ヒトに対す
る身体トレーニングの効果」についての知識を正しく身につけた上で，最終的には，生活習慣
病予防を目的とした中高齢者のための有酸素性トレーニングや，自立歩行能力を維持するため
の筋力トレーニングの実践方法について，その処方内容を作成できるようにすることを目標と
する。まず，いくつかの有酸素性・無酸素性作業能力の指標を題材として，それぞれに対する
運動の効果に関する知識を身につける。その上で，トレーニング方法の実際について理解し，
効果的なトレーニング方法を理解する。そのために，トレーニングの基本原則や効果の生じる
運動の条件（様式，強度，回数，頻度等）についての具体的な知識を身につける。また，ト
レーニングと栄養，メンタル・トレーニングについても理解する。この科目は，健康科学科の
専門科目・健康スポーツ科学分野に区分されており，選択科目に位置付づけられている。

まず，トレーニングが成立するヒトの適応について解説する。次に，すべてのトレーニングに
共通する「トレーニングの基本５原則」を理解させる。その上で，トレーニング効果が生じる
運動の条件や人間の適応能力の限界について，過去の研究知見を示しながら論述する。さら
に，健康の保持増進や，スポーツの競技力向上のための身体トレーニング方法の具体例を，有
酸素性トレーニングと無酸素性トレーニングおよび筋力トレーニングに分けて論述する。特
に，生活習慣病予防を目的とした高齢者のための有酸素性トレーニング（たとえばウォーキン
グ）や，自立歩行能力を維持するための筋力トレーニングの実践方法については，運動の強
度，回数や運動時間，頻度，運動のフォームについて具体的に詳述する。また，エネルギーの
補給（スポーツの栄養　学），ダイエット（体重の調整），メンタル・タフネス（ストレスの
コントロール）についても論述する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

体力評価実習

三浦　朗

広島キャンパス　1515研究室

毎週火曜日11時から13時，場所は担当教員研究室。これ以外の面談は要予約。

実習であるので，全日程の80%の出席が単位認定の条件となる。遅刻は2回で1回の欠席とカウン
トされる。実習であるので，出席点を50%とし，毎回実施する課題レポートを
40%，さらに，最終回に行う「全体発表会」の発表内容の評価をあわせて総合的に判定する。

担当教員作成の「体力評価実習マニュアル」を配布する。特にテキストの指定はない。

授業に関する連絡方法は，正式には教学課の掲示，学生に対する授業内での連絡によって行
う。

対面形式の実習。「体力評価実習マニュアル」を配布し，授業日程にしたがって，実習形式で
実施する。受講する学生本人が被験者，実験者の両者になって実習する。毎回の実習について
レポートを提出を課す。期末に「研究発表会」を実施する。

健康科学科　２年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る選択必修

健康管理，体力，測定評価，筋機能，有酸素性作業能力，無酸素性作業能力，
形態計測，体組成の評価，エネルギー消費の推定，運動処方，データー解析，プレゼンテー
ション

この実習では，健康の維持増進という観点から運動処方を作成するうえで必要となる「体力の
測定・評価方法」について実習し，必要な技能を身につける。身体機能の評価項目としての，
筋機能測定，有酸素性作業能力（エアロビックパワー）の測定，無酸素性作業能力（アネロ
ビックパワー）の測定，形態計測・体組成の評価，エネルギー消費の推定などを，自らが実際
に行うことによって具体的な測定手順や評価方法に関する技能を習得することを目標とする。
なお，この科目は，健康科学科の専門科目「体力科学」と合わせて履修することにより，体力
科学の理論と実際について理解を深めることができる。この科目は，健康科学科の専門科目・
健康スポーツ科学分野に区分されており，選択科目に位置づけられている。また，管理栄養士
専門科目において　は，専門基礎分野の「人体の構造と機能・疾病の成り立ち」に位置づけら
れている。

実習形式で，ヒトの体力の測定・評価方法を習得させる。ヒトの日常生活動作を支える身体機
能の測定評価を試みるという観点から具体的項目は選定されている。項目としては，まず身体
活動や動作の出力源である筋機能の測定，比較的長時間の身体活動を持続する能力としての有
酸素性作業能力（エアロビックパワー）の測定，短時間の高強度の身体活動を支える無酸素性
作業能力（アネロビックパワー）の測定の３項目を，基礎的な評価項目としてとりあげる。さ
らに，身体組成の評価法として形態計測（超音波法による四肢組織厚計測），や日常生活の活
動度評価のためのエネルギー消費の推定を項目として取りあげる。それらの測定を，受講者自
らが，被験者・実験者となり，実際に測定し，具体的な測定手順や評価方法を習得する。最終
的には，得られた測定データを処理・解析した上で，グループに分かれて，テーマごとにパ
ワーポイントを使って「全体発表会」で発表する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

スポーツ科学実習

三浦　朗

広島キャンパス　1515研究室

毎週火曜日11時から13時，場所は担当教員研究室。これ以外の面談は要予約。

実習であるので，全日程の80%の出席が単位認定の条件となる。遅刻は2回で1回の欠席にカウン
トされる。その上で，出席点と授業での活動状況を70%とし，2回実施する課題レポートの成績
を30%（中間・期末）として総合的に判定する。

特にテキストの指定はない。
「ストレッチング」，「ウオーキング」，「トレーニング」，「応急処置」に関する資料を適
宜配布する。

参考文献：「トレーニングの科学的基礎，改訂増補版」宮下充正著，ブックハウスHD。

●第１回目の授業は体育館にて行う。運動のできる服装と体育館シューズを用意すること。●
授業に関する連絡は，教学課の掲示によって行う。

対面形式の実習。授業日程にしたがって，「ストレッチング」，「ウオーキング」，「トレー
ニング」，「応急処置」に関する資料を適宜配布しながら実習形式で実施する。中間と期末に
レポート課題を課す。

健康科学科　１年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

健康管理，ウォーミングアップ，クーリングダウン，ストレッチング，ウォーキング，エアロ
ビック・エクササイズ，筋力トレーニング，スポーツ，応急処置

この科目では，健康の保持増進に効果的な，生活の中に取り入れることのできる体力トレーニ
ング方について，運動の種類，強度，継続時間，および頻度を自ら設定し，実践できるように
することを到達目標とする。この科目は１年次前期に開講されており，運動生理学・体力科
学・トレーニング科学・スポーツ医学といった関連分野への興味を発展させることも目標のひ
とつである。この科目は，健康科学科の専門科目・健康スポーツ科学分野に区分されており，
必修科目に位置づけられている。また，管理栄養士専門科目においては，専門基礎分野の「社
会・環境（人間や生活）と健康」に位置づけられている。

健康の保持増進を目指した安全で効率のよい体力トレーニング方法を，生涯にわたる健康管理
という認識のもとに実習させる。まず，全身持久力を高めるような有酸素性トレーニング運動
の種類，強度，継続時間，および頻度についてその根拠を示しながら実習させる。具体的に
は，心拍数測定による運動強度評価法を習得させ，ウォーキングや各種スポーツ種目（たとえ
ば卓球やバドミントン）実践時における運動強度の評価を行わせる。また，中高年を対象とし
た，筋力の維持・増進のための，筋力アップ運動の実習を行う。さらに，障害の予防のための
ウォーミングアップ（ストレッチング）や疲労軽減のためのクーリングダウン，および障害発
生時の応急手当　（心肺蘇生法，けがの応急手当，熱中症の応急手当）の一般的な手順を，手
当ての意義を理解しながら実習させる。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

スポーツ医学

福場　良之

広島キャンパス　1623研究室

毎週火曜日11時から13時，場所は担当教員研究室。これ以外の面談は要予約。

単元が終了するたびに提出を課すレポートの内容を，成績評価の対象とする。
すなわち，各単元ごとのレポート評価（満点：２０点×５）を基本として，出席等の状況を加
味し，総合的な成績評価を行う。なお，評価方法・基準の詳細は，第一回目の授業で具体的に
説明する。

教科書は使用しない。　『複写資料教材』を適宜，授業時に配布する。ただし，生理学の教科
書：彼末一之・能勢　博 編集 『やさしい生理学』，南江堂，2012，は常時，持参のこと。

池上晴夫 著 『スポーツ医学Ⅰ-病気と運動-』，朝倉書店，1994。

　受講生が10名以下であれば，セミナー室を用いてラウンドテーブル形式の授業を行う。授業
に関する連絡方法は，正式には教務課の掲示，学生に対する授業内での連絡によって行う。履
修者は，授業の中で，適宜，紹介する参考著書・文献を，積極的に読むことをすすめる。

　対面授業。授業日程に従って，主にビジュアル・エイド（PCプロジェクター，ビデオ映像な
ど）を用いた講義形式で実施する。

健康科学科　３年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る選択必修

運動習慣，体力，呼吸，循環，エネルギー代謝，骨格筋，自律神経，生活習慣病，
肥満，高脂血症，糖尿病，動脈硬化，高血圧，虚血性心疾患

　この科目は，「健康スポーツ科学」，「運動生理学」ならびに「体力科学」を履修している
ことを前提として進める。この授業を受講することによる目標は，まず，今日的なヒトへの予
防医学方策の中で，栄養・食品以外の生活習慣として重要な要因，定期的な運動習慣が果たす
役割について，常に関心をもつようになることをめざす。最終的な到達目標は，以下の授業内
容で示すいくつかの生活習慣病について，疫学，発症メカニズム，治療法，運動がもたらす一
次・二次予防効果，その背景にある奏功メカニズム，ならびに具体的な運動処方について理解
し，対象疾患患者あるいはその予備軍を主な対象として，それらをわかりやすく説明できるよ
うになることである。本科目は，健康科学科の専門科目・健康スポーツ科学分野に区分されて
いる。一方，管理栄養士養成施設のカリキュラムには，専門基礎分野の教育内容の一つとして
「人体の構造と機能・疾病の成り立ち」の規定があり，本科目は当該分野の１科目として位置
付けられている。

　定期的な運動習慣といった身体活動性が，健常者と生活習慣病の有疾患者・予備軍の健康保
持・増進に果たす役割の生理的機序について学ぶ。特に，主な生活習慣病やその基礎疾患と身
体活動性の関連を理解する上で大切な基礎的知識である運動時の呼吸循環機能について，また
その統合的な指標で，各種の現場で頻用されるVO2maxやATといった運動耐容能の指標の生理的
意味についてもあわせて理解する。本講義でとりあげる生活習慣病は，１：肥満，２：高血
圧，３：脂質異常症，４：糖尿病，５：動脈硬化で，それらへの定期的な運動習慣の一次・二
次予防効果を中心に，疫学，発症メカニズム，治療法，運動がもたらす効果の背景にある奏功
メカニズム，ならびに具体的な運動処方について，現時点での最新の知識を理解する。このこ
とによって，健康の保持・増進に果たす運動の役割に関する基礎的知識とその応用である運動
処方の考え方を身に付ける。加えて，高齢者の自立した生活に必要な体力，運動実施時の温度
や気圧といった環境要因の影響などについても学ぶ予定である。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

発達発育スポーツ論

辻　文

広島キャンパス　1541研究室

可能な限りいつでも対応する

講義中および課題レポート40%、期末試験60%の割合で総合的に評価する。

教科書なし。毎回、資料プリントを配布する。

体力学（中谷敏昭 編、化学同人）、年齢に応じた運動のすすめ（宮下充正、杏林書院）、健康
づくりのための運動の科学（鵤木秀夫 編、化学同人）、環境生理学（本間研一, 彼末一之 
偏、北海道大学出版会）、Sport, exercise and environmental physiology (Reilly & 
Waterhouse, Elsevier)

　授業態度は、積極的な授業参加だけでなく、私語の抑止、携帯電話の禁止等の授業のマナー
を守ることを含む。

受講者の理解度に応じて、15回の授業計画の内容を若干変更することがある。

対面授業

健康科学科　２年次対象

年齢に応じた運動、発育発達、幼児期、高齢期、性差、環境

【授業の到達目標】
①身体の形態および機能が加齢に伴ってどのように発達するのか、さらに性別の違い （男女） 
によってどのように異なるのか説明できる。
②運動・トレーニングが幼少期、青年期および中高齢期の体力にどのような影響を及ぼすのか
理解するとともに、各年代に適した運動やトレーニングの内容を説明できる。
③環境的な要因 （高温・低温環境や高所、水中、無重力環境） によって、運動中の生理反応
がどのような影響を受けるのか説明できる。

【カリキュラム上の位置づけ】
この授業科目は、健康科学科の専門科目である健康スポーツ科学分野に区分されている。

　この授業では、ヒトが誕生し成熟するまで、どのように体格が発育し、体力や運動能力が発
達していくのか、そしてその後、加齢によってどのような時間的変化 （機能低下） を示すの
か学修していきます。その中で、幼少期や青年期といった発達過程にはどのような運動を行う
べきなのか、また、中高齢期における身体機能の低下を防ぐためにはどのような運動トレーニ
ングが効果的なのか等について、実習を交えながら理解を深めてきます。加えて、性別 （男
女） や環境的な要因 （環境温度や低酸素、水中、無重力環境など） によって、運動中の生理
的反応やトレーニング効果がどのような影響を受けるのか、これらの環境下で運動時にはどの
ような栄養摂取（飲料や食事）が効果的か、等について学修していきます
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

基礎栄養学

山岡　雅子

広島キャンパス　1448研究室

毎週火曜日11時から13時，これ以外の面談は要予約。

中間・期末試験（70％），課題レポート（20％），授業中の積極的な受講態度（10％）の割合
で総合的に評価する。
出席が「授業時間数の3分の2に満たない者」は，原則として「評価はD」とする。

健康・栄養科学シリーズ　基礎栄養学　奥恒行，柴田克己　編，南江堂

基礎栄養学　飯塚美和子，奥野和子，保屋野美智子　編，南山堂

1）事前学習(予習)，事後学習(復習)をする。
2）受講態度は，積極的な授業参加だけでなく，私語の抑止，携帯電話の禁止，教室内での飲食
禁止等の授業のマナーを守ることを含む。
3）無断の途中退室は認めない。遅刻または無断の途中退室をした場合は3回につき欠席1回分と
して取り扱う。
4）履修生の理解度に応じて，15回の授業計画の内容を若干変更することがある。

　対面授業。授業日程に従って講義形式で実施する。適宜，指示する課題の小テストおよびレ
ポートを課す。

健康科学科　１年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必須

栄養，糖質，脂質，タンパク質，無機質，ビタミン，水分・電解質，摂食調節，消化吸収，エ
ネルギー代謝，遺伝子

　栄養とは，食物を摂取し，体内で消化・吸収し，代謝して，エネルギーや身体の構成成分を
つくるといった現象をいう。この科目では，栄養について食品化学，生理学，生化学等の面か
ら総合的に理解するための基礎を身につけることを目指す。適正な栄養とは何かを科学的根拠
をもとに学び，栄養に関する基礎的知識を健康の維持・増進，疾病の予防・改善の活用に発展
させることを目標とする。

この科目では，基礎的知識として，栄養の概念について学び，栄養素（糖質，脂質，蛋白質，
ビタミン，無機質，水・電解質）の種類・機能・代謝を理解する。消化吸収，エネルギー代
謝，摂食行動について，生理学及び生化学的理解を深める。また，生活習慣病と遺伝子の関わ
りについて理解する。授業内容は，管理栄養士養成課程におけるモデルコアカリキュラム（日
本栄養改善学会）に準拠している。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

栄養生化学実験

山岡　雅子（佐野　尚美，鍛島　秀明）

広島キャンパス　1448研究室

毎週火曜日11時から13時，これ以外の面談は要予約。

課題レポート（70％），課題発表（20%），授業中の積極的な態度（10％）の割合で総合的に評
価する。
授業時間数の3分の2に満たない者は，原則として「評価はD」とする。

担当教員作成の実験書を配布する。

1）事前学習(予習)，事後学習(復習)をする。
2）課題レポートの提出期限を厳守する。
3) 受講態度は，積極的な授業参加だけでなく，私語の抑止，携帯電話の禁止，教室内での飲食
禁止等の授業のマナーを守ることを含む。
4）無断の途中退室は認めない。遅刻または無断の途中退室をした場合は3回につき欠席1回分と
して取り扱う。

対面授業。授業日程に従って実験形式で実施する。毎週，実験テーマに適した課題を課し，次
週の授業開始時に課題レポートを提出させる。最終日に各テーマ毎の発表討論会を行う。学生
は出席し実験に参加すること，課題レポートを作成・提出・発表することが義務付けられる。

健康科学科	２年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

人体解剖，唾液アミラーゼ，基礎代謝量，尿中成分

この科目では，栄養学の基礎的知識を実験を通して理解することを目的としている。具体的に
は、生体のエネルギー代謝，糖代謝，タンパク質代謝について実験を行い，得られたデータを
分析し，考察する。この実験を通して，実験技術の習熟を図るとともに，レポート作成によっ
て科学的根拠に基づいた論理的思考能力を身につける。
実験では，分光光度計，マイクロプレートリーダー，ダグラスバックを使用することで，それ
らの計測技術を身につける。

人体模型（骨格，筋肉，臓器）のスケッチを行い，解剖学的知識を深める。食前と食後の唾液
アミラーゼ活性を測定し，糖の分解を理解する。グループ毎にタンパク質量の異なる食事を摂
取した後，尿中成分（尿素窒素，尿酸，クレアチニン）を測定し，タンパク質の代謝を理解す
る。グループ毎に塩分量の異なる食事を摂取した後，尿中ナトリウムを測定し，ナトリウムの
代謝を理解する。基礎代謝量をダグラスバックを用いて測定し，エネルギー代謝量測定の原理
について理解を深める。また，テーマ毎に，全員の実験データをまとめて発表し，総合討論を
行う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

応用栄養学

栢下　淳

広島キャンパス　1535研究室

在室時は可。場所は担当教員研究室

期末試験80%、出席、小テスト、レポートで　20%の割合で評価する。

教科書：栄養科学イラストレッド　応用栄養学　羊土社

参考書：厚生労働省策定　日本人の食事摂取基準

対面授業。授業日程に従いパワーポイント等のメディアを使用し、主として講義形式で授業を
進めるが、演習形式で行う場合もある。

健康科学科　２年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

ライフステージ、乳児、児童、成人、高齢者、食事

栄養管理を行う場合には、その対象者は乳幼児から高齢者まで幅広い。本科目においては、そ
の幅広い年齢の者を対象に、生活習慣病予防の観点から授業を進める。管理栄養士養成施設カ
リキュラムでは、専門科目「応用栄養学」に位置づけられる。

　妊娠や発育、加齢など人体の構造や機能の変化に伴う栄養状態等の変化について十分に理解
することにより、栄養状態の評価・判定（栄養アセスメント）の基本的考え方を修得する。ま
た、健康増進、疾病予防に寄与する栄養素の機能等を理解し、健康への影響に関するリスク管
理の基本的考え方や方法について理解する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

ライフステージ栄養学

山岡　雅子

広島キャンパス　1448研究室

毎週火曜日11時から13時，これ以外の面談は要予約。

期末試験（70％），課題発表（20％），積極的な受講態度（10％）の割合で総合的に評価す
る。
授業時間数の3分の2に満たない者は，原則として「評価はD」とする。

栄養科学イラストレイテッド　応用栄養学　羊土社
複写資料教材等を適宜，授業時に配布する。

日本人の食事摂取基準　2015年版（厚生労働省）
その他，授業内で提示する。

1）事前学習(予習)，事後学習(復習)をする。
2）受講態度は，積極的な授業参加だけでなく，私語の抑止，携帯電話の禁止，教室内での飲食
禁止等の授業のマナーを守ることを含む。
3）無断の途中退室は認めない。遅刻または無断の途中退室をした場合は3 回につき欠席1 回分
として取り扱う。
4）途中で理解度を確認するための小テストを数回行う。小テストの結果は，成績には反映しな
い。　小テストは結果を返却後，必ず復習を行うこと。
5）履修生の理解度に応じて，15回の授業計画の内容を若干変更することがある。

対面授業。授業日程に従って講義形式で実施する。適宜，指示する課題のレポートを課す。一
部，集中授業を行う。

健康科学科　２年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

ライフステージ，妊娠期，授乳期，新生児期，乳児期，成長期，成人期，更年期，高齢期，運
動，ストレス，特殊環境

生涯を通して適切な栄養を摂取するためには，各ライフステージに沿った栄養管理（栄養ケ
ア・マネジメント）が必要である。この科目では，ライフステージごとの人体の構造や機能，
栄養状態，心身機能といった特性について理解し，対象者に応じた栄養ケア・マネジメントの
基本的な考え方を学ぶことを目標とする。健康維持・増進および疾病予防のために，食事摂取
基準に基づいた各ライフステージにおける食事改善の方法を修得する。

この科目では，妊娠期，授乳期，新生児期，乳児期，成長期，成人期，更年期，高齢期の身体
的・生理的特性について理解し，それぞれの特性に望ましい栄養ケア・マネジメントの具体的
な方法について学ぶ。　また，応用的知識として，運動時，ストレスおよび特殊環境下での生
理的特徴や栄養ケア・マネジメントについて学ぶ。授業内容は，管理栄養士養成課程における
モデルコアカリキュラム（日本栄養改善学会）に準拠している。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

スポーツ栄養科学

山岡　雅子

広島キャンパス　1448研究室

毎週火曜日11時から13時，これ以外の面談は要予約。

期末試験（80％），課題レポート（10％），受講態度（10％）の割合で総合的に評価する。
授業時間数の3分の2に満たない者は，原則として「評価はD」とする。

複写資料教材等を適宜，授業時に配布する。

改訂　環境・スポーツ栄養学　金子佳代子，高田和子　編，建帛社
スポーツと健康の栄養学　下村吉治　著，NAP
基礎栄養学　奥恒行，柴田克己　編，南江堂
新版　コンディショニングのスポーツ栄養学　樋口満　編，市村出版

1）事前学習(予習)，事後学習(復習)をする。
2）受講態度は，積極的な授業参加だけでなく，私語の抑止，携帯電話の禁止，教室内での飲食
禁止等の授業のマナーを守ることを含む。
3）無断の途中退室は認めない。遅刻または無断の途中退室をした場合は3回につき欠席1回分と
して取り扱う。
4）履修生の理解度に応じて，15回の授業計画の内容を若干変更することがある。

対面授業。授業日程に従って講義形式で実施する。適宜，指示する課題のレポートを課す。一
部，集中授業を行う。

健康科学科　２年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必須

栄養素，エネルギー代謝，運動時の生理応答，トレーニング，運動時の栄養補給

　生活習慣病の予防・改善，健康維持・増進及びスポーツ競技力を高めるためには，適切な運
動・栄養・休養が欠かせない。スポーツ栄養科学を理解するためには，運動と栄養，双方の基
礎的知識が必須である。この科目では，運動と栄養の関係について，運動生理学，トレーニン
グ科学，スポーツ医学，栄養学の基礎的知識を深め，応用知識や実践技術として，健康増進と
スポーツ競技力向上のための栄養に関する知識を修得する。この科目では，健康づくりのため
の運動指導からスポーツ選手の競技現場まで，幅広く活用できるスポーツ栄養科学を科学的根
拠に基づいて学ぶことを目標とする。

　この科目では，基礎的知識として，栄養素の種類・機能・代謝，エネルギー代謝，運動時の
生理的特徴，特殊環境下の生理的特徴について理解を深める。また，応用的知識として，運動
時の栄養補給（糖質，脂質，蛋白質，ビタミン及び無機質の摂取），運動時の水分補給，サプ
リメントとエルゴジェニックエイド，試合前後及びトレーニング期の食事について学ぶ。授業
内容は，管理栄養士養成課程におけるモデルコアカリキュラム（日本栄養改善学会）に準拠し
ている。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

健康栄養学実習

山岡　雅子（佐野　尚美，山縣　誉志江）

広島キャンパス　1448研究室

毎週火曜日11時から13時，これ以外の面談は要予約。

課題レポート（60％），課題発表（30%），授業中の積極的な態度（10％）の割合で総合的に評
価する。
授業時間数の3分の2に満たない者は，原則として「評価はD」とする。

栄養科学イラストレイテッド　応用栄養学　羊土社
担当教員作成の実習書を配布する。

日本人の食事摂取基準　2015版（厚生労働省）

1）事前学習(予習)，事後学習(復習)をする。
2）課題レポートの提出期限を厳守する。
3) 受講態度は，積極的な授業参加だけでなく，私語の抑止，携帯電話の禁止，教室内での飲食
禁止等の授業のマナーを守ることを含む。
4）無断の途中退室は認めない。遅刻または無断の途中退室をした場合は3回につき欠席1回分と
して取り扱う。

対面授業。授業日程に従って実習形式で実施する。グループあるいは個人毎に実習テーマに適
した課題を課し，レポートを作成し，発表する。学生は出席し実習に参加すること，課題レ
ポートを作成・発表・提出することが義務付けられる。

健康科学科　３年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必須

妊娠期，乳児期，幼児期，学童期，成人期，高齢期，運動・スポーツ時

　乳幼児から高齢者までのライフステージの特性を理解し，対象者の性，年齢，生活・健康状
態等に応じた適切な栄養管理（栄養ケア・マネジメント）能力の習得を目標とする。

　乳児期，妊娠期，乳児期，幼児期，学童期，成人期，高齢期，運動・スポーツ時の栄養につ
いて，ケースをもとに，栄養アセスメントの内容を評価し，対象者の問題点について，改善目
標とケアプランを作成する。また，対象者の食事記録をもとに対象者に提案する食事プランを
考える。上記のライフステージごとに作成した栄養ケア・マネジメントについてグループ毎に
発表し，発表をもとに討論を行う。作成した基本献立をグループ単位で実習し，試食，評価を
行う。これらの実習を通して，各ライフステージに適切な栄養管理について理解を深める。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

臨床栄養学Ⅰ

神原　知佐子

1447

月曜日13:00〜15:00

受講態度20％、課題発表・レポート提出30％、期末試験50％の割合で総合的に評価する。レ
ポート（宿題）の課題を適宜提示し、その都度、提出期限を設定するので、同期限を厳守する
こと。レポートは、Ａ４用紙で３枚程度にまとめること。期末試験を解答時間90分で行う。指
定された教室（試験室）内で，持ち込み不可で実施する。

エッセンシャル臨床栄養学　第8版　佐藤和人ら編、 医歯薬出版（2016）

授業内で適宜紹介する。

履修予定者は、『病理解剖学Ⅲ』を履修していること。また，教科書を精読して授業に臨むこ
と。授業に関する連絡方法は、正式には教学課の掲示、学生に対する授業内での連絡によって
行う。宿題、試験等において、本学において規定された不正行為を禁止する。不正行為が明ら
かになった場合は、大学の規則（学則）に基づいて対応する。

対面授業。授業日程に従って、主に下記の教科書の各章の事項について講義形式および演習形
式で実施する。1回の講義（２時間）について、学生の自習４時間を想定した授業を行う。各時
間のテーマに関連し、レポート（宿題）の課題を適宜提示し、作成・提出させる。グループ単
位で課題検討を行い、発表する形式を併用する。学生は授業に出席すること、レポート課題を
作成・提出すること、試験を受けることが義務付けられる。

健康科学科　２年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

栄養評価、栄養管理計画、経口栄養法、経腸栄養法、経静脈栄養法、食品と医薬品の相互作
用、臨床検査

臨床現場での栄養管理は、入院期間短縮、合併症軽減、予後改善に貢献できることから、高度
な医療にとって、また傷病者のＱＯＬを高めるために特に重要である。本科目では、医療人と
して社会に貢献するために必要な心構え、チーム医療の一員としての管理栄養士の位置づけお
よび役割について理解する。さらに、栄養状態の評価・判定、栄養管理を行うために必要な基
本的知識を習得することを目標とする。本科目は管理栄養士養成施設のカリキュラムの専門分
野の主要な科目の一つとして位置づけられている。

病態の理解に基づく栄養療法を行う上で必要な基礎知識について学ぶ。臨床栄養学の意義と医
療人としての心構え、他職種との連携（チーム医療）および管理栄養士の役割について理解す
る。栄養状態を評価するために必要な臨床診査、臨床検査、身体計測、食事調査について理解
する。適切な栄養管理を行う手順（栄養ケアプランの作成・実施・評価）と考え方について理
解する。栄養補給法の選択方法や特徴について理解する。食品と医薬品の相互作用について理
解する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

臨床栄養学Ⅱ

神原　知佐子

1447

月曜日13:00〜15:00

受講態度20％、課題発表・レポート提出30％、期末試験50％の割合で総合的に評価する。レ
ポート（宿題）の課題を適宜提示し、その都度、提出期限を設定するので、同期限を厳守する
こと。レポートは、Ａ４用紙で３枚程度にまとめること。期末試験を解答時間90分で行う。指
定された教室（試験室）内で，持ち込み不可で実施する。

エッセンシャル臨床栄養学　第8版　佐藤和人ら編、 医歯薬出版（2016）

授業内で適宜紹介する。

履修予定者は、[『病理解剖学Ⅲ』を履修していること。、また、教科書を精読して授業に臨む
こと。授業に関する連絡方法は、正式には教学課の掲示、学生に対する授業内での連絡によっ
て行う。宿題、試験等において、本学において規定された不正行為を禁止する。不正行為が明
らかになった場合は、大学の規則（学則）に基づいて対応する。

対面授業。授業日程に従って、主に下記の教科書の各章の事項について講義形式および演習形
式で実施する。1回の講義（２時間）について、学生の自習４時間を想定した授業を行う。各時
間のテーマに関連し、レポート（宿題）の課題を適宜提示し、作成・提出させる。グループ単
位で課題検討を行い、発表する形式を併用する。学生は授業に出席すること、レポート課題を
作成・提出すること、試験を受けることが義務付けられる。

健康科学科　２年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

病態、診療ガイドライン、栄養食事療法、代謝疾患、胃・腸疾患、肝・胆・膵臓疾患、循環器
疾患、呼吸器疾患、腎臓疾患、栄養障害、小児疾患、高齢者疾患

臨床現場での栄養管理は、入院期間短縮、合併症軽減、予後改善に貢献できることから、高度
な医療にとって、また傷病者のＱＯＬを高めるために特に重要である。本科目では、食事療法
が必要となる疾病について、疾病の定義、病因、病態、症状、診断、治療法について理解し、
病態の理解に基づく栄養アセスメント、栄養管理計画、栄養食事指導、モニタリング・評価の
方法を習得することを目標とする。本科目は管理栄養士養成施設のカリキュラムの専門分野の
主要な科目の一つとして位置づけられている。

栄養障害、消化器疾患、内分泌・代謝性疾患、循環器疾患、呼吸器疾患、腎臓疾患等の病態や
症状、経過および栄養評価、栄養管理について学ぶ。各疾患の原因や背景を理解する。症状や
病態を総合的に理解する。適切な治療が施されない場合の経過や合併症について理解する。診
療ガイドラインに基づく治療・予防法の意義と手法を理解する。栄養学的観点から病態を分析
し、実践に活用できる総合知識を習得する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

臨床栄養アセスメント

神原　知佐子

広島キャンパス　1447研究室

月曜日13:00〜15:00

受講態度20％、課題発表・レポート提出30％、期末試験50％の割合で総合的に評価する。レ
ポートの課題を適宜提示し、その都度、提出期限を設定するので、同期限を厳守すること。期
末試験を解答時間90分で行う。指定された教室（試験室）内で，持ち込み不可で実施する。

臨床栄養学実習書　第12版、玉川　和子ら編、医歯薬出版（2016）

授業内で適宜紹介する。

履修予定者は、事前学習・事後学習して授業に臨むこと。授業に関する連絡方法は、正式には
教学課の掲示、学生に対する授業内での連絡によって行う。宿題、試験等において、本学にお
いて規定された不正行為を禁止する。不正行為が明らかになった場合は、大学の規則（学則）
に基づいて対応する。

対面授業。授業日程に従って、主に下記の教科書の各章の事項について講義形式および演習形
式で実施する。1回の講義（２時間）について、学生の自習４時間を想定した授業を行う。グ
ループ単位で具体的な症例の検討を行い、課題発表する形式を併用する。症例検討に対する事
前学習・事後学習をレポート形式で作成し、期限内に提出させる。学生は授業に出席するこ
と、レポート課題を作成・提出すること、試験を受けることが義務付けられる。

健康科学科　３年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

栄養スクリーニング、栄養アセスメント、栄養管理計画、摂取量、身体計測、臨床検査、身体
所見、既往歴、必要栄養量算定

管理栄養士の実践活動としてもっとも重要なものが栄養ケア・マネジメントであり、いま管理
栄養士に求められている能力は栄養ケア・マネジメントが確実に計画・実行できることであ
る。栄養アセスメントは適切な栄養ケア・マネジメントを行ううえで最も重要で不可欠な一過
程である。本科目では栄養アセスメントの方法について理解し、摂取量、身体計測、臨床検
査、身体所見、既往歴等の情報を収集・整理することにより的確な栄養アセスメントが行える
能力を身につけることを目標とする。本科目は管理栄養士養成施設のカリキュラムの専門分野
の主要な科目の一つとして位置づけられている。

各疾患の症例を基に、摂取量、身体計測、臨床検査、身体所見、既往歴等の情報を収集・整理
することにより、栄養状態を的確に評価・判定し、適正な栄養管理計画および対象者自らが実
践出来るような支援計画を立案するプロセスを学ぶ。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

病態別栄養マネジメント

神原　知佐子，天野　純子，伊藤　圭子

広島キャンパス　1447研究室

月曜日13:00〜15:00

受講態度20％、課題発表・レポート提出20％、期末試験60％の割合で総合的に評価する。レ
ポートの課題を適宜提示し、その都度、提出期限を設定するので、同期限を厳守すること。期
末試験を解答時間90分で行う。指定された教室（試験室）内で，持ち込み不可で実施する。

授業内で適宜紹介する。

履修予定者は、事前学習・事後学習して授業に臨むこと。授業に関する連絡方法は、正式には
教学課の掲示、学生に対する授業内での連絡によって行う。宿題、試験等において、本学にお
いて規定された不正行為を禁止する。不正行為が明らかになった場合は、大学の規則（学則）
に基づいて対応する。

対面授業。授業日程に従って、講義形式および演習形式で実施する。1回の講義（２時間）につ
いて、学生の自習４時間を想定した授業を行う。グループ単位で具体的な症例の検討を行い、
課題発表する形式を併用する。症例検討に対する事前学習・事後学習をレポート形式で作成
し、期限内に提出させる。学生は授業に出席すること、レポート課題を作成・提出すること、
試験を受けることが義務付けられる。

健康科学科　３年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

栄養アセスメント、栄養管理計画、栄養マネジメント、診療録（カルテ）、カンファレンス、
栄養指導、チーム医療、ＮＳＴ、クリティカルパス、症例検討

管理栄養士の実践活動としてもっとも重要なものが栄養ケア・マネジメントであり、いま管理
栄養士に求められている能力は栄養ケア・マネジメントが確実に計画・実行できることであ
る。本科目では、傷病者の身体状況・病態、薬剤の服薬状況、摂食機能や要介護度等を含めた
身体状況、生活・居住環境、およびその栄養状態のアセスメントに基づいた栄養管理計画を作
成・実施・モニタリング・評価し、それに基づいた栄養補給、栄養教育を関連専門職との連携
の下に行う能力を身につけることを目標とする。本科目は管理栄養士養成施設のカリキュラム
の専門分野の主要な科目の一つとして位置づけられている。

各疾患の症例を基に、診療録（カルテ）の見方・書き方、カンファレンス、栄養指導、他職種
との連携など管理栄養士が臨床業務を行う上で必要となる専門的知識および実践的技術を修得
する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

臨床栄養学実習

神原　知佐子　（岡田　玄也，佐野　尚美）

広島キャンパス　1447研究室

月曜日13:00〜15:00

実験・実習への取り組み40％、課題発表・レポート提出60％の割合で総合的に評価する。レ
ポートは授業内で提出期限を設定するので、同期限を厳守すること。

臨床栄養学実習書　第12版、玉川　和子ら編、医歯薬出版（2016）

授業内で適宜紹介する。

履修予定者は、事前学習・事後学習してに臨むこと。授業に関する連絡方法は、正式には教学
課の掲示、学生に対する授業内での連絡によって行う。宿題、試験等において、本学において
規定された不正行為を禁止する。不正行為が明らかになった場合は、大学の規則（学則）に基
づいて対応する。

対面授業。授業日程に従って、実験・実習形式で実施する。1回の講義（２時間）について、学
生の自習４時間を想定した授業を行う。グループ単位で実験・実習を行い、各テーマ毎にレ
ポート作成し、期限内に提出させる。グループあるいは個人毎に課題発表する形式を併用す
る。学生は授業に出席すること、レポート課題を作成・提出・発表することが義務付けられ
る。

健康科学科　３年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

栄養アセスメント、栄養管理計画、栄養マネジメント、診療録（カルテ）、カンファレンス、
栄養指導、チーム医療、ＮＳＴ、クリティカルパス、症例検討

臨床栄養管理の一連の流れを理解し、傷病者の病態や栄養状態、摂食機能等に応じた適切な栄
養管理計画、献立作成、実現可能な栄養指導が行える実践的な能力と技術を習得する。臨床栄
養管理に携わるチーム医療の一員として、管理栄養士に必要な総合的な専門的知識と実践的技
術を養うことを目標とする。本科目は管理栄養士養成施設のカリキュラムの専門分野の主要な
科目の一つとして位置づけられている。

栄養アセスメントによる具体的な栄養ケアプランを作成する。各種疾患に応じた食事計画（治
療食の献立作成や食品選択）の立案、栄養指導媒体作成、栄養指導ロールプレイングを実習す
る。栄養指導報告書を診療録に記載する技能を身につける。



2017/4/12

378 / 420

授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

臨床栄養アセスメント実習

神原　知佐子　（佐野　尚美）

広島キャンパス　1447研究室

月曜日13:00〜15:00

実験・実習への取り組み40％、課題発表・レポート提出60％の割合で総合的に評価する。レ
ポートは授業内で提出期限を設定するので、同期限を厳守すること

臨床栄養学実習書　第12版、玉川　和子ら編、医歯薬出版（2016）

授業内で適宜紹介する。

履修予定者は、事前学習・事後学習してに臨むこと。授業に関する連絡方法は、正式には教学
課の掲示、学生に対する授業内での連絡によって行う。宿題、試験等において、本学において
規定された不正行為を禁止する。不正行為が明らかになった場合は、大学の規則（学則）に基
づいて対応する。

対面授業。授業日程に従って、実験・実習形式で実施する。1回の講義（２時間）について、学
生の自習４時間を想定した授業を行う。グループ単位で実験・実習を行い、各テーマ毎にレ
ポート作成し、期限内に提出させる。グループあるいは個人毎に課題発表する形式を併用す
る。学生は授業に出席すること、レポート課題を作成・提出・発表することが義務付けられ
る。

健康科学科　３年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

栄養評価、栄養管理計画、摂取量、身体計測、臨床検査、身体所見、既往歴、必要栄養量算
定、経静脈栄養法、経腸栄養法、経口栄養法

臨床栄養管理の一連の流れを理解し、傷病者の病態や栄養状態、摂食機能等に応じた適切な栄
養管理計画、献立作成、実現可能な栄養指導が行える実践的な能力と技術を習得する。臨床栄
養管理に携わるチーム医療の一員として、管理栄養士に必要な総合的な専門的知識と実践的技
術を養うことを目標とする。本科目では本科目は管理栄養士養成施設のカリキュラムの専門分
野の主要な科目の一つとして位置づけられている。

栄養アセスメントの指標として用いられる身体計測、食事摂取量（食事調査）、臨床検査等に
ついて計測方法、調査方法の実践的技術を習得する。経静脈栄養法、経腸栄養法、経口栄養法
の手法を理解し、各栄養補給法の適応、合併症とその対策への技能を身につける。形態別治療
食について理解する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

臨床栄養臨地実習Ⅰ

栢下 淳

広島キャンパス　1535研究室

在室時は可。場所は担当教員研究室。

事前学習，実習状況，事後学習，実習記録，実習報告などにより，総合的に評価する。

「臨地・校外実習の手引き」，「臨地実習記録」を配布する。

本臨地実習を履修するためには，原則として，教育課程表で当該科目の前の学期までに配当さ
れている，管理栄養士免許必修科目をすべて履修していること。また，臨地実習の事前事後指
導に関する科目「総合演習」，「健康科学総合演習」を履修していること。

施設（病院）における実習。施設での実習期間は1週間（40時間）であり，給食経営管理臨地実
習Ⅰ，臨床栄養臨地実習Ⅱとあわせて3週間（120時間）の実習期間とする。施設では，自らの
学習目標を明確にした上で，施設の指導担当者の指示に従って実習する。

健康科学科　４年次対象　（備考欄参照）

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

臨床栄養，栄養管理，栄養教育，栄養スクリーニング，栄養アセスメント，栄養ケアプラン，
栄養ケア記録，チーム医療，カンファレンス，クリニカルパス

授業の目標：病院における栄養アセスメントに基づいた栄養ケアプランの作成・実施・評価に
ついての総合的なマネジメント，チーム医療における管理栄養士の役割などの実際を学習し，
傷病者の病態や栄養状態の特徴に基づいた適正な栄養管理に必要な専門的知識及び技能を修得
する。本実習は栄養士・管理栄養士の役割や業務について理解を深め，実践活動の場での課題
発見，解決を通して専門知識および技術の統合を図ることを目的とする。
カリキュラム上の位置付け：本科目は，管理栄養士養成施設の臨地実習4単位のうち，「臨床栄
養学」に係る臨地実習1単位に位置付けられる。

実践活動の場で専門知識および技術の統合を図る。施設の状況に応じて，指導担当者の指示に
従った内容となるため，学内において専門領域の基礎的な知識・技術・態度を身につけ，目標
を明確にしておくことが重要である。具体的には，以下の事項を参考に，個人およびグループ
で目標を設定する。
(1)　診療科やベッドサイドへの訪問・患者対応
(2)　外来・入院患者を対象とした栄養・食事指導（集団および個別）の実際
(3)　カルテの閲覧，栄養問題の実際
(4)　栄養アセスメントの実施，栄養ケアプランの立案，クリニカルパスの実際
(5)　カンファレンス，病棟回診への参加，チーム医療における他職種との連携（栄養サポート
チームの実際）
(6)　栄養管理計画書および報告書の実際
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

臨床栄養臨地実習Ⅱ

神原 知佐子（岡田玄也，佐野 尚美，山縣 誉志江）

広島キャンパス　1447研究室

在室時いつでも可（事前連絡を望む）。

事前学習，実習状況，事後状況，実習記録，実習報告等により総合的に評価する。

「臨地・校外実習の手引き」「臨地実習記録」を配布する。

本臨地実習を履修するためには，原則として，教育課程表で当該科目の前の学期までに配当さ
れている，管理栄養士免許必修科目をすべて履修していること。また，臨地実習の事前事後指
導に関する科目「総合演習」，「健康科学総合演習」を履修していること。

施設（病院）における実習。施設での実習期間は1週間（40時間）であり，給食経営管理臨地実
習Ⅰ，臨床栄養臨地実習Ⅰとあわせて3週間（120時間）の実習期間とする。施設では，自らの
学習目標を明確にした上で，施設の指導担当者の指示に従って実習する。

健康科学科　４年次対象（備考欄参照）

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

臨床栄養，栄養管理，栄養教育，栄養スクリーニング，栄養アセスメント，栄養ケアプラン，
栄養ケア記録，チーム医療，カンファレンス，クリニカルパス

授業の目標：病院における栄養アセスメントに基づいた栄養ケアプランの作成・実施・評価に
ついての総合的なマネジメント，チーム医療における管理栄養士の役割などの実際を学習し，
傷病者の病態や栄養状態の特徴に基づいた適正な栄養管理に必要な専門的知識及び技能を修得
する。本実習は栄養士・管理栄養士の役割や業務について理解を深め，実践活動の場での課題
発見，解決を通して専門知識および技術の統合を図ることを目的とする。
カリキュラム上の位置付け：本科目は，管理栄養士養成施設の臨地実習4単位のうち，「臨床栄
養学」に係る臨地実習1単位に位置付けられる。

実践活動の場で専門知識および技術の統合を図る。施設の状況に応じて，指導担当者の指示に
従った内容となるため，学内において専門領域の基礎的な知識・技術・態度を身につけ，目標
を明確にしておくことが重要である。具体的には，以下の事項を参考に，個人およびグループ
で目標を設定する。
(1)　診療科やベッドサイドへの訪問・患者対応
(2)　外来・入院患者を対象とした栄養・食事指導（集団および個別）の実際
(3)　カルテの閲覧，栄養問題の実際
(4)　栄養アセスメントの実施，栄養ケアプランの立案，クリニカルパスの実際
(5)　カンファレンス，病棟回診への参加，チーム医療における他職種との連携（栄養サポート
チームの実際）
(6)　栄養管理計画書および報告書の実際
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

食品学

谷本　昌太

広島キャンパス　1536研究室

特に定めていません。研究室に来て声をかけてみてください。可能な限り対応します。

　期末試験（４０％） 、中間試験（４０％）、レポート・コメントシート（２０％）の結果に
基づいて総合的に評価される。試験は指定された教室（試験室）内で、持ち込み不可で実施す
る。中間試験・期末試験は指定された試験日の授業時間（６０分）内で実施する。

「食品学-食品成分と機能性-第２版補訂」東京化学同人
ISBN:978-4-8079-1606-1<9784807916061>
『食品加工貯蔵学　第２版』東京化学同人
ISBN：978-4-8079-1605-4　<9784807916054>

履修予定者は、必ず予習・復習をして授業に臨むこと。
授業に関する連絡は、正式には教学ポータルのお知らせ配信、教学課の掲示、学生に対する授
業内での連絡によって行う。

対面授業。授業日程に従って、講義形式で実施する。１回の講義（２時間）について、学生の
自習４時間を想定した授業を行う。毎週コメントシートを課し、次週の授業開始時に提出させ
る。学生は、授業に出席し、試験を受けることが義務付けられる。

健康科学科　１年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

食品成分、食品の物性、成分変化，食品成分表

管理栄養士として必要となる食品学の基礎的知識を身につけることを目的としている。また、
本科目の目標は、下記の項目についてできることである。（１）食と生活の関わりについて説
明できる。（２）食品成分（嗜好成分を含む）および食品の物性ついて説明できる。（３）食
品成分の変化について説明できる。本科目は、健康科学科の専門科目・栄養・食品科学分野に
区分されている。一方、管理栄養士養成施設のカリキュラムには、専門基礎分野の教育内容の
一つとして「食べ物と健康」の規定があり、本科目は当該分野の主要な科目の一つとして位置
づけられている。

　食と生活、食品の分類、日本食品標準成分表、食品成分（水分、炭水化物、タンパク質、脂
質、ビタミン、無機質）、食品の色、味、香り、食品の物性、食品成分の変化について解説す
る。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

食品学実験

谷本　昌太

広島キャンパス　1536研究室

特に定めていません。研究室に来て声をかけてみてください。

コメントシート(60％）およびレポート(40％）に基づいて総合的に評価する。

『わかりやすい基礎と機能性分析法　アイ・ケイコーポレーション』
ISBN:978-4-87492-330-6 <9784874923306>
『プリント』

　レポートは、目的、実験方法、結果、考察、参考文献の順にまとめる。
履修者は、必ず予習・復習をして授業に臨むこと。授業に関する連絡は、正式には教学ポータ
ルのお知らせ配信、教務課の掲示、学生に対する授業内での連絡によって行う。

対面授業。授業日程に従って、実験形式で実施する。１回の講義（２時間）について、学生の
自習２時間を想定した授業を行う。定期的に実験テーマに適した課題を課し、提出させる。学
生は、授業に出席し、宿題のレポートを作成・提出することが義務付けられる。

健康科学科　１年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

食品分析法、栄養素、機器分析

　管理栄養士として、食品学を実験を通して理解する上で必要となる基礎的な知識・態度・技
能を身につけことを目的としている。また、本科目の目標は、下記の項目についてできること
である。 （１）実験器具や化学薬品の取り扱いなど基礎的な実験操作ができる。 （２）食品
に含まれる成分および栄養素についての定量および定性分析ができる。 （３）成分分析の結果
や食品成分の加工・貯蔵中の変化など食に関わる諸現象を考察できる。  本科目は、健康科学
科の専門科目・栄養・食品科学分野に区分されている。一方、管理栄養士養成施設のカリキュ
ラムには、専門基礎分野の教育内容の一つとして「食べ物と健康」の規定があり、本科目は当
該分野の主要な科目の一つとして位置づけられている。

　実験器具や化学薬品の取り扱いなど基礎的な実験操作について解説する。実験データのみか
たやレポートの書き方についても解説する。実験に必要な試薬の調製を行う。食品を試料とし
て、水分、タンパク質、炭水化物、脂質、灰分など一般成分の分析を行　う。また、食品成分
の貯蔵加工中の変化についての実験を行う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

食品加工学

谷本　昌太

広島キャンパス　1536研究室

特に定めていません。研究室に来て声をかけてみてください。

期末試験（４０％）、中間試験（４０％）、コメントシート（２０％）の結果に基づいて総合
的に評価される。試験は指定された教室（試験室）内で、持ち込み不可で実施する。中間およ
び期末試験は指定された試験日の授業時間（６０分）内で実施する。

『食品加工貯蔵学　第２版』東京化学同人
ISBN：978-4-8079-1605-4　<9784807916054>

履修者は、必ず予習・復習をして授業に臨むこと。授業に関する連絡は、正式には教学ポータ
ルのお知らせ配信、教学課の掲示、学生に対する授業内での連絡によって行う。

対面授業。授業日程に従って、講義形式で実施する。１回の講義（２時間）について、学生の
自習４時間を想定した授業を行う。毎週コメントシートを課し、次週の授業開始時に提出させ
る。学生は、授業に出席し、宿題のレポートを作成・提出すること、試験を受けることが義務
付けられる。

健康科学科　１年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

食品加工法、食品の保存法、加工食品の規格・表示

　管理栄養士として必要となる食品加工の基礎的知識を身につけることを目的としている。ま
た、本科目の目標は、下記の項目についてできることである。（１）食品加工の目的について
説明できる。（２）原料の食品加工特性や加工方法を説明できる。（３）食品の保存方法の原
理について説明できる。（４）食品の規格・表示について説明できる。本科目は、健康科学科
の専門科目・栄養・食品科学分野に区分されている。一方、管理栄養士養成施設のカリキュラ
ムには、専門基礎分野の教育内容の一つとして「食べ物と健康」の規定があり、本科目は当該
分野の主要な科目の一つとして位置づけられている。

食品加工の目的、意義、原理、農産食品の加工、水畜産食品の加工、畜産食品の加工、油脂お
よびその加工品、発酵食品の製造、食品貯蔵の原理、包装、加工食品の表示・規格について解
説する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

食品加工学実験

杉山　寿美

広島 キャンパス　1626研究室

基本的にはいつでも可。事前の連絡を望みます。

実験への取り組み（レポート課題を含む）で評価する。
レポート(宿題）の課題は1回目の授業で提示する。各レポートの提出期限は、原則として、次
週月曜の授業開始前とし，提出期限に遅れた場合は受け付けない。

テキスト：プリント配布

食品加工貯蔵学（東京化学同人），調理と理論（同文書院)，大量調理施設衛生管理マニュア
ル・中小規模調理施設における衛生管理の徹底について（厚生労働省HP），学校給食衛生管理
の基準（文部科学省HP）

履修予定者は、プリント、教科書を精読し授業に臨むこと。さらに、「大量調理施設衛生管理
マニュアル」も精読のこと。実験にあたっては専用の白衣、エプロン、帽子、調理用シュー
ズ、包丁、爪ブラシ等の購入が必要となるため、事前に指示する。これらは調理科学実験など
調理を伴う他の実験実習・臨地実習においても使用する。

対面授業。プリント配布、説明後、実験を行う。毎週宿題（レポート課題）を課し、次週の月
曜授業開始前に提出させる。学生は、授業に出席すること、宿題のレポートを作成・提出する
ことが義務付けられる。

健康科学科　２年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

食品加工、嗜好性、衛生管理、貯蔵性、生産性、クックチルシステム

本実験では、食品の加工過程における成分変化や現象を理解し、その制御に視点をおいた加工
工程を構築する能力を備えることを目的とする。貯蔵性を目的とした伝統的な食品加工、およ
び、生産性を目的としたクックチルシステムなどの仕組みを学ぶ。本科目は、管理栄養士養成
施設のカリキュラムにおいて、専門基礎分野の教育内容である「食べ物と健康」の1つの科目と
して位置づけられている。また、健康の維持増進並びに疾病予防に係わる栄養と食品につい
て、新たな課題を発見し問題解決に向けて学究的に取り組む態度を養う科目である。

食品を安全で、かつ、おいしくすることが加工調理であり、さらに、貯蔵性や生産性が加工に
は求められる。　本実験では、一人ひとりのおいしさが異なることを理解した上で、加工工程
を科学的に解析し，制御する視点を養う。また、導きだした加工理論・加工技術を、「食べ
る」目的にあわせて応用する力を身につける。なお、可能な限り「大量調理施設衛生管理マ
ニュアル（HACCP）」に基づいて加工操作を行う。具体的な実験内容は以下のとおりである。①
官能検査，②炊飯・だし・梅干し，③パン・ジャム・あん，④ケーキ，⑤ゼリー，⑥餅・団
子，⑦魚の酢じめ・真署，⑧豆腐，クックチルシステム
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

食品衛生学

多山　賢二　（非常勤講師）

　期末試験80％，レポート課題20％の割合で評価する。試験は指定された教室（試験室）内
で，持ち込み不可で実施する。期末試験は指定された試験日の授業時間（90分）内で実施す
る。レ　ポート課題と提出期限は適宜提示する。レポートはＡ４サイズ（縦長で使用）を用
い，横書きとすること。期末試験はレポート課題も含めて問題を作成し試問する。学生の授業
態度によっては，中間試験を行う場合もありうる（その場合は，中間試験20%，期末試験60%へ
変更）。

食品衛生学　”新スタンダード栄養・食物シリーズ”　（東京化学同人）　一色賢治　編

ａ．授業での配布資料
ｂ．日本食品微生物学会雑誌"

　自分で教科書や参考書などを読んで欲しい。学問が高度化する中，教員が知っているのは限
られた領域であり，教員は単なる案内役でしかない。疑問に思ったところを，自学自習してこ
そ大学での勉強である。また履修予定者は，授業の前に教科書に目を通しておいて欲しい。授
業に関する連絡は，教学課の掲示や授業中での連絡によって行う。宿題，試験等において，本
学において規定された不正行為を禁止する。不正行為が明らかになった場合は，大学の規則
（学則）に基づいて対応する。

　対面授業。授業日程に従い，主に下記の教科書の各章の大切な事項について講義形式で実施
する。理解度を測りながら（毎回５分程度，過去の授業について問答形式で復習し）講義を進
める。授業１回（２時間）と学生の自習４時間を想定した授業を行う。数回レポート課題を課
し，提出させる。このことにより，より理解が深まり，記憶に残る。また，時々，講義内容に
かかわるトピックスを紹介し，興味を持たせる。学生は，授業に出席し，レポート課題を作
成・提出し，試験を受けることが義務付けられる。

健康科学科　２年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

食の安全，食中毒，食品添加物，環境汚染物資，農薬，食中毒細菌，アフラトキシン，アレル
ギー

　食品及びその流通の多様化，さらには食糧輸入の自由化など，食を巡る状況は，めまぐるし
く変化している。なくなることのない食中毒事件や食品汚染問題，輸入食品に対する安全性の
問題，ポジティブリスト制導入や食品表示は食品衛生の中心的な課題や制度であり，かつ国民
の健康を守るために保健衛生上重要である。本授業の目標は，上記の課題や制度に充分対処で
きるよう基本的な事柄について講述する。また，BSEや内分泌攪乱物質に端を発して重要にな
り，2011年の東日本大震災で発生した放射能汚染で再び注目されている「食とリスク」につい
ても理解が深まることを目標とする。食品衛生学の知識は健康を科学する上でも重要であり，
また管理栄養士課程カリキュラムの「食べ物と健康」分野で主要な項目となっている。

①食品衛生学の学問上の位置，食品行政・食品衛生法・輸入食品の問題（コーデックス委員会
を含む）について概観し，安全性ということに関して，昨今重要になってきた「食と安全」を
リスク分析から講述する。
②食品と微生物・寄生虫について説明し，食中毒菌の性質を知る。あわせて，食中毒の予防対
策（HACCPを含む）について考える。
③食品中の天然有害物質とその毒作用について，
④食品添加物の種類や役割について，
⑤食品汚染物質（重金属，放射性物質，洗剤，家畜飼料と抗生物質）とその経路について知
る。
⑥農薬や遺伝子組み換え食品についても共に考えたい。

  教科書の内容を全て講義するわけではないので，講義で触れなかった箇所は自学自習のこ
と。知っておいた方がいい箇所は説明する。レポート課題は講義や教科書に沿った重要とおも
われるポイントであるので，自分で調べ，まとめあげた上で提出のこと。一つの資料を単に丸
写しするだけでは無意味である。



2017/4/12

386 / 420

授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

食品衛生学実験

谷本　昌太

広島キャンパス　1536研究室

特に定めていません。研究室に来て声をかけてみてください。

コメントシート（60％）およびレポート（40％）に基づいて評価する。

１．『図解　食品衛生学実験　第3版』978-4-06-139836-8<9784061398368>　
２．『プリント』を授業開始時に配布する。

レポートは、目的、実験方法、結果、考察、参考文献の順にまとめる。履修予定者は、必ず予
習・復習をして授業に臨むこと。授業に関する連絡方法は、正式には教学課の掲示、学生に対
する授業内での連絡によって行う。

対面授業。授業日程に従って、実験形式で実施する。１回の講義（２時間）について、学生の
自習２時間を想定した授業を行う。定期的に実験テーマに適した課題を課し、提出させる。学
生は、授業に出席し、宿題のレポートを作成・提出することが義務付けられる。

健康科学科　３年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

食品微生物、食品分析、食品衛生

管理栄養士として、食品学を実験を通して理解する上で必要となる基礎的な知識・態　度・技
能を身につけことを目的としている。また、本科目の目標は、下記の項目についてできること
である。（１）微生物に関する基礎的な実験操作ができる。（２）保存料や着色料についての
定量および定性分析ができる。（３）成分分析の結果や食品成分の加工・貯蔵中の変化の中で
食品衛生に関わる諸現象を考察できる。本科目は、健康科学科の専門科目・栄養・食品科学分
野に区分されている。一方、管理栄養士養成施設のカリキュラムには、専門基礎分野の教育内
容の一つとして「食べ物と健康」の規定があ　り、本科目は当該分野の主要な科目の一つとし
て位置づけられている。

微生物の取り扱い方やグラム染色を学ぶ。食品中の保存料や着色料についての定量および定性
分析を行う。この中で有機溶媒の取り扱い、水蒸気蒸留法、クロマトグラフの原理および機器
分析法を学ぶ。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

食品化学

谷本　昌太

広島キャンパス 1536研究室

特に定めていません。研究室に来て声をかけてみてください。

中間試験（４０％），期末試験（３０％），発表および質疑応答，コメントシート（２０％）
の結果に基づいて総合的に評価される。中間および期末試験は指定された試験日の授業時間
（６０分）内で実施する。

『食品学－食品成分と機能性－第２版補訂』（東京化学同人）<ISBN978-4-8079-1606-1>『図解　
食品衛生学実験　第３版』（講談社）<ISBN978-4-06-139836-8>『食品加工貯蔵学　第２版』
（東京化学同人）<ISBN978-4-8079-1605-4>

『新しい食品化学』三共出版 <4782704259>『わかりやすい食品化学』三共出版<4782705492>

履修予定者は，必ず予習・復習をして授業に臨むこと。授業に関する連絡は，正式には教学
ポータルのお知らせ配信，教務課の掲示，学生に対する授業内での連絡によって行う。

対面授業および演習授業。
授業日程に従って，講義形式（６回）と演習授業（９回）で実施する。１回の講義（２時間）
について，学生の自習４時間を想定した授業を行う。毎週コメントシートを課し，指定した日
時までに提出する。

健康科学科　３年次対象

食品化学，食品機能，化学・生化学変化

　管理栄養士として必要となる食品化学の知識を身につけることを目的としている。また，本
科目の目標は，下記の項目についてである。（１）食品および食品の加工・貯蔵中における化
学的，生化学的変化について説明できる。（２）食品の３次機能について化学的に説明でき
る。（３）特定保健用食品，栄養機能食品，特別用途食品，健康食品について説明できる。
（４）食品成分の化学分析法について説明できる。（５）食品化学に関する内容について発表
し，質問に対して自分の意見を述べることができる。
本科目は，健康科学科の専門科目・栄養・食品科学分野に区分されている。一方，管理栄養士
養成施設のカリキュラムには，専門基礎分野の教育内容の一つとして「食べ物と健康」の規定
があり，本科目は当該分野の科目の一つとして位置づけられている。

対面授業では，食品成分の化学，食品の加工・貯蔵中における科学的，生化学的変化，食品機
能化学，特定保健用食品，栄養機能食品，特別用途食品，健康食品，食品成分の化学分析法に
ついて解説する。演習授業については，食品化学に関する内容について調べ学習を行い，発表
する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

調理学

杉山　寿美

広島 キャンパス　1626研究室

基本的にはいつでも可。事前の連絡を望みます。

期末試験70％、課題レポート（宿題）30％の割合で評価する。試験は指定された教室（試験
室）内で、持ち込み不可で実施する。
期末試験は指定された試験日の授業時間（90分）内で実施する。レポート(宿題）の課題および
提出期限は授業時に提示し、提出期限に遅れた場合は受け付けない。食事設計（献立作成）に
係わるレポートはパソコン　（表計算ソフト）を使用して作成すること。期末試験は、講義か
ら問題を作成し試問する。

調理学（朝倉書店）、調理と理論（同文書院）、食品成分表（女子栄養大）、調理の基礎とサ
イエンス（学際企画）

授業内で提示する。

履修予定者は、テキストを精読し授業に臨むこと。また、これまで調理経験の少ない者はテキ
ストに示された調理過程における食品成分やテクスチャーの変化等を理解することが困難であ
るため、日常生活の中で調理経験を積んでおくこと。複合性が調理学の最大の特質であり、そ
の理解のために様々な分野に対する理解と探究を望みます。

対面授業。主に下記の教科書の各章の事項について講義形式で実施する。授業時間２時間（１
回）と学生の自習４時間を想定した授業を行う。毎週宿題（レポート課題）を課し、次週の授
業開始時に提出させる。学生は、授業に出席すること、宿題のレポートを作成・提出するこ
と、試験を受けることが義務付けられる。

健康科学科　２年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

調理、食事、日本食品標準成分表、献立、嗜好性、テクスチャー、レオロジー、調理操作、調
理器具、植物性食品、動物性食品、成分抽出素材

この科目では、学生が修得した授業内容を食事（献立作成）に表現できる能力を備えることを
最終目的とする。そのために、食品の特性を理解した学生を対象にして、調理過程でおこる現
象とその制御方法を理解させる。また、「食べること」の意味を考える。本科目は、管理栄養
士養成施設のカリキュラムにおいて、専門基礎分野の教育内容である「食べ物と健康」の1つの
科目として位置づけられている。また、健康の維持増進並びに疾病予防に係わる栄養と食品に
ついて専門的知識を養う科目である。

生体内の栄養状態を適正に保つために必要な「栄養成分」を食事としておいしく提供しなけれ
ばならない。しかしながら、食生活の原点である「おいしさ」は、かなり広範囲な研究領域を
同時に含むために、調理過程におこる諸問題を科学的に理解することは困難であり、そのため
には、基礎的な調理学の理解と関連分野における新しい知見を理解しようという意識が必須条
件となる。本講では、食品の備えている特性が、調理過程において理化学的、組織学的、物性
学的にどのように変化するのかを対象とし、調理の目的、すなわち「おいしさ」を達成させる
ためにはどうしたらよいのかを、味覚の計量方法を理解するとともに考究する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

調理科学実験

杉山　寿美

広島 キャンパス　1626研究室

基本的にはいつでも可。事前の連絡を望みます。

課題レポート（宿題）80％、期末試験（実技試験）20％の割合で評価する。レポート　(宿題）
の課題は1回目の授業で提示する。各レポートの提出期限は、原則として、次回授業時間の開始
時とする。実技試験の実施日については授業内で指示する。

プリント配布、調理と理論（同文書院）、食品成分表（女子栄養大）、調理の基礎とサイエン
ス（学際企画）

大量調理施設衛生管理マニュアル・中小規模調理施設における衛生管理の徹底について（厚生
労働省HP）、学校給食衛生管理の基準（文部科学省HP)

履修予定者は、プリント、教科書を精読し授業に臨むこと。さらに、「大量調理施設衛生管理
マニュアル等」も精読のこと。実験にあたっては専用の白衣、エプロン、帽子、調理用シュー
ズ、包丁、爪ブラシ等の購入が必要となる。食品加工学実験を履修していることが望ましい。

対面授業。プリント配布、実演後、調理を行う。毎週宿題（レポート課題）を課し、次週の月
曜授業開始前に提出させる。学生は、授業に出席すること、宿題のレポートを作成・提出する
こと、実技試験を受けることが義務付けられる。

健康科学科　２年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

調理、食事、日本食品標準成分表、献立、嗜好性、調理理論、調理操作、調理器具、衛生管理

この科目では、食品の調理過程における成分変化や現象を系統化し、その制御に視点をおいた
調理工程に基づいて食事（料理）を作成する能力を備えることを目的とする。本科目は、管理
栄養士養成施設のカリキュラムにおいて、専門基礎分野の教育内容である「食べ物と健康」の1
つの科目として位置づけられている。また、健康の維持増進並びに疾病予防に係わる栄養と食
品について、新たな課題を発見し問題解決に向けて学究的に取り組む態度を養う科目である。

おいしく調理する技術は経験によって体得されるものであり、調理理論に裏打ちされている。
本実験では、おいしさの構成要素を理解した上で、さまざまな要因が錯綜している調理工程を
解析する科学的・分析的視点を養う。また、導きだした調理理論を多様な食材を対象として実
践できる力を身につける。また、食中毒へのリスク対策として可能な限り「大量調理施設衛生
管理マニュアル」に基づいて調理操作を行う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 15 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

公衆衛生学

田中　純子　(非常勤講師）

期末試験，課題レポートで総合的に評価する

伊達ちぐさ・村松康弘編著　管理栄養士講座「三訂公衆衛生学」，建帛社、2014年

国民衛生の動向，厚生統計協会，2016/2017

疾病の成り立ちについての基本的な知識を身につけていることを前提に講義を進める。

　対面授業。指定した教科書，参考書を中心に，パワーポイント，プリント等の資料を補助的
に用いて講義を進める。

健康科学科　3年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

　健康，予防医学，ヘルスプロモーション，健康教育，保健統計，生活習慣病，地域保健，母
子保健，学校保健，高齢者保健，精神保健，健康保険・年金保険，生活保護，衛生法規

　公衆衛生とは，集団組織化された地域社会が向上することによって，疾病の予防，寿命の延
伸，身体的・精神的健康とその能率の増進をめざす科学であり技術であるとされている。管理
栄養士として，健康を守り増進する社会システムを学ぶことを目標とす
る。管理栄養士課程カリキュラム「社会・環境と健康」として位置づけられている。

１．健康と疾病総論
２．健康，疾病，行動に関わる統計，健康状態疾病の測定と評価　
３．環境と健康，国際保健
４．母子保健，学校保健　
５．主要疾患の疫学，生活習慣の現状と対策
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 15 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

環境衛生学

田中　純子　(非常勤講師）

期末試験，課題レポートで総合的に評価する

伊達ちぐさ・村松康弘編著　管理栄養士講座「三訂公衆衛生学」，建帛社，2014年

国民衛生の動向，厚生統計協会，2016/2017

疾病の成り立ちについての基本的な知識を身につけていることを前提に講義を進める。

　対面授業。指定した教科書，参考書を中心に，パワーポイント，プリント等の資料を補助的
に用いて講義を進める。

健康科学科　3年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

　生態系，生活環境，公害，環境保全，気候変動，疫学，分析疫学，リスクコミュニ
ケーション，行動科学，産業保健

　公衆衛生の中の特に環境要因が，疾病の発生あるいは健康の保持増進に関連することを学
ぶ。管理栄養士課程カリキュラムの「社会・環境と健康」として位置づけられ公衆衛生学と連
続して学習する。

１．疫学・環境疫学　
２．リスクコミュニケーション　
３．環境保全・気候変動　
４．生活環境　
５．産業保健　
　
６．公害・消費者行政　
７．その他の環境衛生
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

健康科学情報処理演習

江島　洋介

広島キャンパス  1526研究室

授業開始日以降に連絡。場所は担当教員研究室。

レポート課題で評価する。レポートは，演習のタイトル，目的，方法，演習実施報告，考察の
順にまとめる。実施報告と考察はまとめてもよい。引用文献がある場合は，最後に記述する。
目的と方法が明確に記載されているか，実施報告が適切に記載されているか，自分が行った演
習作業に基づいて考察がなされているか，などを基準に評価する。

『複写資料教材』を授業開始時に無料で配布する。

授業が終わるごとに復習し，演習問題を解いて理解を深めておくこと。授業に関する連絡方法
は，正式には教学課の掲示，学生に対する授業内での連絡によって行う。

　演習授業。演習書に従って，1回ごとにテーマを設定して演習を行う。テーマごとにレポート
の提出を義務づける。学生は，授業に出席し，レポートを提出することが義務付けられる。

健康科学科　2年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

ソフトウェア，データ解析，エクセル，エクセル関数，グラフ化，統計処理，マクロプログラ
ミング，インターネット，文献検索，データベース

　この科目では，実験データ等をコンピュータ上で解析するために必要な知識と基本的なデー
タ処理の方法を学ぶ。表計算ソフトウェアであるエクセルを用いて，データ処　理，エクセル
関数の利用，データのグラフ化などの手法を学ぶ。また，エクセルマクロプログラミングを通
して，論理的な思考法に慣れ，基礎生物科学分野から健康科学分野にわたって幅広く活用する
ための基礎となる方法を修得する。本科目の目標は，基本的な情報処理の演習を通して，実際
の課題に取り組む場合に，これを適切に処理できる実践的な能力を修得することである。

　健康科学分野に関連したテーマについて，主に表計算ソフトウェアを用いたデータ処理，プ
ログラム作成ならびにインターネット利用に関する演習を行う。データの収集と整理に関する
基本技術，収集したデータに基づく検定や回帰分析などの統計処理の方　法，関数の利用法，
データのグラフ化の方法などを修得する。インターネット上での文献検索，データベース検
索，ソフトウェア解析などを通して，コンピュータの多様な利用法を身につける。



2017/4/12

393 / 420

授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 15 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

予防医学

安武　繁

三原キャンパス　3510研究室

（在室時は随時）

出席と授業への参加状況（レポート提出など、10％程度）、および筆記試験（90％程
度）

教科書指定（以下の２冊）
・「保健所研修ノート 第３版（2014年発行）」、医歯薬出版，安武繁（担当教員）著
・「看護疫学・保健統計学（2016年発行）」、医歯薬出版，安武繁（担当教員）著

具体的事例をもとに検討します。

対面方式の授業。何回か遠隔システムを使用する可能性があります。

健康科学科　２年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

メタボリックシンドローム予防生活習慣病予防禁煙支援地域保健サービス提供体制

１．主に生活習慣病を主体とした予防活動について、地域保健、母子保健、学校保健、産業保
健など、いろいろな側面からとらえます。
２．メタボリックシンドローム予防のための運動療法や禁煙支援について理解します。

１．メタボリックシンドローム予防　２．運動療法　３．禁煙支援　４．生活習慣病予防　
５．地方分権の推進と地域保健予防サービス提供体制　６．学校保健での予防対策
７．母子保健での予防対策
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 15 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

保健政策論

安武　繁

三原キャンパス　3510研究室

（随時）

出席と授業への参加状況（レポート提出など、10％程度）、および筆記試験（90％程
度）

教科書指定（以下の２冊）
・「保健所研修ノート 第３版（2014年発行）」、医歯薬出版，安武繁（担当教員）著
・「看護疫学・保健統計学（2016年発行）」、医歯薬出版，安武繁（担当教員）著
↓
（「予防医学」と同じ本です。）

具体的事例をもとに検討します。

対面方式の授業。何回か遠隔システムを使用する可能性があります。

健康科学科　２年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

健康危機管理医療安全対策過重労働対策アスベスト健康障害対策

１．健康危機管理の具体的対応について理解します。
２．医療安全対策の考え方について理解します。
３．地域保健、学校保健、産業保健など、さまざまな分野における保健医療福祉の現状と課題
について理解します。

１．過重労働による健康障害　２．アスベスト健康障害対策　３．健康危機管理について　
４．食と感染症　５．医療安全対策　６．地方分権の推進と地域保健医療の課題
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

栄養教育概論

栢下　淳

広島キャンパス　1535研究室

在室時は可　場所は担当教員研究室

期末試験80%、出席および小テスト20%の割合で評価する。

教科書：厚生労働省策定　日本人の食事摂取基準2015年版　第一出版

食品成分表

対面授業。授業日程に従いパワーポイント等のメディアを使用し、講義形式で授業を進める。

健康科学科　１年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

栄養教育、成人、高齢者、栄養、食事

本科目においては、健常者（乳児〜高齢者）を対象とした栄養教育のあり方について学ぶ。管
理栄養士養成施設のカリキュラムでは、専門分野「栄養教育論」に位置づけられる。

　対象に応じた栄養教育プログラムの作成・実施・評価を総合的にマネジメントできるよう健
康や生活の質（QOL）の向上につながる主体的な実践力形成の支援に必要な健康・栄養教育の理
論と方法を修得する。さらに身体的、精神的、社会的状況等ライフステージ、ライフスタイル
に応じた栄養教育のあり方、方法について修得する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

栄養教育論実習

栢下　淳(馬渕良太）

広島キャンパス　1535研究室

在室時は可　場所は担当教員研究室

出席、発表内容　で総合的に評価する。

教科書：厚生労働省策定　日本人の食事摂取基準2015年版　第一出版

課題をグループで検討し、まとめをパワーポイントで発表する。授業の半分は情報処理室を使
用。

健康科学科　２年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

栄養教育、栄養調査、嗜好調査、生活活動調査

対象者から、日常生活状況、食生活状況などの聞き取り方を学ぶ。また、得られたデータか
ら、日常生活や食生活の問題点を検討し、その改善の提案を行う。

対象者から聞き取ったデータを基に、日常生活から消費エネルギー量を算定し、食生活状況か
ら、摂取エネルギー量や栄養素量を算定する。得られたデータを基に対象者の問題点を把握
し、その改善を提案する。また、個人のデータを集約し、全体での傾向を算定する。最後の授
業では、パワーポイントを用い発表を行う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

世代別栄養教育論

森脇　弘子

広島キャンパス　1442研究室

在室時はいつでも可（事前連絡を望む）。

授業態度（発表・ミニレポート・ミニテスト）30％、課題レポート40％、期末試験30％により
評価する。

栄養教育論改定第4版（南江堂）（2016）

栄養教育論（東京化学同人）（2016），ISDN-13：978-4807916719
演習栄養教育第7版（医歯薬出版）（2017），ISDN-13：978-4263706794

対面授業。
授業日程にしたがって，主に講義形式で実施する。
学生は授業に参加し，課題を発表し，課題レポートを提出すること，試験を受けることが義務
づけられる。

健康科学科　２年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

栄養教育，栄養指導，行動科学，カウンセリング，栄養教育マネジメント，ライフステージ

授業の目標  ：  ①各世代に応じた健康・栄養状態、食行動、食環境等に関する情報の収集・
分析、それらを総合的に評価・判定する能力を養う。  ②各世代に応じた栄養教育プログラム
の作成・実施・評価を総合的にマネジメントできるよう健康や生活の質 （QOL）の向上につな
がる主体的な実践能力形成の支援に必要な健康・栄養教育の理論と方法を習得する。  ③身体
的、精神的、社会的状況等ライフステージ（世代）、ライフスタイルに応じた栄養教育のあり
方、方法について修得する。
カリキュラム上の位置付け：本科目は，管理栄養士養成施設のカリキュラムでは，専門分野の
教育内容「栄養教育論」の１科目として位置づけられている。

主な内容は次のとおりである。
１　妊娠・授乳期の栄養教育（母性の育成）
２　乳幼児期の栄養教育（食事・生活のリズムの形成、味覚嗜好の形成）
３　学童期・思春期の栄養教育（学校を拠点とした食育）
４　成人期の栄養教育（ワークライフバランス、勤務形態）
５　高齢期の栄養教育（退職・死別・病気・介護などライフイベント）
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

臨床栄養教育論

栢下　淳

広島キャンパス　1535研究室

在室時は可　　場所は担当教員研究室

期末試験を中心に、出席状況、小テスト、レポートを加味して判断する。

教科書：「リハビリテーションに役立つ栄養学の基礎」（医歯薬出版）

対面授業。授業日程に従いパワーポイント等のメディアを使用し、講義形式・演習形式で実施
する。

健康科学科　３年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

栄養管理、嚥下障害、栄養指導

高齢者の増加に伴い、数十年前では問題とならなかった低栄養や摂食嚥下障害などの状態が問
題となってきている。これらの状態に関連する疾患および栄養指導法を学ぶ。本科目は、管理
栄養士養成施設カリキュラムにおいて、「栄養指導論」として位置づけられる。

高齢社会が進展する中で、平成28年度より、低栄養、摂食嚥下障害、ガン患者の栄養指導に保
険点数が付与された。管理栄養士としてこれらの疾病を理解し、栄養指導できるような知識技
能が要求される。本科目では、低栄養に関連する疾患、摂食嚥下障害に関する疾患を中心にそ
の概要と食事療法、栄養指導方法について講義する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

臨床栄養教育実習

栢下　淳

広島キャンパス　1535研究室

在室時は可　場所は担当教員研究室

出席、発表内容、レポート内容を基に総合的に評価する。

小冊子を配付する。

対面授業。作成したスケジュールに従い、実験および実習を行う。実験についてはレポートを
作成、実習については発表を行う。

健康科学科　３年次対象

管理栄養士国家試験受験に係る必修

臨床栄養、栄養教育、嚥下、食品物性、症例検討

実習では症例検討、実験では嚥下障害者に対しての適切な物性について学ぶ。
本科目は、生化学、基礎栄養学、臨床栄養学、応用栄養学、栄養教育概論、食品学等の知識を
基に実験、実習を行う。

実習では、症例を基に、病態の把握、アセスメント、プランニングを行い、パワーポイントを
用いて発表を行う。実験では、①市販トロミ剤を用い、種々の液体にトロミ付けを行い、その
トロミの程度を測定するとともに官能評価を行う。②市販ゲル化剤を用　い、種々の液体をゲ
ル化し、その物性を測定するとともに官能評価を行う。③離乳食と咀嚼機能や嚥下機能の低下
した高齢者食との比較を行う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

公衆栄養学

森脇　弘子

広島キャンパス　1442研究室

在室時はいつでも可（事前連絡を望む）。

授業態度（発表・ミニレポート）30％、レポート課題40％、期末試験30％により評価する。

前大道教子ほか編：ウエルネス公衆栄養学2017年版，医歯薬出版（2017）

藤沢良知編著：栄養・健康データハンドブック（2017/2018），同文書院（2017）, ISBN-13: 
978-4810314526

対面授業。
授業日程に従って、主に講義形式で実施する。

健康科学科　３年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修　栄養士免許必須

ヘルスプロモーション，公衆栄養マネジメント，公衆栄養活動，栄養行政，管理栄養　士・栄
養士制度，国民健康・栄養調査，健康づくり対策，食事摂取基準，諸外国の健　康問題・栄養
政策

　授業の目標：
①地域や職域等の健康・栄養問題とそれを取り巻く自然、社会、経済、文化的要因に関する情
報を収集・分析し、それらを総合的に評価・判定する能力を養う。
②保健・医療・福祉・介護システムの中で、栄養上のハイリスク集団の特定とともにあらゆる
健康・栄養状態の者に対し適切な栄養関連サービスを提供するプログラムの作　成・実施・評
価の総合的なマネジメントに必要な理論と方法を習得する。
　カリキュラム上の位置付け：本科目は、管理栄養士養成施設のカリキュラムでは、専門分野
の教育内容「公衆栄養学」の１科目として位置付けられている。

　主な内容は次のとおりである。
１　公衆栄養の概念
　（概念、公衆栄養活動）
２　健康・栄養問題の現状と課題
　（社会環境との関連、健康状態・食事・食生活・食環境の変化、諸外国の現状と課題）
３　栄養政策
　（公衆栄養活動、関連法規、管理栄養士・栄養士制度、国民健康・栄養調査、実施に関連す
る指針・ツール、国の健康増進基本方針と地方計画、諸外国の健康・栄養政策）
４　栄養疫学
　（暴露情報としての食事摂取量、食事摂取量の測定方法・評価方法）
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 洗濯

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

地域栄養論

森脇　弘子

広島キャンパス　1442研究室

在室時はいつでも可（事前連絡を希望）。

授業態度（発表・ミニレポート）30％、レポート課題40％、期末試験30％により評価する。

前大道教子ほか編：ウエルネス公衆栄養学2017年版，医歯薬出版

笹谷美恵子ほか著：実践事例から学ぶ地域栄養活動論—地域社会の健康づくりがわかる
同文書院（2008）<4810313638>

対面授業。
授業日程に従って，主に講義形式，一部演習形式で実施する。

健康科学科　３年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

ヘルスプロモーション，地域栄養活動，マネジメント，活動指針，栄養施策，ライフステー
ジ，食環境づくり，地区組織活動

　授業の目標
①地域の保健・医療・福祉・介護システムの中で、栄養上のハイリスク集団の特定とともにあ
らゆる健康・栄養状態の者に対し適切な栄養関連サービスを提供するプログラムの作成・実
施・評価の総合的なマネジメントに必要な理論と方法を習得する。
②地域の各種サービスやプログラムの調整、人的資源など社会的資源の活用、栄養情報の管
理、コミュニケーションの管理などの仕組みについて理解する。
　カリキュラム上の位置付け：本科目は，管理栄養士養成施設のカリキュラムでは，専門分野
の教育内容「公衆栄養学」の１科目として位置づけられている。

　主な内容は次のとおりである。
１　地域栄養マネジメント
　１）地域栄養マネジメント
　２）地域栄養アセスメント
　３）地域栄養プログラムの目標設定
　４）地域栄養プログラムの計画・実施・評価
２　地域栄養プログラムの展開
　１）地域特定に対応したプログラムの展開
　２）食環境づくりのためのプログラムの展開
　３）地域集団の特性別プログラムの展開
３　地域栄養プログラムの課題と展望
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

健康教育プログラム論

森脇　弘子

広島キャンパス　1442研究室

在室時はいつでも可（事前連絡を望む）。

授業態度（発表・討論・プログラムの運営）80％、レポート課題20％により評価する。

授業中に資料を提示または配布する。

ヘルスリテラシー：健康教育の新しいキーワード，福田洋ほか，（ISBN-13　978-4469267952）
改訂版　世界でいちばんやさしい料理教室，（ISBN-13　9778-4865860313）
予約の取れない料理教室　秘密のレシピ，（ISBN13　978-4879195128）

対面授業。
授業日程に従って，講義と演習（発表・討論）形式で実施する。

健康科学科　３年次対象

健康教育，マネジメント，ヘルスプロモーション，プログラム，保健行動，食行動，行動変容

　授業の目的：①健康教育は，健康とQOLの向上に寄与するという認識を持ち，人々が自らの健
康をコントロールし，自己決定し，行動をとることが可能となるプロセス（ヘルスプロモー
ション）を支援する役割があることを理解する。 ②健康・栄養状態，健康・食行動，食環境等
の評価・判定に基づき，健康教育プログラムの作成・実施・評価の総合的なマネジメントに必
要な理論と方法を理解する。
　カリキュラム上の位置付け：この科目は、健康科学科の専門科目・健康管理科学に区分され
ており、選択科目に位置づけられる

地域や集団が抱えている健康・栄養問題及び影響を与えている社会や環境要因を分析　し，ヘ
ルスプロモーションの理念に基づく適切な健康教育プログラムを計画・実施・評価するための
知識と技能を学ぶ。その基礎として，健康教育の理念，保健・医療対策，保健行動，健康教育
の方法と媒体などについて学ぶ。演習を通して健康教育の具体的な方法を体験的に学ぶ。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

公衆栄養学実習

森脇 弘子（鍛島　秀明）

広島キャンパス　1442研究室

在室時はいつでも可（事前連絡を望む）。

課題レポート50％，実習への取り組み（実習態度，課題発表・討論状況とその内容）50％の割
合で評価する。
課題レポート及び提出期限は授業の中で提示する。
課題の発表は実習時間内で実施する。

井上浩一・川野因・本田榮子編：公衆栄養学実習，建帛社（2012）
授業時に担当教員が作成した「公衆栄養学実習書」を配付する。

上田 伸男他：公衆栄養学実習 第3版(2016),　ISBN-13: 978-4759812473 
手嶋 哲子他：公衆栄養学実習―事例から学ぶ公衆栄養プログラムの展開(2016),ISBN-13: 978-
4810314557
徳留 裕子他：新版 公衆栄養学実習ワークブック(2016),  ISBN-13: 978-4860153748

履修者は，授業の前に教科書・実習書を必ず精読し、個人で課題を検討し、グループ内で討論
しておくこと。
授業に関する連絡方法は，正式には教務課の掲示，学生に対する授業内での連絡によって行
う。

対面授業。
授業日程に従って，主にグループワーク形式で実習する。
個人で課題レポートを作成し、それを基にグループで課題について討論し、発表するとともに
他グループと討論し、問題解決をはかる。

健康科学科　３年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

地域，実態把握，課題分析，公衆栄養計画，目標設定，評価，公衆栄養活動，プレゼンテー
ション

授業の目標：
 ①地域や集団の健康・栄養問題，ニーズ等を情報収集・分析できる。
 ②適切な課題分析・診断に基づく公衆栄養プログラムの作成・実施ができる。
 ③総合的な評価を行う公衆栄養マネジメントの技術・技能を修得する。
カリキュラム上の位置付け：
　本科目は，管理栄養士養成施設のカリキュラムでは，専門分野の教育内容「公衆栄養学」の
１科目として位置づけられている。

主な内容は次のとおりである。
 ①公衆栄養学実習の基本的な考え方
 ②地域や集団の健康・栄養状況の実態把握・課題分析・診断の方法
 ③公衆栄養計画・目標の立て方
 ④公衆栄養活動の進め方と評価方法
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

地域保健臨地実習

森脇　弘子（鍛島　秀明）

広島キャンパス　1442研究室

在室時いつでも可（事前連絡を望む）。

事前学習，実習状況，事後学習，実習記録，実習報告などにより，総合的に評価する。実習記
録などの提出期限は，実習前に適宜，提示する。

「臨地・校外実習の手引き」，「臨地実習記録」を配布する。

公衆栄養学実習 学外編, 今木 雅英 (ISBN-13: 978-4525633714)

本臨地実習を履修するためには，原則として，教育課程表で当該科目の前の学期までに配当さ
れている，管理栄養士免許必修科目をすべて履修していること。また，臨地実習の事前事後指
導に関する科目「総合演習」を履修していること。
地域保健臨地実習（3年後期1単位）と給食経営管理臨地実習Ⅱ（4年前期1単位）は管理栄養士
国家試験受験資格のための選択必修科目（学生便覧参照）。3年生前期にある臨地・校外実習オ
リエンテーション後，希望をとる。ただし、学生が地域保健臨地実習（3年後期1単位）と給食
経営管理臨地実習Ⅱ（4年前期1単位）の両方を履修したい希望があり，実習先が確保された場
合のみ，両方の履修を認める。学生の選定は3年前期までの成績や学習態度により選考する。

保健所・保健センターにおける実習。自らの実習目標を明確にした上で，実習施設指導者の指
導に基づき，実習プログラムに従って実習する。実習期間は5日間（38時間45分）とし，実習
前・実習中・実習後の各時期に応じて，実習記録，実習日誌，実習報告，自己評価などの実習
関連書類を作成・提出を行うことが義務づけられる。

健康科学科　３年次対象（備考欄参照）

管理栄養士国家試験受験資格に係る選択必修

保健所，保健センター，保健衛生行政，地域保健，健康づくり，栄養教育，健康教育，地区組
織，市町村支援，特定給食施設指導，食環境整備

授業の目標：①保健所・保健センターが果たす役割と業務を理解する。②健康・栄養問題を取
り巻くさまざまな情報を収集・分析し，それらを総合的に評価・判定できる。③対象に応じた
適切な健康関連サービスを提供するプログラムの作成・実施・評価の過程を通じて総合的なマ
ネジメントに必要な事項の実際を学ぶ。　以上の目標を達成することにより，実践活動の場で
の課題発見，解決を通して，栄養評価・判定に基づく適切なマネジメントを行うために必要と
される専門的知識及び技術の統合を図ることを目的とする。
カリキュラム上の位置付け：本科目は，管理栄養士養成施設の臨地実習４単位のうち，「公衆
栄養学」に係る臨地実習１単位に位置づけられる。

実習施設指導者の指導に基づき，次の事項を参考に施設の状況に応じた内容とする。
（１）組織体制・管内の現状
（２）公衆衛生行政の概要（保健所又は保健センターの役割）
（３）管理栄養士の業務の概要，関連法規（法的根拠）
（４）健康・栄養課題の明確化とＰＤＣＡサイクル
（５）生活習慣病の発症予防と重症化予防や社会生活を営むために必要な機能の維持・向上
（６）食を通じた社会環境の整備
　　① 保健，医療，福祉及び介護領域における管理栄養士・栄養士の育成
　　② 食育推進のネットワークの構築（関係部局との調整，連携）
　　③ 健康危機管理体制の整備（都道府県や関係機関等との調整・支援体制）
（７）市町村との連絡調整及び栄養・食生活の改善のための技術的な支援（保健所の実習）
（８）保健所（都道府県）との連絡調整及び栄養・食生活の改善のための協働（保健センター
の実習）
（９）人材の育成と活用（地域活動栄養士の育成と活用）（保健センターの実習）
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

カウンセリング

大下　由美

三原キャンパス4529、広島キャンパス2413

メール等でご連絡ください

レポートおよび演習技術点で評価する

学習資料は適宜授業内で指示。

『ファミリーソーシャルワークの理論と技法』九州大学出版会、2014

栄養指導等の場面で出会う多問題の対象者の方に対し、関係を上手に作っていくコミュニケー
ション技術について学びたいと考えている学生さんの受講を期待します。

対面授業および一部演習を含む

健康科学科　３年次対象

身体症状とコミュニケーション、対人関係と心身症、家族支援、困難事例の問題解決

対人関係上の問題と食行動に関連する心身の健康問題（摂食障害、糖尿病、高血圧症などの）
をシステム的視点から理解できるようになる。その上で、具体的な問題解決のための実践技術
を体験的に学び修得する。そして栄養指導等の場面において、対象者が意欲的に食行動を改善
していけるように支援していくための基礎知識と実践的コミュニケーションスキルを習得す
る。

摂食障害、糖尿病、高血圧症などの心身の問題を、コミュニケーションの語用論的側面から理
解する理論と技術について概説する。また対人関係的側面の変容法について、基本的原理を概
説し、問題解決のための具体的支援過程を、実践的スキルの実演を通して教授する。これらの
知識と技術の統合を図るための実践的学習（ロールプレイ）を行う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 15 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

給食安全管理論

杉山　寿美

広島 キャンパス　1626研究室

基本的にはいつでも可。事前の連絡を望みます。

課題レポート（宿題）への取り組みで評価する。レポート(宿題）の課題および提出期限は授業
時に提示し、提出期限に遅れた場合は受け付けない。

実践・給食マネジメント論（第一出版）、日本人の食事摂取基準2015（第一出版）、日本人の
食事摂取基準2015の実践・運用（第一出版）

大量調理施設衛生管理マニュアル・中小規模調理施設における衛生管理の徹底について（厚生
労働省HP）、学校給食衛生管理の基準（文部科学省HP）

履修予定者は、テキストを精読し授業に臨むこと。すべての課題レポートはグループでの提出
であり，評価もグループに対して行う。グループ内でのコミュニケーションを十分に図るこ
と。

対面授業。主に下記の教科書の各章の事項について講義形式で実施する。授業時間２時間（１
回）と学生の自習４時間を想定した授業を行う。給食の目的を達成するためには、個人の能力
を最大限に発揮させる組織を構築しなければならない。従って、レポート課題（宿題）は、す
べてグループ単位での提出とする。学生は、授業に出席すること、レポートを作成・提出する
ことが義務付けられる。

健康科学科　２年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

リスクマネジメント　リスク対策　生産管理、衛生管理、食中毒、HACCP、調理施設、作業指示
書、標準化、作業工程表、作業動線

この科目では、特定給食施設における給食経営管理のうち、【給食を安全に提供するためのリ
スクマネジメント(衛生管理システム構築)】について学ぶ。本科目は、管理栄養士養成施設の
カリキュラムにおいて、専門分野の教育内容である「給食経営管理論」の1つの科目として位置
づけられている。

特定給食施設における食事の生産工程は、喫食者一人ひとりに合わせた献立構成であること、
日々異なる献立構成であるなどに由来して非常に複雑である。しかし、この複雑な生産工程を
制御しなければ食中毒などの危害を発生させることとなる。この科目では、特定給食施設にお
ける給食経営管理のうち、【給食を安全に提供するためのリスクマネジメント(衛生管理システ
ム)】について学ぶ。具体的には、HACCP概念に基づいた衛生的な生産管理を行うためのリスク
対策(人的対策(運用)，技術的対策(施設設備))について学ぶ。修得課題は、①作業指示書（レ
シピ）の標準化ができること、②大学内給食経営管理実習室の衛生管理マニュアル、機器管
理、什器管理マニュアルが作成できること、③作業指示書から、作業工程表、作業動線を作成
できること、④危機管理体制を構築できることである。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 15 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

給食栄養管理論

杉山　寿美

広島 キャンパス　1626研究室

基本的にはいつでも可。事前の連絡を望みます。

課題レポート（宿題）への取り組みで評価する。レポート(宿題）の課題および提出期限は授業
時に提示し、提出期限に遅れた場合は受け付けない。

実践・給食マネジメント論（第一出版）、日本人の食事摂取基準2015（第一出版）、日本人の
食事摂取基準2015の実践・運用（第一出版）

大量調理施設衛生管理マニュアル・中小規模調理施設における衛生管理の徹底について（厚生
労働省HP）、学校給食衛生管理の基準（文部科学省HP）

履修予定者は、テキストを精読し授業に臨むこと。すべての課題レポートはグループでの提出
であり，評価もグループに対して行う。グループ内でのコミュニケーションを十分に図るこ
と。

対面授業。主に下記の教科書の各章の事項について講義形式で実施する。授業時間２時間（１
回）と学生の自習４時間を想定した授業を行う。給食の目的を達成するためには、個人の能力
を最大限に発揮させる組織を構築しなければならない。従って、レポート課題（宿題）は、す
べてグループ単位で提出とする。学生は、授業に出席すること、レポートを作成・提出するこ
とことが義務付けられる。

健康科学科　２年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

アセスメント、献立、食事、食品群別荷重平均成分表、給与栄養基準量、食品構成表、栄養教
育、作業指示書

この科目では、特定給食施設における給食経営管理のうち、【栄養・食事管理の基礎となる献
立計画、実施、評価を定着させること】を目的とする。本科目は、管理栄養士養成施設のカリ
キュラムにおいて、専門分野の教育内容である「給食経営管理論」の1つの科目として位置づけ
られている。

給食提供の目的は、喫食者に食物選択行動の自己管理能力を身につけさせ、心身の発達・発
育、健康維持・増進、疾病の治療・予防などを行うことであり、栄養教育の媒体として給食献
立の役割は大きい。この科目では、特定給食施設における給食経営管理のうち、【栄養・食事
管理の基礎となる献立計画、実施、評価を定着させること】を目的とする。また、病院、学
校、福祉施設などの特定給食施設の栄養・食事管理システムの実際や特性も理解させる。習得
課題は、①「美味しく楽しく食べることの出来る普通の食事（献立）」を設計し、食品群別荷
重平均成分表を作成できること、②喫食者の栄養アセスメントおよびアンケートから、給与栄
養基準量（荷重平均栄養量）および食品構成表の作成と栄養教育計画を決定できること、③実
施献立表、作業指示書（標準化されたレシピ）を作成できることである。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

給食経営管理論

杉山　寿美

広島 キャンパス　1626研究室

基本的にはいつでも可。事前の連絡を望みます。

課題レポート（宿題）への取り組みで評価する。レポート(宿題）の課題および提出期限は授業
時に提示し、提出期限に遅れた場合は受け付けない。

実践・給食マネジメント論（第一出版）、日本人の食事摂取基準2015（第一出版）、日本人の
食事摂取基準2015の実践・運用（第一出版）

大量調理施設衛生管理マニュアル・中小規模調理施設における衛生管理の徹底について（厚生
労働省HP）、学校給食衛生管理の基準（文部科学省HP）

履修予定者は、テキストを精読し授業に臨むこと。すべての課題レポートはグループでの提出
であり，評価もグループに対して行う。グループ内でのコミュニケーションを十分に図るこ
と。

対面授業。主に下記の教科書の各章の事項について講義形式で実施する。授業時間２時間（１
回）と学生の自習４時間を想定した授業を行う。給食の目的を達成するために　は、個人の能
力を最大限に発揮させる組織を構築しなければならない。従って、レポート課題（宿題）は、
すべてグループ単位で提出とする。学生は、授業に出席すること、レポートを作成・提出する
ことことが義務付けられる。

健康科学科　３年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

品質保証、戦略、組織管理、会計管理、システム構築

この科目では、特定給食施設における給食経営管理のうち、【喫食者が給食に求める品質を保
証した食事を、効率的に提供するためのマネジメント能力を養うこと】を目的とする。そのた
め、給食における栄養管理、安全管理に関して十分に理解した学生を対象として、給食経営の
戦略を立て、効率的に人的資源、物的資源、財務的資源、さらに、知識、技術、情報などを活
用することの重要性を理解させる。本科目は、管理栄養士養成施設のカリキュラムにおいて、
専門分野の教育内容である「給食経営管理論」の1つの科目として位置づけられている。また、
健康管理科学についての専門的知識と、諸問題の解決のために他者と協調し、組織的に取り組
める社会的態度を養う科目である。

給食提供の目的は、喫食者に食物選択行動の自己管理能力を身につけさせ、心身の発　達・発
育、健康維持・増進、疾病の治療・予防などを行うことである。この科目では、特定給食施設
における給食経営管理のうち、【喫食者が給食に求める品質を保証した食事を、効率的に提供
するためのマネジメント能力を養うこと】を目的とする。すなわち、給食の栄養管理、安全管
理を十分に理解した上で、目標達成のために、関連の資源（食品の流通や食品開発の状況、給
食に係る組織や経費等））を総合的に判断しマネジメントできる能力を養う。そのために、
マーケティングの原理や応用を理解するとともに、組織管理などのマネジメントの基本的な考
え方や方法を修得する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

給食経営管理実習

杉山　寿美

広島 キャンパス　1626研究室

基本的にはいつでも可。事前の連絡を望みます。

実習への取り組み（レポート課題を含む）で評価する。レポート(宿題）の課題および提出期限
は授業時に提示し、提出期限に遅れた場合は受け付けない。

実践・給食マネジメント論（第一出版）、日本人の食事摂取基準2015（第一出版）、日本人の
食事摂取基準2015の実践・運用（第一出版）

大量調理施設衛生管理マニュアル・中小規模調理施設における衛生管理の徹底について（厚生
労働省HP）、学校給食衛生管理の基準（文部科学省HP）

組織的に100食規模の給食を提供するためには、一人ひとりが給食提供の目的を十分に理解し、
目標達成のために自身の知識・技術を有効活用したいという意識が重要である。さらに、有す
る能力を効率的に活かすためには、グループ間、グループ内での連携は不可欠である。従っ
て、レポート課題（宿題）等の評価はグループに対して行う。レポート等への取り組みにおい
て、一人ひとりが十分に貢献できたか、改善点は何かなど、自己評価、グループ評価を行いな
がら実習にあたってほしい。

5グループ（7名/グループ）がそれぞれ100食規模の給食を提供する。さらに、グループ間での
連携をとり、クラス全体として給食を組織的に運営し、喫食者の健康の維持増進につながる食
事の提供を目指す。従って、給食サービスを提供する組織の一員である学生は、事前準備、給
食提供、レポートの作成・提出が義務付けられる。レポート課題（宿題）は、すべてグループ
単位での提出とする。

健康科学科　３年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

給食サービス、品質保証、マネジメント、栄養・食事管理、生産・安全管理、効率、改善、
HACCP概念に基づいた大量調理の衛生管理、新調理システム

この科目では、給食栄養/安全/経営管理論で習得した知識を基にして、給食サービス提供に関
する技術を体得するとともに、【喫食者に食物選択行動の自己管理能力を身につけさせ、心身
の発達・発育、健康維持・増進、疾病の治療・予防などを行う】という給食提供の目的達成の
ためには組織管理などのマネジメント能力が重要であることを理解する。本科目は、管理栄養
士養成施設のカリキュラムにおいて、専門分野の教育内容である「給食経営管理論」の1つの科
目として位置づけられている。また、健康の維持増進並びに疾病予防のための「食」について
企画・実践に関する基礎技能、諸課題の解決のために他者と協業し、組織的に取り組める社会
的態度を養う科目である。

給食栄養/安全/経営管理論で習得した知識を基にして、100食規模の給食提供を行う。このこと　
で、給食サービス提供に関する技術を体得するとともに、【喫食者に食物選択行動の自己管理
能力を身につけさせ、心身の発達・発育、健康維持・増進、疾病の治療・予防などを行う】と
いう給食提供の目的達成のためのマネジメント能力の重要性を理解する。具体的には、①給食
の目標を達成する食事提供サービス実施のための戦略を立てた上で、②栄養・食事管理（栄養
アセスメントの実施、給与栄養基準量の設定、献立、栄養教育の計画立案）、③生産・安全管
理（作業工程表、作業動線確認表、施設・機器・衛生・危機管理マニュアルの作成）を行い、
④効率的な人的資源、物的資源、財務的資源、さらに、知識、技術、情報などの活用に取り組
む。最終回では実施した給食サービスを評価し、改善案を作成する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

給食経営管理臨地実習Ⅰ

杉山　寿美　（山縣　誉志江）

広島キャンパス　1626研究室

基本的にはいつでも可。事前の連絡を望みます。

事前学習，実習状況，事後学習，実習記録，実習報告などにより，総合的に評価する。

「臨地・校外実習の手引き」，「臨地実習記録」を配布する。

本臨地実習を履修するためには，原則として，教育課程表で当該科目の前の学期までに配当さ
れている，栄養士免許必修科目をすべて履修していること。また，臨地実習の事前事後指導に
関する科目「総合演習」，「健康科学総合演習」を履修していること。

施設（病院）における実習。施設での実習期間は1週間（40時間）であり，臨床栄養臨地実習
Ⅰ，臨床栄養臨地実習Ⅱとあわせて3週間（120時間）の実習期間とする。施設では，自らの学
習目標を明確にした上で，施設の指導担当者の指示に従って実習する。

健康科学科　４年次対象　（備考欄参照）

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

給食業務，食事計画，調理，給食サービス，情報処理

授業の目標：病院における食事の計画や調理を含めた給食管理業務を体験し，喫食者の栄養状
態とニーズに対応した給食サービス提供に必要な専門的知識及び技能を修得する。本実習は栄
養士・管理栄養士の役割や業務について理解を深め，実践活動の場での課題発見，解決を通し
て専門知識および技術の統合を図ることを目的とする。
カリキュラム上の位置付け：本科目は，管理栄養士養成施設の臨地実習（校外実習1単位を含む
4単位）のうち，「給食の運営」に係る校外実習1単位に位置づけられる。また，健康管理科学
についての専門的知識と，諸課題の解決のために他者と協調し，組織的に取り組める社会的態
度を養う科目である。

実践活動の場で専門知識および技術の統合を図る。施設の状況に応じて，指導担当者の指示に
従った内容となるため，学内において専門領域の基礎的な知識・技術・態度を身につけ，目標
を明確にしておくことが重要である。具体的には，以下の事項を参考に，個人およびグループ
で目標を設定する。
(1) 施設の組織・運営の特徴，給食部門・栄養部門・各種委員会の位置づけと目的の理解　
(2) 給食管理業務の体験（献立作成や材料発注などの食事計画，衛生管理や施設設備のレイア
ウトを考慮した調理作業計画，給食関連帳簿の作成など）
(3) 給食における個人対応と食数管理の実際
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

給食経営管理臨地実習Ⅱ

杉山　寿美　（馬渕　良太）

広島キャンパス　1626研究室

基本的にはいつでも可。事前の連絡を望みます。

事前学習，実習状況，事後学習，実習記録，実習報告などにより，総合的に評価する。

「臨地・校外実習の手引き」，「臨地実習記録」を配布する。

本臨地実習を履修するためには，原則として，教育課程表で当該科目の前の学期までに配当さ
れている，栄養士免許必修科目をすべて履修していること。また，臨地実習の事前事後指導に
関する科目「総合演習」，「健康科学総合演習」を履修していること。

施設（学校）における実習。施設での実習期間は1週間（40時間）であり，教育実習（栄養教
諭）とあわせて2週間（80時間）の実習期間とする。施設では，自らの学習目標を明確にした上
で，施設の指導担当者の指示に従って実習する。

健康科学科　４年次対象　（備考欄参照）

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

給食業務，食事計画，調理，給食サービス，情報処理

授業の目標：学校における食事の計画や調理を含めた給食管理業務を体験し，児童・生徒の栄
養状態とニーズに対応した給食サービス提供に必要な専門的知識及び技能を修得する。本実習
は病院における校外実習（給食の運営）を履修済みの学生を履修対象とし，給食実務の学修に
とどまることなく，教職員，厨房職員等との関わりの中で，学校給食のマネジメントの考え方
や方法を理解することを目的とする。
カリキュラム上の位置付け：本科目は，管理栄養士養成施設の臨地実習（校外実習1単位を含む
4単位）のうちの1単位に位置づけられる。また，健康管理科学についての専門的知識と，諸課
題の解決のために他者と協調し，組織的に取り組める社会的態度を養う科目である。

実践活動の場で専門知識および技術の統合を図る。施設の状況に応じて，指導担当者の指示に
従った内容となるため，学内において専門領域の基礎的な知識・技術・態度を身につけ，目標
を明確にしておくことが重要である。具体的には，以下の事項を参考に，個人およびグループ
で目標を設定する。
(1) 学校給食の意義・役割の理解　
(2) 学校給食のマネジメントの考え方や方法の理解
(3) その他



2017/4/12

412 / 420

授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 15 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

総合演習

栢下淳，杉山寿美，森脇弘子，神原知佐子、山縣誉志江、鍛島秀明、神田雅子

出席状況，課題の取り組みなどを基に総合的に判断する。

必要に応じて，「臨地・校外実習の手引き」，「臨地実習記録」を配布する。

臨地実習を履修するためには，臨地実習の事前事後指導に関する本科目を履修すること。

対面授業。授業日程に従い，主に講義形式・演習方式で実施する。

健康科学科　３年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

管理栄養士，実践活動，栄養評価，栄養管理，マネジメント

この科目では，「基礎栄養学」，「応用栄養学」，「栄養教育概論」，「臨床栄養学」，「公
衆栄養学」，「給食経営管理論」などで習得した知識・技能を統合し，栄養評価・判定に基づ
いた適正な栄養管理を行う能力を身につけるため，科目横断的な講義を行う。
また，「臨地実習」の事前・事後教育を行い，実践の場での問題解決ができる能力を養う。本
科目は，管理栄養士養成施設カリキュラムにおいて，専門分野「総合演習」として位置づけら
れる。

専門分野の教育で習得した知識・技能を統合し，医療機関および行政機関などで管理栄養士の
業務を遂行する能力を養う。 
「臨地実習」に向けて，病院や保健センター等の管理栄養士の先生方による講義を受け，臨地
実習に向けて準備すべき事柄を整理し，自らが取り組むべき課題を設定する。また，地域保健
臨地実習については実習施設ごとの事前指導，実習後の報告会も行う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 15 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

健康科学総合演習

神原知佐子，栢下淳，杉山寿美，森脇弘子

広島キャンパス　1447研究室（神原）

在室時はいつでも可（事前連絡を望む）。

出席状況，課題の取り組みなどを基に総合的に判断する。

必要に応じて，「臨地・校外実習の手引き」，「臨地実習記録」を配布する。

臨地実習を履修するためには，臨地実習の事前事後指導に関する本科目を履修すること。

対面授業。授業日程に従い，主に講義形式・演習方式で実施する。

健康科学科　４年次対象

管理栄養士国家試験受験資格に係る必修

管理栄養士，実践活動，栄養評価，栄養管理，マネジメント

この科目では，「基礎栄養学」，「応用栄養学」，「栄養教育概論」，「臨床栄養学」，「公
衆栄養学」，「給食経営管理論」などで習得した知識・技能を統合し，栄養評価・判定に基づ
いた適正な栄養管理を行う能力を身につけるため，科目横断的な講義を行う。
また，「臨地実習」の事前・事後教育を行い，実践の場での問題解決ができる能力を養う。本
科目は，管理栄養士養成施設カリキュラムにおいて，専門分野「総合演習」として位置づけら
れる。

専門分野の教育で習得した知識・技能を統合し，医療機関および行政機関などで管理栄養士の
業務を遂行する能力を養う。 
「臨床栄養・給食経営管理臨地実習」に向けて，糖尿病食と腎臓病食を3日間調理・試食するこ
とで，管理栄養士として求められることを体験を通して考え，臨地実習に向けて準備すべき事
柄を整理し，自らが取り組むべき課題を設定する。また，臨床栄養・給食経営臨地実習につい
ては実習施設ごとの事前事後指導，実習後の報告会も行う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

行動心理学

向居　暁

広島キャンパス　1814研究室

第１回の授業において提示する。

試験90％、当日レポート10％の割合で評価する。試験は指定された教室（試験室）内で、90分
間、主として論述式、座席指定、学生証呈示で実施する。試験における、教科書・ノート・資
料等の持ち込みに関しては、後に決定する。期末試験は指定された試験日の授業時間内で実施
する。

北尾倫彦・中島実・井上毅・石王敦子 共著　「グラフィック心理学」　サイエンス社　1997

主な参考文献は以下の通りである。
中島義明 他編（2005）「新・心理学の基礎知識」（有斐閣）
ノーレン・ホークセマ, S. 他（2012）「ヒルガードの心理学（第15版）」（金剛出版）
海保博之 他（1995）「クイズと体験でわかる心理学」（福村出版）
菊池聡 他（1995）「不思議現象なぜ信じるのか」（北大路書房）
また、各回ごとの内容に合わせて紹介する。

履修予定者は、第１回の授業に出席して、ガイダンスの内容を理解した上で、履修するかどう
かを決定すること。授業に関する連絡方法は、正式には教学課の掲示、ポータル、学生に対す
る授業内での連絡によって行う。受講のルールについては、第１回の授業において提示する。
試験等において、本学において規定された不正行為を禁止する。不正行為が明らかになった場
合は、大学の規則（学則）に基づいて対応する。

対面授業。授業日程に従って、教科書の主要な章に関する講義形式で実施する。1〜2回の講義
につき、教科書1章分の講義を想定した授業を行う。

国際文化学科・健康科学科　１年次対象、経営学科・経営情報学科　１・２年次対象

高一種免（公民）選択必修

知覚、記憶、思考、社会的認知、パーソナリティ、発達

私たちは自分の心の働きについて、ある程度までは自分で知ることが可能である。このような
経験に基づいた心理学的知識を「素朴心理学」の知識という。問題なのは、この「素朴心理
学」の知識と「学問としての心理学」の知識にしばしば大きな隔たりがあることである。本科
目では、「学問としての心理学」の全般的な内容について講義を行う。そして、素朴心理学に
基づいた、心理学に対する誤解を解き、学問としての心理学を生活の中で役に立つような知識
として身につけることを目標とする。この科目は、心理学についてこれまで学習していない学
生を対象にしている。

授業では、人間の基本的な心の働きや行動を扱う。授業内容は、心理学の歴史に始まり、感
覚・知覚、認知、社会、発達、教育、パーソナリティ、臨床など多岐にわたる心理学分野を少
しずつ紹介するものとなっている。毎回の授業において、学生からも日常生活で体験する「心
についての素朴な疑問」を受け付ける。そして、それら疑問は「学問としての心理学」ではど
のように考えられているかを講義内容に沿って紹介する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

学校栄養教育論Ⅰ

杉山寿美　熊谷陽子（非常勤）

1626

基本的にはいつでも可。事前の連絡を望みます。

期末試験60％、課題レポート（宿題）40％の割合で評価する。試験は指定された教室（試験
室）内で、持ち込み不可で実施する。
期末試験は指定された試験日の授業時間（90分）内で実施する。レポート(宿題）の課題および
提出期限は授業時に提示し、提出期限に遅れた場合は受け付けない。

栄養教諭論（理論と実際）建帛社，栄養教諭論（実践研究）建帛社，食に関する指導の手引

対面授業。主に下記の教科書の各章の事項について講義形式で実施する。授業時間２時間（１
回）と学生の自習４時間を想定した授業を行う。数回の宿題（レポート課題）を課し、指定し
た授業回の授業開始時に提出させる。学生は、授業に出席すること、宿題のレポートを作成・
提出すること、試験を受けることが義務付けられる。

健康科学科　3年次対象

栄養教諭一種免許状に係る必修

栄養教諭　栄養　食生活　学校給食　食育

栄養教諭の職務内容や使命・役割および学校給食の意義・役割、歴史などについて，学校にお
ける児童・生徒の食の現状の事例とともに説明する。また、学校給食を「生きた教材」とし
て，根拠に基づいた食育を展開するために、食や栄養に関するに調査データと歴史的・文化的
事項や社会事情等を併せて考察する。
本科目は栄養教諭一種免許状取得のための「栄養に係る教育に関する科目」として位置づけら
れており、「栄養教諭の役割及び職務内容に関する事項」「幼児、児童及び生徒の栄養に係る
課題に関する事項」「食生活に関する歴史的および文化的事項」を学ぶ科目である。

栄養教諭として、児童及び生徒の生涯にわたる健康づくりに寄与することを目指した指導方法
の基礎理論を身につける。
熊谷：栄養教諭の職務内容や使命・役割等，実践の実際を講義する。
杉山：食に関する調査データの解説等，実践の裏付けを講義する。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

学校栄養教育論Ⅱ

辻　文、馬渕　良太、（福島　千恵子）、（熊谷　陽子）

広島キャンパス　1541室（辻）、1432室（馬渕）

出席・課題レポート・指導案・模擬授業等総合的に判断する。

三訂 栄養教諭論[第2版]-理論と実際- 金田雅代編著 建帛社2012、栄養教諭論Ⅱ-実践研究- 金
田雅代編著 建帛社2013、食に関する指導の手引-第一次改訂版- 文部科学省2008

現行学習指導要領・生きる力（小学校：2011-,中学校：2012-)

対面授業。講義および演習形式。

健康科学科　３年次対象

栄養一種免必修

食に関する指導、指導案、模擬授業、指導計画

食に関する指導方法を理解し、栄養教諭として効果的な指導ができるように指導計画を立て、
指導案の作成および模擬授業を行う。本授業は、栄養教諭一種免許の取得にあたって、「食に
関する指導の方法に関する事項」の科目区分を習得するためのカリキュラムである。

学校における食に関する指導は、教育活動全体を通して行うことが重要であるため、各教科
（家庭科、技術・家庭科、体育科、保健体育科、理科、社会など）や総合的な学習の時間、特
別活動（給食の時間、学級活動、学校行事など）等、校内における種々多様な場面での食に関
する指導とその評価について講義する。上記のような食に関する指導方法を理解した上で、食
に関する指導案を作成する。作成した指導案は、発表と相互批評を行う。さらに作成した指導
案を用い模擬授業を行う。これについても相互批評を行う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 必修

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

英語Ⅳ （健康）

関谷　弘毅（非常勤講師）

活動における目標設定，書かれた文章の理解，およびそれに対する認識力，発信力等で総合的
に評価する。

対面授業。授業中は個人，あるいはペアで課題に取り組むことが求められる。

健康科学科　２年次対象

学術的な英文を読んで理解できる力を習得できる。大学生として必要なアカデミックリーディ
ングを中心とした言語能力を養うことができる。そのために，１）やや難度の高い英文を用い
て文や文章の構造を把握し行間まで読み解く練習をするとともに，２）易しめの英文にたくさ
ん触れる練習を並行して行う。

学部に応じた内容とレベルの教材を扱い，基本的な専門用語や表現を含めた読解演習を行う。
上記の１）に関して，言語，スポーツ科学，健康科学に関する英文を使用し，文や文章の構造
を読み解く練習をする。また，理解した内容を他人に伝えることを通して精読の基礎となる表
現知識を定着させる。２）に関して，洋書，洋画，洋楽，漫画など，真正な素材（学習者用に
加工せず，ネイティブスピーカーを対象とした生の素材）に大量に触れることによって語感を
養う。具体的には音声を使って聞き取りやシャドーイングを行ったり，易しめの素材を用いて
多読し，内容をまとめるといった活動を行う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 2 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

教職実践演習（栄養教諭）

辻　文、森脇　弘子、（熊谷　陽子）

広島キャンパス　1541室（辻）、1442室（森脇）

随時対応　要連絡

　実技指導、グループ討論、補完指導、試験の結果等を踏まえ、教員として最小限必要な資質
能力が身に付いているかを確認し、評価を行う。

なし

授業中に随時提示。

本科目を履修するためには、教員免許状取得に必要な履修科目のうち、教職実践演習を除く1年
次から4年次前期配当の科目での必要単位を4年次前期終了までにすべて習得しておくこと。

対面授業。一部演習形式で実施。学外フィールドワークあり。

健康科学科4年（教育実習経験者）

栄養一種免必修

自己理解　課題の発見　対人関係能力

　当演習を履修する者の教科に関する科目及び教職に関する科目の履修状況を踏まえ、教員と
して最小限必要な資質能力を習得させる。具体的には、①使命感や責任感、教育的愛情に関す
る事項、②社会性や対人関係能力に関する事項、③児童・生徒理解や学校給食等に関する事
項、④「食育」等の指導力に関する事項をテーマとする。

　教職課程の個々の科目の履修により習得した専門的な知識・技能を基に、教員としての使命
感や責任感、教育的愛情を持って、カリキュラムの全体像を視野に入れつつ、食に関する指導
や学校給食管理等の職務を著しい支障が生じることなく実践できる資質能力を習得させる。そ
のために、役割演技（ロールプレーイング）、事例研究、現地調査（フィールドワーク）、模
擬授業等を取り入れる。また、現職の教員又は教員勤務経験者を講師とした授業も行う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 15 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

教育実習指導（栄養教諭）

山岡　雅子，栢下　淳，辻　文，森脇　弘子，（熊谷　陽子）

1448，1535，1541，1442

授業への参加状況，課題の取り組み等を基に総合的に判断する。

実習記録など必要なプリントは適宜配付する。

笠原賀子　著「栄養教諭を目指す栄養教育実習ノート」　医歯薬出版

対面授業。授業日程に従い，主に講義形式，演習形式で授業を行う。

健康科学科　３年次対象

栄養一種免必修

学級活動，特別活動，給食指導，学習指導案，学習評価，栄養バランス，食事と安全・衛生，
食事環境の整備，食事と文化，偏食，食と健康，食物アレルギー， 食の自己管理，健康管理，
食事と運動

この科目では,「学校栄養教育論Ⅰ・Ⅱ」，教職に関する科目などで習得した知識・技術を統合
し，小学校・中学校において教育実習（栄養教諭）を行うための能力を身につけることを目標
としている。

教育実習前の事前指導として，教育実習（栄養教諭）の意義や目的，心構え，実習の評価の方
法、実習後の提出物（実習ノートや指導案など），実習中の大学との連絡方法などについて説
明する。また，指導案の実践的な作成と発表，模擬授業などの演習，評価をとおして，食に関
する指導法の体得を図る。さらに，事後指導として，実習の反省，　問題点の整理，今後の課
題の明確化等を行う。
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授業科目名

担当教員氏名

研究室の場所

オフィスアワー

授業の形式・方式

単位数（時間数） 1 30 学科または専攻毎の必修・選択の別 選択

履修要件

免許等指定科目

キーワード

授業の目標と
カリキュラム上の位置付け

授業の内容

成績評価の方法

テキスト

参考文献

備　　考
（履修上のアドバイス・

禁止行為等）

教育実習（栄養教諭）

辻　文，山岡　雅子，（熊谷　陽子）

広島キャンパス　1541室（辻），1448室（山岡）

実習記録，課題レポート，実習への取り組み，自己評価を勘案して総合評価を行う。

実習記録など必要な資料は適宜配布する。

教育者としてふさわしい態度・服装・言葉遣いを身につけ，熱意と誠意をもって臨むこと。
本教育実習を履修するためには，3年後期までに、教育実習指導（栄養教諭），教職実践演習
（栄養教諭）を除く「栄養に係る教育に関する科目」「教職に関する科目」「日本国憲法、体
育、外国語コミュニケーションおよび情報機器の操作の科目」のすべてが履修済みであるこ
と。
※　教育実習指導（栄養教諭）は事前事後指導に関する科目である。
※　教職実践演習(栄養教諭)は４年後期の科目である。

小学校・中学校における現地での実習。
自らの学習目標を明確にした上で，実習施設指導者の指導に基づき実習プログラムに従って実
習する。
実習中は実習記録，実習終了後は課題レポートと自己評価の作成・提出を行うことが義務付け
られる。

健康科学科　４年次対象

栄養一種免必修

学級活動，特別活動，給食指導，学級担任・教科担任との連携，家族・地域との連携・調整，
学習指導案，学習評価，食と安全・衛生，食と文化，食と運動，食の自己管理・健康管理

学校における食に関する指導の目標は，①日常生活における食事について，正しい理解と望ま
しい食習慣を養うこと②学校生活を豊かにし，明るい社交性を養うこと，③食生活の合理化，
栄養の改善および健康の増進を図ること，④食糧の生産，配分および消費について正しい理解
に導くことである。また，これらの目標を実現されるために，「体の健康」「心の育成」「社
会性の両涵養」「自己管理能力の育成」の４つの柱が示されている。これらの食に関する指導
を充実させるための総合的な方策として，小学校・中学校では「学校における一体的取組」
「学校・家庭・地域社会の連携等による取組」等が行われている。その中で，栄養教諭は学級
担任や教科担任等と連携・調整し，栄養教育を実施している。小学校・中学校において実習を
行い，栄養教育の実際を理解し，課題発見・解決を通じて，専門的知識及び技術の統合を図る
ことを目標とする。

学校経営，校務分掌，服務等について理解する。児童・生徒への教科・特別活動等における指
導の実際を理解する。学級活動及び給食の時間における指導，教科等における教科担任等と連
携した指導・給食指導，配膳指導，後片付け指導等を行う。
 児童生徒集会，委員会活動，クラブ活動における指導の実際を知る。指導計画案，指導案の立
案作成，教材研究等を行い，授業を実施する。児童および生徒への個別的な相談・指導の実際
を理解する。食に関する指導の連携・調整の実際を理解する。校内における連携・調整（学級
担任，研究授業の企画立案，校内研修等）および家庭・地域との連携，調整を理解する。
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